

这 じヒッ トラ 7 の 傅 おを み 至げ た 巧り で‘ やつと I 喬 皮の ご s いて 

さて 初めから® 化に 巧み 退して をたら これは 父 巧 おな ヒット タァ帝 だ 

なと 自を ながらげ な 巧が した。 • 

獲 おでは ぁ ぇ おし 私は 冀沮 ひとは 化つ て & ない。 @ ろを；^ つて 巧 か G 
いと 自信して ゐ る。 と いふのは 元 巧 あは 人間の 化 おを 巧 ベた b 巧いた b する こ 
とは まつて 好き G 巧 だた ミトラ 7 ①如 くま だみ 年 四 玉を じ _； ，をら G い 

調は -i 菱大 輩® ま 宴 0 と 管ない； i ばか 6® 人餐 —— 經 化を ま 

じ 物す る やぅな ことは •巧 じ 生れて かめて なの だ。 藍し 巧ち の 巧 巧’ 例へ ばク 
ロ ムゥ-^ とか ナポレオン とわの ま提 をな 索す るのと はぶつ て. こむ から 牌 米 



がま だ どう 巧る わ をら の 生存 中の 人間の 「» お」 を 巧へ ると いふのは. 巧言 ご 
との 下手な おじと つては 怖ろ しく 街が 路ち迅 ぎる" 

をれ ぢ やお 計な 巧、 むはを て > '•素直に ヒット ラァが をれ てこの 方今 日 じまで 
の 年 巧 おを 詳しく おべ 立てり やい/だ らう …… をれ なら 义 をれ だけで 世人の 孩 
考 にはなる だら う' と考へ 直しても あたが. 結 巧 又 をれ もがした。 何 かわとい 
ふじ •今日 t ヴ トラ ァに削 する# 物は をれ こ をげ 牛充悚 もので‘ 1 々居 巧こ进 
はない じ おら や •け 日まで 一 か 巧 名の ± なりし 巧が の々 の 巧を 巧げ てょ b 大戰 
の お b じ まるまで (卽ち 彼の 一二 十歲に 至る を) の 長い 生 立の 紀は 《 たく 彼 自ネ 
じ 依つ てを された 「巧が 戰 ひ」 を 措いて 化に 一 册の义 おも 存在して やし G い。 
巧 謂 巧 牛充巧 組は. 假令 どんなる# じ まれ. をれ が ヒット ラ 7 の 生 立の 年 巧 お 
略に 關 する 限 6. おれ もこの 唯一の 义 がを 巧衍 する わ' 境き 直す わを は 孫 引し 
た わじ 巧まない 菩 だ。 巧两じ 於ても さう いふ 意 ホに がける# 物は* もう 巧 山 化 



じ 出て ゐる 。化の おつで る 化 西 でら' 例へ ば 巧田谦 巧の 么巧 『ヒット ブァ 巧」 
の化きは 「巧が戰ひ」 を克明じ巧みこなし殆どがす巧な^曲述してゐる。 ホも 
化は 同ち が單に 「巧が® ひ」 を あぜ じ パブ フン I ズ した だけの ものとは 言は な 
い。 巧、 邀ろ なをを 自 をが 一個の おゆるが 化き 信を を 持つ て •ヒット ブァの 一 
を 一 動を あくを の 信を じみを する やうな 英雄的な 型に 化な て 上げて ゐる 。をれ 
も 一 補の 極めてを い 巧 ホ だし’ 同時 じ 巧 田 巧の ち 物は さう いふ 目的 じょく 叶つ 
てゐ ると いふ 巧 じめ て* 稀 じを るを# に 巧 巧ない 0 
ぢや 化が 今ち なめて r 巧が 戰 ひ」 を 下手 じあ 巧し 直す のら 患 巧は ないし’ 「巧 
雄 ヒヴト ブァ」 の 業が を 一巧した 巧 おの 下 じがめ 上げる の も‘ fc う 蛇足な 上の 
何でも あるまい。 だからを いつは 化さう。 にくがし をには 交な としての-袖の， 
t ブト ラァ 巧が あ b 巧る。 か 論 さう 自性 する ほどが まつた も①ぢ やない が' 幸 
ひ ヒット ラァ巧 じは 新曲 おを として 二 巧 ばか b 直 巧に わ 目 じか/' つたこと も ホ 



、又 因を やを の馨釉 の會？ どで 彼の 巧宜の 巧規も 可成.，：.， 丹を じ 巧いた 阳 
巧 上 - f しての 印を が お 父は 判断と ふ もを 切れぐな がら 無いでも だ 
い〇 それを 苗き 巧ね たら， 假を おおのを ホ じがけ る 傅 おとして は 邪ぶ でも 

がくと も一釉 Q ミトラ 7 のをを らし V ①は 素を らぅと 含 

信が あつに の だ。 をれ が 卽ち本 巧 G ので ホる。 

「が 傅」 吾つ た 所で 一個の 人間の 蠢な息 ホと 曲恼是 み 化を さぅ 冷 
たを 觀 的な メスで 解剖して ッごベ 富 や 反 愛吝を ホべ 立てる ことは 
をを ① をは 窠 ない。 を も 矢ぞヒ ，トラ K は 到 ほ I なの 妾が」 だと 仰 一 

みしてゐる一人，；？の；.！わら。 で 巧巧と言へば稚しも空を呼び化をおすなの巧 
記風裝兒‘ 卽ち一個の跑みだなものをおなする；^_^らぇ をしてをの釉が巧巧 

として 本 貪 f 」 く 裏 括 ぇミ は •を窝 曲® 雲を 7 T 6 をら で 
をつ て 曇た と碰が 地上を がつ てゐ たら-かじ 斯 巧む 襄の巧 方み た、 


♦ 



じ 間の 拔 けたら のか も かれない。 要は 龍を 描ぐ ためじは. 矢 巧 b をれ が おつて 
ゐる戚 雲から して 判然 巧き 出させる 必耍が ある。 をのを 巧 じめ て おかな ことと 
はな ひながら も* 大戰後 じがけ る ド ィブの 巧圍の 肚會的 巧を 的 尊 W を 其が 化が 一 
へ黑 ぐを b たくつ て. をの 間から ヒット ラァ とい ふ 人め を 浮かし 出す ことじを I 
ふした。 

をれ が 化 一 化の お 方に 巧る この ヒヴ トラ 7 W である。 だが. をい つがぅ まく 
巧き 出 てる かどぅ か….： 〇 , 

昭巧十 一 年 一巧 

苗 おの 《 居に て 

‘ 鹿 二 生 


ぶ 



改版への 序 

わたし お 巧 お 王 t * ■トラ T の 屈ち で. その 傅 おを わたし ホ じ# いたの ■は、 化かな M を# 巧し 曲な となつ 

をぶ S 巧で ちつち をを 言* で 装 Q 年々 をち’ 世# 肤》 もまく I 拓 しち 

と 同時に ヒ ，卜 

ラ 接がに 妾で まられ た ナナス •ドィッ も その 裹夕 もる ぺき義 の 道を 姐つ で、 を じ 言の ち 
ちしい 養を とげた。 その 巧 近の 華 こい 茵 跨の 塞は •を や, g 巧囊 為季る と ミで ちる〇 
々養 彻璧栃 を 妾で ヒ ，トラ 7 き 蓋す るじ當 つて， をし は寞の ものに、 凄と なつて 後の 
と- 0 を霍じ まる ま、 巧く 寶 ではみ るが 望」 た。 で わたしの 寞は巧 化な として、 幕と 巧 ひ 

がいた ナチ ス黨勒 巧 巧に ちを J とはす をが たない 0 
今日 ヒ* トラ 7 が 世 おを 助かす 大きな I つの 力と なつて ゐる ことを •巧し も 否を は 化 巧な からぅ 。巧の 

一擊手 一巧 お甚 巧の 違ナ ると ころな しか 4 は、 言 4； が是 置の 照 巧の 霉 でぁる。 化が 今 
巧 どぅい ム 巧に その 理 f 巧 現して ゆく ろ ミを をの 未 ホへの 典 巧 巧 典 度 ま 乂ネる もの 
が « かに 巧を ナ る！！ でもる。 

昭巧 十六 年ち 巧 
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大衆の 闲サ る、 むの 押を 開ける には 巧 巧な 《が 巧 
ろ そは ホ拽性 かち 益で & くつて、 车ろ 害と 
力の 扣》’ 

7 ぶフ •ちとす をむ-ご 巧 i ニモ 1 5 
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をた ホを. ^に_ を iMJij ■斗ら 5 を こずき ofe たらち 〔を 3 こ」； こ。 

- が 接か^ ホて これで ペル リンの 典！ を-巧 何 あが 華 ことにな るんだら 
< I •一 . fjtli か ホ啥； • 】 囘目 かを？」— などと、 なは ボン 卞 0 した 巧の ホら しい あお 

す^^^,^^* 今- 0 と 灯の 扔 りか 占た ぱ かえ讀 ちを と峭 めて を 吏 

^心51|^^^|1^2^^?|^^^:賓のザ巧には巧黑をかをの巧をなでたな巧お人が、そこいら- 

すぶ：^ も^ 雙レ をち 管に 通りす がえ たを を 巧ん ミろ 

をぶ^- ホ，^^ が？ 薄し く 巧り 巧いた。 巧 お 巧 t なつで 巧に 當 でがん と、 ホに 逆は 
ず ヴジが 化 7 フ^ 為な 巧 一ち 

二。— 一を は G で " V が.： 巧は 只今 ミ， ン ヘンの 巧* i がわら 巧活 がありまして ち 例の-けに 
巧いて こ 

「巧の 一件と いふのは、 おが ヒ ，トラ 7 氏に み もを 申 をんで ある 件なん でせ ぅ P ミで その 持 巧 
はどぅ ボ とを ふんです r 」 


ぶ 



r 結 是塞复 い 召す； 望を ミで 度 去 おみ ひ」 上 5 と 音は を ふが 寬 Q 巧 浮 

ヘルリン ぢや ない。 ミ ユン ヘンなん です ょ… ミこ ヘンの ブリエ ンナア 巧の 巧を 化で：- 
一 さう です か？.： ガ つで ヒ ，トミ 巧は 巧々 ホ 西菌お まに 巧し でち ベルリン 『ヵィす ホ— 
フ」 の 巧 致 巧な かぢ やを 見し ない ことに 巧つ てる 幹で せう r」 

「左樣 。指 薄を も そ § りで 昨日まで ペル リンに ゎらた のです がね.： 愛 大巧な 念 異裝て 
ホ 刻もう 飛 巧な で ミこ ヘンの ま おつち まを ました。 J 

「大巧な 急 巧？… 巧です P:: ンュ トラ， サア 巧の^^ にで も# する…」 

「いち そん 妾は ど さもを と。 おの 使 病は 著な からの お齡 を# 宴 下に ミへ する こと 
ザけ なのです。 巧す るに 巧が 巧で も 巧 下は 今 巧の 巧 巧で、 早 巧 ミ- ン ヘンへ お立ちに なつて 下さ 
い！.： そして 貪に 拍 ずる 語は、 巧を 巧の 巧が 部ち ドクトルが とがな でょ くわ さて 下さいと 
の 巧です。 おの 巧 件は それだけ… ぢや これで ホ U します… ハィル. ヒ ，トタ ru」 

でを は G 巧の 扣 《のま、 に 早爭ン ハル タア蔓 巧から ミこ こ 巧の 巧を に 巧る ことと し 
ち W は そ Q 暮〇 アド ル 7 .ヒ ，トラ こ 昔へ ちま ガはミ そ 巧つ て ゐミタ プブミ シ 
* ヮ ィク忆 めて襄 「|を 寞 挥を寶 し、 《ルツ プル グ忙め ミ— ごご ク ご 浓とプ 
。こ- 1 ング內 曲 打 巧の 同 曲を れん ミ 大巧 巧 ミ ごご グと巧 高の ♦化を やつを を® 


おとで、 おくと も 世間 的には、 もう 措かに セン セ— シ 3 ナルな 巧 組の 巧 巧では あつた。 をれ もげ 
日までは 一介の 政治的 巧を 古と して、 ペル リン 人の 巧琪 やみの カフ ょ I 又は 巧隨み 度の ホ 涼巧閒 
などに おの 津を 提供ず るな か、 话 ど巧谢 巧には 巧 面目な 巧 煙に ならな かつた がが、 今日 この頃 ぢ 
や 困 巧な みま 巧の 一#】 S をして、 政 ホ-切の 巧 巧を 示 巧す るが 一の パ n メータ T に 巧へ しめた 
ぶさ へわるのガ。 ムブソリーニの「口》 マお出」 に巧巧ずべをじプトラァの 「ベ ルリ ンおが」 は巧 
れ 近いう ちにちる ガ らう ミな どとの 知つ たかぶりな 巧 巧は、 もう 巧に 立ため が のぞと なつて わた。 
ダつ て じ ブト ラ r は 巧に 今 ベルリンの 中央な 府 の鼻ッ ホに ホる 「ホテル •カィ ザ T ホー フ」 の 一 一巧 
をを 部ょ 領 し、 田 民 おみな の 巧が 本が を 鼓 あして ねる のガ 。それは ヒ ，トラ 7 の 「お 政府」 であつ 
ち-かの 巧 人ヒ ブト ラ r は 今や S • A といん 「お 軍换」 を 持 0 ばかりた 巧 巧を が据 しないが 
からもう 巧 おの 中に 巧 索を 作つ て、 一個の な 汲な 「おな 巧」 t 搞 へて わるの ガ 。その 中には 內務、 
大巧、 お 巧、 そ 部は 音ん にぶ ぱ ず、 巧に ホ務 ちに 巧を ずる 部々 さへ あつて、 現に そのを 時は、 か 
巧 使な として 口— ゼン ベルグを。 ン ドンへ お 或して あるの だから 巧い。 

モのヒ > トラ ァが 「カィ ザア ホ— フ」 にが 茄 がな 巧を 立てて なが、 本 巧 人に を ふの が 大巧 ひの 
彼が、 初めで ホ 巧の 巧 新曲 杞 ぶに 夕 見を 巧し 抬 めた。 モれは a 巧れ 會ま 巧を か 巧 人に 正しく 巧餐 
して 黃 ふための、】 插の宜 巧 ザつ たには 逆 ひない。 がし 如何にを 巧とは 育へ、 そのを 時の ヒ ブト 


ラ r はま だ 麦 をれ にも 透を お ホく す 女た まなは みして 占ち ちな 一 7 ラ； の妃ネ 
えを は聲 にかは をい。 フミ K に •ホアン カリ f の產 する 切、 ミト ブ； フランスを 
不惧寞 基と 巧へ てゎたを で ホろ をを V ヴん TQ 奪を— かは をつ ミミ 
は 蓋 凄を 天 描と 巧へ る 彼と して 寫論黨 のな》 らう。 その上が g に 小— 田の ャクザ 巧 
聞の 化 ま ザ や、 又？ 巧閒 ミき 名ても 代 ま ネがュ ダて で—— には、 養 C 引見を おじ 
を かつち を 巧 肉 ミン セ！ ン こに 贊 をな 擎 るを 巧 得る 巧を いを で ゎる 

がの なんでを 見を たたのは 、た； す スと ィタ。 ア の； 抵ネ ザけ》 つたち。 

宴 「日 さを 援一抵 どうみ 巧 差ら う，': とい ム ちた 慧累 t 引いた も® ザ かろ 
なは アン グ" ， ；擊ヒ， トー； 暴 S I 人— 重ち？ ザ；— こで 「ク 
々つて 下— を— みを」 T ミ寞— ろ冀 たもい ム f 、 《ム i 

ふが がし ミ* ン ヘンで とのこと… 


で、、 1 ン ヘンへ 到を しち 

早进ブ "H ンナ i グ "プト テ— ク基 いお f 轟す ると、 抑 f II 柏ら 
ず キぉ邮 にち 化の 某が 物 こく 5 の 任に きて ゐろ 夏の 下 や 麻 下を がが ナ るを 巧の 


く ミの もに 當ミゐ ろ 階 巧の 下 や 麻 下を が f るを 塞 


巧 巧 差を らぉ タムち まるで パを 巧の 塞 人形の かく、 辄 のが^ ヵナンと 畫 、左 乎で 巧 
のをおぶしッかと巧み、巧底ぐに仲ばした右手をまなく差上げて|_|-八イル • じ*トラ7| - —と. 
巧モ から 叫び 合 ふ。 叫ぶ といつ たつで い、 加滅 の巧ぢ やない。 まるで 巧 巧 も 巧れ るで うな、 邮が 
佛も 巧び 出す やうな ながを の ダから がが してを 巧を 巧 われた。 うつわり 枯 いて わると 田 a ぞを~ 

妾 も 言つ てるを やうに St く。 をが 巧 湿な 复 挨餐 「す 含 4^」 とむ 「至 君、 どう ガ 

い」 の 代りに 巧 はれる んガ な；. それに しちや 怖ろ しく 巧 ましい おが ガ なと ホ ト レし と。 が 
で ホ 字に か 十 宇の 巧 お、 巧 巧、 壁 巧の 巧 巧な おりの 中を おつで やつと 巧務 巧の 部屋へ 巧ん つてみ 
ると、 ベルリン わら 照# して くれて あつたと いふ H 巧が ホを 规 はした。， 

「巧 巧 ホて 下さつ て わ 氣の巧 千 萬 だが、 巧は おみ ザは ミ ュ’ン ヘンに おる と I - 巧閒ぱ かりこ、 にお 
て、 それから 义飛巧 巧で 急に ペル 0 ンに引 巧され ましたょ。 お 巧り それん 黨の 大巧を 巧 巧 件 ザ か 
.ら W 己む を 巧んで す。 夕 下がみ おを お急ぎなら、 义そ のま、 ペル リンへ お 引 法げ になつ でもい L 、 

が 指 巧を は 巧く も 巧を 日を には 必ず 此方へ 巧つ で 巧ら れる さう です わら、 宜し かつたら、 それを 
巧く り ミ* ン ヘンに 待つ てね て 下さい.： 宿は へ アツ*., タ ウィルへ ル A 巧の 「ライ ヒス TI ド， 
ア」 とい ム 巧へ、 巧つ て おきました から…」 

巧 かした。 まるで* ごつ こみたい におから-^ 追 ひ 巧け てわたつ て巧跟 がない。 ま、 ょ、 朽く 


ダ 



きこへ A 苗 窒据季 たお ゥ i い イザ— 品 哀留忆 でも をれ た ホと、 ホ® ミト 

ブ ，が 一巧を 起- 3 巧ね たを 奪 S ユル ポア ごイ •ケラ こに 巧ろ て、 黑ビ— ルに 揉 奮の 
巧 斑を にで もわづ かつて わょうかと か、 むした。 ホには もう ナラ^^が ぎが 巧つ てた る。 ミ 巧で ょ 
スキ-を 巧いで、 掌 場に 急ぐ 度 ホな 巧ぺ たの 少年 巧の 大 おに 出み ろが が ガル ミ. 二 •パル テ 

ン キル ヘンの シ* ンツ 王に でも 巧く んボ らう. ：〇 

をを た 宿を で、 まを を ホ； ら養 する ミこ ヘン 大置理 おお ミ ウス ホ— フ 
7 辟ち (描を 韋襄 人と ならた) を お S しち 餐は 巧に おへる がかき 「日 まな まを _ 

でぁり、 单巧 巧の ラ 7 カ デオニ アンで ミち 嘗て バイエル ンを 居を ま 巨と して 日を ホり 

伏を 霞 紫 罵？」 て S 穿— t 奠そ Q 曼 、後 QW 望！！^ &草 た奎 大巧の 大 
。 娶 でぁつ わ ミを— お 頭谢号 イツ 人ら」 い# 留 良を なて、 奮 Q 地理 學を嫉 
夕硏 度し ちその 結み をな ろを に 且つ オリ デナ ルを 柏 モた考 てみ 巧に 霎 をた のち か 

の サ 界望ぞ 「奉 夏藝 & 冀 ，一で を。 そ Q 還 明 若」 T 望隻を g いた ミこへ 

ン大學 は、 がを 巧う して ミ 巧# をを 大 菱巧羣 髮に迎 へちまし 班に 雙の暑 t 摹 
府管 、が 美* の正髮 を* わた 人物は がが ドイツに も 初を で ホつ たらしい。 

餐 寞壬军 巧* & おを まけて 恐な たを •赛が ミこ ヘンに を わる 理由が 田 畜> 


も 萬 まま モ 量が おを 巧け て 巧 痛した なち 白ま ミこ こに 來て わる 理ま苗 畜> 


おお 指 巧おヒ ，トラ 7 にみ おする ためで ホる ことを 打ち 巧け、- 巧 その 巧は 化に どうい ふ 巧 巧 t 
提 化したら い、 だら うわ、 とい ふこと を參 ちの ために 即 いて 見たり などした。 

やがて 時 ザ がをおして 宿 にがつた おは 巧 ホを さに ル さを レヴ 1 I が 瑞を ひやかし、 そこでを 站 

をの巧是靈星まることをを。 5寒 浮をたか養 をつでゎ 

る。 それなら 旣に ベルリンで-巧 おた ことの ホる ぞ をな オペ レ， トガ をとは なつた ド、 その 巧を 
は バィ H ルンの ホ替 だらけな 巧 話と がとの 巧 巧な 交錯なん だから、 或は $ の ミ- ン ヘンで、 味 
ひ 直して みても 却つ て 面白から う。 ょし 巧が 這 入つ で やらう、 とおは 切なを ホめ て その のボ 
，クスに おまつた。 • 

すると ほか 二 お 目 か 何 かの 巧が 下りた 頃 ザと あム 。場 巧 案 巧の 巧が 巧が バィ ユ ルンの 巧 舍ぞら 

-^いお进化な大壁で- 「日ま紳まホッ.：妄0がます ぃ.：ミを5み へ 日ま望の方 

が 巧え て わられるなら、 を瞄 にお 面 お 人が ぁりま一 す ッ」— と 巧咱ゥ やが ク た。 勿論、 巧 巧の 巧 
ホは お 巧つて ジ おの お 色い 巧 ばかり 見て ゐる 。おはを 笑しながら コソ^^^ 府端〇 入口へ ぉ 

ち 

見る とかには H 巧が かまの 巧を 立てて、 一人を さに 巧へ ながらな つて わる。 巧は もつ と 早く お 
傅へ しょうと あク たが、 巧ぶ 巧の たが* を しちや 巧まん と あつて、 巧閒 の 化 §閒 が 巧る まで こ 


夕 



こたッと^£つてねをいム。 それはかがおをの巧なミをした… - 窝の巧畢す， . と助い 
で 見る ちい や、 也 ホ 者が ベル。 ンへ往 つた かと お ふと、 义霉 泣です'、 こごへ 巧つ て ホら 

れ たを をす；^ 害 S ミ； 5」 享 を 諸 鼻を 著 贷尝蓄 愛た... いろい 

ろモ違 ひで 宰をな 時閒を 使は サ 5 まなかつ たと 宜しくた 南び 喜つ ておいて くれ、 とのこ 
とでした といん。 

をは 何と & を で甚下 W が 三ん 島まで 舅く 足を ミで をを < とも、 ~ 

寸谁 話で をへ さう 活へ ておいて 下す つても を かつをせ うちと あ游 する ちい や 宿へ も壽ょ 

ちて 姐た て ミ 5 ぁま、 な 含 Q セを 奮》 こた ホぎ 下霎 をを》 らうし、 
それにを かモ 愛義 罢も すれち 罕 みたな 外 舅' 望 Kr ィッ 人 ミを は襄 をな 

ん じない がを にならん ん聞ガ との 印 《を 巧へ るの が 辛い のち 塞。 蹇 にやつ て 巧た のです 

… 宿の^ 8 羣 をも孚 a 臺で互 異 ミく ai さを をを；.： をぢ やど 

ク かに 塞 石ら れる客 ミ 化つ て、 み f こご ま鬟 からを 蒙ら 巧のに まる まち 到 

巧し に 巧いて ホいて ねたんで す、 との お 巧で ぁる。 

H 巧は を や ミトラ r 巧 曲で、 押し も 奪れ もせめ が たる 器 まだと ミる につけても、 
その 時 Q 巧累い 二， 孚寡 いて f うに レ ごふ 含を 立つ てを H 累 巧が A 占の 
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ミ、 「 夕 う KL ゥ， 合の かに ホって わた H 巧の おが 今 巧の 


やうに 巧 ひ 化される。 

# • 拇 

で 空 日の 巧の 九 時半。 がは 今 ザを おの 「お 巧ぶ の 閒」 で 大きを ホモ t 中へ 巧んで、 初めて アド 
ルフ ■ヒ ，トラ ァ なる 人 愤に巧 坐した。 

今 おの 化が には— 日本人 ならな 淪 大巧の 部類に 人る のゼが ドィッ人と しては— ホ づゃ巧 ゃが の 
化 年 紳± が、 巧 十字の 荫 ザと 巧 十字の が ザ】 つな ホには 裝 化は ぶか、 まるで 齡も齡 み もを いおを 
地の が 巧、！？ か 式 上 巧を キ チンと みに をけ たま L 、 埋 かの 爱巧 もな くがつて 坐つ て わる。 

ドィッ人の 中肉中背と 肯 ふから には、 がは 巧 論 巧 巧に 量つ た巧ぢ やない から 巧 巧は 持てぬ が、 
ホづ 目方に して 百 四十 封 巧 (セ 〇キ 0 )、 みを にして 一 米 セ 0 わら セニ くらわの もの かとの な 巧を 
つけた。 この 見 巧は をに なつて をみ ぐらつき はした。 おが 巧二囘 5 に 辛 巧と なつて おの じ， トラ 
r とを おした 時 (一丸 S 四 年の 巧) には、 双頰 から 巧の 两 ホから 腹の がけまで まるで 见巧 へる や 
うに 化つ てゐ たから、 令れ わら 巧に 五六 年を 経過した 今日 この 巧では まは セ〇キ n くら ゐぢ やき 
わぬ かも おれぬ。 それでも 彼が ゴ，— リングみ たいな 肥大 ホの 側に はんで なつと をで もを はたな 
にならぬ 程 おつ そりして 見える ガ らう。 义彼 がへ*' スガの、 力まは シャハト や ロー ゼン ベルグを 
だとい ふ 見上げる やうな 巧 供を ぶちに がへ セ 時は、 巧 ど 巧 だけ 小さい やうを ちがす るし、 なかに 


// 


愛な さ 妾の ゴこ •ヘルスと I 巧に をを する ちま さ； セ 量 e ろぢ やまない や 
ろを ささに 印 《されを き 違を 巧と しては、 ィタリアの ム ，ッ？ 二 さは かしく 大さ 
いか そこいらを 要 i を ば、 大監費 をい ザ 65。 巧」 う ッ ホが 脚が 短く つ 
て、 丈る で 四ち 塞蓉 立てた やうな ぶ おする のに 技し、 ヒ ，トー； は 頭と 獲と 阳 はとの 巧 

をが おを も、 よ 去れす 害ゐ るで、 望て ご テス クも 盤には ましい。 季 るに、 良 
くす へば 均 お e とれた、 おくな へば 特 ちの ない が 祭 持 麦の ガ。 

巧を まける 扣 《も ホを と 寝で ぁを その 阳 塞る 鼻、 その 切日の 客に 《いを、 そのを 
ぇ 立を いち そのな ガ をを 巧 曲に 巧 そわ 二 驚ち を も おを 瓣 燃した がを なして。 を 
うにを 丢 、そ 2 S をな 合」 てみ ると、 不思責 もてて 華是見 そる。》 を楚 化して 
s 季」 ぢ やない。 おくと も 「 I 子」 の特 おた るが^ が & な 力が 整 的に かけて わろ なの 
爱の 毛は？ しく I 含隻 t サ窒 若；" fg ミは わ fQQ 、 をよ 巧 天 的に ホ 

でつ け J 〔けを— こ 苗疆管 いが f — ちき 委 でもを く、 

桂め て 却い 巧 色 客ち 义 彼の 沒はと を ば 雌 もの 夕留 墓く 刈 おつて ぁろ 世閒 ではよ 
くヒ， 卜_子署，^^^いム乏もホを 磊も坟おには下を上へがにみでホてゐるのご寸 
ながの すゼを 蒼 喜る 夏は t がご 廚モ 型は 大奮後 g ドィッに がける 主 A 九で 


♦ 
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ぞ 8 巧 子が おへる の t 巧と した 平凡 扭 まる 立て 方で わつ て、 ホ 田 式の 塞® や、 巧な & らば マン ジ 
* I まの チョ ボ おくらわが 巧 巧す る 現下の 巧 巧から 判 《 して、- 時は 巧し く 時代 巧れ のぶ さへ ぁ 

つ わ。 

巧す るに 化には 船が た 巧も閒 のがけ たを 痛 もない 代り、 又 反 巧に 巧 巧 巧 日の かく 巧し 巧い まな 
もを い。 な 0 て 彼と い ム人閒 は 巧 通一胶 のをの えで ホつても ょいし、 义か巧 まの 子け で ホつても 
差 脈へ & い。… ずは が 巧展や レスト ヲンの 主人 ガと巧 つても® 用す るゼ らぅし、 いや 巧 巧な たが 
人ボと 一す つても 別に ザが しくない ガ らぅ。 が 》 、化は や 均し セ 「人 巧」 で わる 《 ふとを は ドイッ 
人を.，<-んをホサ*めて、 そのを巧で巧つた巧を求めたら、 吃まヒ7 トラ*- みわいをがげの人閒が 
出 巧 ホが るに 逆 ひを いと 思つ た。 だから こを 彼は を、 なの 「人民 指 争ネ」 だ！ 

とちへ ながら、 をはな は 0 く t と 彼の 巧 をん めて ねた。 巧が その 巧洋 わる ホな 面の や 化さの 
中から、 不* になは 彼の 特長 ぁる 性 巧を か 置に 化 巧る にせる 二0の» くべき 巧 ル fc 巧を した。 そ 
れは 彼の® だ 0 た！ それから 化の 虫 ザつ わ— げ にこの 二つの t のこ そ 彼の フイ ジオ/ミイの 
- 切を 巧 おに 巧 巧す る。 

彼は 巧 お 言 ムに音 はれめ 巧特の a た 待 0 て わる。 それは 巧に 巧 ホ W 々たる 巧の かさ t 現は す、 
と 音つ ただけ ぢ やみ 足りない。 それな 上に モこ にはな はち 化の 理 おに tt れる巧 ひが B 0 て わる， 


ジ 


に 班い 巧！^^ いゥ f 王。、 ミ 奪が？ 基く' も、 护の香 

る。. の心ガ ミム— だを、 こを ミに f れめ ~ な〇頭モ が 巧き 巧 

を‘ な i 屋モへ 憂け ザ。 彼 曇 ィー f : で ホる 

の f り、—— 彼 i をに 望ない， なは な f 化ろ ミ^^^^ナ^ 

&を さ、 I っ ミ 人を 宗 8 人 I 去 雲で ct きが、' み」 5: を董 も!^ 
rr を f た。 されを や f ラシ ィ f 暑、 器— ボ ー^^: 
みた。？ ぶ 養 寡 ミ 管|大|歸6? ^ 巧^ 

巧の y iii— ミ 妻 f 、 

で ui ヒ， t ミ磬、 f 畜？ つ 養 ' f 忘た をい ミげ まの 


が 


二、 運 命 

T ドルフ. ヒ ，トラ 7 は 一八 A 乂年 四月 二十日 巧 太 巧 巧に » する (ミ- シ ヘンから 束に 巧る W 
田 巧の 小 畳 ブラウナウに ちれた •■かにして ヵトリ， ク の &巧 巧# 巧 t まけた 後， 上 巧 太 巧の 小が 
♦ 9 ンッ で* 巧 中# の 蛛程 t おた といん。 

父は 尝 やかを 思 給# しの 小 巧 H ホで ホつ たため、 巧 ホの 彼 fe をを に 化な てょうと ホち しわに な 
し、 小ァ •トル フは 十一 巧の 子 か、 むに も 執 巧に C れ t 巧 ひ、 美 « おか 建 巧は W に &P たが 0 て、 な 
に 父親と 爭 論を 巧け たもの らしい。 がるに 父 巧は 彼が 十一 二 法の 時 C の 化を 去 P 、が も 十六な にし 
て あ 巧の 巧を も ホつた。 巧ず るに 一 かの «兒 だ。 

そこで 天® になる 巧な を々 のがは、 おがを 巧つ わ 五十 グルず ン のをの みを はに して 巧 太 巧の 巧 
命 ウィー ン にやつて 巧た。 この ホで 化は 巧が として か « きになる ために！！ 去# 巧の 入# なお t ま 
けたので あるが、 皆く バスし なかつ た。 それ ぢや » がいけ & ければ、 何 かそれ に 巧い 巧 第む それ 
とも 建 第に M 巧した な 巧に 化つ でみ 色 立てょうと 巧、 むはした ものの •さう 首ん 方面の# 校に な 入 
るを がない。 比で をくな は 建策 師の兒 巧エ义 はなち 巧® ぶと して 化しい をな の 近年 抽を 送つ た。 


な 


r — を 。 f 1 , 1 愛 奪 ミた」 ち 彼 だわ^， 

をの 間な 程 お い 生を をモ つて わた ものと おぇろ 

がし そ 色 某援 養》。 な？ で 至た 克委 、ご 度異冀 答ぶ ち畜を 

を—— 曇 SIf 、 ミ-,, t 擊ま i き f f f せ 

みや 新羅 管！ IK 」、 §1 0囊±」 了；； も QQ ミミ 立を な 己を s 夕 

で ホろ そ Q ぅちか— が ホ愛堆 大して、 をを ち 博物 化の 繪 蓋を 化た、 ぶは 籍 がの 田 
み 雲 f 訪 4 をを 至 ミ、 いつとは ちに、 彼 ミ； -_ マ A 基ナる 热奪值 仰を S 
み督に ユダて 圍 、な# 籌 、田證 ほの 塞み 勘 巧を セル フィ— ド 式に 透す きとが 
出來 ’八從 i さ 壬呈 iK ?— ミ f — i づミ F マ _; 、 

ム ホセ ミチ ご おな を 主 巧、 反 マルキシズム 等の がを な ホに なつて & た。 

I ホ ーー 牵 、巧は 蕃語 Q 坦ま望 愛 雲を をと、 寒 < I ン〇繁 奪に 寞 ぎしと 
を#'; ら谊れ てわた バィ； ン の 墓、、、 ュン ヘンに をなん ちを を； 品を こ ホ 致 
が— する を、 彼ち の 町で 巧 誌 や 語に 力， 卜や 神# を 巧いて 生 巧して ねたので ぁろ 

* * » 

苗を？ 7 ミゥを ガと いふかを は、 彼 這」 く裹署 貴 さを 盛 ひ ミ。 


が 


よ夕 - V レぶ 力 e には’ がは 正しく 窝巧巧 巧 曲 巧 だつ たにが ひない。 


巧し ブラウナウの 附近は 地理 的 文化的の 現 巧から 見て、 どうしてもが 持の お 巧 巧 巧に 冉 する。 
一巧 巧 太 巧の ドイツ人は 人 巧 巧 巧 その他の 傅が わら 判 新す るち ウィ— ン巧 巧の 人閒と バイエル 
ン == ヴ- ル， テン ベルグ == チロ — ル 系統の 人閒に 巧々 する ことが 出 巧る ボ らうと あ ふ。 約へ ばブ 
9* ン 、リ 'V ツ 、グ ラ， ツ 、プレス ブル グ 等の 附近に がら ぱつ癌 方の ドイツ人は、 どう 見ても 
ウィー ン义 化の が 巧を 受けて 骨の なまで ウィー ン 人まで あるが、- 方 じ， トラ ァの巧 里た る ブラウ 
ナウから ザルツブルク 、インス ブル， ク 等の 一蒂に わけての ドイツ人は、 どう 見ても ウィ— ン巧 
ぢ やない。 骨格から 煤をから 物 巧から 性 持まで すべで 純が たる ミュンヘン 巧ガ 。《爵 じ， トブ r 
の 言葉には 今日 もな ほ ウィ— ン 訊が ホる が、 それは 化が リンツ や ウィ— ン にがん グ ことの ある 後 
天 的を ぶ 巧で あつて、 彼の 本 巧は 到を バイ H ルン 人 か シ* ワー ペン 人 わ、 それとも】 步巧 つて ナ 
ロ ー ルを たりの 人閒の 巧を 代表し でむる。 そして 彼には ス ラヴ 巧の プ P イ七ン 奥い 巧が 巧 巧 もな 
い。 巧 固に 見えで も、 その物 巧に 一寸 ホ かなが りが ある。 ボ がその 柔 かさは ウィ ー ン ぶの 王 レガ 
ンス ではなく つて 巧 巧ぶ の それを のガ 。そのが で ヒット ラ ァは矢 巧り 採砖の jr ル K ■人み をた 
ホが な當 であらう。 ヒヴ トラ ァが ウィー ン をな つて ミ- ン ヘンに ホた がつ たの も 無理は をい。 世 
には じ ツ トラ 7 を 巧巧闲 巧と しでな 巧な きお 走 ホの かくな おする もの も ある。 がし それは 化 走で 
はなくて 巧め て自 なの ホクソ ドス だ。 ミ* ン ヘンと いふ 故 巧に 巧つ てこ そがには 巧の ドイツ 巧ち 


巧 


的を 田。 が 巧 啓の かく 法ぜ しおめ セので ホる 0 

ホに を，^" 日 <? ，トラ K Q 塞を 度む と、 を 面 蒙蓄の ♦闻ま 眼 立つ かくな ぇる。 巧つ て、 
典康 の语晕 巧是 なの ィン テ， などは、 まるで ヒ ，トラ 7 を I 繫 がの 巧 第を どのむ く 
ちろ 又 じ， トラ K 夏 も その なを 時々 ホぶ すると 見委 、是を 目 だけの が 養を# 巧を 
しく 暑す る襄车 ろが しを ミトラ T を 霎の巧 《まとは 思は をい。 彼寞 さお 
ン テ。 ち 農から 君 つても 一拉 ブラウナウの やぅを 署 で中裹 ちを—— 襄 おちた 
にしろ i けを 66 S 羣な 6、 If と ミね ミ； 91 けれ 塞 6 ち ホの がコ 
蓋の モ ホは 小 單校堂 Q お 巧を やる C とを は* づ たいとい つても ご。 そを らヒ ，トラ， 
ろ 大累雲 こそな かまつ たけれ ち 彼の か 没な® 星な 塞に を實 襄を罢 、むで 
ホ 〇、 肚 ♦碧— 碧 害 Q 巧累 たりし 器の ウィ—》 に 五ケち ミこ ヘンに ー ケ年蓋 
0 たといを と^ 巧ろ ま 支い 管で' それは を 巧 f S をた# 巧—」 ガ つたる ひた。 
な酪 化は そ Sr い 砂 f なつて ご 塞い ちがし をは 芸の 「《さ 忆 とつ ミ 當 りが 

のこと だ。* 生と ミへ ば 巧の 畦を かつて K ボ！ ソを ミて、々 フュ ふを ずる 左の やぅに を 
^ のは ァごミ 流の 選つ た 巧を で ホる。 がは そを 他人に なへ て 度ム窒 々ホ こそ 送らな 

力つ をを、 白聋曼 基 ミ赏呈 f やつを ち ミ お 器 ip ミ寞 での ィ 


か 


ミを を、— 寡を おへを 巧 i を やつを ち ミ お 器み 巧り ミぶ 味で* の < 


ン チリと な C みたの ザ。 彼 のぞした 「巧が 巧 ひ』 の 中に おで 來る內 を一 北 « ま 巧を 理« し、 ドィ 
ッの外 巧 的 化かを 洞を し、 巧 巧を をと* ミ チズ ムを解 巧す る 化 巧を 掌 巧— は 到を# びた る ことな 
き人閒に出ホる業ぢやない。 お»文などころか、 e， トラ7 にホれゼけの4力がホれば-*>ゥ#山 
だ': それ W 上は 彼の 銷巧 のかき な あと 信を と規 がと、 巧に 見る 化が 巧 辛の お 力と 化® 的ち 巧と が 
- 切を 滿 ひがる ので、 なつて 一 幼 sfa に 巧 卡る巧 ホを 3 へ 捕ん れ ば、 巧は 必中み 口 わる 法 かを 曲 
約され てむ たので ホる。 

♦ « ♦ 

前大昭 はじ， トラ 7 にと つて-個の 巧大 をる 巧 示で あつたに を ひを い。 

-八 一巧 午 A さ 二日 彼は 志® みとして バ ィェルン 巧 十六 ホみ 切なに 巧 入 せらた ラ V y マルク 
のな 巧を 始め 四 ヶ年閒 巧な に 巧つ て、 つぶさに 硝垣巧 雨の 閒 をが つた。 その 閒 一回は 脚が に货な 
し、 あに 他の-旧は 番 冗が にめ つて ホ 明に 近き まなを をめ つ、、 十一月 十日に 巧 政の 巧を、 共が 
巧の ぷ な、 图巧あ a 巧の 巧 巧を おおに がで 巧 友つ たとい ふ。 

- ず® の人閒 ザつ たら 巧う いんぷ 浊 にを 面しで 涅み論 ザと なる だら う。 お 俺 ホに ホは 理 巧を つけ 
で、 词阳の 巧 境に 厢 あする だら う。 大戰の 巧 故 中 にがては 巧て じ， トラ, のみ 巧 巧に 巧 巧し 他の 
ホは ホは ホ tt な態史 t 巧つ てわた 第ぢ やない... をな 一巧に 巧 人の やうに なつて、 化 巧の ために- 


巧 


宮— Is を、 享 iiai ぎ I # ミ 
が— つて、 量宗宮 If 量— f ミゼ 。星 1， シ 

^ 巧 打は、 Tf うい 文 閒の莫 的 養に f 附 をを 巧ぇ を 0 で ホ 

音 f f I 。 日 wi §— 心ち -^ f f そ 

e 担し 3 r や— 馨 かのを ff * へ 出す やう 畜 の持董 やない。 曼が巧 苗の たを 
蹇ょ 5 と大 i — 一 i く 巧 あ」 た 拉—累 でで も、— が t も、 又 

'や^の 诗 代が やミ季 も、 ホし も お 巧 ひ 友く、 5 の おで 蒙 巧から を ょ ミを い。 恶く 
しば 彼は 巧 代ち 巧に 封して 巧に な 通の がかめ 巧で ぁる。 がし 彼の 把 拒せ る ものは、 化が^'、 
からけ けおり、 單校 でが はつを おを では 夕 、化の セル フィ— ドに 化る 選を のガわ 
ら曲 通を 利を るな 巧 もを ち もない。 彼の 雲コミ 

f 持つもの | T ?.|かパ于わ) の狭*|つ^。れ》力^;^^^^ 

もう デモ クラシ ィちモ i か あ 愛 I 船た る 大海 器資 中に ぁつて、 彼ヒ， i ガけ は^ 
^ 用り、 まさ ド' 一. 牛 ホ-テが 巧 馬に ホ ミ’ & ひ 出た すに、 ゲル こごとい ム舊の 人 
の 眼には 一巧に も 化せめ やうを 「巧 お」 をち と 旧み つさゐ たので ぁる。 一 
f ミトラ K の 皮に 這 ひがを つち 彼には ザ浊 たる 妾の 舅が 鷄 ょく f ミた 
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星 ミ トク r の 度に 這 ひがを つた。 彼 長需た i なの 舅が 瓣 f く f て & た 

めち 巧へ 一九】 八 年の ホ わを 一十ー ニ 年 巧の ドィツ人は 、程度の 巧 違 こを ホれ 大空 巧の マル 
キ シストで あつた。 巧 化 者の 中で 過が を 世 巧 巧 かを 明日の 巧 巧る か、!： •載！^ の 化 ホる かと、 正が 
に 謀 論し 合 ふ ものが あつても 別に 不お 法ぢ やな か 0 た。 否プ 。レ タリア I 卜 ばかり わ 普通の 巿巧 
陪 おや、 かなり 大きな ブル ジ a ア 連中の 巧まで ホ ヴ八巧 ぐら わは 大巧— 候 令共產 な ぢや をくても 
投く とも— おみ 巧 ま X 巧ぐ らゐの 物の ちへ 方は してね たもので ある。 ゼ から それが か 0 もり ま-巧 
にも 巧え なわつ た。 ちつても 氣 がつ わな かづた 〇た C ヒサ トラ 7 ガ けは 巧特の 眼で、 じツと 巧が 
に それば かり 巧め てわたの である。 曰く、 ナシ 3 ナ リズム U 

でで が おも 氣の つかない ぅちに ほを な 在し をり、 巧 も 巧 器 巧が がれたら 必ず パン 船の 
かく 膨れ 出ず 答ガ つた ナシ •ナ リズムの をを 等閑に 附ず 眼り、 ヒット ラ 7 の 巧朗は 巧に 奇 巧で わ 
ると 不 思な がるな ホに、 全が 巧に も理 巧され る わけが をい。 なに ヒ ，トラ ァの砂 巧の かを 巧で & 
寒を 叱 巧し 得た 巧き でに 夕當の 巧" きを 輿へ るた めには、 面 巧みく つても そのを 巧の ナシ ■ナ リズ 
ム のをを 巧みが してを る必 巧が みる。 由 巧ナシ ■ナ リズムとは 何ぞ や？.： なんて そんな か 巧 的を 
珪蘇 はこ i で 知る 必 巧が をい。 をれ ょりも、 そのな 時の せ 間の 八 おまで がを 遇して、 と r ヒ， 卜 
ラァガ けが じ ツと晓 みつけて わた 大巧 直を の ドィツの ナシ •ナ リズムは、】 巧 どこに どんな おで 
巧り、 どんな 待 巧を ぅけてを び 歩いて ねた わ、 とい ム 巧が を辦淵 南む こと だけが 大切 ガ。 


か 


巧から さぅ いムぶ 巧で 
み 討し、 モ こから ヒ 7 
とに しよぅ—。 


卜， yinnorn 


I 二、 後產の 苦しみ 

げ にも 霞 洲大豎 後のを は ドイツ 巧 巧に とづで、 まるで かの が g 巧 結に を ミリアス のま 

巧淡に至をを|§?}7をろ イ9;《ホ含必案」を美ィ ミ之物寅^^いでおら 

をければ ならぬ。 がり、 大巧が 巧ん ザ 巧の ドイツ人の 巧は、 まるでち 巧 オディ セ ウスが 卜 。ヤ fc 
をに おぉして を、 まるで +年閒 荒な 逆を く大 おを 查 .： 左忆 .•索へ.： 西へ と 桃が をくな あ 

し巧泪 したのと 同じ やうに、 ぢや これから 何 か 化を くち やならぬ.： 巧て がが がガ とがき 焦つ 

ては をた が、 そのな すがには が a する おがな わつ セ。 ホ お污ネ のかく、 たで 巧の 夜 t 巧沒 する に 
も 等し かつた のボ。 

ォディ* ミ 達； 裏と 营品ひ 皇ん》 後罢 も^ 害と 為み て， モぞ& 
題を 日 管 愛这を 行く。 そ」 てを く 零 K して ミ わせた 恥 某いて 見る と、 C は そ も 

かがに お 巧は もとの はなぢ やない。 助 物が i るで-巧して & る。 ザが 巧には その j > したれ 巧 0 
巧 巧に 厢應 しょうと ずる 巧 あはを いの ガ 。た r な 前にを りしが 巧を 奪 巧ず るた めに、 化 巧に をん 
ザ 巧の 眼を カツと 物 ホく 巧いて 巧り わ、 らうと する。 巧が として 巧 R をのを カザー 


巧 


それと 同じ やうに 五 年の 閒 、引 巧り なしに 毒左斯 のな み、 モ巧 巧の か 巧し、 巧 ザの 崎つ てね た 
巧絲 で、 急に 化 城の 贿扔が 鳴つ て... さ T これから ホかガ 、をな 巧を おでて 巧 るんだ.： とまつて 見 
た 所で、 ついが 刻まで 阿が 巧の かく がれて なた 巧- HQ 頭が、 I おにが 巧に あられる もの ぢや をい。 
まゼ戰 ひに 佑き おりない のゼ 。ま ザ 巧に 何 か 巧すべき 巧 ひが 巧つ て わる やうを 氣 がする の だ。 恰 
も餘ゥ にもが しい 巧祐に ましん ザが 掘が、 おを のをに 夏に 巧產 のをし み t 巧 巧して、 その、 むがへ 
をす るのに も 等しい。 鐵 巧を 晚 ざが 巧を みり 出し、 さて 巧く を 馴れな かつた ザ 巧ので 吸た々 にを 
けて， をれ で 心の 巧をまで 平 かに 打ち 寬いガ やうな 氣 持に なれる もの ぢ やない。 そんを お 持に を 
れ るな めには、 この 賊岡 はなり にも 大規模で 永 引き 過ぎた… おりに も ホ 烈で巧 酷遇 ダた。 

その 还の 、心理的を お 息を おおが 巧に 理货 しで 宙 かないと、 結 届ヒ* 'トラ ァ巧 かの K 巧が おめ な 
いこと になる。 歡く とも あんなに つまらを ささう に 見えた おを を おかが、 巧れ にお 巧 巧る ダな * 
巧 大な業 巧を 班は した か P … とい ふそのを ま 巧が みらぬ ことと なる。 

がり、 玻 がから がつ たおが たちの 巧が 荒れで むがず さび、 せの 立 巧に なかう としても 巧き 得な 
い 巧 巧のを— いやま ボ やかは 本 巧に 巧な しちやね ない、 巧爭 はま ガ どこかに 巧つ て わると いん や 
うなな 巧わない おおに 聞して は、 かの レマルク のかを 平和 主 巧 ホと が も 正しく 扱が しで わる くら 
ゐガ。 


が 


ガち をを W 今 丢まミ 芝は 植」 0、 狂人？ ゥを きがれ 进ミ* た 養 速が’ 

おを も宮羣 を留」 ，產」 、そ」 55 算§ 華ミ霎 著覃 f 」 たやう に 

ちへ る 政 裏 堂つ た をれば、 そを 恐ろ」 く 慕 e 瘡 をれ 空—. 愛が e を 免を い。 
そのを 思 後 Q ドィッ Q 凄ち 拾 も 54 ちつた おおち ミ タ塞援 がきが A わ窒 々さ 
糞 一一 雇な 力ま マル* シズ 之な— まは、 巧に その；— 卜 をして 雲 0 ちを み 出しで & 
たと も 言へ ろ だを— のな 巧は— 人 拙の 合理を ひ、 义 惡の壽 はな々— の ほ ホを* 

にお 志を 了 6 たか 辜、 ま と ミ？ 了、 ミ をを 芒 T 來た 田畜を 

主 淀 者に 迫 ひかを てまつ わので ち 愛を たど C を、 巧 差し をら め ホ 巧の 中へ がが 

ばされ て、 をが まで まくし でし まつた の だ— 

要する 忆 FV ッ费資 S 寞巧 漂を 引淳た 塞# ま 基を# おを？。 これ 
巧の 巧热至 SSS 底 宴 是く 奮を 甲 品 票 美 ミ」 てた^ 欺を ミい 里と 

いふな fQ & 案審 をで K ピントを 合せ 待を ちち？ 蓄理 ホ®- gig 拿を モ掌 
を 人の みがを 辜 ミ センチ ィンタ ルな、 やかのを 虹いて みた 寧、 义人 袖のを 的を 巧た 巧 
《班 《に 基 も 宇で 霸 して’^^ 香、 更にを の 巧 ひち ホく 牌が 爭 因の g 化を* 重う と 
勇した 習': 巧拴 ミれ 等 S くれた 術 g な f おくを くれが もの 巧な に、 ミと f やう & 


が 


巧 治で なけり や 何にもなら をい。 彼夕を ^ がし ま おする ことが ■ぇの ホ L ドイツの か 治の n ツで 
あろ 彼等 卽 ちその な 時 111 二十な* で、 その ホの 十年閒 には 留 巧の 中 おとなる ぺ きか 巧が 0 抱い 
てゐ るか 巧と 巧 求と が、 脾く ともこ-^ 巧く は， その ま- - K イツを® のな ホな 思を 表 巧す るの だ。 
巧 ま々 萬 ホと がみ 巧ち なとは、 不宰 にも 一巧 そのが に氣 がつ わな かつた I 

田 巧 軍人と 普通の おおとは その 生 巧の 態 巧が まるで 法 ふ。 巧 おそれは 日本に も 當て巧 ± る こと 
ガ し、 义大 ほお 制 巧 お 制度の ホ かれた 巧では 巧れ も 同じ こ-とでは ホる が、 巧みけ 巧 巧 主な 0 巧 逆 
ザつた プ 。シャ 中、 むの 巧が の ドイツ 卽ち巧 进帝苗 にがては、 この 現 ホが 巧に ホし かつた ことを、 
を 巧に 入れて たく 必 おが ある。 そして 大巧の 結 お、 巧进巧 苗が： 8 びて 民主* まの 共 巧 苗に な ^て- 
も、 永い 間の 巧 巧と 巧を とでな て、 兩 ホの 閒 には 矢 巧り どこかに 进〇た 巧が ある。 一 あ 軍人が‘ 0 
たおは 何時まで おつで も 矢 强ゥ巧 人み いの ザ。 

でな 百滿を 巧ず る ドイツの 取が お ± も、 巧 巧へ 巧つ て 巧た 頃は 巧な 巧 巧の が!! を 巧して、 萌巧 
の 平 かな 庇 巧に かがす る 巧り ボ つた ものが ホいで ホら ぅ。 がし 彼を が 巧蝴を 格て て歸る 時は、 自 
み建の战がに、 巧巧れの巧局がホてゐる巧閒なのでホるから、 その副^^しさ^なミの氣巧は、 
到运 イギリス や フランスの 规旋兵 ± の モれと 同 I にかす る わけには 往 かなわつ わらぅ。 やがて か 
巧に 巧いて 見れば一^ るで オディ セ ゥスが なみ 十 年の 巧に W つて ホた 時みたい に— 巧 ± の 世 ホ 巧 
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はまる で 巧つ でゐ るの ガ 。巧 巧 場の 祐かホ かで もが ホ 巧 肚の論 巧で も、 もぅ 巧み 太が が 巧 » した 
ほど 一巧し で わるの ポ 。昔 だつ たらが 等は 在が 巧 人の 一曲と して、 彼等は を 巧ので おに 化し、 時 
時！ E 前の 巧ぶ 達と がの 居活屋 などに 巧ち 合つ てを おのが でも 单げ ながら、 巧 舊の巧 刻を 逊 ずくら 
わの 程まで 曲 結して 居れば 宜 かつた。 卽 ちず お 生を 上の ザ 人み い轻 おは 巧 巧 的に 結合され るガけ 
で 巧扣ゼ つたの だ。 それは 庶民な 巧 的では あるが 非な 治 的を るを なと した。 

がしながら 大城 巧の 巧が み ± がか 巧 軍人の が 巧を 栋 されて 不や滿 々でが がして みると、 巧 巧の 
巧 物は 一 巧し、 自 々连 の 五 年 閒の巧 性的な 巧 巧の 生 巧は、 お 巧 的には 一笑の 巧俯ガ にない 程の 待 
巧を 巧け た。 それ かとて 彼等のを 部が、 巧 化した 時代に 迎合したり、 巧 巧り な ホ 巧に 適 おし 巧る 
ユダャ人 やな 激 おがの 出み ばかり ぢ やない。 を、 純 巧で 巧 前で お 通の 利かめ 巧 人 や 百姓が、 その 
大部分を ょめて わる。 彼等は 今 その 岡 ffl が 世を 寒げ てず 閱打 巧ガ の、 巧 補ち だの、 共 か 巧の 巧ぶ 
巧ガ のと 疑いで わるので、 自み連 も 世間に 遇れ まいとして、 兵卒を 員み や 巧 かに 出 巧し で、 一巧 
に 調子を 合さぅ とする が、 それを のみを を ま 配す る ホは、 目み 達の 今を の 生 巧とは、 まるでが の 
をい ロ シャ人 奥； S 又 ユダャ人 奥い 型の 人陆 ばかりで あり、 それ 等の 人閒 の巧氣 のかく 括 叫す る 巧 
雨 ィずォ ロギー とか 音 ふ もの も、 全が 頭に ビンと ホない ので わる。 夕 へで 巧る と 巧な 括ガ 。巧の 
ため 义巧齿 のために 血 fc ホして* 巧し、 そしで まボ- まも 化けた ことが わかつ たのに、 ぞ耶麵 巧 
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け-^ ち忙 をた ミを をめ 含れ 了」* ひ、 そ」 ミ 富へ w ミ 見る ち— 逢 ミ 妾 
度 ホに 我 ミ 夏 塞 i 宴 Q 8 含ち 自ら 塞」 鬟至 やミ雙 だな、 讀 として 

又 道 f して 通 掌る のち そこには どこか 陆巧 ひが 在りたない ザら ろか， ホ かがが いた 
巧され てゐ やしを いだら うか？ 

とが 等は 藉 では ホる ち 同 夏 養で ぁる だた’ ち 直ぐな 巧 ひ義み 始めち さろ ミと 
巧を—^ 一 < ミ 1、 y く静 i & 管 ミ i ロザに ホ 

サられ て’ 買 f さき も？— い、 ミ 梟が 起る と 同 厚' 逆に 一巧の i が 彼？ 受 
て 化爭に 巧は らまつ たやう を 入 阳の到 這が がし 巧ら をい 巧が の雲畜 命ち f しめる 
やうに なつた のガ 。是 ぶを ザけ で 巧つ てた た是も ゎる ボらぇ 暑と 活り 合つ て、 奚か 

の 蓮の Q 奮 望ち 5 とお 芝 も t ポ I 。 S づ た」 Tfl ミ抵 蒙き 这 上、 
をょ を 爱蹇望 思案 基菱 QI る— そ」 10 ま 援的重 装 •たがを 
は、 重 益ち S 居薑 Q 妾審 巧を 度 ホ ミ、 晚ま至 gg 切 行動 星く# 命 pi 、 

堯 をらぬ 受 の 不巧 ホに 毋 し、. 雲 ホと し T のな ミ* 推 ホを はなしき てゐち 
巧な を 里は その 當 章は、 巧 ど 表面に 現 はれて 石を つたなち 今から ホへ るち その か 

は 巧 度 古 4 乏 た， i > Q & と。 ミ菱長 妾 ミを e 宾 、賣 Q 望 差 夏 巧孚 
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るた わに 「お 巧 w 」 (づ re ぎ r 夏を る ものを 巧 集した 巧、 を 巧の せ 下が 巧 0 てました とば かり 巧び 
立つ て、 が 燃と しで これにが じた 現み が、 《 巧を か 巧に 物 拓クて わる。 何故、 そんを に 巧 巧し わ 
わ？ 巧爭 にがれて か 巧に がり、 が も 世は ♦げて 定閒を 巧 巧す る 時代に 巧つ て わる… が も 化夕を 
巧 ひ 入れょう とする ホ 命 共 巧 巧の なお 自ネが 巧 巧のを 巧 巧 巧 巧を 巧 巧し 巧 笑す るな 巧に 巧つ で/ 
な 巧を S 1 S してた きを がら、 今や 自 々が 共を 黨 との 巧が で 二進と も 的 かを くな 0 たと 昔つ で、 巧 
を 力の 仕 巧を* 巧が お ± にを 巧して ホ わので ある。 そんなな のい、 巧が あるか？ お 令 彼 巧が か 
されて 黃巧曲 員と なつて なた 巧で、 大して 名* ある M 人と してみ おつで くれる 韩ぢ やない。 まる 
で 巧い 巧 おで 王 方 同が に 利 巧され、 そのうち ぶら をくな つたら、 又 切 W をな て かり 化される だけ 
の活 だ。 それ だのに 彼等は、 文字通り として、 がを 巧 壬の かく 姑 甘を じた 一 

えづを 巧の k 义 のかく えそた のは、 中が 巧进 にがけ る 「巧 巧围」 のみ 巧で ホる。 

筑巧 苗は 當時大 戟に亟 がを 負うて、 のうちに 病を 巧つ てわたを 巧 狩 巧 フランッ •お A テに 
依つ て植唱 せられた もので、 巧 巧が 兵 ± 中、 廣巧ま 巧 的 巧 治を 巧 巧と する 巧 西 巧を おを した 化 巧 
巧 誰曲拖 なので ある。 でも この 曲 巧は、 を 時の 西 巧 主 巧 的な 巧 巧に がける、】 ホ 未 巧 もしい 巧の 
巧で あり、 世の 光で あつたと いふが けで、 & がな 直 お行かに 訴 へたり、 一 おを ちしたり する もの 
ではを かつた。 同時にが 等は 巧 わから おど 自立 的で、 化 人の 巧 巧 やが 巧 にがつで 巧を してね なか 
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つた だけろ？ を 吝 在は 地き も、 蜜に ホな 性を 持つ てむ たと 音へ る。 

それで 猛ろあ 巧按髮 下にが がした 里には、 かをる ものが きた か， をは 大抵 巧 
ホ 巧 中の 直接 巧れ がに 巧ず る もので あつた。 

菓そ S 霉 覆答是 く® 生」 了 旁す Q 當 塞 塞— ミ赛居 富讀 とのへ 
てわた... そ Q 富と ミ 妻 庭な & がを 島を 爭 で 襄 く、 をが 翼を を巧卜 

子を 塞す ると いん 甜に をる 「が ミが」 で ホつ て、 ギ ミャ 又 答 代 ゲル この 養暮由 

に應— 基 Q も罢を ま— 羣 Q 人； をは、 支 ミ； ィま學 養を つて、 を— 

泣 的を 保受 受け T ねた 裏が ホい やぅで ホる。 おし ミ や— 奪 拿 的 パこン たちは、 み 

夏な 同た 志 革、 彼 f 指？ 奚 け5堇 鲁ミ爱 ミた。 大奮璧 も 粉の 斤 

をて ゐ き。 ィ セン G 望陪巧 やを な 0 P ザ寡寫 写を 持つ て i を离 して ゐる自 
窒巧巧 ぉを 打學る などと いん ミは、 をな 巧 もつ を 巧 代な ので あろ 
望て 一九 ||一0 をに 至る をち 貴霎 をのな お 巧は’ これ 夕の宙 巧な 奪 おがの^ ドみ 
て 二まばかゥ襄を衡い一^みたけを、 巧をたならないでれをわら巧り モをて了つち 
モを賴 。なぶ まを •ち 可を 沒助ぢ や、 大巧を 島卞 にちぶ かつた のち ホつ とを にさ C 、 

なめを 奪 ま 慧地幸 官饭畫 K サ卡 、至 客主寶 & 色 f 霸 C 」 T 、 努 ミホの シ 
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巧へ 巧 巧して 巧つ た 巧 だけが、 無 巧 無能に しで ヮィ マ T ぶ ィず才 。ギー の お 巧に ゴ^と も かけな 
くな つて わるが 巧を、 本を に 叩き 巧す ことが 化 巧た の ザ。 じ， トラ r かがの 巧 巧の 巧は そこに ホ 
る。 がし そのを 巧は もつ とを に 誤らぅ。 

さてが 守 主を まのを 檐に 巧つて、 巧 助の 直接 行れ をな つたぅ ちの がわる ものは、 えづ お 巧 少佐 
HJT ハルトの 「海兵 旅 曲」 であら- V 。 

この* 破は、 み 巧り 巧 巧 巧を 巧 巧の おれから、】 化-丸 年に 成立した ものである。 指 巧 ホた る 
H |ア ハ ルトは 「力の人閒」 ゼ。 彼はドィッ人の間にがてさへ巧に見るやぅな、 巧澳のおあを持 
つたお：{い搜々 〇敎狂的巧風兒ガ〇た。 彼は啊志を率ゐて十 一 巧ぞ命の本巧と呼ぱれた化おをび東 
おの 岸を に 化を し、 殊に ヴ - I ザ 了 削 口に お斯ド 巧め た ホを 水兵の 本 巧を おなしで、 共產 巧のを 
が 巧を 玻槐 せしめた のを 乎 始めに、 その 华の荐 には ミ 1 ン ヘンに 現 はれて、 共を な 狩りに； g 做が 
おの 巧が をな て、 その 夏には ベルリンへ やつて 巧て、 が 乎に 巧 王 巧の 正け へ、 S 巧 困の 軍 巧を が 
場 しをりな どして、 遵 がに 同じく ホを 黨 狩りに 热 中して ねる ノスケを さへ 巧ら せた ことが ホる。 
それが ベ ルリ \ を ホ つたわと 思ム と、 今 巧は 泣巧シ * レジ 1 ンの山 巧に 閑ぢ 巧り、 ポー ランドの 
巧 入 巧に 手痛き おおを 巧へ たりした。 彼の if " おなきを 巧 巧の 巧顯坦 巧は、 殆ど】 巧の 巧 おで ある。 
彼が 水 お 服の 巧 巧々々 に 破れた な 巧れ をを 引 具 レて、 巧が をを 巧は ずと、 が 岸の 若さ ホが ゃ拼地 
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の 屈 巧な 巧 姓 奇年津 は、 殆どが かれし まの かく、 巧をまで 巧を てこれ に追從 した。 だから 化 
は 到る 所で、 おず 巧し いおな を 連れで 步き 得た。 モ して 彼に がふ 面々 には、 が 限！^ のかを なぶ 
t なて 血盟を 强 巧し、 巧な をます おは 巧 持を くが 巧の 刑に 巧した。* に そのな 時不巧 ホな 世の中 
に、 どこを 探しても この 男 ほどの、 ザ 我 巧が たる ぞ 巧の お 兵を、 おへて ねた 人物は わな かづた で 
ホら ろ。 

だからな 純で ぶ 化 性の 强い田 舍の靑 少年の 間に、 エ —ァ ハルトのを 巧は、 エ— ペルト ヤ ノスヶ 
の 名前に 巧し、 化 巧に ならめ 程 ポピュ ラァに 巧いた。 おむ をル兒 までが、 な會巧 主な 化の 巡 W の 
ま 笑して ゐ るのを おがに、 苗 巧で 巧 おり 瑞げ ■てを 巧 H — T ハルトの 巧を 唱 ふ— 

SHakenkreuz am Stahihe 耳 (巧の 私に 巧 十 宇、 

•schw 旨 夕を ま otes 巧皇 ま 白 ホの お 巧め で 
を 1 ざを を Ehrhardt エ IT ハルトの】 留と 
werUen wir lit -， 巧 等は 巧り ち ホゥて む。) 

がり H 1 ア ハルトは 巧な 的る ち 巧で あつた。 まるでを 巧の 載 ホの やぅに、 がを をの » 面から 巧 
が 巧り 出て、 か夕の 巧を お化し、 をの-む » ををから しめた。 化は 化 田の 诗 めに 行 巧し、 义 巧れ の 
爲 めに 祕 西を 巧した。 巧爭の ホなら、 彼は 巧!！ i とする に 足るべき 軍人 ガ つたで わらぅ。 がし 巧の 
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かがは、 その 行 故に ホ 巧を ぶが するな 治 的 本能の 伴は を かつた ことで ホる。 彼の 眼中には、 大巧 
ながの ホを ホる プロイセンの 巧 西 主 巧と、 巧 巧た る 巧 ま 削 巧の 巧が とが、 紙漱 して ゐ たばかりで 
ある。 彼は あ* なる ヵイゼル のれ ft であつ た。 化は その！ いなかに 巧つて、 卜-巧 革命の 义巧 

が、 か 何に 化怪 に」 で巧惡 すべき も罢 をので みのぶ 巧を、 が おな を 苗を の曹 にがを な 
る ことにが ては、 饰 ろしく 巧 巧した。 だが それな 上に 互つ て 化の 进 巧には、 巧 巧 新しい なをの 進 
展 に、 寄 巧すべき 相 かが 示されを かつた。 そは この か 巧 卫—ア ハルト ぱ かゥぢ やない… A そその 
常時の お 勇 軍 曲の な 巧を を おがす るな 領 連に、 共通した なおで ホつ たと も 昔へ る。 その 巧を なム 
熟な の 程 おに かては、 おて H — T ハルト もヒ ，トラ 7 も 巧 こは ない。 ゼ がその 巧し く 連つ たおは、 
前 ザには なまの かく 苗 巧 主 巧 的 巧 ホ 快 巧に 巧す るな* 能 山 ルに、 そのみ ホの 廢巧 及び 目 巧に 脚す 
る、 確かり したおしい 考 へが、 ちりを かつた とい ム ー ホで ホる一 
モの 助では、 K — ア ハルトの】 M と 同な に、 バルト海の 巧 岸で 鬼 巧を さへ 泣 わしめ るモ ぅを、 
悲 おな 义 勇が なを かを してね た 所謂 「バルチクー ム」 《巧 a 氏 k 旨】) の 一群の かき も、 お 巧 ゥ问じ 巧 
巧に* する ものと 思 ふ。 

この】 おは 巧 おのる 巧 ホで、 リトアニア や ラト ヴィア の 巧に、 純粹な ドイッ 主 巧を； し、 曲 
苗が ホを の イー KA 。 ギ ーに沒 巧され るのを 找 るに 忍びず、 巧が 武器た おつてを ク たもので ある。 
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•, 由 巧 これ 巧のを わら ドイツ人が 移 巧して ゐた巧 方には、 ダルマン tt おの 巧 性を 保つ で、 巧 巧 巧の 
思な を 狐が する 装 族が 巧め て ホ かつた。 

こ奚 墓を を紀の 5 爱び ハン ザの 器を 里 ホして、 ド ミ 理想 ま 巧の あ 巧を なて 自 
巧した 「《ルて— <」 Q 養 Q i は、 大養巧 ラト ゲィ 了 及び" 卜 I 7 養 Q 居 掌る K 
妾 r 大聪 菜が がせ 王と Q 荣活 Q 下に、 移莲 Q 引 結げ をが 赖 い、 ホ づブト ヴィア 共 巧留と 
なぞ、 後忆は 夏を つて 白 系 Q 巧 人と 提巧 しながら、 ぶ 巧と して 管 ま ポリシ H ヴ ィキの 
巧 入ぶ デ*— ナ 河の 巧までを をに 峨ひ 止めて しまつた。 今日の ナチ ス •ドイツで 神な のかく 巧 
美せられ る 巧 かを 巧 お 大巧 シ * ラ— ゲタ アの巧 巧傳も ホ、 その 巧 巧に がける 齡 がが ーク では ある。 


夕 


巧' 一巧 ...... 叛亂 ...... 暗殺 

な 上の 巧み 的を 又が ホ 的な 宙® 巧 ザ 人の 「育 お」 を、 もつ と大 をを 巧臺の 上で な 化せし めた 化 
曲が、 かの 巧を を 「力， プ ーが」 で わる。 

一 柏 ヵィゼルが T メ 。ン ダンへ を 化し、 •ト ィツのを 巧が％ 没からの が 引 揉げ 色ね つたを— 卽モ 
e ン デンプ ルグ 元帥が ホ 巧司$ のが 化を がして 巧— の 「巧 困垃 軍」 は、 おが 一巧 指 巧して わる 
のか、 一寸見 巧の 0 かぬ ゆを おの 在 ホで ぁつち 存在は して わろ 巧し おがが 神して &る のた 
ま陌 巧が おい。 勿 筋 おしいな 巧の ホみ 化 おには、 车 巧を 巧を がべ る 巧 格が がけて わる。 巧沒 を 巧 
押ず る 巧の / K ヶ は、 や 0 とが かば かりのを ま 田* を 美々 て、 共を 黨のお 巧に 化 事は してね たが' 
巧て 世界を がさせた 「巧 面 巧 車」 のを « の 化から をる と、 まるで 玩具の やぅに 化爱が & くを つ 
て、 巧 も それは をが 別 おの 巧 ホな ので ホる。 

してをると 「帝巧控軍」 には頭がおわつた。 ホ巧巧曲の巧令をが、 5^いお兵を巧へた巧巧の曲 
扭サ るかく 巧 巧して むた。 

をの 中で もべ ル V ンの ザせ 曲巧ネ をで ホつた フ* ン •リュ， トヴィ ，ツ將 軍と いん 人物は、 そ 
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の 霍 まも ー ホ 人 まがを て、 養 至では さう でも & いち 妾 0 上では この 墅夕を ザ 
のな 蓄に ゎたる やうな ホ留皇 してを。 蓋 寶舊の 巧 雲 貝 ノスヶに’ 襄 なけ 巧の 3 

ホる やうな 化 立を してやつ たの もこの 麻 ザで あろな つて ♦つなの 巧い/ スヶ 富で さへ 香し 

て、 自 み？ 愛 結局， •，卜 て， ッ 化 亥を をで ホつ た； 望は た 「妻 W の 父な」 で 

わると、 稱黃 して ゐ たくらね ボ つた。 

巧 力 こ Q 望は ちは N K ヶ をを 了、 ま 震 妾を ミ させ 了 ミ 望を 一で てわた も 

のの 巧と をを つて 見れ ち 會现畜 を 叩を 巧して、 曇には 寡が ザが 專 姉の 巧を をに ミ 
て やらう. U 、 算 巧して むた ものの やうで ある。】 ほその 「ク —デタ I 」 の 高は、 餐だ t で 
あら ミ， 0 〜 ヮィ マァの 品， 4; か'； わ」 ち 共 お 夏 巧と-巧に ベル， ンへ引 巧げ て 
來た障 間を 推いて 地を い.： と将享 は考 へで ゐた らしい。 

一九； 年の 巧ら をい 蒙 始ま 。さう をつ たちな み 階な 度 賓を隻 、塞 ミ 軍 R 
巧は 眼に 見丢 ザし くさて を。 その 巧に 巧 巧して をれば、 ボ" シ； ィキは 第卖の 一巧 
を 起す ガ らう。 さう 考 へる とり，, ，トヴ こッ餐 t 寡く 軍が の ミ 巧は、 もう おが おでな く' 

今のう ち義ミ さ、 困 窒養こ 一；— を かた、 31 むがが r な® 香 含 輩に 叩 さがる 
妄ち H — ご トリ； V デマン 內曲そ 宫客も 巧を して 了を が < はない、 とみ、 とた 口 
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サ ホる。 

そこで 前な て 極く 巧密 に、 右 巧のは を おへ 巧 巧を 待ち わけ、 をの* ぶを 巧ょうと したが、 いく 
らち 货 でも、 巧-*: 制が の 下に 巧牽 されて ゐるホ 中の ことと て、 なれ も 肝を々 ず かを 込ず るかで、 
がかる ザ 人の かくが 卑の 笛に 巧り 化さう とは しないの ゼ 。巧ボ たつた 一人 ボ けがな を 人が 记 た。 
そのを を 力*' プ とげ ぷ 。みみは ホプ ーー ィ センの ホモ 畏官 で、 をる からにな® の 巧 わめち 官ホ 
ま & 巧‘ む t 抱 化せる ものの か < 、ながから ナュ I トン ま 巧の 研究に 從 巧し、 このま 巧の 宜 場の わ 
めに、 一巧 » げたい ホ 望を 持つ て& たとい ム 。この 老人が 「ぢ やおが その 反の 革命の が 巧と なつ 
て、 一つ 巧ち t 巧 指 海 申 上げ ませう」 とまい C と t 官ひ 始めた。 が も リ* ，トヴ < * ッ 粋 巧は こ 
のを 人を をな 信は した 上、 「ならばを しくを 巧 ひ 中す」 とモ なをに め 巧して 了つ たので ある。 

それを かつた をな の 若い 持 巧 連は， をを 小け を 估け わ。 モ いつはみ し 船が ザ… そん* お 巧 砲 友 
化合 サぢ や、 巧みが ホが る 話は をい… そして そん & 賦 がぶ 時 軍の 巧な 巧なら、 巧» ，初めから 巧は 
が 出 來ん… と ホ ホの 巧で さへ、 をの 推 まめ ネが ホ かつた。 がるに 防 軍は 一向 そんな 化 巧に の 巧な 
< 、ホづ 最初の 乎 始めと して、 HIT ハルトの お 兵 お 围に枯 なをみつ わ。 

お 兵 化 曲は M にを 度 ホるな ホ 曲巧ぢ やない。 血 おい 爭田 さへ 超れば、 在んで C れ にを かする ガ 
けのを 裝 W で ホる から、 今 中央で 何か大 ホが おる らしい と 巧ぎ つける ヤをヤ 、巧 一千ぶ のを <れ 
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巧 ネを祐 ホし、 いる 閒 にか ペル， ンに證 して 巧ち そして 穿の ド： へ，， ッ とい ふが に 天 
巧を 巧つ て、 覆の 手 入を し., y がら 物まい 示達 的を やつて ゐ る。 

お 塞 SQI 千を が、 ベル， ン に蓄享 ホた ま 夏 雷は、 冀客量 ま 幕が i 
〇 年 I 二月を 「雪 B , 一を 塞」、 置累 をを 寡 至 藻を 出」 之る や 5 菜、 そを 
ことを さを やお 養す 勿 S 愛 度 5 舅を、 乏？ 違を 留告更 ミこ' 

大 ホして ベル？ ノへ巧 巧に 巧た とい ふので ある。 

そこで， こト ヴこッ 奪は 態々 ド エブ，，- ソへ駕 して お 養 B のまを‘ を、— を 
S した 後、 ミルへ ル A 街 Q 共 お 幕へ 慕を ホな 通を 叩 さ 付けち 

「我等は 量 法 貪の# 放ち 尚 ま 大臣の みを 義 とする 斩巧 曲の 慧の なを 
のな が 瞄を巧 ホす 一」 

客窒 ミは 府寡養 巧し ち 生れ まら Q ¥ 聞 まだつ た'; 王7 マン Q か タミ 巧ぶ 

をを をし、 そを ド覃妾 おす 连 は、 人 巧の 巧と して 早 遵—し ミれば ならめ とを く。 & 
し 口 寒ち 蓄 いてみ わと C を、 彼登蔓 人 巧と な？ る》 け Q 勇 寡 合サ襄 いのち 
巧 かに 幕 宵で 基留 QSK 宗 、多囊 碧賣襄 ミ f 」 

寞法ち をを漂呈けてむち 巧ミノ スヶガけは、 リこ 卜て ， ッス持な>がの々;;>れ—>が^ 
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大 おかを 巧つ てわた，® の s くで ホろ で； イデ マンち 人 括め 化の が 部 巧が 管 八を と 
もの だから、 /K ケも 今は 巧 巧みと をつて 了ク わ。 黨の 面目 t ホて ょうと すれば、 巧 f 連は. 

た 一巧を せ 巧す る ザら うし、 特軍 巧の 届を 持てば、 彼は 軍 脚に する* のな 切 まとなる。 そこ 
で 逆 退 ハ々 まつた ノスケは， 一方 シ* イデ マン ホ どを 能め がし、 同時に 巧 51 ^ 巧を かを 巧 0 て、 こ、 
巧くな なをこと はして 下さらめ やうに と 巧 巧す るの ザが、 そのを 巧 的 巧 ホが 中々 昏く往 か* い 》 
をに リ 》， ト ゲィ， ッお军 はも 左 おやし、 エ— ベルト 大な 巧の あがで、 ぶ 巧の 態ポ色 なて、 がく 
申す 自 みは 現 巧 麻を 供 巧し 巧を 巧 曲を 化 巧ず る ことにし てね るから、 曲 下ん その 巧り で わで— ひ 
たい、 とか 話して 了つ た。 

泪 がに 巧® のな 巧 も、 曲面 上 腹を おを 兼 わたで あらう。 早 巧 9 11 * トヴ <» ッ脾 巧から •ペレ 
.リン 軍 管 西 巧 今を わるの 現® を» ちしで 了つ た。 ザが 持 t はもう 攻 なのな 令なん か、 をな 巧 わう 

とはし な SS ち平累 ® で凑 I と」 T 、 養 Q 季をミ 6 ろ f 穿と 告軍巧 用 を 

« 巧し、 巧な 冉宙 のを 席も歡 t しう してむ る。 おを « 巧 曲は 巧が のを 宙に 迫つ た。 が带 がが が R れ 
巧ぶ。 リ* ，トヴ <， ッ将 ザは、 昨 巧 ベルリンのへ IT シ ■•トラ— セで’ HIT ハルトと 巧# し. 
A 々巧 後の 手 巧 t 巧め たらしい。 II 一月 十二 日© 吸を 巧し 巧みが ■は ド 1 ブ9 ，ッ から ベルリン 巧 
み K 雄 > して 巧る C とに をつ たさう ザ、 など. 


ぶ 


，巧 巧は 早 巧 力， プ 及び 同人と 共に おな を 逞しう する 巧 巧の 巧黨 に、 な 巧 令た 化した。 が-人 も 
%ら をい。 捕へ る だけの 資力が お^の ボ 。皆な 巧を ホつ て 巧げ たとい ふ 〇义も その 底 巧 巧 ザの 稱 
巧 連は、 大 がみ 中な の^^を 執り、^!^ 两と 巧を 共に しょうと もしなければ、 义巧 てな 巧に お 度 
を 巧つ で 1 巧の 力を がさう ともしない。 

"ホ H I ア ハルトの 海兵 曲 《 は、 今 ド H プリ， ッ のな せがを 引 操げ、 巧 W を々 と ベルリン ホ 巧 
へ 乘这を 巧た。 •ブランデン プル* 断旋口 Q 巧 方で、 一列に が 备を受 て 動かう としをい。 M け 
ぱゴ—べルト大統領にを〇て、 恶な化囘に齡する化結巧判をやるのガといふ。 チ1アガルテンの 
巧 透、 その 巧を 部 Q 巧 火の 粗と 愛" つで、 巧 放たる ホの 巧 刚の がをお さろ その 中には エ— 

T ハルト、 リユ ，ト ヴィヴ ツ 、カップの 面々 が、 巧 t がめ て 巧な を沒 しで わるの だ。 おしいな の 
切 巧には、 将軍 ルー デン ドルフの 巧 巧 さへ、 チラ^^ そこに 見え 巧托 る.：。 

お縣 ぎ* J 丢進 むと、 矢 憂呈 ばを で 劈 《伴は &慧を 唐、 菱^が が 替て了 

*0 わ。 ぐ づ< すると 本 巧に 生命が をい と、 そのが の 巧 中に 曲 か I 同 白 か 革に 戒ぴ 巧り、 巧大の 
エ| ベルトを 巧れ て、 ウィルヘルム 街の 巧 口から、 ミを なと がげ 15 した。 なち 巧く ホは ドレス デ 
ン ダー ドレスデンには その 化 方の 軍を 话司 命官 メルカ ア狩 军が& る。 この 巧 軍は ワイ マア ホを 
にお 於を おんと 口 かしで わたさう ボ から、 この 巧な 巧を 巧け てが 徒を なをし で くれる かも 知れな 
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い、 といん ので 巧が して 見る ち將 巧は 困つ たがを して、 がまは.^ の お爭に 巧いて は-切 中な 
をがず ずる 诗ゥガ を、 軍 除を S か」 了 曲 下 蓄が武 する 胃は 資ち とお 0 色よ い寞 をし 
で くれめ。 ぢや ドレスデン もな り 巧り にならぬ らしい。 が 等は 巧び 自 g 巧を 巧 ばして、 巧 げられ 
る だけ 通げ た。 そして ヴ -ルヴ テ’ ン ベルグの 巧が ス ツット ガルトに な 着いで、 j ホ づホツ と 一ぶ 
巧 位した ので ある。 スツ ，ト ガルトは ドイツ 巧 主々 巧の が 巧が なの ガ 、「白 由は ヴユ ル， チンべ 
ルグの 山閒に 在り」 とさへ 俗稱 される。 

-ホ ベルリンの 方では、 ウィルヘルム 巧の 巧 冉の官 をが、 を巢 にを クてゐ るのを 知つ た HIT 
ハルトの 海兵 巧 曲は、 別に 巧に！！ さず して、 これ 等の 宰巧官 がかが 巧 その他の まなる lift よ 笛 
し、 そのけ がには 巧が おの 巧 護 族を おしく 列べ 立てた。 そして 力， ブは宰 巧と をり、 巧 巧 ホ 司令 
としては け** トヴィ ，ツ時 軍が 就な したので ある。 がし この 「反 巧 巧 曲」 には、 本を の お ホの 
巧 曲が 組 掠し 待ら れ なわつ た。 备 巧に 大臣を がかし よぅに も、 巧が】 おの おお ひの やには、 そん 
を 適任 まが-人 もゎない。 巧 巧 おを 巧 巧し よぅとし たが、 をな がが して 進んで 引を けて くれる ぶ 
がない。 それ ぢや戎 るぶ 0 大屋は、 その ま - r 空位に して 及く とか、 C の おかな ホ 巧で も 仕方がな 
いから 巧 用す ると か、 謀 論が 參 がに みれ で、 おど 巧が する 所がを いの ザ。 持场 宰相と 巧の 巧 A 巧 
令と いふ 大巧が 二人 かつた ガ けで、 胸 巧 も 乎 足 も 出 巧 上らない。 
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でもを すだけ は 立派な ものが 化 巧た。 曰く一 「今や 巧た に 巧 ホ、 自由る び 巧れ のな 府袍 なせら 
れ たり」 i と。 そして この 新な 巧の 巧 立を おで、 ドイッ 巧 巧には 亂郎を 開いて 巧んだ もの も 
あつた。 その おには 特にな 忘を 巧ず る。 せの 「力， ブ- 巧」 を 論卡る ものは 申な せた やぅに、 力 

* プ ー ホが 世間から 同 倩され ホ、 裹望 Q 器妄 つて ゐた ミち 囊 Q 苦す るけ を、 

事 巧は この 「胃 お」 に 巧 レて、 ホ 來の讲 光と ホ 望と を 放め てわた ものが 巧くな わつ たの ゼ 。巧へ 
ぱ東プ 。イセ ン のが 主 及びを 巧、 「± 巧'！;. が」 のがな ま、 そのを 時を 巧に 巧 面されて わた 巧モ自 
をの有畜ち ？^び一部畜舊速は、 いヴれち巧乎を3^|^げ了新を府0はを器お。 义た 
なべた 西 巧 主 巧 的な 巧 巧 巧の 大部分 も、 かみ 的に 巧裝 してな 巧に を 巧し、 「十 I 巧ず 命 化 巧を-が 
巧が の 羣を津 たなら、 必ず そた 震して、 Y がを せる 薑 をして & たとい ム 。だから 巧 
なは、 ミプ の 巧 巧 瞄が勇 夏の あが 忘て、 マルキシストに 巧義盞 巧を 加へ、。 こ卜 
ゲィ， ッがぞ の 巧 おした やぅな、 巧 巧 巧 栽の 本 巧の 目的に 向ク て、 が穀 ずる 巧 おが あるか 否やに 
をク ての みかを された 笞 ザ。 

おみ 巧 主な 化 ホの 巧 大巧は、 この 巧 局に 直面し、 敢 おのが 煮を 技つて、 全 苗の 巧 jg 化を にがが 
でを かを した。 目く、 r 巧く のかき だかの ー ホには、 巧 巧すべき 巧 おを さへ 送るな… 彼 巧の 巧め に 
J おを も 巧 かす 勿れ：. おがに 互り 巧 巧エ をが 巧せ ょ —… プ n レ タリアー ちがな してが キ なを 打 
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巧せ ょ—」 

力， プ はこの ながを 化て 慌て 化した。 な 新は 巧エに 巧は る ホは お 巧に おず べし、 との ホ ホを 巧 
しは したが、 巧し 軍人 側が ストラィキ 巧 かの ホが 巧を 巧な しょう、 といん 巧 巧を 化した 時、 そん 
立 手 巧な ことを すれば 巧 ホの 同 巧が ホくなる と， 这ぷ巧 巧して おすを 巧して ねる。 ザから その 
うち 紐滿エ は、* おその 巧 あ t 巧は しおめ た。 冗 巧が*! い、 巧な がない、 i がない、 巧 a みが 
& い。 か 巧を ならう にも-切の 巧 閒夕運 持を 任め て阳 つて 了つ ち » 巧は 牌 巧の 巧 t 巧ら しな 
がら、 上に 立 つれ 巧が あん >巧« のをい 拙が い 巧り々 ぢ やな 目 ザ、 と 不平の が ♦を t 姑め わ。 力， 
プ 1 巧はとう'.---^}<化ボー …とのな持は萬人のみにぶぜられるやうになつわ〇 

そこで ヵップ 巧は もう 大 汗に なつて 仲 か ホを 遇び、 な# 巧主黨 のかが に 了解 t 水め て、 巧 局 か 
» の 架 協 工作に を 巧し 始めた。 H —T ハルトは それを 化て、 切 巧して 音 ふ一 「巧は そん 在 『兵卒 
ホ 員々 J ごつ こみたい な 巧 巧に 加は るのは、 拍 巧が おいから 巧を だ、 をん を ことは 『ユダヤ人の 
早 巧」 へで も 巧し とき やを いぢ やを いか一」 

巧 曲を が 巧つ てから 四日 目に，々* プの巧 聞 巧は おがる 紀ザ 連に、 次の 巧 巧を 傳 へた— 「新は 
巧は 目 了が 巧 巧と、 ま® の 安な をな すべく 巧な 中な り。 そのな a はを なに お 接しつ L あり。」 
げしを あしつ-- わりし ものは、 わ 巧の みで あつた。 巧局ゴ 巧と もみ 動きが とれ &く なつた 
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奪の ミプ は、 をに 化を はげて、 巧が か 困へ 善しち： こ； 辜 f をて、 ベル， 
ンを退 ましょう 车 ろを ずがら 彼宾 R に 向 ひ' 羣 喜に しでぶ 碧 _ 巧 のな f しち 「を 
等の 岛 はま せらを かつち… モの護 ホく の 似が にぶ〜 今 さ S 窠を ま* 
まに 對 して $ の 巧 ひを 開始す るで あらう一」 . 

- 同は おがと して、 巧淚 共に 下るな 巧を 云 巧した。 

# * 本 

、力， プ ー巧 奚 を、 巧 さへ 蟹 占 ドイツの 穀户 、大塞 いがき 巧へ をし 
ホづ巧 左の 塞な と 望は を K とち I がの f なて、 桂 《送た の— ろ 舊は力 
"プー ホ Q 雲ょ ミ、 李ろ そ S 墓を 立 Q 形で 控 へわ屋 窒拓長 巧」、 5, プ 巧の 巧 
を' 一時 席い 島 愛された H - ベルト 5 K ケ Q 肚會窒 重た 蓄 し、 《 至 をは 辜 
みのおに 章 直さう として、 受を管 ミる やう & 巧の 工作に 移つ たので あろ だを な 貪 

轰の & 度、 ミミ 盞ホ養 冀望替 望た K 、 夏を 餐 f た を Q の、 今 

やその 英 がを りに 利き 逊军’ 巧 癸 蒙襄 を、 ザつ て 塞 まに r れて了 ひさ ミな つた 
のち ぞ して ドイツ 困內 はぽ墅 巧の ナシ •ナ ，ストと、 なみ 窒 々おのな 幕ち 望お の 

共を 寞& 望れ 香 去' 号 e とさ が f 等ち 含」 <を も をれ た？ ある。 


が 


»れ にしても を 時の プ n レタ aT — が、 力， プ-换 を 巧 機と しで 怖ろ しく 過 ホ 化し、 大 ♦協同 
最 がを 巧つ て、 ザな のみ 巧に 巧 巧し おめ たことは、 特に ホし い 巧&ガ つた。 その 巧め に ベルリン、 
中部 用迪 及び ル — T 巧では、 まるでが 樹 のをの がを 阴 けた やうに 巧 巧した。 なに ル IT ホ 田 巧ち 
では、 を ま ■及び 西 巧 正規 巧と、 巧た に 巧 狡した ホが 纷 夫の ホ 巧 ザと が、 合計 百 去 米に 互る バ 
リヵー ド t 巧んで、 一巧 聞な 上 も ホ 巧を 巧へ、 都合」- 一千 人の 巧 巧 ザを おへた 桂で ホる。 巧 も 南 巧 
正 巧す が 一な にこれ 巧のを 裝 共を 井を 助が しょうと なしても、 生*! そのが 卞は 非を 驳ホ 巧な ので 
フランス 側の 干 巧が がが しくつて 、化ん やうな 巧 的が とれない とい ふ 姑 ホな のゼ。 

-ホ 10 年 十一ろ 中 巧に めける が 乱の ホが 地た る ハレに がて、 巧立肚 のホ大 わが 巧 はれ 
た 時、 コン ミンチ ルンの なを ジノ ゲィ エブが、 そこに ホ t 巧は した ことは、 そのを 巧に がける 巧 
常の* ン セー シ ，ン であつた。 彼のな 信 的 & 「せ 巧 巧 命」 への 巧 動巧說 は、 其を でを の 拍手 tw 
て 巧 へられた。 がは 巧ょりも ザ 命には 規律が お 巧 だ！ 革 かの 规 巧は 自由と 巧 ホ* 巧に な 阳卞る 
ものであると おへる。 n シ T では レ I ユンが 「自由とは ブル ジ ■ T ジィの g 濟的れ な 制度を 蝴ホ 
せんが わめに 巧 巧せ し 言ち のみ」 となべ て わるが、 そんな ことは ジ /ヴ< エフに とづて はどうで 
もい t 。 彼 は 言葉を a けて 叫ぷ一 「淀ち はせ 巧 ホ 命の が 巧 田 ± である..' モの « ひに 必巧 & るは、 
單 なる！ i 巧に ホず して 、プ n レ タリアー ト 式の 軍 K が度ボ ••.巧 裝 せし 巧 巧爭冉 は、 巧 利に 巧る ド 


が 


イッ ホ嚮巧 ± が， 〇 シアの ホ 巧 巧と 文 班の 拒 乎を をす に まるまで 巧 w さるべき もので ぁらぅ 一」 

巧く して ハレに 巧 中した 巧な 社 かぶの 大部み は、 ジノ ヴ f エフの 巧 ホを 法 巧して、 をを に モス 

コウ だて 了つ ち 《筋 ドイッを 盛は、 これ 等 田を をた セ異 のがめ ホに、 雲 蓋 じは 
'しを のの、 その 時な 來 「诏进 共 ホな」 ろご)—) き ミの かを、 を 誇に 許を 害る ミ 

をかつた。 ワイ マ T 主 巧の 中央 かみは、 自 々速の イデ ォロ ギー にい <ら か 巧い 左# 迪ホ 汲ょりも’. 

巧ろ ホ ミ 反 SQ ミ 度 ミ？、 SS まがが t と S た 含、 ま 雲姜羹 ミ 望を 巧 

さ 蓋つ た 伯 向 さへ ぁる。 巧つ て 技 君、 ホ WQ 反ね WJg には’ ぷ f 特 もない 累と慕 〇 
とを 望に しち 共 塵が モ K コウの 養を 得て ホ こく 養して ゎるを、 さなめ おりを が 
してね をを、 ー ミ 船， 齡 が」 ミ おが 繫が •かが」 をの 化の ゎ 塞は には、， 巧を に 身に 

寸® t 巧ぴる ことを さへ 巧 さなかつ たので ホる。 

そを 裹ガつ をら 共 ホ 主 巧者は、 慧 とさて 巧裝的 誤に 毫 し、 か受ぴ 中な のをの 

に 互つ て r プこ夕 ，アち 入 化は」 の化货 を、 巧の 日の やぅに 盛つ たので ホろ それは を ot 
& r ホを 我な 巧 壬 由」 の 脈が 直て い、。 そして これ 巧の 「軍 除」 のをな 本が は、 モス コウの 
こム" ンを忙 謹し いか S ち 聯 がに 巧つ てな S 指令が 窒 さを。 そ S はみ い 時には 
一子 甫人 ホつ たとい ム を、 富の 正規 畏 ザょり 车つ とを クた璧 ちた のみ & ら ホス そ 


の K 装の 內 をに めても， ち 人' 化な は# が 小な のか， 巧 お 描、 は閣 が’ 地な' 乎 巧 巧’* 左 巧 巧を さ 
へ備 へて わたと いふから 巧い。 それに もから 中 化 巧は、 巧を 稱 をの 力に 皮つ て、 巧々 中し 巧 的に 
共を ま 巧の お 薄 幹部を 拘引す るゼ けで、 巧 巧 W 巧 それ. けみ には 巧 ど 干を つけな かつた ので ホる。 

だから 力， プ ー巧から ーヶ 年な つたを の ドイツは、 巧く 共 ホ 主を ザの 思 ふな々 & 巧 架^を ホ 
した。 みに 一九二 0 年の 三 1 H には をれ がが 巧と なつて、 ■ヘルリンの 戏巧 巧は 巧 脚で 巧 巧され さぅ 
になるし (や|つと炼巧しないでお^^.<^*れた)、 ハ レでは巧物巧审とを巧のホホをけ巧させられる 
し、 ライプチヒ あび ドレス タンのを 巧 所は、 モ宿 S の お 見 巧を 受けて、 违物 t 麻く 巧され などし 
わ。 がちを 0 イナ 大工み の 巧の ぶが、 を 部 共 庞« に 加 巧し、 巧 お t なつで 「エ媒 ょが」 左 やつた 
の もこの 巧みの こと ガ 。'又 マン スフ 1 ルド 化 モモは、 ギ* ング ホの 化 养者マ クス-ホ エ ルツが 巧 
星に 巧乂 し、 殺 巧のを S を 掠め、 ホな 所の おな t 破 おした 上— 「巧 等は ブル ジ， T と をれば ちか 
を 巧は す 巧 ホを 化刖 せゎ あく これを 甫 おせん 一 な 等は 彼等の 眼 g 巧 化を 地. 面に サ たくは 巧ず ぺ 
き 本 巧を 有ず；：」— などとの 巧を をち 音 まを 法したり したの も、 ホた 巧り この 時の こと ゼつセ 0 

がが にプ U イ センは 冉も 、このち ほを が 巧ず る ことが 出水な くな つたと 巧え で、 困 內にホ 巧々 
t 布き 巧ず 獲 爱を祐 助 U ずる 他、 ホ々 ながら 阁防 ザに も その 対巧モ を化拓 した。 巧く して 困 巧が 
は ザンガ T ハゥ.* ン のか 巧に めて、 ホユ ルツの ホ 巧 匪 ザ fc 街を 的に »« した。 その ま* は あ 巧に 


か 


巧し、 到 3 巧に® 道ぶ び 巧 巧を 巧 巧し、 巧 ホは 巧 巧に 巧 到して 巧 奪を 遇しぅ しち それから ー ホ、 

警察 軍 も ホ エ踢に 立てな つた B ィナ 0 ホを 巧裝巧 « ホを を 曲し、 おつて ハレと ラィプチヒの 閒で 
は、 毎日 铁乂の 巧 埃が 巧 はれた。 結局、 中 巧に がける 共を ずは をが に 豆つ で 巧な されて 了 0 た。 
それから 少し 後れて、 ハンブルグ ぶび ル — T 巧 方に も ホ 共を なのが 货 がちり、 それ も 大巧に 至ら 
ぬぅ ち 巧 官と西 巧 軍との ためにが 壓 された ので ホる。 

これ 等 「ご 百の ホを が 巧」 が 一巧 サ 巧いて がち 共產 なは 朽時 巧り を 辞めて 巧 おを 拾で ちそ 
れは 彼等の 本が たる モス コゥち その 當時了 巧な か 上の 危钱に 近 遇した ので、 巧大の レ— 三ン が、 

巧々 ホが 革命 巧 巧む 可能な きを 知り、 巧ろ 世み ホ 本 主 巧との 巧を やかを ホ 蓬ず るぶ かを な 0 た わ が 
ら であつ た。 

本# 本 > 

巧 巧 ま 巧の 技 か 由と、 化 みぞ 命 まなの 共 巧 « とのが* は、 巧 互に 因巧阳 巧た W て、 時れ のおモ 
のかく 巧 巧に が 巧され る—。 

で、 力， プ Q 1 ホが 巧を したので， 共を* が 中 用の 反扭 をな 十'.' その 共産 g の ホ 巧が « おされ 
たので、 を 巧は 义困お ま 巧のを# がみれ なければ ならめ、 といん 煩 ホに をつて たる。 

おせる かを、- 九 二 ー ザの 豆 月に 至 0 て 曲 お 主を ぶは、 巧な 上 シレジア にがて 血 おい CM 巧 田 


f 42 力 力 - 夕| 二 句の 立よ わ tnuRT'eis タホ J ろ-* るフ K お 1 立 sav な ft をグ- 


面を ホげ 始めち がし モ の 拳は、 今 をの やうを 階な 巧ぢや 在く？、 賽 人の 度を 防がす る 

霞 霞の 敢 ひで ホ。 ちその 齡 がは 巧 うでわる。 r L 
て ル ヤイ ユ〇な 机 s ドイツ 置 こ 辜は、 ドイツに ななず るた. ホ— ランドに 蓉 
をち 一九二 一軍 有に 望す ミを きて ねち がるに. ホ— ラ； の 霞 塞ち フラン 
ス ssf 学、 人 塞 重 S まで も ミ、 S ま 巧を ポ— ラン； 占 器 夏る こ 
とた ぉ爭る セめ ち 把.‘ に •ト ィツ 級 《に 居 入して 菜ので わろ ドイツ 富 時 墨— し’ 且 
ク共 產ミ內 をが がた 襄棟ガ ミから、 大した 坟替 ないだら ろち？ 梦で 占た はを 

ホら う 〇 • 

なるこを 裹 を 妊て ドィツの 苗 星 妻は、 期せず して 反れの 舅を# げ 姑め ち上シ レジ 

ア こょ ドイツ人 惡赛 をが 還を 堇 兵の 畜凄堇 が 巧を ちす ると：::: ツの署 
の S 々かち 巧て 巧な にね た 控賠の ホる 蔓の巧 峯ち留 のをを 教 ちく、 墓と して 地 
せを じたの— ろ 勿 お 巧の つ ルナ ク 1」 のさ 寞も f 透し ち ル IT 堯の おい 巧 ホ 
の 巧 もさち 彼等は ま 塞な 武器を 乎に しを ちた f 巧の か臺 量を のかを 化 曲 巧の 庙ホ 
とのみ を 唯一の 賴 。として 呈 Be ! かを コルフ こ 一； の扣 入 軍ち 材の汪 事に アンナ ごグに 
* 巧し 得た のでを る。 
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ザが 巧 巧な 勇 巧を ナシ ■ナ リストの がみが 巧 力に も おらず、 その 括 おは 泣く にも 泣けめ 程 巧め 
な もので あつた。 ドイツの 中央 巧 巧は 巧合闲 側の 麻い 叱資を 巧け たため、 まだ その 巧 巧が キ なる 
に 巧らず、 巧 巧 巧の が 散と が 阐 とを 命令し で 巧た ので ある。 それば かり ぢモ ない、 上 シレジアの 
経濟 的に® 架な 大部々 は、 蹄を 因の 巧 おがりな な 謀で、 をに ポー ランドに 併を されて 了 0 た。 巧 
就 ドイツ 巧 巧は お まだけの お 巧は したが、 そんな ものを 诞巧 にを つて ゎる 械を 思な 巧が、 喊 みて 
くれる 巧がない一 

で、 この 上 シレジアの ホ 地 巧が を契货 としで、 ナシ ，ナ リストの W の 中には、 拼 かおな が汾の 
やぅに ながした のは さる t とながら、 同時に 彼等の 怨 根の 對 おは、 を 時の 巧 巧の 巧 人 巧の 上に 巧 
けられた 。あんな 卑怯を おおのな 府ぢ や、 化 固は 見す に 巧ず る I を、 か 府が狀 ^ な ば 
わり ぢ やない、 巧 巧部內 には か 巧の 利 巧を 計つ てな 巧を 恥す々 巧れ さへ 巧 山ね る一 

とい ふ 3^1^ の 巧が、 巧 巧の おおい ナシ S ナ リストの 巧の 中を 巧え くり おさせた。 同時に さぅ い 
ム考 へで 妙に 巧 くれた 過が なブシ ，ナ リストの 祕密 結社が、 到る 巧に 巧 かし 始めた ので ある。 彼 
等の お 束は、 巧て 我がに めで 生 巧の 巧に ぶじを つた 「ぶ 巧」 の^で ある。 化 等は 古け ダルマン 人 
のな がに 則り、 ぶに 血を 巧つ てえ をの 泣を 巧 ふ。 妾 巧の 酬いは 巧 巧の 3^ 神で ゎる。 非 ドイツぶ を 
It 巧ぶ におす るを 目的な な# と、 存 かなき テ。 リズム— それが が 等の 巧 S だ。 
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こんなが 巧 結な が ホ々 に 化 巧て な ホ、 化喔い 暗巧沙 ホの みが 巧 巧の 化 t をずに 至 0 た。 世人 
は そのを 時を r がが％ 皆 時 ごを ち 彼等の W 巧と ちて、 みの 中 やせ 爱サ 曲で、 人な 
れホか 巧され わ 人間の 枚は 殆ど 枚舉に 進がない。 そのうち 化 M を® 话サ しめ わ-ホ 大き & 化 巧 » 
は、 エル ツ ベルガ T 暗 段の それで あらう。 

ヴュル サイ ユ條巧 調印の 宙任を わるが 巧 巧の エル ツぺ ルガ T は、 もう それょり ずつと 前から、 
逊 ホを ナシ 3 ナ リストの 18^ がが* で、 括え 中 附け齡 はれて わた ものである。 彼等の 晚裡に 映 じわエ 
ルツべ ルボ T は、 不 巧な 天の 巧 田 巧で あつた。 がが がが をを 有 階が でな ボをお 巧を 受けて 

がら、 霞を 基」 て 大臣 蓋を Si をる g 巧 •►イツ 人 S 霉」 ミ 号 去 をれ は W 

漏に 血 化つ て 何もなら 中に、 ホ 巧を 巧いで ホく やうな、 巧が な プ〇レ タリアに 校べ て、 その 巧 ホ 

♦C 萬 死に 擎る ..しかも CSQ 装は、 悉く 幕と 按 だて 望げ た不淨 S 寞 .•.とい 妻う 
な理皂 、ミを！！ が はれて ゐ わ津ガ 。それが 一丸 一一 一年を 韦有 に寞 し、；‘ ソベル 
ボアは ヮ ルツ ヮ ルぶ 雲 地で、 蹇の寶 をを けて、 非 蒙ね 期を をげ てし まつち エ 
ルツべ. ル ポアの お 二の 隻ち 巧の 嘉 をし ゥ< ル ふ、 をのを 博な にがて、 な 人を 「比 巧な 
さ 塞きと 雲す る 妄ろ吝 て 十一ち をには、 曲の ホの なの さたを 巧ち 小さくな 
クて なれて た 寞たホ どもが、 困 哀で大 な 姑 度つ け まとは を だ」 ち 言 ドイツの 置 
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巧钟 をが 巧に ホ擊 し、 それ と共にを 困 QB おまち 迅 巧を、 A 柏 わに 进巧 する やうを な 時 w ホを 没 
ホし ち - 

义® がに 使用した 巧 化ので 時 あ 巧、 武 巧の 巧 あ 巧を 禁止し、 义 「セダン 〇紀 をな」 等の 愛田 的 
を懼 しを も、 をが ホ 可し 度い ことにき めた。 

それに も拘ら 中、 引 a く 一九ニ ニ 年 六 巧 二十 阿 日には、 外 巧 ラ— テ ナウが グル— ネ ワルトの な 
巧の 附 巧で 暗 巧され たので ホる。 自助 ボを おばして わた お、 巧の 巧 林から R かした 巧 的# 巧に 見 
巧 はれて、 をが なを 巧け たの だとい ム》 

所が ラ— テ ナウは、 別に 資闲 なと して 巧 はれて & た津ぢ やない。 化 巧の ホ 巧 ザと しで 檢# され 
た ホる！^ 巧の 化 化 ザ 人が 吿白 する 巧に なれば、 ラ— テ ナウは ユダヤ人 のち 萬ち ザで ぁつたから、 
常が 巧され たの だと いん。 してを ると ナシ •ナ リストの sT 恶は 、巧には ホ 的 曲 凹 ばか 〇 でな く、 
この 當時 巧に 人な 的® 因に をいで、 なが レされ てね わ ことが々 る。 ドィッに めける 具 « がな ユダヤ 
人 巧 斥の 巧みは、 t ， トラ r - おの 巧 巧 おかま 巧者に 化つ ての み宙 巧に 留 巧した ものでは をい • 
ナ； ，ナ リスト-がの 閒 には、 巧に この 時々 わら 人較 しを するな にも、 ない がを 巧つ てた たもの 
ザと いん 穿 t に、 巧を t 巧け る 必要が わる だら う。 ラ I テ ナウは かして' 曲 囲を 巧に 巧る ことに、 
興 巧を 持つ た 人阳ぢ やない。 ホな は、 巧に ヒ ，トク, が 特に 巧 巧した やうな 「化と ±」 に餐 
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ざした 巧ち ま おには をな 援 のない、 人な 理 望を ホガ つたの ち較 令ん 巧と しては 毋を人 化 
ガ つを もを めが、 困ち としては _ 妄の算 をい ホ 在で わり 、 おもそをながつトィッ 

困 巧」 を薦 傲」 ミこを、 愛 望 ミ i で' 皇藤羣 I 

しと 0 

ち 萬の 括 政 ホは、 ち 人と して 寞 まなお ぢ ミく つて、 寒 一な に 民主* 巧 のれ ホ まだ 
.つたので ホろ だから ラ-チ ナゥの 死に 巧つ て、 窒* を ザが 田 霍巧ネ を 違に W 學 るやゥ 
にきた のは、 を餐 がが で ホら ミ 囊ミシ ，ナ， スふ莲 つて 巧し をし ミれば なら 
笔 に 空た 肚會恶 で 苗 ま. あそれ 自身を ほ 掌*^ ことたく 技 封に 血 巧 滴を お ホラ テナ 
ゥ の 巧 渡を 通して、 ナシ "ナ リズムた ム_ 個の 「恐怖」 ち 盲 的に 哇 巧し 戍恶 しは をち 
憲ゥ < ルト は、 新共留 sf して 望な- 「田 S は ホに わす」— なる 塞 S 雲 かて 
し、 れ貧轰 0 謝菌は S して— 「巧 護 望 含が おがち を 律 0 零 •ホに 丑け—」— と 
佳 論した ミこの 前後の ことち を 苦言 霞 かち やない。 てて リングの 换 をはが 義 

-雲窒窒^ f ^5が箭をミ立了ちで、 乎常美奮寞」、 3で、 罰」、 含に互つ 

て比預 のない 大規 巧な ま 宅冀を 巧つ ちそして マル キ シス ふ、 そのな 窩 空を やつた にぉ 
し、 巧ろ その スト _N ィキ 姑り のま 巧と 度 封に 巧つ て？ にぶ 抽 さを どし ち 妾— チ ナゥ 
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巧 巧の ホ 巧を と 附け战 はれた 巧は、 ザ-ル 王， ク のな 化に なつて ねる 塞を ち# をと ホを の 
ために ホ净 かれ、 粗!： 巧が に巧較 されて 了つ た 0 

巧く のかく ラー テ ナゥの 暗 段 本件の 結果、 巧 ま* 巧 的中々 か府 は、 ホ 巧に 巧す る 巧が わる 巧 巧 

想 巧を 執ゥ 、を 奠幕ミ も & つ 差冀堇 養囊 g 窩が受 だつ たごィ セン & 
皂は 、爱を 送 著 至を 《だを、 I 時更香 く t を 一^^ 夕 おん 旨 そた こ 

■ナ リズ A は、 た ごイ センに か' ては、 急に 巧兩に 巧つ たやぅ ち# 面を おぇで ミた な 
が ぁろても 化み の 害では 巧委 ちな 《をけ る わ# ななの 特 ホの フラ クシ* ン にめ ては、 
もの 焰は烘 の 形で 巧 巧く 保が されて わたと 見る ことは 出 巧る。 

所が だ 主々 を 巧を 巧 巧の 中、 む 巧た る 化 ドイッを 巧れ て， 化を 南方 パ イェルンの 化 ホに 巧け ると、 

车 の奠曼 妾み つて ゐち蓄 至ち 兽 の 化 巧の 室* 巧 ザが、 巧に 巧 笑して ねた 「パ 

イェルン 王 H 共 か 固」 の 巧 抓 ミュンヘンでは、 巧の ホ 色 ホを のソヴ < ェト ホ 巧を にが パして な ホ、 

巧ろ 田 望養窥 の 巧 塞 さる、 驚を つて & たなが ホつ ちがに々， ご 巧のを 時に がても' 
を" こトヴ こッ待 ザに 同 巧を まし、 を お望み 巧に 大 ft 北上 させて ベル， ンが器 

巧に 化ょぅと したのは 、パ イェルンの 田 化 巧で ホる。 そんな 工合で ベルリンの 中央 巧な、 あぴ化 
巧の プ a イ モン 巧 巧では、 ゥィルト や セ— ヴユ 9 シグを たいに、 巧く とも 巧 主* 巧 的な え 巧を 切 


が 


巧の プロイセン 巧 巧では、 ウィルト や セ— ヴュ リング 見たい に、 おくと も玲 ま々 巧 的を 見 巧を 巧 



つて、 典が 巧 人の 椅 神を 谋闲 したり、 右 K だかの 巧 田 おた ぶ々 しにが 擧し 巧る やぅな 人 かで をけ 
れ ば、 か滿が とれを かつた になし、 パ イェルンでは、 技巧に 少しで も ボリ シュヴィ ズムの お 口 t 
ぞ つて、 田が ま 淀を な規 ずる やぅを 巧 巧に 化ない おり、 巧 治 上の 巧 巧を 巧る ことは、 不可 巧で あ 
0 たと 妊ても si 。 





•五、 軍人 主義 

ポ から 一九二 0 年の S 日— デ モク ラシィの 大波が、 ド ィブを おに 孩巧 として 雜 つてね る 巧 化 中 
に— でを 谋 にも バィェル ンガ けには、 フォン •力— ルと いふ 反 S な 活 菜が、 ホ锥 をな ぅてけ 巧に 
牟 げられ、 そして 純然たる 右 典巧閒 t 成な させて わた。 

力— ルは 望な に 学る 巧 困 ホで 至。 王 黨と苛 つても、 ヵィゼルの 舊塞 護を 誠を 巧 ふ 

な ホの モナー キ ストでは なくつ で、 巧に ち バィェル ン王两 のな 巧を ホ 望す る だけの、 が ザ 的を シ が 
3 ヴィ三 ストで わつた。 だから 彼が がりに 閣巧 おお 的 反 か M 抵の肩 t 持つて、 これに 化が t 加へ 
てわたのは、 獻獻 解が がが% の 巧 和ち 巧で た 理解を 持ク たが ためとぎ ふを も、 李ろ 化が •ハ 
ィェルンの シ 3 ヴィニ ストと して、 ベルリン 叉は プロィセンの 巧 口を 巧ん ガだ贼 てあつた に述ぞ 
をい。 - 

力— ルと-がに パ ィェルンで 反 巧 的 巧 守 お 巧 t けまして わたを カネに、 ミ* ン ヘンの 辑 がが 哲 
ポユ ーナア といん 人物が ねた。 おも ホ 「巧 化した 巧 巧」 《ベルリン) が 巧ょりも かひで、 從ク でせ 

時巧々プ 11王 ン為 SK を舊皇さゐる W 1^ S ^巧 SQ 肉妾、 语較の望でがおを巧けてゐ 


る进 がナシ ，ナ リストを どを なび 迎へ 、やおで 彼等を おまつて やつた ものである。 それが ためが 
も賊 がの おか 府主茜 者の 巧瑞 巧が、 スイスで あつたと 问じ やうに、 このを 巧か昭 に^も つ 反 かち 
巧を は、 どし-^ ミュンヘンに 巧つ て 巧た。 例の，^— デン ドルフが ザ もこ、 になが を帷 へる し、 
た 巧ね ホの T ア ハルト そか 他 基 治 黑人も ホ 大モを おつて、 がが^ 「ビ A ル ボア ごごを 
どに、 槪柿 みい おおを 巧げ で わた。 岐令プ n イセ ン巧 をからな 補 化が 巧つ て ホても、 ポ H I ナア 
はを が をれ を まかけ 卡 i こ、 は 治 かを 巧 だ —— とば かりにが' ホバ てな らん 巧を して わる。 

巧し パイ H ルンに がける 闲 がを 巧の 巧 頭は、 ホに ぷペ たやう に、 巧に おながの 上に なつ おい 人 
巧が、 おがに も 保守 思想の 持まで ホり、 おつて ナシ ，ナ リストに 拌 巧を もつ てわた、 とい ふだけ 

S 毫や なかつ ち 巧ろ. ハイ H ルンの 人望 おの 拘の资 には、 持 巧は 田 望 巧 的に 巧 ミな か 
なければ ならぬ、 と呂 巧ず る 深い 巧 史的な 巧 巧が あつたの ガ C 

ホ ザ 化 巧、 巧に プロイセン 人の 训に 、巧を おつて わた 滿の地 ま 巧 あ 的ナシ 3 于 リズムを る もの 
は、 をと して 巧 存巧袭 の 現 巧に 刖 し、 がつ て餐て フリ— ドリ ヒ 大王 やピ スマ 凡ク宰 かの 巧 巧した 
巧な 時代を 梅 準と して、 もとの ブ 。イ* ン王巧 ホは 巧 进巧闲 の义物 制度を 巧 巧し ょうとす る 巧 力 
に 向つ てわた-だ^ら これ 等の 人々 にと つでは、 なみ 主 巧 ホ や 巧 ま々 巧 著の 巧が しょうと する W 
巧を 巧 上の 巧し い 初めての 試みが、 を かしく つて おて わられな いの ザ。 そんを 巧みは まるで 苗ぶ 
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の树 亡を 祐 けて 巧掛を やる にも 等しい としか 巧 へらを い。 何とを ぱ 「人 巧の 望」 だの 
這ん の 平和 J V の' 「プこ ミアの 靈」 だのと いん おを は、 をく 現 巧は ホを 採の ないか 
に ましい。 モ して ごィ センは 窠 は、 乎に おみみ るを 械 りに こそ ずれ、 た扼 がを 化る こを 
大ホ ひなんだ U 

そたち & と、 南 巧の ドナ タ寫を 中' むとした 化 方の 人* は、 巧 じ 等を f はくに しても’ 

ずから SS 不を璧 P こて； ム罢— 累を霉 島累 「を 透」® 留を爭 

ろを 替草 これ 巧 0 地 ホに めての み 巧 ひ、 寞 を 转 つたを のがは、 きも 攀の 
瞄 巧には みはと 富の 扭と繫 く。 ミら ゥ <1' ノ とこて ご ミ 問には、 巧 「大巧 片 
窒巧 S 理累强 い がを 巧つ て ゎち ピス マルクの 靈巧 餐た笔 すら’ 嵩に を 幸述 

しち 王 こ Q パ； ク を も、 《管 そ奚へ S 流を を》 ちで t 。 舊 

の附 には ビ X X ，’s ご王ン 中を 「小 塞 ま 巧」 が、 で ミミと ホない とい 东滿が 

ミを ちちを G 管を 桑 養 基 蓋ぎ 5 やを 累を ミを だ；'。 

をぢ卞 一九 一丸 年の 累ち沒 を ホを 力を 巧の ごィこ 主を がを 巧し、 そので 单ろ巧 
論と 化を と ホを を 配す る 望* がの 蜜 共 巧 困を 现 してね 乏に おらず、 何態夕 はを に 
合掌る ことを つた か， 曰く、 ホ蔓 でも； マ； か 制の 夢は、 呂を巧 姐に 化して 巧 


を 字る ことを つた か， 曰く、 巧襄 でも； マア義 制の 夕 は-雲」 巧が だ 


しい 巧 験を しようと いふ キ ホの ザを の だぃら お円ガ 。そか， i 化さの ホき ダは 「巧 朵」 の 上に が 在 
しない。 r プロレタリアの 西み」 だと か、 「ブル ジ ，ア巧 主々 巧の 廣 索」 だと か、 そんな ものは ど 
ろで もい L 。 彼等は 純 巧なる 巧が 的 又は 巧 巧 的— ドイツ 活で奶 ふさをを 一— なポ 命に 依つ での 
み、 ドイツ人の 巧瑞 をが 見ようと 化 ふの だ U 

がら ば 右の 巧ナシ 3 ナ リズム、 卽 ちか 巧の プ n イセ ンま 巧と お 巧の 大巧 逸 主を との 贿 巧のう も、 
みして 巧 巧みれ がより 多き 巧 巧の 可能性を 持つ てわた か？ 勿 蘇 巧 化な 巧の ドィッは 化を 巧げ で 
巧 ま々 葫巧至 社を 巧 ま々 巧の ぶな にを 巧して ゐる 巧で ホゥ、 又が 巧を 共を なの 理祐ボ つて、 就 巧 
的な 娩いポ ビ* ラリ チィを 持つ てね る 時代な ので わるから、 巧 どを の 巧 時は 保守 巧を 巧が ホ ホを 
どと ちん ものは、 識 ザの 閒 にはな 面目に 巧输 ずる 佈打 もない 巧、 その 巧な はを でぁり、 その 時 
巧は 晴 かつ わ。 その 巧迎 にもなら なかつた 巧 かが、 がか 十 年の 巧には いつの 閒 にわ、 フ r ウス ト 
巧 ±3 ちがみ たいに 巧 巧に ふくれ 上つ で、 民 ま々 巧、 杜を巧 ま々 黄、 其產ま 巧の ホ ボな投 せを I 
功を がが 太 石から 巧り おさう とは、 どんを 巧 人で もな 巧し なかつ たらう。 が、 さう いふ 巧の 巧資 
の ホが は 別 巧 趣と しで 一 S つて そのを 巧、 若しも ドイツの ナシ 3 ナ リズムに、 巧 巧の 巧 かしい ホ 
來が ホつ たものと 假を ナれぱ HE 化 兩ナシ ，ナ リズム 中の、 果してれ れにホ 巧が みか つたわ f 
ブ P イセ ンま おか、 巧た 大巧 巧ち 巧 か r 
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をの 巧へは 说堪 である。 曰く、 巧規挣 利は 大巧ぶ 主 巧のを に 31 すべ かりし であつ た 一 
巧な わと いふに、 お 巧の 苗 巧 ま 巧の ぼか ま 巧 ザの 巧ぶ 巧は • にず 閒本 化の が 制 留絮を 樹立ず 
る だけの 巧 助で あつで、 そこには 何等の 闲 民の 人、 むにが へる 巧 おも、 イデ ォロギ I もな 在し なわ 
つたから だ。 椅 々の 巧で、 ながの 「及き 巧の プロイセンの 典 巧」 t 巧 現 するとい ふ 思な 的な 力 
のがせを 特 つた ゐ たに 過 ダない。 がるに ドイツ人は、 おがと して か あか 舟で わ つても、 プ 。イ* 
ンち おの 「力」 は、 ホ 孤と ホ 命と に 化つて、 文字通り 巧^の あに 巧つ てね るの だ。 彼 巧には 力が 
缺 けて ねた。 力の みならず 、そごには がに も 述べた やぅに 「夕」 すら もが ホし ない。 化 巧の 巧 力 
は、 巧に 巧 力ず 巧 おしく はま 配への お 巧を どぅす るか、 といん なにを つた。 尴 くす へば 一 株の マ 
キ T ヴュ リズムな のゼ 。ヵザ プーが の ホ 化が、 そのが がを か 巧に 构窥 つて わる。 化 巧には 力が お 
りな かつた 上に、 假令 その 巧 巧が 巧く 往 つてぶ 巧した 所で、 それは 人、 むを 化 巧す るに おりる 化 力 
ぢ やない；；。 

それにが ベる と、 甫涵の v 6 ikisch な 逆 巧には、 巧く ともが 主々 巧の 「ち 山」 とわ、 マル キ シズ 
ムの 「お 產的巧 おが」 とかに 巧 化し 姆る人 公 化 巧の 夕わ 持つ で わた。 たジ その 常時に めて、 まだ 
をり なかつ たものは 力 だけを のガ 。何等かの ち 法に 巧つ で、 その 力 さへ 巧 巧され、 ぱ 、巧 巧の 巧 
巧 おがの 谋 力に 封 化し 糾るゼ けの 巧 格が、 十み にわつた をで わる。 從 つて 當 時む 南 巧 的 二— ペル 


か 



陌を CH ブ K 重 も 力 - P 夕 了 J ク ■が vn お f •白 巧 か--— < 


ン ゲンの 巧に 巧らん とずる おへ、 則ち 枯 # 的 巧 巧 的を をへの 餐 鐘には、 初めから ホ 少& りと も、 
ホ 结のホ 巧が 約 まされて ゎた ものと おはち へる。 

で アドルフ. ヒ ，トラ 7 が、 T あそのみ 合に 化の 「田 巧れ を 主を」 fe 南 巧の ミ* ン ヘンから 化 
巧 さ せわ ことは、 巧に 巧大 をな 巧が ホつた一 

本本 ♦ 

大風な 後の じッ トラ 7 が、 ナシ ■ナ リズムを 中、 むと する 巧を ホに 巧り 出 3 ぅと かむ したお、 が 
もょ し ミ* ン ヘンには、 彼 t な 冉へ巧 化すた めの 巧は とを り、 おがと なり、 苹備 となり、 背 まと 
をつて くれた 忘るべからざる 二つの 巧 肚—が も そのを 巧には おの 眼に もつ かめ やぅ &、 もがで み 
おを 巧®— が あ。 た。 • > 
その-つは 「巧进 巧 拓黨」 で ホり、 他は ミ ■'ン ヘン 苗 巧 ザ 巧に された 化 田 あ 巧 巧 かの 
謀 巧を をの だ。 

「巧 逸 巧® 巧」 とい ふと、 名が はか 巧に もを々 としてた るが、* は ドレ クス ラ T と巧ぷ IS ぶの 鏡 
H がれ あの 同を を 巧め て、 ミ ■'ン ヘンの ま活 堅の ホで、 玫 巧を をみ する ザけ の， 配， の 弧であつた* 
ドレ クス ラ T といん 人物は、 みに 巧術エ 上りの る もない 巧 ザが、 それでもみ 巧り 巧 巧 人 巧 巧の ♦ 
を 抱いて、 大巧 进ホ 巧の みが、 困齡 しわ 巧の ネ のかを に 光明 t 典へ る ものと、 巧 おする 历* な 巧 
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巧あボつたやうでぁる。 それが同をめをと巧が〇て、 モの閒に共巧した化田がの巧神を、 巧？^-わ 
の* 巧ち し <は 巧 S に 表は さう - v いんこと にな 〇、 同 巧に これに 「巧 渔巧お W 」 といん 大 それた 
ホ 前を つけたの ザ。 を 時の 人 巧 ホ がをお 巧と するな お 机 巧は、 ホ かかな ホ 巧に 巧つ て 化 用され、 
おで も 共通の 化み おを 中、 むにして 巧 おを が もした ものは、 が 中 「巧な」 のぶ 前を 0 ける C とが 化 
巧した もの だから、 K レ クス ラ T もみ 取り この 流行に 巧 0 て、 こ の やう & を々 わる ホ 前を がぴ、 
そしてな 化め のために、 たつ セ 六 人の 巧： 3 ホ货 及び 餐日 巧を 作つ てを ましてね たもの らしい。 そ 
の 巧々 には わつ た 111 二人で 柯 々立を なボ の、 何々 巧を 黨ガ の、 との 名 梢を 持つ た 所 巧 巧な が、 的 
巧むな のかく 致 生して わ わ こと だから、 巧て C の 六 人の 巧 进巧嫩 なのが 在ぱ わりが、 巧ち しわつ 
た津ぢ やない。 巧し 彼等が 巧® ネを目 巧に して、 巧 W なと すつ てを わがで、 一の の 巧 お ザは マル 
中 シズ ムの 大波に を まれて、 ストラィキ ガのサ ボタ— ジュガ のと、- 巧に が 雨して 右る が 合を の 
だから，： 彼等は た •、を 巧 培の 奥ま 0 たが 里の 中で、 がかに モを龙 てて 巧. おを つきながら、 一巧 ど 
うすれば これ 等の 血 巧つ わ 巧 か 大 ホを、 巧に 巧 逸 的に ♦描せ しむる わ fcffi ひ 機み、 そして お 互に 
巧 巧 かじ ソ {巧り 合ん ゼ けなん ボ 。 *巧 とすつた 巧で、 何 t どんな あで t 巧 すれ ぱい、 のか f 
彼ずに は 巧 ど 巧 策がない。 化 巧の 乏しい 贼 みかわら ホく にして 了が し 巧た ことは、 ドィッの 巧が 
のた わには、 わ 何を る々 力と が ザず る必 がが ホる か、 とい ふ肚 だけで ホつた。 共报 的に 巧 ムとド 


的 



のた y 托口 かがなる 夕‘ナ と 巧 守 ザ ミ 必ぶホ まる 力 と レぶ 巧 力け で ホ V A 夕 がが にを J と ド 


ィッの* 鹿には、 繫 寡と 鑑か義 とが* が； か •がと 巧 ぉ# が 巧 まが ミ 四ミ襄 的に ぶ 

つなけ るょりか にない、 といん 怯めて 巧跑 的な 認韶 だけで あつた…。 

ホに I ホ ミこ この 田 婆の 中には、 曲 苗な 神を 蓄す をを、 巧 蒙で 巧に 巧クて 
を惡一 わな 巧 器が 閒 をて ゎち をな どは、 i ブ 。ィ センで 寬ら をい 覆 だ‘ プ。 
ィセ ' NQ 農 碧 器 窺を いふち 支 基 皆を ずる-」 とす 勿 《二 =16 巧寞 のな 在 
は圳 とし W 丄窮 K 寡を’ へさ 是 S かく、 巧へ たて & をを ぉを 巧 I 巧援 今ち 

番 をのち 軍人に 战を餐 そへ き 中. むが かけて ねる ホ 化 時の 巧と て、 が ミ 坦か寡 ほのに 
鬻左资ろ誇轰：^^、 ナ>モをミ舅」了ザるれ-かホぃ。 ガゎ蓋ぁを巧 一巧どろ 

すれば 耶族 な々 の 木が のが 円に 立ち W つて、 ル 巧 思な などに 化は されを いか、 とい ふこと fc 打： め 

目に节へ怕めた^^^〇で&ろ をには！^人18が、 もつと^^望巧忙某く蓄ピ知&〇硬：を 
巧と ずるを へたを だかち これ ミが まは 去の が 可を 寧、 を 巧ろ 巧 愛が 切罕 ち一 

巧の が 巧々 おしく は 巧 巧みの かを ものを 作つ た。 

でも それ 奚ん容 で 塞 桑ぢや 交。 蓋 〇證臺 巧を S ゎ掃奚 ぶと をが をみ 
つて、 ホは 語 Q 蟹 左 描を 〇、 ホは 香替謂 0 さっ 主窒 器を ん贷 袋を 左っ 

て、 震の 方ぢや 今を い奚へ 左 持つ てむ ると いふ 助畜 化を も、^ がする をが ホえ ザ* 


む 





さう いを 望、、、 ュごン の 覆 司令部 かを、 靴が， 恥， ち^と 名 付く るえ が 翼 さた そ 
してが々 巧閒 のを 闲曲湿 や、 西 巧 主を 的 「化 «」 の 巧みを 訪問し、 戎は そのな 巧を 巧き、 ぶは な 
巧を 方が 辯 まさて、 向 クの巧 巧を を替て やつたり などし ち 巧を 蓋と ち诏 とか 巧が 

巧、 义は 思な 巧 おの 代 お ホの-人 として 巧を されで わたの が、 T ドルフ •ヒ ，トラ ァ である 。化 
は-. ィ H ルンの 哦巧巧 薄 ホ おとして 大巧に を 加し、 巧が にめ ける あ 春のを がぶ としての ホ 格で、 

まは 伍焉赛 だつ たも 拘を 、なほ 巧が として，、 ュごン 害 愛 部に が— を、 をして 
でと しては、 恐ろしく 塞がを いとい ふので、 右に ミた 蓄 的を 巧の 一人に おがを てむ 

たもの ダ。 

斯 くして 装 さう いふ 蓋ち 复 ドレ クス ラァ の 巧进 巧の 化の 器を 訪 間した 時、 波は その 
蕉 U を 版 Q がを いて、 受と宣 Q 巧 倩を がべ たも Q と 見 先る。 同き 人 4 は そを 巧いて 非 
常に 蜜」、 CQ をな に 引斯〇 をで をぱ 、を や 巧 塞の モれ夏 Q をには、 ぞ 力なな 

巧夕 とな 0 て おれる だら う、 とち 這み をつ けた もの だから、 早速 化に 入 « のか 铁 がを 送つた。 で、 
ヒット ラ 7 は 巧く 巧 ホした 結 巧、 矢 巧り ドィツの 大衆に おひ 这んで 行く には、 お閒 のがが 解が 迎 
巧に 巧を おいた ホが、 巧 果的ガ と情卡 るに 至つ たので、 ぶに 息を かして、 その 巧 巧 巧の X なる も 
のに 乂 みの ホ 或を をへ そして その 巧の 巧 セ ホ 目の 巧な とい ふこと になつ たので ある。 その 做 巧 


み 


が、 ヒ 》 トラ 7 のためには 非な & 幸* で ホつ た。 を、 その 抽 なが、 ドィッを 巧の おな 的 自由が は 
の おかには、 なくべき ホ 巧を 巧を し 約束した のゼ U 

本* 丰 

T ドが フ •ヒ ，トラ 7 が 用 あ 巧の がの 巧 として、 そのな のま おに わ、 る ほ 巧を お 薄® なで' 
公衆に 巧つ て お 初の が 巧を なみた のは、 恰も 一 化 一九 年 十 H のこと で ホろ そのが 上で 波は ヴュ 
ル サィ ユ抽が 巧 かに 反対ず る始 のかき み 辯を 巧つ た。 

今を そのな のな® 6 とい ふのは、 おめ てち 巧の* ら め ホ 巧し いもので ぁ 0 た。- 方 其*# やれ 
わ 巧 ホな におす る 巧® ホの 巧が かでは、 辯 ± の 掛晚に 煤 g がが 巧ん ガゥ，® ホの 巧で と W 々のが 
巧と がみの かく 沸きな つたり ずる やぅな、 物 ホい ホ 氣が巧 a なの だが、 ホ货の 人々 わ® 巧みと い 
ふのは、 一 おに 不巧 あで 萬 巧ち 日を のがみ かつた。 まょり ホ 巧の 巧 中には、 本を のな 啤 になる と’ 
晚つ 節の 强い 巧の ホは窒 。叉； 髮 結社を 作 0 て 刺 ホた ミた 车る堪 なには、 巧 巧の わめに 生 
がを 何とも 化は め® おを を 者に もまし < をい。 なし 一巧に 彼 巧は 口が巧いので、 巧 巧み 任 ど 催し 
た 巧は、 共 巧 巧の ダヲ をが やる やぅを、 巧な のい、 芝を が 打てを いの ガ 。偶* 巧み 的を 大» む 化 
な 巧 巧を どを 呼んで がて、 ナシ ■ナ ズムの 巧 神とは 柯 だで、 といん 度&巧 持を さ 甘て をても、 
巧を に窃 ホが なくつ て、 小さを 里で くど'''- i く 巧 化 的な な解ぱ かりして、 なをが 法め て 巧ら な 


な 


い。 巧る にじ， トラ, の 巧 巧は、 をな それと 巧 逗ひポ I そる で マル 中 シストの 献が gif が も、 
が 化で 浮る やクを 巧の 铺 の 十 ぞ受ち 見る をに 至誠 そのもの のかを 彼の だましい を ま 

ら iio をいで ホる ちぶ お 妾を い、 な々 お絮查 ろ 巧し をに 耳を 苗 芋 人 4 が、 哦の 

中で 町 巧を なて て、 その ホ 巧 だの 不を理 を ザへ てなる 昭も 除裕も ホら ば こそ、 巧 かの 化に 巧 ゆ 3 

襄 の‘ む af 2、 が も 紙 S 水 QFSC 刺 を&ふ 5 を. お畫 ホ® 巧 C な 巧* ろで をも卜 
けない 程 馬 お 抢を贊 を 4 を 掌る-器 巧說 はたす f 马 ま」 で g が g が ホ 

る、 ランゲ マルクの 巧 巧 歧 そのもの だ一 

從 つて それは おょりも ホづ巧 人の 的 t 巧つ た。 巧 中 ドィツ 巧踩 其に W する。 I I ム大 おのか ホ 
は 巧く、 むを 助かし、 拘巧ヒ ，トラ r が 「巧进 巧 化な」 を!^ げ て立ク みを には、 その おい 化 巧に 
巧し’ お あ 巧 お 抑の 保 雄を 典へ る 約束を さ こち 口广 A 大が はなが 大巧の 扮が W 邮 t 辭 つて 
を 十一 宙を ぶりを ちを ほ 思ざる がの 巧の 香、 极が蓉 呪の 人物で さを ち 波のを 

令には 水义を もがせざる 巧强 のが 下を 巧 山持ク てを P 、 なつて 化を 力の パト。 ン とした ことは、 
t ， トラ r Q 初棋の 些かを がのに は、 千！^ の 巧 ホを 加へ たなが ある。 

巧 「力」 の 巧巧ぱ かり ぢ やない 〇 そのを 巧の ヒ ，トラ, にはが みとす るに せりる 二人の 「プレ 

ィン •トラスト」 若ち I 人は おお 的ち 化な で、 客 肇に一 まちを た、 i 入と して 


か 



天々 の《 かボ つた ザィー トリ ヒ • H ， 力 T 卜で ホり、 他は 巧 巧ぶ 上りながら、 お 巧が の 埋お的 方 
面に 巧 あな ホ热 t 持つ で わた ゴ ，トフ リード ■フ ょー ダ T である C この 巧を はヒ ，トラ 7 を 巧を 
わつ たなが には、 その おれた 頭が も、 诞らに ギブ-' ^ した マルキシズムの ホ 巧 巧 論に 巧を 巧され 
て、 その 巧え を沾 せる ことが が ホな かつた が， ヒ ，トク 7 におを 上の な 巧の 巧を 央 へる やぅに な 
つでから は、 邮 巧を がら 彼 巧 円みの 世み 巧に も、 油の ホつ わが 巧が 化 ホた。 巧つ てな 化が る 巧 巧 
の 巧 巧と、 が おに あちた H ピ グラン ム W かに、 なは ヒ ，トラ T むがが 中、 巧々 がを も 巧-^ しむる 

にを り るれ お禪給 やな 香に 黄し い矜 w の 鞭 はれる は、 累に硏 巧ず るを 等： 鉴第 S 巧 

力を 想 ひ 起させる に见 りた e 

もつ と 其 お 的な 適例を なると、 例へ ぱホ 巧の 巧 巧の 巧れ と 目的を 巧む るが が一 •十で 的が のかを 
は、 日 巧な 谅し てわた H ， 力 T 卜 及び フ 1 1 ダア の 思 巧を の ものが、 在りの 班に 組呵 された もの 
である。 

この ニ トお简 化は】 九 二〇 年 二ち、 ミュンヘンの ホ 巧 レスト ラント 「ホ ー フブ ロィ」 にがてを 
閒 された なお 巧 巧 お大演 親み で、 ヒ ，トラ ァに 皮つ てが 巧され、 見つ 巧が 的の 明が 加 へられた も 
ので ぁる。 その 日毕 くから みおに 入 込んで、 巧々 巧々 のが おを おふる かなの か 古进を 坑口に-^ け 
つ *、、 じット テァは 目 己のを々 から 化 目と する 意た、 则ち齿 巧の か 巧には. 巧 巧を 进 かなの 化な ホ 


か 



の襄 をが* る疗 ちを 阻 辜な 子吼 した。 後に ナチ K の あを &は活 とさ .y る， もがが 山 
にき？」 とい ふなを ぶく- 必 f して、 燕， おがが が； か‘ 巧 お」 をを 巧は、 f 一问呆 
香 とらた この ナシ ••ナ "：の I 曲は、 頭が だつ て巧攀 助 のれみ 主 巧へ 样向 おの ぢミ 
いかち. 身 逢 Q 耳を 巧つ ちす ると ミト ー； は 盛* 案に f 髮 たつけ て— た •、が 罢血 

席に ぶく •トィ‘ XQ みち 裝 QS 凄大 SS 帝 困 Q 房を 思 塞轰？ そ」 VJ か S 
く-袖 巧た 嘉力 Q 竺留 を、 菌サ 55 s # 制 蒙 含、 新」 S 器 S 基 達を 轰缓を 

搞 化する 巧務が ホる の だ— とが 語した。. 

ミラ デ？ ごには、 一ぶ Q 篇 ぶして わる。 恰もな み窒 4 を 巧 草る。 ン ムニ スト 

の ラ デ カ リズムには 、なか 的 瓶を の閉 巧を 化 ひ 挽む 人々 にと つて、 あはず 化け 巧りたい 請 お 0 ち 
乂が チラ'^ してね るのと、 救 < とも 同じ 程度で、 ヒット ラ 7 Q 衍 さす 荒 巧のを い 彼ぶ に i 、 灭 
力な 力ら も 望みの 描 巧 のれが みぇる。 そのが で ミトラ， の 相 さしは、 ミプ Y がを 嘴 るれ 曲 
摘の 目的みたい に、、 その 前を が 時くない 〇 カップの 人々 も だの 的に ラ デ カルな おを にがては、 か 

て ミトラ K のをれ になを かつを も 知れめ。 が をれ はがに ホ 董のラ デ々 リ ごだつち 
その 方法が 巧す 日 的は.、 巧に 大 耽が 前の、 る、 十九が 紀 ぶの 背に f とい 奏 けなん ちそれ は 
巧 古で あつても、 巧が 新 巧 おのが 立ぢ やない。 巧々 のと ころ 牌が おしく は 快 化で あクて も、' ホし 


が 


で それな 上の 巧 巧で も & けれ ぱ池 ホで もない。 がるに ヒ ，トラ*' の それは、 たつた を する ガ 
けの 瑰 由が ホつて 效 亡した がかを がり あすの ぢ やた くつて、 るいと 巧へ ば大 ホの、 然も 中 世紀の、 
を 巧に 中つ と W がの、 古代 ゲルマンぶ 化 則ち 现 代人が、 まるで 巧 巧を をれ て 了つ た 巧の 英し 
い理® なお— を 巧き おすの ガ C 由來 人間 のれ々 也 巧の. のき 方と いふ ものは、 まるでが モや巧 物の 
ホ 巧に 封ず る 泣 ホの 巧 蓮に、 巧が たる もの ボ ホる。 お ゼ つで 昨日 ホ 巧 0 て、 今日はもう 巧 代 をれ 
になつて わるな 巧に 巧して は、 わ 嘲笑と 獲恶が ホる ばかり ゼ* なぜ ホの 時々 には あんな 巧 巧 & 
ものを をんで々 にを けた わ、 ち々 ながら 今史不 あなに 化 はれて、 巧 ど 振 巧く 町' ホ さへ おらない。 
所がげ 日 や 一昨日の ホな ぢ やなくて、 ャ つと W かむ 大 ホの 時代 化 装に 巧して は、 おしん 巧® の 洗 
巧 後れを がみ 嘲る のとを 然 かつた 公 巧で、 C れを迎 へる のが 巧ゼ 。そのが' 化で もみる 中う に.、 巧 
じ KS のを® でも、 つい C の閒妨 巧して 试び たば わりの 不許 判を K ィッを 闽を恢 化しょう といん 
のと、 巧 巧に 说巧 のない 太 ホの 美しい 理 巧を 示さう といん のとは、 てんで 述 へる 大衆を 巧 引す る 
巧 力が 盛 ふ'：。 

で、 じ， トラ；' がそれ から 逆 ±ん とする 道 巧れ、 十九 世紀 まの ナシ ，ナ a ズム とはを が、 去の 
巧つた、 古 化 ゲルマン 人の 巧 曲 生 巧に がは しい 「なか 化」 tr 闽巧 性」 になび つけた 视 ぶから 
スタ— 卜卞 る。 それは 「れ # 性」 と 「两 巧な」 A を、 货找 のに おな 的で おみした でうな、 則ら、 


か 



1 'iu を さ sal ぢ やなく つて、 巧ろ 兩をゴ 巧の 呂； ir、sksozfa 一とい ム评 巧で、 巧 没のに 妊 合 
した 瞄を である。 おに この 现 をは 尚 巧 S に 巧 沿し、 人 巧 共通の 巧を を 巧な した もので なく， がに 
が 巧な ドィッ人 お だけが 巧 担し 巧 解し 巧ら る i もの、 則ち-一 eul む 一なる 化 巧を 持つ たもので をり 
れば をらぬ。 巧 後に 又 それは 巧なる 础度 的を 巧みで なくつ て、 巧な に 差別を き 巧が をが t なな 的 
な 巧の 者と 巧 ほし、 そのを 巧の 巧 巧々 化大 ホが、 巧が ホ拍を 巧の 巧 力に、 巧 巧の & を かを すると 
いムはホで、 これからを々巧なをなてるなら、 -ホの 「巧お巧玫«」卽ち 、\バ1だむ1ゴ：^^。ん ごゎる 

寒。 . 

さうぶへた持媒、 じ^トラァは化の同をと合巧のホ、 今をの政巧をみ^づむ1:;.^、1ががむ16^^^;1だ；^ 
>を を- ピ rtd (巧 巧れ みま 巧 用 巧 巧® 巧) とを 梢した。 お稱 して 巧が が， £ ゴ といん.. 

この 巧 巧の# 巧 上の 巧 巧、 卽ち指 巧 ザは、 昔 ふを もな く アドルフ •ヒ ，トラ 7 で ホつ た。 でも 
その 初めは、 名目 上 他人のを 巧に なつで をり、 そしてが 部の 中には、 ヒ ，トラ 7 のかれ 巧ぎ る ホ 

がの 巧ぇ を姨ゎ やうな が ホ ホが— そ」 て— これ ミ羣 ま大赛 は、 所沉 齡器義 がの き 

が强 かづた が一 多み & たやう である。 だが ヒ* 'トラ 7 は、 本 來ち才 的に 人を； 3^ がく 能力を 侍つ て 
をり、 從 つて その 巧 時化なる 名 円 上の なな 爭 ひな どは、、 媒巧 におけ てむ たぶ が ホる。 义彼 のま 巧 
する ラ デ カ リズムの かを も、 を々 巧 際 巧れ に 向は うとし たみをには、 1 をの 巧な 的 おおを 待つ て 
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をり、 他 のれ 行夕 みのを 巧に 帝 巧した 同ぶ みたい に、 せに 空 巧の ユ— トビ 7 を 哉いて、 を々 とし 
で 化く 所 fc ならぬ 化を、 がりな さは おわつ わ。 由 ホラ デ ヵリ ストには、 ホモの ことなん わを 巧に 
巧 かめ 奇 巧な 巧 入が 多い。 それに 校べ ると ヒット ラ 7 は， 巧して 巧入ぢ やを か 0 た。. 巧む ぐに 化 
化は する が、 かして 皮 巧を 材ホぢ やを かつた。 だから 化は 閲阳 の# からが かれ ませられ、 义がも 
し がられた ので ホる。 彼 ホる がた めに、 この 巧 か# はネホ 面からの 旧 巧 fr 巧め た。 

, 能よりも バ ィェルン 地 ホむ おな 相の フ ♦'一-ヵー ルが、 この 巧し いな 巧の 化な t おつて、 非 巧 
に 巧ん ゼ 。化は 化 ホな々 でを な これを 梢 巧し， その 进 S のが 巧が 參 おならん ことを ホ链 したので 
ある。 そして ミュンヘンの 巧 おも ホまん にが 思を 示して くれ、 株に ヒ》 トラ 7 がホ阳 にぶつ て' 
「マルキシズムを 打倒せ よ！'. '曲曲な さを 曲 脚の なが 巧 的 巧 ホを 挤擊 せよ一」 といん ボ化逃 助を 
やつた 巧な どは、 ぶ 巧からの 巧宙が 入らない やぅに、 巧软の 巧を でが 巧して くれた お だ。 

がくして eo トラ 》 の 新 化 巧は、 一九二 〇 年の ホに め 己で をのな ut 巧 巧した。 I 二で 人と けへ 
ば 大した か ぢ やない が、 震な 巧の 结 ホが 巧め てち 因な わめ、 的れ も-お 进の巧 化の 巧 丈な の 巧。 
そして じ， トラ 7 が 巧に 天下を とつて、 闲 巧れ みなが を 巧に お巧祐 力を 描る に 至る だ、 彼 ぷは化 
巧に その 指 巧者 ヒ ，トラ*' の 乎 おとを つて、 特 さに 巧 ホを 巧に した。 ゼ わら、 现巧 飛ぶな を もな 
す やぅな 化 化に ねる ヒ ，トヲ 7 も、 ホ ザに そ Qt •代の こと だけは をれ ない と 見えて、 をに その 诗 
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のが自を 「古い巧街」 ちしくは 「モい巧壬」 とちなけて、 巧别な巧巧を巧へ、 ょく^のホがな 
い 限り、 位々 しく 淸罢 口な の 巧 巧に など しないので ホろ で、 C の ミ 千 人 t 舶 がし、 それに 水 も 
巧ら さぬ 訓 巧と 化 巧を 巧へ た 上、 一巧 どれ ゼ けの 仕事が 出 巧る かの 巧を 石と したの が、 一九二 一 
年 二月の 化を 的 示ぶ 大巧を で ホる。 その 日 ミュンヘンの 集み みで、 ーホ大 t な 曲 巧 巧た る 「ホル 
クス. ブロ— 本」 は、 が 巧の 給 地な をを にがな となつ て、 ホて 化の か 何なる ななと が もを て发ば 
なかつ た 程の 大成功た かめた。 

ザが ヒ ，トラ r 夕 初めから I ホ カ t 入れて ゎたのは、 «內 の 年少な 銳 なみ子に、 I 巧3‘ ザが ぶ 
を訓 がを 巧ん る ことで あつた。 それが ために 彼は、 «の« 大 運のに サ 巧して、 巧 凯づ み ■々，於い— 
化 梢 S . A— をる ものを お 巧した のガ 。その 初期の 其 巧 的巧诗 から 哥ふ 時は、 だ . A はれ 化を W 
巧して、* の 法れ を お 茜 f るな 妨で ホゥ、 间 巧に 特 ホ大規 巧* 困 お 的 解 あ 巧に を 加ず る网卡 5 巧 
神 的な 巧訓な 左を す 痛 おた ので ホる。 一巧 ドィッの ち 力な 化 K の 特色は、* それり みと、 巧の 化 
合と、 巧 年迅 S との 一 一一が ホを 化を せる ことに 化つて一 獲 許 すれば はを®、 な W 化、 ィデ ォ "ギ— 
诞 QS ほ稱 へに 巧つ て一 巧 ホ ホく »巧 されて むた がで ホる。 巧へ ばを 巧の 共を がに しろ、 化' 巧 お 
主 K にしろ、 又 中央* にしろ、 巧 A のフ ラク シォンを ぶ 巧と した g それ 自 々の ルに、 必ず 在 .U3 
巧 か 化を とを 自の 巧年函 ととみ 巧して ねわ〇 巧、 左 及 若しくは 中央の み&ら ず、 わなの 化な (人 
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巧な 又は 巧 逸 助 味な 巧) でさへ， 矢 おり をれ- の 巧が 組を 真い もの、. をび 巧 年 聞み いもりを 乎 
なづけて わたので ある。 

がつ てヒ ，トラ ァ がが がな 巧 あ 的 巧 巧を 作つ た瑞 をに も、 右に なべた やぅに、 おに それに 巧拟 
ホな とい ふ あがまで 0 けて、 巧が ぶ W おの 巧 得に 巧 力した のは— 义现に 巧には 全 巧の々 かがた を 
巧ょ して、 巧特の 化を 「巧 化 巧が」 をけ つたので あるが— 值め てながで ホる と共に、- 巧の 巧 午 
巧 かとしての 巧 巧 族を (义 巧には ヒヴ トラ 7 み 年 曲を) 投け たことは、 別に ヒ ，トブ r の 化が む 
みに 見ら る、 巧 削 的 巧ホぢ やない。 たジヒ ，トラ r の巧华 巧 巧が (お 巧 A の 「ホ 色 现が閒 女 則」 
だけを 例 かとして) 化の 就か 滿の巧 年 速 的と、 ぞ しく おなる ところは、 全が 巧 巧ぶ であつ わと い 
ふ 批で龙 る。 

か 論噢巧 除は、 その後 巧府 のが 迫に 巧つ て、 货 巧の みか 制 股まで 楚 止され、 ヒ ，トヲ K ほみ も、 
巧々 巧夕 除の 軍 巧に 非ざる ことを 公： なして わるし、 义齿化 的 革命が を 巧して 後の I 九 云网小 A 巧 
に、 口 王— ム大 おのな 巧 巧 件が ホつ てからと いふ ものは、- おな 兵 斬を に 巧る 冗 巧の 那 t お-がれ 
に、 補 巧が 除の なをを 班め ない こ义 にを つて 了 ひは した。 • 

それに おらず 巧が なの 生 巧は、 ヒット ラグの 巧换巧 ホの ホし い 巧 はれで ある。 化は この 巧 おな 
を 巧な ぶに な 令し、 その 巧が 孤 化の 力 にがつて 、をて ビスマルク すら モの 下し やぅが なかつ た マ 
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ルキ シズ ム を、 が 力 的に 财泌 しょぅと 省へ てわたと 巧 巧に、 ちし も 波の 「反 ヴ王ル サイ ユ ホ お」 
が 版して 拘ホホ 田の 度ん が あつ わみ をには、 その 巧 巧と して « か 十 « しわない 阴化ザ だけの 力 t 
巧む ことが 化 ザない のを 巧 化して、 斯 巧を のを 巧を 巧め たものに 沒 ひない とな ム 。それは 义 
巧の 征 ホで でも ホつ た。 か說 彼は 议巧 的な ± 巧 でもを ければ、 巧. 议 な 辟 巧で もない。 化かに ぶ 巧 
兵と して 大巧に を かし、 伍 さがの 兵 R として 一個の 巧 十 キ韋を 巧 セ だけの 人 W なむ ゼ 。巧し 化の 
巧 巧と*；: 巧、 その 革 巧の 煤 巧、 その 巧 純で 巧な ぐ & ィデ ォ n ギー 、そのな を 巧 巧に 麽巧 ずる® 術、 
その 政 as 巧 巧 後に めける 田み 巧 制の おぶ ぶを. 掠な し 巧 曲ず るに、 巧の 巧し 义巧 さんと 欲する こと 
の 一巧 P 、 巧て これ 巧® 的を 常人の それで ある！ 

がて それは ヒ ，トレ リズム だけに 化つた 巧* ぢや& いか もみれ ぬ。 巧 後 ドイッの K か 巧のは、 
史巧 巧ん に 化り X 除 的に おされた fc のば かりで ホ 如。 人 巧* とか ドイッ 田沾 なと かの、 避ら わ 十 
化か 紀ゴ a 由 あ® (をし くは お ホを な) fc 加 巧した なみま 巧の 巧 ザ曲枯 は、 化ず し t さぅ でな わ 
つたが' 巧く とも かに した 過 かを 致 S * 的は、 ゼルテの 「鋼 巧 曲」 にしろ、 「バルチク— ム」 
や 「で IT ハ L 卜 巧」 にしろ、 义 力， プ 色なる, 一， がの ー ホに しろ、 その 巧の の 巧拙は 刖 として、 

V U ^ 

巧 かなく 巧紹 お古の 巧 面 的が 巧が、 おす： 的に がれ 化た 妃 果なので ある。 これ 巧の 化：^ が ぉれ & 
くもが 巧に なつた A 々たる— 也が を 主* にして、 その 閒 かられが がちを 法げ て ホた ヒ* トブ 7 で わ 
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るかち 彼のず る こと 巧ず ことが、 巧て これ 「巧 人 巧 种の巧 巧」 であつ たと で、 がて 巧と ずるに 
おりないだ らう 0 


ヒブ トラ r のを 口は W 蒂 「巧 人 ま 巧」 (ザ 人 本 化と •泌同 しては 不可い一) であるから、 化の 生 狸 
その 自叙ぶ 「我が 戟 ひ」 の 保 巧が 示す 通りの、 賊巧 をの ものである。 彼は 何時でも 岐 前にが 
を假 おし、 その 目的物を 巧擊 ずるた めに、 勇が にが も 巧 巧 ザ延に 巧な しで 巧く。 

巧し その 巧 おの 目 おは、 が 十 龍の 化に も 見え、 又 乎に 巧れ 巧ら る、 予 近な 巧に ある。 その 化で 
彼の 一見 巧 巧ぶ 捕と 見える ものは、 共產お 巧の 巧抵 なりと、 大に そのを きを 巧に する。 おお ま 巧 
巧は 眼に 見えぬ 概念 巧を お 巧、 巧へ ぱ ブル ジ ，アジ ィ とわ 化巧ぞ おとかが、 裝 して 何が にどうな 
ホし でむる わ 分らぬ し、 义假令 それを 叩き 巧して 見ても ホ 巧の 頭に その 巧が どうなる か、 巧ゼわ 
ビンと 巧ない 目 おのた めに、 血眼に なつて 满 化し 巧 巧す る ことを が ホず る。 ボ からが 罔と なく ホ 
巧と 巧 巧を 巧ね て わるう ちには、 お 巧な ファ ナナ ストで をい おり、 大衆は いつの 閒 に-^ 馬鹿々* 
しくつて、 巧に なつで ホる のポ 。がるに ヒ ，トラ r の 巧が おりの 目 巧なる ものは、 お 巧す れぱ必 

、 こんご 了-' ゴ 

ず陪 なし さうな もの ばかりで ある。 巧 時 ドィッの 巧 巧大 ホは、 貨お俩 化の 巧 巧に 化つて 坦巧 おを 
のかに まし、 おし も ユダ卞 人の 投试 おを や 巧 かぶを に 巧つて、 ちな 的 お 意 巧が にも a と 反ぶ をは 
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いて わた。 すると ヒ ，トラ 7 は 巧 巧な を 主 巧 巧® お g の 名に がて、 「帥 连に從 巧す る ホ ホの 
ホ 加を 巧つ て、 が も 巧と して 化ち ざる-旬の 巧 拽ま的 持 お ネを巧 刑に ぶすべし」 と 田が ホを 巧 示 
した。 このち 活は两 巧の 閒 に、 大波の 巧せ 巧す か*; K 宙を引 起し、 それが ため 下 » の 中を 巧が 中 
に、 巧し いな 因 及び ま 持 ホを なめる ことが お 來 たので ホる。 その 巧 彼が 巧が として 巧 巧 巧 採を を 
部 巧 鼓すべし などと 巧が したと おを すれば、 中 巧 階坊 はるか ホモを 拖 へて 觸 巧には えて わる エ巧 
巧の ホまで、 贿にモ をを てて 沒ぷ巧 巧した でも あらぅ。 がるに 椎 しいな々 巧廉を どには 一向に 巧 
巧のを い 大ホー 板で さへ、 巧 おがみ かおに がしで 石る 化の な 巧 ホ 油 や ホを 速な どと いム ものは、 

ホに ホ かして « おつて ゐる やぅに 化 えても、 巧 巧は i の 巧 t 巧つた 大 ホのを 力で ぶ 巧 すれば、 六 
みんな 巧くな つて、 化ず こそ < 通げ 出ずに «ク で わる。 又 ド ィブには 度が 的に モホ ひされて ね 
る ユダヤ人 のかを も、 お面陆 ホ 化の 巧 巧 ホみたい な 巧を して わる けれど， 巧は ドィツ 六 干 巧の が 
人口-中 你 かに 六十な しかむな いし > それに 巧が 晩 力を もつ て 反がず る ことの 出 ホを い骑 なだから. 
みしおを を やる 巧り をら、 そんを# をを つ讲 ふのは 巧 作 もを い。 そこで ヒット ラ, はさ クいム 具 
お 的を、 そして 巧 巧 ホ おに 巧 巧 さへ すれば おず おな する にを ひない 所へ、 巧# の 口ね t おを て、 

どし {宜评 を 巧ち 始めた ので ある。 化は よ 巧り な 巧な 巧# をで ホる— かちす るに-株の ホ扮 
である I 


ボ わら 化は-九 二 s 年】 巧に 至つ て、 自 々のが 下と しで 巧め た 噢撃橡 を、 を々 と ミ 1 ン ヘンで 
巧 兵した。 お 人の 「阳兵 ま」 とい ふのは 珍ら しいので、 巧 時の 化 人が セン V — シ ，ナルに がかし 
たの も 無理は ない。 それが 巧 通の 冗 话軍橡 化 巧と 舆 ふのは、 そのが ぶが 中橡 とか 大巧と かのを 日 
にがらず して、 たジ 「スタン ダル ド」 《基が 除) の おにな つて わる だけで ホる。 その 基が 巧が 単 
おのみ 巧 用す るを 常と する マルス フょ ルドが 兵 項ぶ、 除 伍を* 一が まれざる ホ 武を说 へ、 お 巧ぶ 
の 前にみ が 巧を 巧 ひ、 そして 拓 巧の 服が を 巧 ふとす ふの ザから、 おがの 巧 巧 も、 左 巧 巧び 巧 ホな 
の 巧 烈な权 巧に 巧て お ホと なつて、 をに これを 煤 止す る ことにした。 がるに 差は 本 巧の 冗規ザ 
中の、 お 力な 軍人が 中々 おかない。 r そんを 化 おの 巧 止 令なん か 巧々 が 巧に ついて ゐ るが りは、 
新が 巧 現させな いわら 大いに あり 給へ」… と ヒット ラ y をホ应 した もの だから、 この 「閒兵 式」 
はがめ て 雜み裡 に 巧 はれで 了つ わので ある。 この 日 指げ ホヒ ，トラ r のが 則に 從 つて、 この 閒お 
に參 加した ザ 人の 中には、 ミュンヘンに がける ドィツ 柏 巧ず 司令官の フ* ン • P ッソ ホ、 步 おず 
ぞ長 フォン ■エップ 巧 巧る びが 紀の — ム 大尉の S ちの 巧が おおを ぶ 0 て おぇた。 

巧く して 「巧擊 お」 は 事 K 上の 力と なり、 が大 載のを 巧に 動かを がて て 「プー ル-ル •メリ， 
卜」 の 化 用を 巧され てわた 巧 巧 古 官 で、 ヒ ，トラ ァの片 がと なつた ヘルマン •ゴ ょ—リ シグに 化 
つで、 巧ず さる、 ことと なつた。 巧に をの 巧 巧 白の 巧 ホには、 两巧 巧の 巧 巧が を かし、 まるで 正 
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規 巧の 化ての 没 巧と 同じ ことを やつた。 それ わら 巧 擊换は 又、 » 妄的 ft 玲 にも 供 « せんが 巧め • 
マルキシストの 「五月を」 には、 自巧 的に 株を をのち 巧に 立つて、 巧 向から その 示ぶ 巧 巧を 
し、 中途で 的 止して 了つ たもの だ。 ずると これ もち# るび 巧 主* の 八を しい お冨に 巧つ て、 巧み 
は eo トラ 7 の 巧 巧を 巧 ひ、 C れ をな M 甘し める ことと したが、 それな 上 巧 巧を かへ る于歧 がな 
い。 巧と* れば そんを ことたし ょう もの & ら 、その 巧々 のみ* おは W 反 ミ •ン ヘンの ホ 巧を をに 
巧 沿り し、 旦つ田 まのを 巧が からな 乎に おおを 持ち 化して 完 をに 巧 おして 占る ので、 おか ホの- 
を に 皮つ て、 どんを ホ 化の が 巧が か 巧ず るか わからめ やうな になつ てね たからで ぁる。 议ム 
に 巧 巧 おの 巧遷た 中、 そのな 時 巧 ど ♦をが ホら くつて、 資力が ホ 0 て、 化つ て ホ カ ー巧のを なを 
ホんで ねた 時が はないだ らう。 ぶ規ザ もこれ t 巧け るし、 バイ 王 ルンの 巧は 者 も# 0 てこれ に 巧 
援 を 巧へ るの ダ。 则モ 、ヒ •'トラ 7 のな «换 左 中-;, として、 バイエル ンの 上下 一紀が、 ヮイ マ T 
ホを にな 巧を おし、 中々 巧府 のは 活 方れ t 打は しょ ろと いふな々 に ホち 滿 ちて ねたので ホる。 

ゼか らお 時の じ， トラ r が、 ペル a ン巡 巧を ホな ナる ザら うとの 巧 巧の 曲がには、 な卡る だけ 
のが 抽が ホつ わ。、 ル リン 逝 巧は 時期の 巧强 でぁつ わと も 曾へ る。 


が 


レ 六' 所謂 オペレッタ ザ 命の 巧が 

で 巧 巧 じ， トラ 7 は、 一九二 S 年 十一 巧に、 •ヘルリン 進 おを 目的と する 一 换を化 巧した k そし 
て その 瑞 合は-化 地に をた 强巧 巧た ま 巧 速 巧の 前途に、 唔 ぶたる がをおげ はしち じ， トラ r 
も それに 巧つ て、 得 巧い 經 なをした こと だら う。 な 液な おきた が 巧を した こと だら う。 

ザに ヒ ，トラ 7 の 十-巧-巧を 找巧 化して、 「オペ レ 7 タホ か」 といん。 巧 程 その 巧 巧の 常な 
から 判 巧す ると、 な々 お ホを 無謀を 巧 かで わつ たことは 巧が ゼ 。がしを 日から 判 巧す ると、 あの 
額の 「がか」 は、 おし じ， トラ 7 が やらなければ、 必ずや 他のを が ホ おりを してやつ でね たにな 
ひない。 ぢや 誰が-巧 巧 巧した であらう わ？ 义 それを ヒ* トラ 7 が 引を ける にないては、 約を 
にどん なか 巧 的れ お# 情が ホつた であらう わ？ 

それを おへる ためには、 どうしても 巧 巧の ドィツ 共が 廣 のな 巧を 捏つ てわた 中央 巧 巧を ホ 巧と 
して、 その 巧 巧に 興閒 した 苗 巧を 活 のの 巧悄 を、 ょく 巧に 入れて たく 必 巧が ホる。 がは 巧宜上 じ 
，トラ T が、 巧 巧に 巧 頭し わめた 巧 期、 卽 ち-九 一九 1 二 0— 二 一 年 巧を 紀 ななり し ドィツ 巧 か 
巧を のが 一巧と 見、 巧に C ， トラ ァ が-巧 ホ 化に 失れ したが 巧、 卽ち 二十 一年から 二十 ミ 巧个を 


•巧 


を そ 《巧 二期と ぶが して ゐ るり 勿な 共 巧 巧は 二个 の 丑年から 八 九 年の 巧； 二期を お、 二十 九 年より 
, 三 一十 二 年のを 四 巧 《彼 局斯) を U て、 その おを をなる ものであるが、 巧 S 期政按 のことは こ、 に 
述べないで、 巧に なれて 巧に が 明ず る ことと しよう。 

巧-期は 共を 美の サ巧 巧な を 中、 心と して、 ドイツの 上下が 悦 みを しんだ 時期で ホる。 だから 共 
を获に •比 巧し 巧る ホは、 巧* たりと 巧 もを ほ 巧が した 苗 巧 的 巧 力よりか に柯 にもな かつた。 

巧が 巧 二期 にんつ て ホる と •巧 曲の 巧 巧が もつ とが 巧に なつて ねた。 今迄の 共 產ホ苑 ぶは、 化 
がと して がれる ことは がれて ゐ るが、 波 巧の 理を たる 世み ず 命への 未 ホの がは、 巧 一期に 怜 ベて 
お桿絕 望が とを つて ゐ る。 ガ から 共產 なは 化 腰い 巧裝 革命 ま 巧よりも、 巧ろ 巧を ま 巧に 巧つ て、 
ドイツの 巧 巧に 叙る むが 巧を やる やうに 巧つ で ホた のガ 。それと 同時に ドイツは、 又 怖ろ しく か 
围 わらの 形 迫に 苦しみ 慨ん だり その 划 みは 特に 巧 二期 だけの 巧趙 ではを わつ たが、 巧-巧に がで 
は 何しろ かがの なをう けて、 殆ど 降伏が 郎 'でね たので、 蹄な K の ザ ひなり 巧® なが ホに 巧し、 た 
ガ 唯々 離々 と 巧を 下げる だけで、 巧 ど 巧な 巧と しでか 巧 的 巧が などと いふ ものは なかつ た。 がる 
に 巧 二期に 至つ ては、 巧く とも ワイ マ T 寒 法に 巧る 共 巧 巧な おが 完 巧し、 お 令 消な 的で もこれ わ 
ら を々 巧な 巧と しての 外 巧が 巧に 巧ら うとず ると、 一方 祝を 巧 (ホに フランス) が、 巧から これ 
を 巧し かける の だ。 何 かしら 巧 巧 fc ホめ るた めの 手を 化す-方の 销 から、 なは ヤ— ベルの 巧を ボ 


か， 


チャつかせて、 巧こをしにその手を巧ひのけるのだ。 だから、 この巧1-期の巧巧巧は1共巧^€の 
が 巧 巧な に 瞄んガ 第一 巧、 おしく は两 巧を なのな 擊に 牌んだ 常 sgfw 下に 比 巧して ふ 合 巧の お 
巧外夕的巧|^にが々苦しみ巧いた姑にぁる、 とぜムことがでをる。 

その 閒 のじ ブト ラ r Q 西 巧な み 主 巧 巧 かも ホ、 この 巧 巧 巧に や 巧して、 おがし 巧 巧した。 お诗 
すれば、-】) フランみ 巧 苗を 巧の がが 氷の かき お 於 おのが ホと ル IT 占領。 (二) 東 巧に がける フ 
ランス 附 W 巧の 領± 愁的规 が。 (一二) お產 主を ホの 巧贿巧 巧への 巧 力。 (巧) セ パラチ ストの が閱巧 
が、 入り みれ て ドイツの 巧 巧を 巧 0 かくな し、 おも かおは 巧 ホ 不断、 をの 的れ になしても 一巧。 
ぞ巧か巧をおつたものだわら、 これ巧の1^%:を巧晚ずるためには、 捕局中巧の巧〇かをが少巧冉 
をが 巧し、 巧 巧 的强力 內閒を 樹立ず る ことが が 巧の な ザ、 とおへ てがけに みつたの が、 例の ミ* 
ン ヘンに がける ヒ ，トラ r の 「ベルリン 逃 巧」 の 一巧な ので わる。 

大お 今迄の だか 主 お ザの 进 かには、 な 巧の 日 巧が はつき りしで わな か 0 た。 おが 力， プー ホの 朽 
ホの かく、 ヵイゼルの 巧进ホ W 化诉を 目的と した ものの かきは 別物 だが、 その お ドイツ お 技を 巧の 
巧が が 神を - H 臺 にして、 本が ゲルマンぶ ドイツを が 姑し ょぅと 巧 力ず る 巧の 巧は け、 化に ドイツを 
敗 恥に 尊いた 表 切 ネや悅 ホ お古に 對 ずるが 巧と か、 共を ま 巧の ザげ が 命に ぽ がする 巧 巧 的な 示ぶ 
巧拟 とか、 がず るに 巧々 おなか 治 目 技を 巧が たる 巧 巧、 偷巧 的で 面に ぶき 述 ぎた 巧が ホつた。 


み/ 



巧る に 共 巧 短 おの 巧】 扇に 入つ で、 ル IT 占 おやみ！！ ま 巧 ザの •齡が 巧の 現 巧を 化て むる ぅち、 

巧 巧は がに 巧 神 的な を 麻 や、 倫理的の 瑞化 におつ 了， ザ かせら るべき もので なく、 結局 か府 むぶ 
かそれ 自身が 骗 いの ゼ から、 このけ おを 打试 しなければ ドイッが がへ ない、 とい ふこと に S 巧め 
で おた ので ぁる、 今迄は 巧 巧の 衍 がを その ま、 ホ 巧 化さへ すれ ぱ 、巧ぶ りる と 世つ でむた ものが、 
今やな 巧の 化が それ 自身を 打 巧し なければ ならぬ— 卽 ち、 ヴ イマ T をな に鹏 かてな つかが 巧が を 
脚、 み】 つ換巧 ずれば ヒ ，トク 7 の 巧飢： Syst こ ゴ= をを が 巧 除し なければ ならめ— とい ふが に、 

ま おな 目 巧を 面く やぅに なつた。 ヴ イマ T おかの Sy を ョに 萬く 巧 巧が、 ドイッに がな され 巧る 
お 式に なつて むる おり、 お 令 それが 多み 化する にしで も、 な 厨 その 巧 おは 巧进 的ん 巧な 思に か 
巧つ で、 左が ホ脾 しなけ れぱ ならぬ おがを 持つ てた るので、 巧內 にがては 共產 なを 巧みながら も’ 

的が たる 徘 巧が かがを いのみ か、 時には 自分の 化 おの もがを 保つ ために、 それを が 巧す る こと さ 
へ ぁる。 又、 みに 巧し では クノ I の 「泡が 的 巧 ほ」 だと わ、 スト レー ゼ マンの 「巧 巧 的 了解」 だ 
とかい ふ 助に、 ホ 瓶は 立派 ボ が、， 結局 ヴ I ル サイ ユの椒 がを、 巧 無理 御ぶ もと ホが した 上での 小 
細工が な、 その 日 過し のが 巧 (若しくは 無な 巧) でね る もの だから、 巧々 としてが 合既の 侮が を 
受ける の だ。 だから 本ぶ にお 產ま巧 t 叩きつ け、 又、 外 巧からの 不合理を 巧 迫に 巧が する ために 
は、 巧に マル そ シズ ムの排 化 化 ぐら わでは がりれ い， 巧ろ そ 0 本*^ に^ 0 て、 ヮ f マ r が 巧 著 化 


け. 巧にマルキシスムの判巧ぐらゐではぉりれぃ。 巧ろその本饰で 词 つて、 ブ< マでみ巧ぶ化 


の 吕に をく、- 切 のれ 府を摄 がする ことが 第】 の 急な ガ 、とい ふ 方が にがつた の だ" そこ 
に そのが 時に がける 反 的 まち ホの， 特に 一巧を をい ガ理 もが ホる。 

ボ わら ヒ ブト ラ r の その 切に がける ミ* ン ヘン ー巧を、 をが お郎 でが 巧で 化た のがかぬ 「ホぺ 
レヴ タホ 命」 と、 询夕 しおる のは 拙ぷ つて わる。 じ， トラ r ガ けがが 巧の 時期を 化ないで、 おが 
に 計 巧した のぢ やない。 クノ ー巧閒 から スト レ— ゼ マン 巧閒の 初期に かけて は、 巧 巧 さう いムー 
巧の 巧 おが ホ滿 し、 時期から ザへ ば、 もう 11^ して わた 视 さへ わる。 おを なが ッグ ィグ卡 r 灿方 
巧 府を擁 なした の も、々 が 主な ぶが 本闲 から 巧れ ょうと か 巧した の も、 巧を は 中央 化かむ おがが 
脸り にか： だつ たもむ だから、- 寸巧 除を やれば、 必ず 中ち 巧 おが 巧れ る ことを 侣 じたが がで わ 
つたら う。 を、 岗お まを^ 身の 中に も、 じ， トラ 7 W かにな ほ 一巧の 計が をして むれん むは 胺 
くない-例 へば 化 袖て かり がられて ない がプ フル， 力 T み 化の ザ わた 「巧を 闲が _ お」 の】 ゆ' がそ 
れ である。 

がらが、 ヒ ，トラ r の 巧 胡 I .ホ 3」 は、 巧な に 化 ♦ホ 化に 了 つたわ？ その おがを とくと おへ 
でを ょう—。 

* * * 

,< 卜 W — マンの フランスに 巧ず こ 「拽化 的 了#」 な* は ■ K ィッの 本 T y カ リズムに 巧ず る 


む 





おぶ 的の みなら 中 巧が 的の 招 封 でぁつ て、 それに 化 ゥド イッは 带 かばわり の 神 巧の； とい 
ふ 巧 巧で W て、 ヴ* ル サイ ユの巧 栽 稱刖を 本 巧 的に みおし、 岛〇を 巧に 齡 .斬^る ことと な 〇、 W 
時に スト レ— ゼ マンの 巧が も ホ， •トイ ッ のぞ 巧 牌 巧を 拓 をして、 ワイ マァ ぶな から 永碰 にがれら 

をぃ ゃぅな、 齡 。を 打ちぶ を 了っ ち 彼の 餐 ずる 皆み* 仇 V 如； が、. が' が， 吗 普む 巧ょ 

にある。 - 
招が 的を 祐夏 なの 故 巧は、 杜おま 巧# の康業 巧な 化 や、 巧 巧 ま 巧 ホの 巧 おる 本 ホぶ とお だけは 
化て ねても、 結局、 円 由ち 巧の 大 ブル ジ ，ァお 巧の 巧 結り のみを 打 間す るに 巧 ホつ 运 W 巧 制の 方 
法で みる。 この 巧 巧と ワイ マア ぶな とを 巧みに 併 巧ず る狠 り、 おみちぶ ぶは； 2^ 化の 口 巧を ちム し、 
巧 巧 ホ 海 ザは ぶが おで も、 み 送に ワイ マ T の システムに 巧を 这 まれて' なつが がを くな つで 了 ふ。 
ガかゎこの化巧に對しては、 ホヴち々田お巧をを^^れるおのおかち巧ホが不でが々わるのみたら 
卡 、巧 お 主 巧み も ホ その 方れ の 霜 右 瓜の なる におし、 ザつ てが 常な だ 枕を 示した。 巧-^ ずると ス. 
トレー ゼ マンが、 巧 巧を ホ 巧で、 左 巧に も ホ 巧に もた 句を 嘗は せない やぅな おぶ で 採 川した 耗 W 
的を が 巧を か 巧は、 大職合 巧 閒-ホ 识-ホ 巧 聞) 巧 立の 條件 となつ てわたに からず、 巧け この ス 
トレー ゼ マンの 大聯を 巧 閒の巧 ほど、 巧け 的がず の^んで ホ 0 たことは ない。 巧 削のを 巧は こ L 
巧く 巧け のにみ 巧し 杞 わた。 


み 


ベルリン 中央め おの 巧の おさに おし、 特に 巧 巧の 巧义を ♦げたのは、 两 おが 巧 まがの 一 かで あ 
つち 彼 魯はヒ ，トラ 7 を 中-むとして、 かな 制 おを の ものの 解 巧 t 主 巧し 始めち その ホぶ 述か 
のた め、 ヒ 7 ト ラグは 留巧 社み まを ネ のを 部を 提げて、 十】 nr に 二* ルンべ ホ ク巿で 「巧^む 
なる 巧みを 化した が、 それには バイ H ルンの W 巧 曲 巧の 主なる ものが、 巧が としてを 加して くれ 
た。 そこで ヒヴ トラ 7 は そ 0 「巧が 巧 的の 槪 巧者」、 又 ル— デン ドルフが その 「が 巧り 如 Q お 巧 
ホ」 となつ たので ある。 

一方 バイ H ルン 巧 おも ミ* ン ヘンに かけ •る 持 かなの が 巧に が 巧され て か、 逆 巧に ぶく 公 化， H 蝴 
制の 巧な し 難き を 悟り、 もとな 巧で あつた フ* ン •ヵー ルを 迎 へて 「111, ♦田， がが 泣，」 なろ も。 
に怕 なし、 t れにホ 巧 時を 衡 をを 巧した ので ある。 だから 中央 巧 巧の 方では、 ホ 巧^ 阴 化 社 わよ 
巧ぶ 曲 おと ミ* ン ヘン 面 索の 執行部とは 带 をに 据 巧した もの、 巧 詩 ずれば ヒ 7 トラ 7 と > 4 • 
力 I ルとは、 一み 巧 おにな つた ものと がを して、 非 巧に がて だした。 無理 もない お だ。 

がるに 幸か不幸か、 この お 巧 巧 作を 執つ てわた ヒ V トラ ァと 力— ルとは、 巧ぶ Q 巧 巧に 脚し 全 
く 迸つた 目 おを 院ん でた たので ある。 ヵー ルは パ イェルン 王が、 卽ちヴ < テ ルス. ハ， ハぶ 將 
にがつて、 1^がの巧主制官な团まを巧巧サんとし、 巧つて中央か府のヴイマア进化に化ろ人化主 
が 巧 おと 近つ たか 巧が、 バイで ルンで 巧 はれる 巧 お 性 さへ あるを らば、 おて 大巧 进 ホぶ におく お 


を 


度团 美を ま 巧して まで、 ペル リンを か 巧す る必 巧は ない と考 へて たた" 所が ヒ ，トラ 7 の 方は K 
イツに 化ぶ 化な をを 度して， 一個の 巧し い 巧 巧が 一を 假定 し、 それが 宙巧 のためには、 人 班的且 
つ おみ 的な 毕 かを 不可 堪 なりと 巧 じて ゐ る。 ガ から 脚ぶ が 巧 巧した のは、. 巧め か. rg ぶ ひで ホ 0 
て ホる おのは 化まで 巧る ち闲 ホは 必が 的に なホ卞 となる がみを 待つ てわたの ちかに 诚ネ の 
巧巧は， ^^ホ巧方共に， 巧モは大巧自みのなのものと巧合化し、 々かの化阱の巧ぶはホつても、 

かれ そのうろ 巧 モを自 々のが 读に引 入れられる ゼ らう、 と 巧 曲し をつ たなに 巧る とも'"-:: へょ ゥ。 

巧 巧の カー ルを 巧 誰し、 じ， トラ r を 現 倒した々 くの 巧 ホの やうに— 力— ルが がで ヒ ，トラ, 

が ホ わ、 ホは その 技が わは おか 岛の胜 巧 t ならん や だ… がし そのな、 カー ルは た r が 4^ け府 への W 
巧 巧に 合法のを を 地らん とし、 ヒ ，トラ, は ホ 合 かの子 巧を 巧ばん A しわ一 と R るの けを 巧 正し 
< ない。 おおの 扣な はそんを 乎 段の 甲 こに をつ たのでは をく、 化に もゴ つた やうに 化 本の n 的に 
ホつ わの ザ。 ザから、 カー ルは 自^の 目的を 逆が ホん が S め、 巧に W がわら バイエル ン のが か 扭 
巧 防がを 乎な づけ、- 瓦投息 あら ば バイ H ルン 地方は 府巧 立の わめに、 巧げ t なて さ ザて なた。 

C れは 明かに 共巧闲 をを に 巧す る 非 合を モ投 をの だ。 なは。！ if & l 化の々 泌ム 巧ぶ で、 その 巧 邪は 
かの ド* テン や ホフマン や オルビスの 巧に も 巧し か 0 た 巧で ホる。® はがを 巧 的な 養 にがつて 
巧 巧 ザ を. ハイ H ルン 巧 立の ためにぶ 稱 させ、 一で その 化 的に がて 闲 けれ# ま 巧 巧を、 バイよ ルン 
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巧 立の ために 利 巧し で わたと おで も 差しつ かへ ない。 だから こそ、 カー ルは 十一 巧 六日に、 バィ 
エル ンの 共か留 々防 ザ 司令官 フ* ン • D， ソ オ將ぞ と- 締 になつ て、 租防 由怔の おな ホぶ を ホく 
げび おめ、 を 茵 別々 に 味 手な 巧 巧を 巧らない やうに、 巧々 の 媛 ♦を 巧した のガ 。彼は そのを 巧な 
だ 】 巧の巧裁をの巧ゥでゐち おつてその巧の音葉に，£>— 「巧て用意がぉ來たら巧かに巧る…そ 
の 命令は 巧 巧が おへる一」— と 巧 甘して わる。 た •、その 院ヒ ，トラ r が、 カー ルを 巧を けて まで、 
化 巧を する やうな おおが 見えた ので、 彼は 自 々の 巧を をた るの 地 化ょり する も ほし からん こと ポ 
とおへ て、 巧ろ ヒット ラ y を した 珠 である 〇で 狂は おし も カー ルが 戚 著で ホる とするなら、 
それは 初めから 目的の 巧 ふ ヒット ラァを 巧に 利 巧して わた、 といん がが い锥 巧に をり となず る も 
のだ。 そして世閒普巧の人の音ムやうに、 力| ルはヒ， トラ, と*|，がをわおしてなきながら、 そ 
の閒 巧に なつて 柿を がク いて、 急に ヒ ，トラ ァを S がつ たのは がに 巧ら しくない 巧 巧け ザとの み 
巧る 說 には、 巧く ともおは 不巧 成で ある。 

巧し また 一方、 じッ トラ 7 の 執つ た 巧 かも 巧ち 巧 ホ だとは 音へ まい。 何な なら カー ルと-巧に 
なつて な 來 、十】 丹の 初めには もう 彼の 巧 巧は、 苗 巧 おみ ま 巧の 巧くべき をとは 凡そ 巧の 巧い、 
巧つ た 方向に 引きずられて をり、 その ま L グゾ してね ては、 をく々 おしの つ わね ことが 瓣統 
したので、 巧と しでは 巧が 危 いが 戶 巧から々 を わは してが 巧す る必 巧が あつた 。巧は 巧な しつ-, 


か 




その 機巧を 巧つ てね わ 巧 ザ。 

が もを し 十一 巧 八日の 班、 カー ルは ミ ■'ン ヘンの 巧 巧 巧 「ビ - I ルガ T プ B ィ .ヶ ラア」 で、 大 
巧の 巧 ホ t をせ ホめ て、 政を 巧な fc やる C とに なつて ゐ た。 モ そのな 巧は、 をず るに 巧 ホの 化を 
を、 巧ろ なおす る やうな 內 をの もの ボ つたに みつて ねる。 ヒ •'ト ブ r Q モ はそんを こと 左され た 
ら巧 るから、 巧を かの おで それ fc 巧宙 しで、 大巧を 自 々の ホに 引 巧り 这む 化® が ぁつたに を ひな 
い。 では 一巧 巧は に その 巧 力 I ルが、 巧 ホ fcaf みし、 時 巧を 巧つべきな 挽 t しなければ をら なか 
つた か*- 化に ヒ ，トラ r 1 おのか 巧 行 助に 反ぶ t 衍 つて、 それ t 晒 止 する わめに、 をが-巧の 
か史 をれ ホして わたが めか？ ず、 かは さう あは & い。 カー ルの 防 中では、 ほかにぶ 時の スト レ 
—ゼ マン 內 曲が、 巧い うちにな 巧ず る ことを 巧いて でた にぶ ひ* い。 (また « 巧 同巧閒 は、 今日 
巧 日に も 巧れ さう をを 稱に 立つ てわた ことは 审 巧で ホる！) それで おし トス トレ— ゼ マンが W な 
すれば、 ホ 巧 巧 曲の 化な おに 直面し、 ペル リン 技巧は を々 擦つ た 揉ん ゼの大 曲ぎ t する こと ガ らう 
..その 掛お fcl : 用し， 力— ルは パィ ユル ンを 中央ょり* 化させ、 巧が その 巧な を 立なず る 巧々 りで 
ねた ものと 巧え る。 だから カー ルが その 化、 巧 ホに 愤 巧の 巧 巧を 巧る ヤゥ に、 巧 A るな 巧 ゎした 
にしても、 なて カー ルが その 巧、 巧に をが 一校を やる はが*! か 0 セと 巧 g ずる ことは 化來 をい 一 

みれ にしても ヒ ，トラ 7 が、 その 晚自 々の 巧* なな t 武 おさせ、 ド卞 とその 集み みに MX 
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して 巧た ことは 巧 巧で ホる。 で この-族は 件が ビ * ルポ T プ 。ィ の* 口る びその 化の 巧が々々 に 
巧々 しい 酱 巧に 立ち、 その 中から ヒ •'卜 -IJr だけは、 そこに 巧が る « ホ 巧を 巧き々 けて、 巧# お 
の 中へ 巧ん らぅと ずる 〇ガ が、 巧 集が 巧すな-^ とぎつ ちり おめ わけて & るので、 中々 巧 あで な 
い。 十る とヒ ，トラ 7 色 信用して ねる 扶官连 は 大巧で， 「入口を 閒 けた… 入口を 脚け た」 と 叫ん 
でが 巧を 後に 退け、 また 巧# 除の 巧 多の ものが、 そ C へ巧阳 巧を 把克 たもの 巧 がら、 彌ホ 巧は |5 
おして サッと 锡 巧を 閒 いた。 C ， トラ 7 は その 閒を ながと して 通 〇 巧け、 巧 ホの I がに なつて わ 
る おか 蝴 のは 中へ ホて、 矢を に！ K 井に 向け、 巧が たる 一致の ホが をな つた。 巧の ホを を 白みので 
へな 中 さす 爲 めで ホつ たらぅ。 それから 彼は 巧 巧に 巧 ぴ上〇 た。 そでには 街 巧のを 中を 断ち切ら 
れ- .ホが としてが 白な がを した 力— ルが 巧讀 ちとを つて ゐ る。 ヒ 7 トラ 7 は その 方— ルを あ 眼に 
わけながら、 お ホに 向つ て 叱 至 呼 おした— 「がを， 只今 团巧主 巧の ザ 命が 舆 巧した… 曲 巧 巧と 巧 
モ巧 をとは 巧て お 十字の 巧の 下に 立つて わる：：」 

不 息の 化來 巧を ので お ホは 怯 好を 巧を する 者… R 巧 色を ホム ホ… ぶかのを S で巧采 ずる お… と 
ゥゼ〇 に 入 oa れて大 化 巧で ぁる。 その 閒にヒ ，トラ 7 はかは か 手に# なを 抵つ たま、、 その 集を 
の 立な# たる 力— ル、 C ， ソォ るび 巧を なお ザ ィサ T の 一二を を 急き なて て、 一巧に 巧り のが 爸 へな 
入つ て > ヵ タンと おを 阳 めて 了つ た。- かの かには 巧裝 した 巧 « な 貝が、 巧 苗に » 巧して わるの だ。 
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曼 中では ミトラ T が、 口を 瞄 ばくして、 巧れ て 巧た III 名に を 後の 通な を 突 付けて ミ。 巧 
は 首す s はもう 自 々 I ん Q 技 思で、- ト イッ 困を 拓 Q 費 軸 へて 了つ た'.' そ心忙 依つ て パ 
イェルン 现 政な はな 化された ことになる… 巧內 曲の 陣 でと しては、 を 困々 巧 巧の 巧 旨 ¥ を ル— デ 
ン ドルフ 發瞄 下に お 願 ひし、 ボェ— ナアは ご ェル ン巧政 巧の 葛に.： そたち； ン. 力 
I ルさん、 サ 下には パ イェルンの 「巧-がい になつて 巧く…- 

A 一 

ヵー ルは 哄 目して 殆ど】 昔の 答へ もしない。 ヒット ラ 7 はおを^ がて、 ぶは 巧 巧し、 巧よ がが 
する かの かく 迫る。 を こへ ル— デン ドルフ^ おも 巧 合せた。 持ず も その 昔 ひかを おいて、 をが ヒ 
， トブ7側に巧おした。 從つてこのバイェルンの巧栽ホをがてなホる力—ルに巧つて、 「もうが 
うなつ たな 上は 巳む を 巧まい… 請し この 巧は ヒット ラ r 巧も诗 はる、 かく、 を 苗 巧 的な 大巧で b 
るから、 この 巧が 巧は 拾で でな 互に 參 加な 力し ようでは ないか」 と汾を 動め た。 巧が 力— ルの な 
巧ぢ や、 その 「を廣 巧 的を 大萊 J なる ものが 氣 になは ない の だ。 でも その 項を、 巧が 頭を おに 技 
ることは、 到お不可能と見てあつたものガから、 ヵー ルはみみ裤々ではぁつたが、 「さやをしい J 
とば かり 類いて、 巧に 角 その 即に ルー デン ドルフ 將巧 と抵 ホを 巧した。 で をれ をな た ヒット ラ r 
も 巧、 むし、 巧と 一が に 連ぶ つで 別室を おに， 义お ホの ボャ 廷 いでね る もとの 集 ♦おにを を 巧 
はした。 をし でヒ ，トラ,、 力— ル、 ルー デン ドルフの S あはけ る t ぶつて、 これより 展閒サ 
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ん とする 困 巧的ぞ ホに 巧いて、 自己の 所信を が 配した ので ホる。 巧-に ヒ ，トブ 7 は、 化 一巧の 
麻 ゆるが かき* なで、 r 十一月の 化 巧」 をが 巧し、 ダルマン 巧 族 中、 むの 大用逸 田 t な設 する ため 
には、 今ょり なかに 「ペル リンへの 逆擊」 になる お® が ある C とを し、 化み わる 巧 ホを あ* 
せしめた。 所が そのみに なつた 力— ルは なの 進まめ 巧 苗で、 た r 巧 かぶつ.^ 首ム ばかりで わる。 
その 巧 巧は 現下 QK がに 巧す る 巧 あのな 持は 何ゼ や、 とい ム 極めで かみ 的な 巧な であるら し <、 
な も 巧く 巧いて ねる と 時々 その 巧 巧の 中には、 なのかき 伏な が ナラつ いてね る。 をな に ル— デン 
•トル フが なつた。 巧は 巧が だが 巧 面ぐ たお 人 だけに、 自 みは 「固 巧の 獲 利に 巧り」 巧 用に な 0 こ 
と をら 何でも® 巧す る、 ときつ ばり 甚ひ 切つ た。 

で、 なが まつた お ホは 今やな でち となつて 「e， トラ 7 U ル— デン ドルフ 巧投 巧」 の 巧 巧を 巧 
巧し、 をの か < 上 巧した 大巧 进巧 帥の 商 曲に 池を をぐ 巧 t みした。 巧 ホに なけた 田 巧 ま 巧 ホ 命の 
な 没は、 ミ* ン ヘンの が 巧 巧から がれ 始めた の だ。 その 結み ポ H — ナ T は 「巧 命を 巧が」 のが 直 
をな ホし、 ホ ホの パ ィェルンは 巧の 大も あび ミ* ン ヘン 巧の 巧巧史 なは、 保 巧のを 巧で ホく 監巧 
さ 甘る ことにした 〇义钩 十 宇を 巧す るな 曲 巧は は 巧と して 巿 巧を 巧 P ホき、 お 局 田は 軍の 巧を fc 
巧ね て、 巧 巧 巧 « の 巧を# げ おめ わので ある。 化 巧、 なにを 驳 した 巧# なの 面々 は その 化 兵 巧に 
巧め て* ム 巧 9 ポ つたの ポ 。巧る に不を なをこと には 兵な はん 口の 屏 t 团く铅 して、 巧れ 一人 巧 




へに 出る ぶが をい。 化 方が をい から 巧が なは、 义 もとの 「ビ * ルガ アブ ロイ」 の 大巧み おに w つ 
てが て、 そこで 一巧を 巧 かす ことと しち それと 巧 時に 备 人は 巧と なく、 そこに 巧 切 舍の巧 SQ 
ある ことを 巧 おした。 こんな ホぢ や、 巧 約の 計ぶ も 水の おぢ やない わしら… る 今度の 軍 巧の がの 
は、 をは 巧を ながら 夫が だ.. とので 吉を 巧を がを 人の 拘を 巧つ たこと ガ らう。 

巧 巧 力— ルと P * ソオ とは 「ビ ■'ルガ アブ ロイ」 の A 場から、 「巧 巧」 される とおに、 ホ ッと的 
を裙 です して、 その ま、 西 防 巧 あびが をの 巧衛を S ひ、 巧 時に 大 なぎで 政府の 巧 人 や、 司令部の 
止 {肖ぶ を 巧め て、 只今 巧々 はじ， トラ ァー おと 巧 巧を おにず る やうな そ 巧を 巧へ ては おいた が、 
あれは 巧 おのみ 迫に 墓く 不本 ななな あまを であつ た… 巧す るに ヒ ，トラ 7 は、 今 巧 徒を 巧 巧して 
閑 家に 巧 逆を 企てょう としで ゐ るの ゼ から、 このな 化の 巧 的は、 全力を 巧げ でも 沮止し なければ 
ならめ、 とを 表した ので ホる。 そこでが 察宫橡 は-巧に 巧 巧を 姑め、 ホづヒ ，トラ r 1 ホ 中の ボ 
ぶ I ナ T と プリ， クと がか 玉に ホが つで な 袖され た。 お 九日の 巧になる と、 巧な は バイて ルン 话 
統監 フォ ン •力— ルの 名前で！ 「巧 巧が か 的 巧 逸 巧が 巧 及び これにな W する 巧で 角 巧の 解が をみ 
ず」— とい ふ 命令を 公布した。 

をれ でもに ッ トラ r 白みは、 まだ いくらか ホ 天 的で あつた。 彼は ホ 巧の おおのぶ がが 越から 推 
して' ちみが ホ 巧に 立つ て お出しで さへ 巧けば、 巧み 化が あると なじて わた やうで ある。 巧に さ 


が 


ういん 巧 法的な 態 おを 彼に 採らせた のは、 风 の"* — A 大尉と、 それから 舊黃巧 曲 族の 成 方で、 
を 時 陰から ヒット ラァ をが けて わた ロス バブ ハとの、 兩 をのが 的で あつたと 音 はれて わる。 

で、 网巧 なを 主 おおは 巧 及び モの巧 おおのが 散 命み などには でんで おらぬ 巧を して、 十-巧 九 
日の 午前に、 ミュンヘン 巧 內で大 示ぶ 巧 列を が 巧した。 ヒ ，トラ ァと ル— デン ドルフと がその ホ 
頭に ぶつて ねる。 ルー デン ドルフの 莱视 は、 向み さへ 巧 化して 巧けば、 身み の 化い。 ッソォ の ホ 
ねる 巧 除な どは、 まさか 大破な 時 神の かくが はれた 巧 一巧 かなの 晚护 へ、 錢 値を おち かける 巧 菊 
は ホるまい とい ふ、 巧 プロイセンの 巧 人らしい 自な において わた ものの やうで ホる。 又 巧な その 
巧 列が イザ ー ル 河の ルゥ ドゥ ィヒ 巧を 巧ら うとした 時に、 巧う で 巧ち 巧へ てた た バイ H ルンの が 
方 巧 察 族の かきは、 ヒ ，トラ r と】 巧に ルー デン ドルフ 巧 軍が 巧を ホべ て ホいて るのを 化て i 
し、 自ら 武器を もてて 了つ たくらね だ。 巧が か 十字の 大巧 列が 今 レジ デン ツ 巧に ホる 巧ず みがの 
がに さし か、 つた 隙 巧…。 

夕、、 、、… と 刺 止の 巧な ど おわ ぱ こそ、 をの 戶 かの 階段に 巧ら ばが たんと 巧が しで ゐた闻 巧 
巧の-族が、 をぶ み 巧 もな く 拽阴お をれ かしね めた。 不 おを かつで 命中した 人閒 のを 巧が、 巧け 
持てた やうに 鋪 おの 上に 散らされる。 巧 ザ 十の ぶで 巧 ホには がが おい。 其 おいら あたりは 巧 ホを 
化 だらけで ある。 行列は もうの々 五 巧 だ。 ヒット ラ r も おに 巧いで 巧れ る。 側に ホんで ねた 一同 
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おは、 そのを 拽- ちの 閒に 上阳を 化ち 地上の 巧 巧 ホを 化へ て 引 巧る やうに を 除 旧 化へ 速 ひやつ 
た。 九死に一生 t 得た ヒ ，トラ*' は、 巧し く 巧いた かがが t わさへ ながら、 巧ら の自 か 巧に 巧び 
ホつ て一 巧に モの附 巧に* 饱 左を うて 巧れ てわた-み ホ t も 巧の やへ ね ひ 上げ一 大を ダで 共 姑を 
巧ち 控 びた。 ル— デン •トル フ持 巧は わがが にね たのに も 巧らず、 巧 6 な-つを はを いで、 ホが 自 
巧 速 袖 さる、 ま t にみ をを せた。 ゴ 1 I リングは 阻が に® く 巧 通が がを 受けた が、 なでな 化は 化 
ホれ のま、 おち 上つ て、 巧を ともなく そのを をが ホした。 それから 二 巧 巧して 後、 ヒ* トブ 
，は 矢泌ゥ ミ- ン ヘンの 巧 ホで 窗 見され、 をに のはれ のネ となつ て 了つ た。 

拇 ♦キ 

それで 一 九二ーニ单十 - 巧にがけるヒ， トラ， のホ命 一 が巧おは、 ^35|^5たるホがにわつたおとを 
つて わる 0 / 
巧す るに パィ H ルン ポ けを 巧ぶ させょう とずる 巧 挑な 巧 ホ だかの 力は、 まだ 彼ょりも 巧 か 0 た 
强ガ 。がし ヒブ トラ r を おなさせ た 力 I ルの みが 速 かも、 このが 爭の おおとして 殆ど 何等 得る と 
ころがな かつた。 を、 ヵー ルは その 理圓 をみ！！ ま おを が 底のに 巧 通さう としたた めに、 寧ろ 化の 
むから 巧んで わた ベルリンの 「ワィ マ T 制 巧」 とい ふ 巧 巧が、 お 巧で 大巧な 漁夫の利を 占めた こ 
とになる。 巧 おかと い ムにヒ ブト ラ r の 失 化と おに、】 のの 巧 守が ホ a の 古い 巧 W # 巧は、 巧-お 
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的 ホな t 括 松ず る 巧 年 法の、 巧 巧 的な ♦的な 向 « をか齡 つてが まずる やう*} 出 巧を 生み、 おつて 
胺ホ中 かの 技が は右议 しても、 それは 巧に « ぶの— がち、 ビスマルク 時代から な 保と なつて ねる 
大地 主大 ブル ジ • T 巧が 中、 むの— 巧 ザ 主 お fe 巧な する だけの 巧で、 枯局 ヮィ マァ刚 巧と がけ 知 か 
する こと t 、 ザつ て 得策と ナる やうに ちへ る 巧 代を、 梓 ホ させた からで ホる。 巧 巧す るに ヵー ル 
の 油 口の セめ に、、 C， トラ 7 も大打 « を まけた が、 一一: 時に 力 I ル自 みの 巧な も、 ホ 巧 現の 可 お 性 
を そつた。 おかげで ヮィ マ T 共 巧 西は そ Q 巧陆 りを 打阳 して、 まだ--,^ 巧々 生を 巧び 巧る 版 ♦が 
ついた。 とい ム のが ミ ■'ン ヘンに がける 巧 局の おらざる 化な なので ホる。 

じ， トラ 7 はれれ ちと ころが その 里®' ミ* ン ヘンに めて a 巧 社み ま 宛 おの 被吿 がが が 配に 
巧 はれて、 を 一: 巧に な 巧され る ことと なると、 ヒ ，トラ 7 の 巧れ はみ や车 ろな 巧 的に ザ 化を 巧し 
巧た のゼ 。巧と をれば、 假ホヒ ，トラ*' の 巧め はが 舉 でぁつ たと しても、 そ C に 一 W 0 を、 むが 化 
ぇない。 ガ から 巧く とも ま ポ困巧 « がの 巧つ て わる 人閒 にと つては、 これ 等の 至が を 巧の 持主、 
これ 巧の 柏 巧な 信を を 化い セを ホ どもが、 をに® ひなつて、 巧 姐と が一が となぶ とに な 化する ため 
の武お fc 執らう とした、 とい ム健 なな© a が ひどく 同 巧を あいたので ホる。 同時に ヒ ，トラ 7 が 
その後 法 括に 巧で、 其 度で 化 のぞな 巧 神に おぇた 也 巧の 巧り を、 お 巧を 口拥 でが なした 首 おは、 
巧ら の 化 ホに 扭 化したち ま 保守の 巧* や、 r モ度ほ 巧」 の 巧な にォプ {して わる 巧 主* 巧ザ遵 


が 



中の がりを いを 辯に ほべ て、 まるでが 逆 ひ & が 技 »£ 巧した こと も 巧 巧 ゼ〇モ のを 巧に 巧け るヒ 
トラ， の大8^叱巧は、 がもぞ命巧判所でが巧の扣巧を巧けた端をのダントンのか巧をさへ、 
がせし める 文 かが々 か 0 た。 でも ダントン のか 記には-面 人を 厢 なにした やうな、 時には 巧を の 
巧を がか ム める やうを、 パ a 人 ホの H ス プリが々 巧の やうに 巧び がつ たが、 ヒ ，トラ 7 の お « 
には 滿巧 化ち ゲルマン 式に 巧 面 円 巧つ て、 まるで 巧く ちのを して 息を も 吐かし めない やうを、 巧 
面の 巧 苦し さは あつた。 それでも 彼は 例へ ば こんな 客 辯を 巧へ て わる—。 

がち、 激 一: 所がが がの 口調 tw て、- 柏サ 下の み： 一の 日 的は、 一巧 あ； 8 に 巧つて 巧 拭 大度に* 
り 巧い 巧り であつ たらうな*-… と 巧 巧した 時、 ヒ ，トラ* 'はを 巧* 巧に これを 一谢 していん一 
「- 個の 巧大 をる 人物に 巧し、 大臣に をつ て そのを t おを に 巧 さう としたな どと、 が だけに ほ 測 
する のは 同 巧 も ホな しい… おの 化が にせ 初から ナヲつ いて わた 巧、 むは、 それょりも ffi にれ 千な も 
大夕 いの だ… 化は サ 巧の お 一人 戍 巧し 巧を かつた 「マルキシズムのを 咸 ホ.！ わるのを 思が はしか 
つた': おはこの 任诗 のた め、 をは 化が として 巧 逆す るガ らう… この 巧 持を さへ をな すれば、 をの 
時化に なの 眼中には、 大臣を どと いム稱 巧は 服ち にも 侦 せざる ボ で ホる一」 

言ん ことは 大きい。 それを ダントン がを 喘いて一 「巧の 住 巧なら ホ お、 化の ち； g なら 度 巧の パ 
ンテ ナンの 中を 採して 巧 ひたい」— と^ 呵を切 〇、 パリ ホ 巧を 卞ンャ と巧采 させた のに 校べ で、 
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じ， トラ r の 大見得は 飽く迄も 化 帳面 だ。 をれ でもな 巧の 人々 の 眼には、 まるで お 大妄巧 狂のを 
語と 映 0 た。 この 哥 おの， 奥には、 雄 かにが 巧巧大 なる 「3^ 等ぶ」 として、 空を げび あを 巧ず るに 
おりる み貌 が、 無 お 嫌に— が も 巧な 的に— 表 はれて ねる から 面白い。 

斯 くして ヒット ラ ァは装 巧 刑ぶ 年の 直 まを 受けて、 ランプ ベルグの 刑玲 所に 下な した。 ルー デ 
ン ドルフ おがは、 別に ホ 巧の 發# をを 巧す るな をを かりし ホと 推 巧され て 無罪と なつた。 それと 
ザに 國巧 なみま おの 进 助は、 ドィツを 閒を鋪 じて 巧 ル 止されて 了 0 たので、 そのが 馈の かおは 殆ど 
全が の柩に 巧ぅた 巧 だが、 それでも その 眼に なえぬ 巧 財は、 ドィツ人の 巧の 女 i のみ お通した 一 
巧の 大きな 情が として、 法が のかく がさ 巧つ た。 
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ち 出獄の 直後 

一を 1111 年から 1110 年代に か、 るち なおな りし ドィツ 典 巧留を 中の 比 巧 巧を わつ た セ A 年 は‘ 
不 あなに も 退 ほに して 巧 ホ 乾热を やな 裡に過 ダた。 

やなと 首つ ては 話 巧が あるか も かれめ-その 巧 閒を巧 大巧で お战 すると、 巧 面には ぶ拥も あり 
化 巧 も あり、 お々 不安とは をを かとな 巧 恐 巧と が# がと しで、 不ホ 快に おつた 闹を た、 II 巧に も 
=1 虫に も 巧は せて ねたの だから、 勿 筋た での サ巧 巧巧ぢ やを わつ たには 逆 ひ & い。 がしながら そ 
れ はな® 曲々 としで、. 房 山 心 巧の な ♦を 巧め た-け 日の 巧 細大 あや、!： が 明 おのせから 明かに 化 
のまを ほは せた やうを 昨日の 革命 巧に、 种 巧の ホが までが がらされた 人閒 の 化には、 この セ A 年 
のが 巧！ ■波 曲曲 巧」 友る ものは、 たでく ど-^ しくが さい r 巧 巧 時の か 巧 性の が齡 U としか 映ら 
を かつた。 そこには 巧 やかな 巧 曲がを いの ポ 。サ巧 をち 巧 さす やう & 大典 巧がない のガ 。かくと 
も その 閒、 t ， トラ ►.が 佈ょ 》 も ホつ わかの 「シス チ A 」 ポ 、巧 菜の お 巧と お ホの jg 巧と にがを 
おつて、 化 巧は 怖ろ しくな 文 的と たり 了つ た。。 マンナ シズ ム がが えて、 わと 计 ザと 构 巧と « 巧 
とのみ が-切を ま 配した。 お荣 め & お 街をまで が 「II わな」 を洪 なする やうに なつ わの も、 正に 
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この 巧が Q i つの さでは ある。 

巧 かこの やうに 狩は 消 そた か？ ぶが が あを がを したわ r それは-言 にして 窺を る I 曰く、 
「システム」 (ドイツ 共和 聞) の アメリヵ 化 1 / 

巧へ、 ついげ 日までは ドイッ人の 巧は、 ポリシ 1 ヴ ィズムの なみに 船ヴ を、 蹄 合 凹の 武力 的を 
成には え 通した ではない か？ だが 今は もう 世人は そんを ことには おが おとな 0 て わる。 を、 ボ 
リシ 1 ヴ ィズム 白身が、 化が 单 命の 日 巧を ホつ てず 凡 化し、 夕ろ ドイッから 後 沿を おがな くされ 
て ゎるし、 义が合 阐が规 がの なぶを がりた 華やかを 商 困 ま 巧 も、 みは 巧 どが 紀 つて 二 逆と も かけ 
ない がが にあわれで ホる。 從 つて ドイッには そのな な 的な なみ や、 を 苗 的を 巧を か 巧の おとしで 
巧 巧させる に 足りる が 料が 乏しく をつた。 そこへ もつ て來で 巧の お アメリヵの 巧 化 的な お 义を資 
が、 海を 渡つ てドッ と沛れ をんで 巧た。 

その 巧 一の おしい 現 おは、- 丸 I ニニ 年 十一 巧 十五 日な 巧の 「拐 巧が 巧の 巧を」 である。 この 巧 
みが ドイッ人の おな 的 怖 神が 生活に 與 へたが 巧は、 おど おおに ならめ ほど 大きい。. 

由 巧 「馬克が おの 巧を」 そのものが、 か 何に しで おつた かは、 巧 ど】 巧の おおで あろが 制 お 
ホ 的に 見て ヘル フ ょ リブ ヒ がが なし、 シ* ハ トが斯 巧した 「レン テン マー ク」 法の 插 ホが、 われ 
ほどの® なを 拱は でものとは、 巧は 巧の 本人 连ガ つてな 巧し なかつ たで あらう。 それは 「一巧の 
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なかむ 理 的」 をず 巧が、 この おお 制 逸 築の 地均しと なつた もの だから、 鼓に 初めて 化 巧の 施術が 
起死 罔 生の 巧 能を 巧は したの ゼ 。經巧 法則の 巧 因の かきは 卒ろ巧 二 巧 的だつた。 ドイツ人が 柴が 
の 苦し さょりか めで、 その 法 ホを 是が非でも 进 ずしょう、 と ホ ふ おな 迸の、 む 巧が、 巧せ 中して 一 
をした こと、 それが お 大のお 因で ホつた。 神が の键 でぁつ た。 

を こへ 米 鼠が 乘 化して ホた のち 今までち がが 巧が 附で ドイツを、 巧いで は哄 如の なみち 巧 
をせ しむべく 巧 力して 全が 巧 巧せ ず、 從 つて ヴ H ル サイ ュ谦の 巧闽主 おが 裝 W になつ て、 をの 代 
表を ポ T ン カレ ずら、 がの 姑す 巧 もな く お 大息して わる 巧 ホに、 米 西が それ ぢや 乃公 一巧と 柬这 
んで來 たの ボ 。一巧 ゥィルソンの 時化し や 巧 0 て、 ハー デ ィングの 時 引つ 这 めた 化の 巧の やうな 
モン。 I ま 溝の 融通 性を、 巧ぴ 巧洲大 おに 伸し 姑め たのち がし 米 巧の 斬 進出一 卽 ちか 賊ドイ 
ツ へのを 撃の 汝巧 t は ボアン カ リズムの かき 筑 がを W てず るに 非ず、 又" イド •デ，— デの をれ 
のかく、 おを 張 鞭 流の 巧が にがる もので もな く、 おず るに 全が 巧 治が 巧 菜を 巧れ て、 巧ろ 世 化 お 
が 的に、 直つ 商人 的に 敢行され るの だとい ふ…。 

おは それを おて 米 固の 弗の ドイツ 「巧 巧」 と 化る。 さう 青つ たら アメリカ人 はおる かも がれを 
い。 いや 巧して なお ぢ やない、 人 ぷを每 ぶ 米 苗が、 ドイツに おしで ぶが 的に かがの 手を 差 巧べ た 
までで ぁつて、 立派を 困 お 親 酱の现 はれ だと。 がしを のぶ 巧 若しくは 巧 おなる ものは、 純が たる 
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巧が w 巧 巧が 性の 打 巧から 巧て ねたの だ。 巧を のが 水に 战巧 しさう にを つて、 が も 巧 巧の ホ おが 
降り 巧と なり かけた 場合、 ドイツを が 手に して これが 棉巧的 巧 化を かれば、 必ず 白 巧に 巧を が 巧 
巧 するとい ム巧 稍な 萊 天主 から お 巧して ねる の だ。 彼等の 巧は 巧 純 だからな 字と 計が がな がの 
上で 合つて をれば、 紙て が 合理で 悟性に かふ ものと 判 巧した もの ポ らう。. 

おる に 人類の 頭は なつで ゎた。 この 神が ま お 的な 巧を の P マン チ スト、 この 巧稚 がまる かの ド 
ン •キホ I チた る ドー ズと 巧ぶ 人物が パイプを 巧へ で ドイツに 巧つ てがた 巧、 化 人は 技巧に 巧を 
正して 巧 あした。 彼 こそは 夕 を 哉わず して 巧 巧を 話る もの だ… 巧、 かを の やうに なを 的な ユ—卜 
ピア や 宜傅屋 と違ク て、 错く物 巧が なお 巧 的 合理と を 巧が 巧の 巧 おとから、 ドイツの が 祀を秩 巧 
立て、 巧いて は 世 巧の ザ 巧を が ホ させょうと いふの だから、 この 人物 ほどが 巧で 巧り になる ザは 
又と ホるまい、 と述 信した のゼ 。そのうち この ドー ズ 巧の 巧へ た パイプの 巧から 齡 が说齡 の化乂 
的を を、 ドイツを な 用の 巧 《とする お 巧 的 か 巧、 そこから 巧 香す る胳 巧の 可能性、 巧 拥巧ほ 0 巧 
理の乎 巧、 從 つて 米 田の 巧が と 世 巧 お 巧 的 平 かとい ふやうな 佈 ろしく 大きな 問 酉を】 锭 めに 非 掛 
めて、 ごち や-^ のか 宇に 表示した 「ドー ズ 菜」 なる ものが 生れ 化た。 それは 祥て人 巧の 生んだ 
一巧 頭の い i 、 ー ホ 正確な、 おど 非難の 打ちが もない 培のを 巧技 巧 巧の 巧 華が では ぁつた。 只 I 
0 玉に瑕と も赁ム べきは、 なおを つで 巧 おらず で、 結局 巧の 役に も 立たぬ といん 巧ボけ をの だ一 
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一 おなら ビ シネス ライクで 的なる ベを 帯の 米 西が、 その 巧 時 巧 かも クと巧 巧を ぶ 巧で、 巧 
巧 的 お 政の 巧理 を、 巧 典 的に 断 巧し なか 0 たで あらう か？ 一巧 M 巧で 常 巧 的で 巧 お 的な のは、 
初めから 巧洲 の 巧な たが 引に して、 がを 困に お 价の巧 巧 おしを 巧を させる こと ガ つた 。さう ずれ 
ばが 巧を 捕は 巧 巧 巧を しの 帳 巧で、 巧し い 巧 巧 M 係の 紀峡が ぉがた 巧で ある。 巧が C の おく 巧が 
を 自が 的を 方を に 封し、/ ホ 巧のを 本絮巧 はれれ も 反 ホに なつて 巧を 立で た。 そんな 夢の やうな を 
想が 巧 巧 出 巧る か"… が々 はもつ と 巧な 的な 商人 ガぞ… と。 所が この 巧 お 的な 巧 人は、^ が 巧の 
巧を な 抑ず るかく、 なのか 巧を ある 程 巧； 3 上に 巧な して わたの ガ 。お 巧 原則の ザインと ゾ ，レン 
とを ほ 逆へ て、 勘 おさへ 合 0 てを れぱ 、が 巧が 白みの 方に 巧いて 來 る、 と 巧 かしてね たの だ。 そ 
ん なおへ では、 ヒヴ トラ 7 の进 かを どと いふ ものは々 ゥ やせん •だから そんな 不合理な ヒット レ 
リズム ぶんでも のは、 巧 隨ホ乂 におり 巧ざる ものが、 となを 括つ て 仕 巧を おめ た。 がが 巧 も おた 
ねうち、 本 巧に それが おつたわら 可 巧し い！ 

この 無意 巧な アメリカニズムが、 巧 巧の 巧を な ホ、 卽ち ドー ズ 東の 巧 立な 來 、巧 セ年閒 とい ム 
もの ドイツのを ± を 風 巧した ので ある。 その 巧賠 りが 巧 巧に も、 じ， トレ リズムの 巧が 巧 巧 テン 
ポの谋 巧に、 こょを き 巧 利と 巧と をが 給した とい ふ 巧 巧になる。 だが その セ 年 閒にヒ ，トレ リズ 
ム は、 どんを おで 推 斬し、 どんを がで 撕 巧して わた わ f 
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八、 民を 知る 者 

ヒット ラァ のか おなかが 困 法で 巧 止されて な來 、こ L 巧く の閒 、困 巧 社を お 巧のを 巧は 巧 描 的 
を お 制を 巧つ てね た。 何 じろ 主瞄 おの ヒ ，トラ r が牢 堅に お 入つ て、 居ない のガ わら それ も 己む 
を 巧ぬ 0 

まづ巧 一に 今を の图巧 社を ま 巧 巧ぶ 巧の 萬なる ものは おがされ たので、 モの 代りに 「パ イエ 
ン巧 巧巧プ C ， ク」 (V を k を he likik- in が】 とい ふ ものが 巧 立した。 巧し ヒ ，トラ K 自 みが、 
この 「巧攻 巧」 なる 规 をょりも、 巧ろ 「大巧 巧」 の 巧な にぶき をない てわた ことを 巧 ひ 出した 
連中は 巧！ やぅながら なして _ 大巧 进的人 巧 共 巧拖」 八 〇〇;^ さ 穿 js y を も 巧】 とい ム 

矣を つち tV れを斯 なな 闽望 巧者を パイ： ン のみなら す イツを がで 鉛 詔 齡ピぅ 

とおした おは、 特に 「理巧 社を を お 的 自由ぶ」 (冷 を〇 長！ SON む istisc 一拓 Freih ^ もむ こ を 組 巧した 0 
でぁる。 がし 姑 後の ものは、 お 巧と か 南 巧と.^ のが， 於 かがのを おが 巧くて、 巧 ど 巧 tt 巧 巧 ばかり 
して わた やぅに おぇる。 ゼ から その 巧 時の 巧 巧 ま 巧〇进 かくら わ、 化 入の 巧 弄が 笑む 的と なつた 
ものは ない。 化 巧には 巧がない.： おが 揃 ひだ. •.巧 巧に 何 巧 0 巧 おを も 持つ でわない と •その 化ず 
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は 巧る お 巧に めて は 中つて ゐ たか も なれね。 巧租巧 時の 1 s 政な 人 や 巧 ま おの 頭は 庭かつた であ 
らう。 企 ホを はが 巧を あ 明 やかみ 的 経を 法を 採用し、 合理化の な ig を拉 巧し、 社み K まなの 巧な 
おはな 巧は 巧を 巧め に 運用す る 方 巧を 誦ん じ、 共を 主 巧の# ぶは がわし い デ T レ クチ— クの理 を 
を、 日 あ もがと 弄び 巧た。 それに 校べ ると 巧 巧 主 発 ホには、 巧 S だけな のガ 。が も その 巧 S の ホ 
法〜 かおで ホ 合理的で をい もの だかろ 何を 企てて みても ち止卞 巧を 破局に 格つて 了ろ 化 0 
てヒ ，トラ 7 無き をの 困 巧 ホ 巧 ホは、 お 互 ひに 角 巧き を 世て 巧 巧す る ばかりで あつて、 巧 巧に 巧 
つて どうい ムお左 遇んで どう 化む ぺ きがに 就いての 巧 見が をかつた。 中には じ， トラ r Q ホ 化は 
r 面 巧 巧の」 にあつ たの だから、 これから 苗ち ま 巧の 大衆 がれを 起す には、 r 巧 ♦制 巧」 t 利用し 化 
をければ ならめ、 と 主張す る ホ も あつたが 、そのな かまを こそ、 巧ろ 彼等の かたる 巧 主な やれ々 
巧 主 巧の 活 巧し 巧る 唯一の 巧 « おであつて、 化 巧が 巧 0 て 出られる 可 おおがない。 さう いふ 逊巧 
技巧に かけて は、 お 千 山 千の お 拾を 巧んだ 在 巧の ブル ジ- ■了 及び プ P レ タリア— 卜の 巧み 的な 篇 
を巧还 しょうに も、 彼等の 方は その 時々 まボ あんまり ま 人を くつて、 まるで ホな W-4 にす 乎 巧な 
の だ。 

がしながら これ 等の 巧 巧に 化する® 巧 主 巧者の 中で、 巧〇ヒ 7 トラ 7 だけは、 を 巧り-巧 地を 
巧いた人化でホ〇たことはををし巧ない。 巧る积彼は共を主巧ホのやうを、 ギラ^卞る巧なを 


持つて 石 & かつた かも かれめ。 な ♦お ホ « の 人々 みたい に、 なみむ 策の 涅 巧に 塞く お#。 ホ* の 
段 巧をから & かつ わか もみれ め。 义 中央 K やお まなの 於が の やぅに、 巧* 巧 ホの 巧 女を 巧め てむ 
わ巧ぢ やを かつた かも かれの。 それに 巧ら 卡 彼には、 どんな# 夕も ホ« 巧を も、 企てる ば 《 お 所 
がが はつて わた。 人 閒を巧 巧く C とが それ ボ— が 善には わ r - 旧の、 人閒の 、む のをを なかく 
だけでは なく、 ドイツ人 といん 巧 巧の 或の 巧に 沈んで わるを を、 船が と 把 巧し 巧るな 力が わつ た 
の だ。 め も か 巧に W 米 化し たれに しろ、 その 妨 色が 巧 色い 日本人で ホるな 上、 ホる ものを なて 打 
でば 必ず 巧く 共述 性が ある やぅに、 ドイツ人 といん ものの 巧の 女に も、 ホ ー 株 巧 巧& 共通の さが 
ホる。 それは ドイツの 巧昭 がが 人 や 巧 ホの* 巧 ホに のみでは なく、 史に 自由 ま 黄な ホ 巧で も、 を 
共 巧な の 巧 « 巧の 中に さへ も、 ホ おわに 巧 在す る。 た r 共 ホ' ま 巧の 巧 やは、 自分 法の & の々 をに 
を ホす るを の 巧に がが つかない か、 ぶは 射が 0 いて わても マル キ シズ A の 巧 南に ながした 結 化、 
自らを 哟ゥ 自らを：：： 請して わるに 過 ダない のガ 。その ドイツ お 巧を 枯に共 班# おし わ 巧のを £、 
推ょりも-ホ 巧が 巧み、 巧 時に それ t 1 をの 方向に お 薄す る わめに、 饰 ろし < おい自 倚を 持ち、 
をつ それの 巧みを 自 巧した 人物が、 巧が アドルフ. ヒ ，トラ 7 & ので ある。 ドイツ人 はは々 にし 
て 化 t シ lenschenksner -- (人即 をなる 巧) とい ふ。 おは そのな では、 ホろ 化 t V い Iksl^mer (巧 
を かる 巧) と 言 ひたい。 
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モの反 巧な のは、 例へ ば ル— ザン ドルフ ザ。 ル— デン ドみ フ はなおな あ 人で ある。 そしてが に 
も おべ たやぅ に、 ドイッ 拐 巧 主巧进 S の担祐 と、 そのが 神とは をが 「軍人 の」 な もので ホつ たれ 
ら 、ルー デン ドルフの かを を 巧が、 この 法的の ホ 巧に 化ク ことは みして 不逆 をを 背はなかつた 0 
大设中 彼は ーモ巧 略のを 才 .とが はれた と 巧 時に、 他方では が 巧 時の 巧は 方面に も 巧い が 1C- をけ ひ， 
その 因 巧 黄が のが-と 构巧巧 給の お 巧を どは、 今日で もを は 巧爭投 巧け がの 巧 巧と されて ゐる お 
ザ。 巧が この おがの 非な なか 助は、 人 おのな Q ホる 巧を 明 おして やる ボ けの 淀がない C とで ホつ 
た。 ボ から ヒ 7 トラ 7 が巧務 巧に 巧 入つて 後 も、 化は バイエル ンに めける 「，か* 护 ，邮 "か郎 いの 巧な 
者と なり、 更に そのを 征的巧 巧の お遵に 任じは したが、 ど C へ 巧 つても 他人と* 巧したり、 な 下 
にな はれたり して、 巧が のつ け 通しで ある 〇 巧に 彼は 巧 巧 にがてを が 人；；！^ を 一^して 了つ た。 巧へ 
ぱ不必 おな 巧 合に、 お 巧 加 巧 力 t 淫お邪 おなりと 席 倒して、 W がの 本が たるち 巧の 住 巧 一 おを 巧 
がらせた こと も ある。 义巧キ の バイ K ルン 人が 巧が としてせ 敬す る バイエル ン巧盘 太 モル プレヒ 
卜 を、 战 魔巧郞 と巧静 したために、 ミュンヘンの 巧 巧 巧から 巧 巧 化を 叩を つけられた C とも あつ 
た。 それや これ やで け 巧は、 巧 困から お < まめら 化 ほめられた 姑 あ、 I 丸 二 五 年には ヒ ，トラ 7 
の 後を た 巧け たちの 巧 巧 的な かのを 闲的お 薄 ザた る 地位を、 退かね ぱ ならめ ことと なつ セ 0 
ルー デン ドルフに ホいで、 巧 時 閣比ま 巧 法の のな 略ネ とおへ たぅちに フ* ン •グレ ユ—フ H が 
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ゎる。 ミ もは 闲 をの 保守 振の 代な 重して、 r が*^- お， 如 崎 おが ご 逝， 邮」 をる 一浪を 翌 
した。 だが その 政が は 疑を 巧が たる 「巧 逸 西 巧 化」 の それを、 巧に 過が 化した だけの もので、 化 
巧か巧 《プ 。ィセン) 式封建の真お强く、 從つてホ — H ンツ* J レルン王がの龄辭をま岐として 
ねたから、 狩來を 巧に 互 0 て 伸 狼す る だけの 游巧 力は 持つ て わな かつた。 巧は ジフー ダン ベルク 
とと ッ トラ 7 との 申 閒を巧 相つ たものと 見る ぺ きが 夕當ガ らう。 で、 結局は 時代の 巡展 と共に、 
そのうちの 戎 巧は ヒ ，トラ y 浪に合 就し、 他の 巧は 軟化し で 巧 逸巧粹 がへ •合併せられ、 その ホ 巧 
々子に 借け 込んで 了つ た。‘ 

さう いふ 图巧ま 巧 速の の お 巧 お 楠に なんで わる 矢先に、 ヒット ラ 7 は 突かと しで 刑 持 巧を 化て 
來 たので ぁる。 彼が ランズ ベルグの 刑務 巧に が がれた のは 俺 わに- ヶ 年で ホつて、 一九二の 年の 
降 斑勞の 日、 バィ H ルン 政 時の 特赦に 提 つで、 おかに も 早く 日の 円を をる ことが 化 巧た。 バィ H 
ルン 巧府 はげを 巧 遇 ひから、 困 お 社を お 巧 巧 街 t 禁 413^ 散し、 じ， トラ ァを巧 威して はみ たもの 
の、 巧 西の 巧 巧から 推して、 巧と なく 氣 がが める もの だから、 をに ヒ ，トラ 7 に斯揀 な^^の 恩 
おを一 尤も 監铅附 で— おへた 話で ぁらう。 

斯巧にバィ卫ルン巧巧は、 ^|目をぶじてわた踢合でぁるから、 監巧から化で巧たヒブトラ,が 
巧 巧して ホて、 その 巧げ な 相 巧の 申を みを まけて みると、 これを にがね つける だけの 巧 射が 
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なく、. 矢張り そのうち もとの 「留 巧な# ま お巧进 巧の が」 にがしで も、 ホを のを 止 令を ザかざる 
を 得 なくなつ た。 

で ヒ* トラ ァ は、 早速ぶ々 に 俄ら ばつた もとの 同を や 巧 幻を 糾 がし、 巧め てを々 がの 大巧み t 
開催した ので ホる。 一九二 五 年 二月 二十 セ 日、 彼は な 維の 餘地 もな き 「ビ- ルボ アブ！！ ィ」 の 大 
巧 間で、 一年 振りの 大巧 說を やつた。 をれ はがな 的を 巧 采の滿 をで ホつ た。 じ* トラ r の 不巧中 
受 無が おの おおとは いへ、 小さな 其を なでて 紛爭 してね た 同志の 面 •々は、 巧々 巧 巧 巧に 巧び 上つ 
て' 新しく 隨 つて 來た 「おなお」 のために 据 乎た 求めた。 彼 巧は 今迄の 巧え 切らな かつた 自己の 
態 まを 恥ぢ 、これから 巧び 「お 薄ぶ」 の わめに、 身な を 巧しても 巧れ のために 化かう とい ふ 巧 ひ 
を 立てた。 ヒ ，トラ r はい ともお おなが 持で 叫ぶ— 「おが 庭い の虑 いのと いふ ことは をい… たで 
巧ぱ しいのは 自 •みが 牢斌 から 化て ホた ために、 义】 切の 巧 巧を 自分 一人でを ひ 巧る こと だ.： 巧 4 
の 巧 ひは 今 眼前に 二つの 可能な を おへて ゐ るに 逆ぎ ない… 曰く、 化が 巧々 の 化 おを なえて 進む か、 
それとも 巧* がかの 巧胶を おえて 進 むかだ！」 

この 「巧 おを 巧え て」 とい ふ 巧を ななおが いけを かつた。 パィ 王 ルンの か 府はタ ホの 後め たさ 
から、 ヒ ，トラ r を 巧が しては 見た ものの、 元 巧が 官依主 おの わモお 巧に 巧 固 ホつ て わるの だか 
ら 、なの 巧 巧を 荣 A ずる やうな か 語の 致 おはか 恩して おけを い、 とい ふ 巧 由で なて なみ ヒ ，トラ 
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r に 巧說ガ けは 巧 可し をい、 と ふな 口のを 止 令色 地し わ。 巧の 巧かぬ バィ H ルンは 巧で も 「ヒ 
，トラ 7 の 巧說」 だけは 怖ろ しい、 といん ことを 骨身に' 沁みる ほどかつ てわたからで ホる。 モの 
なから 巧 » しても、 じ*' トラ r Q 梓つ せかな 巧 巧は 巧 苗に 非 中、 術 巧に ホず、 た 彼の 巧 大な個 
人的が W にある ことが よくな はれよう。 

で 擦 口み のために 、自分の がが を 直な 大衆に ぶち なける 方法を 失つ たヒ ，トラ, は、 こ I 巧く 
た •、年み 氣钱 のな を 的す 巧 的中 巧* 枯 (巧ち S . A ) の 田 珪設に 巧むな 巧した。 それで のが 
望ず る 巧の 「はを 巧 人」 を ま 巧し、 自 々の ーネの 下に これ t 巧 おさせる までに 链 速させる には、 
巧 一年 ばかりの 夕巧定 巧 巧の 巧 巧を 鹏 したので ホる。 いろん &拍 巧が な 出しで、 中々 を ふや うに 
唐く 化 おがが つて くれな かつた から ガ。 

とい ふのは S . A 卽 ちみ 擊が 方面の 巧 巧ガけ t 、 X ち々 のけ 的から 巧 離して、 をれ た 梓に 自々 
の陌 巧の 下に あかう、 とち‘ へて わたのは。 1 I ム夫 財で ホる。 巧に 彼は じ， トラ, の 巧 守の 閒 に、 
曲 おした 釣 十字の 阅±& 集めて、 巧し い 曲 巧卽ち 「巧が 强 用」 といん ものを か 巧し でた た。 これ 
は 極めて 联 格を、 巧换 主班を を 巧と ナる 巧扶ま K ポ—ッ の 一 W で わつ て、 化 巧の モ にも 可は り ホ 
< の 巧 仰を を 持つ てむ たやう である。 ほし I みは 一三 11二巧 年の 巧を にを いて、 そのず 换 の 
指な 訓巧 を、 巧 « の 巧を 方れ からを が 巧を さ 甘て わた。 その上 この 巧化垃 は、 もとの S . A より 
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も遗 かにす 居ち が ホく、 上す のな 令には^ 靴^ 巧を 巧 巧し、】 を ダルマンが にが 約を 立で たな 
上、 これを 巧る ものは をち W 刑と しで、】 棟の が^に 適せられ たので ある。 ガ から 規 をの 巧货に 

閲 しでは、 荣 をヒ》 トラ 7 ちま 理 おにを つを たを い。 たジ その 巧 席 わがが がの 巧 出 
にお ク て、 がか 巧を 局は これを 非を 法的な が 巧 結な と 君が し、 が 巧な 巧 巧を 加へ るぶ かにな つた 
のと、 又 巧 時化の な 治的带 巧を 进 らぅと いふ 巧 巧 的 巧 力ょりも、 巧ろ 中せ 紀ホ 巧绿 兵の 按 化に 巧 
いやぅな、 巧な 芝居 氣が氣 に 入らな かつた ことと にがつて、 ヒ ，トラ ァと口 1 IA とは 旨くを を 
しな かつた。 この 時の々 裂が •..巧に 巧 ホみ のが あを ずるまでの 大巧 肆 になち 至つ たみ 巧な ので あ 
ろが しその 時 かは 口！— ムの 方が まだ 化 巧 的た とを しく 析れて 出て、 その お 巧の 巧 巧ぶ たる 
地 化を が あした もの だから、 所謂 「吸據 巧 W 」 なる ものは ホ 巧に その 特技を え ひ、 巧で が もとの 
S • A (突 巧な) のぶ 統 におく 本領に ながしで、 一巧 两滿 にがが ついた。 

さて S • A (实 巧が) の 巧 建に ホ 巧した ヒ ，トラ r は、 ホの 大きな 巧務 として、 今度は お 巧 ホ 
がが 曲の 巧 巧が 化に 巧 力し おめ たので ある。 凡そ 彼のな して わる 運 かにが ける が， 趴* 掛プ J を 
る ものは、 巧なる 貢 葉の 遊找ぢ やなく つて、® めて 巧大な 役割を なじで ねる。 それは 巧 通の 巿巧 
巧黨 のがを ガ とわ、 祐巧 とか 又は 何々 を 目な どと いふ ものとは まるで 巧を が逆ム 。ヒ ，トラ r は 
「巧 巧を」 のず 格を、 滿頭 おを 两巧的 且つ 班 巧が に 判 》 し、 が 0 て 人道的 お 巧に。^ る ホ、 巧 巧 
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「化 人閒」 の 型に みつた ザた、 初めから お 能力を 巧 ひした。 化は その 時々、* の掛 曲と しで 
なをして ねた 「フ 王ルキ ，シ 王 T •ベ ォバ ハタ ア」 おに 巧ても、 それに 站 して 巧う 言 0 てね る| 
「人 用の 天性は 巧 巧 ホる がま i の 巧みを るを なて、 これを 個々 に 巧 巧せ しむる ことは 篇 く、 た，、 
をが がが 世 巧を 経過す る 巧お逊 おにめ て、 自ら 巧 化しみ るの みで ぁる…- 化には それすらな 巧の 
巧 化を 前提が ホと して わる モ うだ… そこで 狂の 巧 诗は挂 * の 逆つ たち 巧 やお 力や特 獲を、 一巧の 
モ 向に 逆む 化 化に 化せ、 その 化 巧で 巧 五に 巧け たる 巧を 抑 ひを せる ことに 在つ て存 ずる…」 

巧く のかく 化は 一個の 生物み 的 古な 巧から、 多 巧 ホは な 指 巧者 おの 巧な 的を 作 巧を 自由に 揉 巧 
し、 をれ に 化 0 てを づ 彼の お 巧ず る构 力ぶ ホの 邮に 、小さい をが らも 一個の 人 巧 共问曲 巧を 作つ 
た。- 方ち 產® 紋义は マル キ シズ A の か* では、 を 部 連中が 絕巧 的には 巧な おいやう になえても、 
巧 對 的には みかを もなら め お 一巧に ホ か はれ、 みんな 恥 巧の 巧 校べ をす るな かに、 人的 特 巧を 巧 
地す るが みがない の だ。 だが 困 巧れ を ま 游の卞 では， 人閒 をが 理が ながが にみ める 階な 扱を や、 
な 巧の か 巧で、 みかの 差 巧 や、 巧來の センチ ィンタ リズムと いん ものが おい。 彼 巧には を 同 おに 
巧 巧と しての 個人的、 巧々 が、々々 がた 扣 化を ぞ受 せしめる « 量が ぁる。 ほし それ かとて 誰し も 
巧 巧 ホに 服 巧し ないで、 それが 巧め にを 巧に 巧 巧の が 館 t 满ず やうな 披 巧は 大巧 物ボ 。從 つて 田 
巧 化を ま 淀の 洗 巧を まけて ホから 上る 時、 巧 上に 降りて くる 巧 霞は 自 々が 「お gi が」 及び 「；！ 
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的齒 ま」 への 巧 力 手段と しての 「を 的 か*」 の 岡 ± に 巧 ばれた， といん 巧い 宜 巧で をければ なら 
ね… といん のガ。 

巧が この 视 をは、 時代の 浦な 化な をな 越し 巧 ダて ねるな めか、 中々 巧 巧の 人々 の 巧には 巧 入 P 
巧い。 そのな 巧には ヒ ，トラ r が ホの 理 S を 巧に 物して 成 中で 毋き 上げた r がが® ひ』 が、 巧く 
に 本 堅から 出が されて わるの 化、 そのな 巧では 巧 ど巧キ がな わつ セ。 人 巧 -g のがに 巧 猫 のにを 
み をんで わる かを を® は、 何とを つても 十八 九サ紀 このち、 ■が あの がをお 0 て わる リペラ リズ A 
をので ホる。 ゼ からを 巧で も 化みながら はを みい お t する 一の 牛み 人の 巧 巧は、 論 巧が 賦妝 で內 
巧が 巧 おを るは さる ことながら、 巧 も 巧 も ホづ自 々のま 巧を t 搁 し、 それから 化 人の 巧 fc 批 巧す 
ると いふ 娘な に おられて わた。 巧な & 巧は 巧の 「イン デ ゲィず* T リズム」 は ホい 师の 社な 的み 
巧’ に* < もので、 それが 一 時大® とその な 後の 巧 巧 抑に、- 寸巧惩 となりは したが、 一を 面 ホ 
巧から またな がの «げ 通りに な# 一して 巧た お 巧が ホる。 さぅ いふを 中を 一々 說 がする た, S には、 
ヒ ，トラ T の 巧 力 も ホして-ホゥ ぢ やなかつた にを ひない。 たジ 大巧な 前には ± ザみ、 むの ついて 
わ 走 かつた ために、 特に 巧を として 個人 主 巧 的 叉は 自由 まな 的 巧な t まくる 巧みが なく、 從〇て 
その 西跑 がをだを が 白 巧と して、 巧 巧され てね た 巧 年 まの 閒 にだけ は、 至 巧の 迸る ヒ ，トタ*- 
の哥 巧が ホけ つく やぅに 巧く 巧 A され 巧た ので ぁる。 
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で、 か 一つ その 巧 時の 巧 脚は、 な治肅 なんか どうで もい、 といん 市 巧 巧が ょりも 巧 0 で 苗 反 
ま 巧ホ间 おのう ちに 理廚を 捏ねて、 上からの が 制を 聞かう としない 巧 中が、 案ホタ くだ 在す る こ 
とで ホ 0 た。 南 巧は さう でもな かつた が、 北 巧には さう いふ 巧 中が おに 夕 くねた。 

何故かと いんに、 由 ホ 化 巧の 巧 民 ま 萬は 巧プ P ィ七ン 王 因の 巧統 におき、 プ 》 テス タントの 玲 
神を 照 巧した 地 ませ 巧の お 薄が、 その 按 おとなつ てね ただけ に、 大巧は 中央 政 巧の 方 かにぶな せ 
ん とずる 日和を ま 巧で あり、 がらざる 瑞 をは 巧に ず 命 的を なガ けを ま 眼と ずる 皮 巧の 塞かが ある 
のみで ある。； 巧ず るに その ニ ザ 中の 中間がない のガ 。然し 同じ 困 巧 ま 萬を 巧榜 する にしろ、 ぶを 
制度を をを ずる ヒ* トレ リズムが、 化 巧の 日 巧 見 ま おおとは 到底を 巧が 化來る もので ない。 そん 
な ことを ずれば 大巧 进主萌 株 神の 本領は 失は たお 局、 だの 當時 園み でち 力を 巧な となつ てゎた 
「巧 逸留 梓な」 の、 た ジのホ 巧々 子に 巧 入れられて 了 ふに 通 ダない。 だから ヒ ，トラ 7 が 化 巧に 
進がず ると ずれば、 巧つ た 反 かま 薪 ホに 巧り をつ ける ことと なる けれど、 この 又 化 巧の 反 か 主な 
巧と いふれ は、 給り にも 小兒 巧が で、 まるでな 犬の やうに 呀 みつく ことば かり 知つ て、 お 巧ぶ 巧 
理 などと いん ものを、 初めから 巧め て わ-- るので ある。 

をのを しい 巧が、 グレゴル •シ- トラ ブサ アガ 。この 巧は ランツ フート の 絮巧留 化で あつて、 
初めから ヒット ラ 7 の 運 巧に 巧 ホを をし、 何くれとなく、 この ぷか のためには 描 力を 巧し まなか 
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つた。 巧 巧に 頭瞄も 明晰 ボ し、 义巧說 も 上手 ガ つたので、 彼は 巧に 一九二 一三 年の-巧 巧 件 w 前に， 
園 民 社を 化の 下 バイ H ルンに がける 「が お 巧 ホ」 にを げられ てゐ たので ある。 「が」 とい ふのは 
巧が をの 方 かを 巧 巧す るた めに、 を ドイツを 巧つ かの 店に々 つた ものの 名 おで— 今日では がの お 
は 一二 十 111 州に あんで わるが— そのぶ々 に 同を 中の】 ホ 巧 ホな 人物を お 巧者と して 汲 逝して、 お 地 
ち】 切の 策 持を 處理 せしめる ことにな つて わる 笛 だ。 シ* トラ， サ T も 亦 その 州 指 巧 著の】 人と 
しでが いで わた くらわ だから、 ヒ ，トラ 7 からは 巧を に更巧 我され で わた 巧 古で あると なな けれ 
ばなら め。 ぶ も 下 バイ H ルンを 辟が 下の な 貧は、- 九 一与 一年を 件を 巧は、 巧 ど巧備 巧の 巧 目を 勒 
わて わた ポ けで、 表な つては 巧 助し なかつ たし、 又 ヒット ラ 7 が入狱 した 直を には、 な 貝が 巧 お 
しで、 を 威の 形に をつ てわた ことは 巧巧ガ 。巧れ にしても シ* トラ， サァは 本 巧 非常に お 谋が上 
手で、 且つ 大衆を 糾を 姑な する お 力を 持つ た 巧で あつたから 、そのぅちい 0 Q 閒 にか、 巧が 巧 化 
おのを 巧ぷ 助を おしで、 巧 巧な 巧の 锭 巧を 义は 同情 ザを 自分の お 下に 巧め、 そして 一九二を 年の 
をには、 をの 曲 巧 そつくりを、 ヒ ，トラ ァのお 巧の 下にを ねて、 自 かも 田 巧な を 巧の】 貝と して 
化く ことを 巧 約した ので ある。 を こで ヒ ，トラ ァは 彼を 信用し で ベルリンに 沒 り、 がか 煩の 巧 府 
に 於け る、 大巧 进ま黃 のを 巧と いふ 里 おを 授けて やつた。 

シ * トラ， サァが ベルリンに 巧て なると、 化 巧の 田 巧 ま 茜の 巧 巧は、 あく ホー エンツォ— レ ル 




y ま、 ± 巧で がま、 文は を 奴 まの 巧を 化せ ナ 、がする ち プ〇イ セン 主 巧を 中、； 一とし わ-巧の 持 
をを 持つて わるので、 巧 巧 人の やうな フ ►'ン タジイ では、 中々 動かない ことにな が 0 いた a これ 
はどうしても、 南 巧 人の やうに 「人ち 关同 S 巧」 を 作らせる がに、 一應 おな を訓 なち しくは 巧 巧 
を 施して、 大巧を 人た るの 一宏の 巧を 作る 必巧 がわる と巧感 したの だ。 しで 化る とそれ は 共を 主 
お 政 おが ポリ シュヴィ ■ストの おを 作る のと 同一の 化さ ホで ホつ て、 巧るな ホからは ヒ ，トレ リズ 
ムの本 巧から 巧 道へ かれる C ととなる。 で、 ヒ ，トヲ r は 右の な 化を 耳に した もの だから、 化 者 
を 担つ て、 巧* その 態 巧の 不可を る ことを 說 いてみ わが、 自巧 、むの 巧い をつ 巧 wtt の 夕いシ - 卜 
ラ 7 サ T の 巧には、 そのを 言が を 巧祗を 甘ず、 後には まるで 自 々巧り が 化 巧を してね る やうを な 
にを つて、 ホは 才— プル 河畔から ヴ王 1 ゼル抑 巧 叉は シ ■'レス ウィ ヒ= ホル シ -I タインの 巧 ホを 
限な く 課 巧したり、 ぶは 特に 巧 巧 的 且つ 社み 主 巧 的な 急モ なと をれ る 過 か 反巧静 者と 脚な をと つ 
て、 を 所に が 巧の 細胞を 故を つけたりして 巧つ てわた。 

そんを a がガ つたから、 ヒ ，トラ r の 法のは、 を 用に 度 まり 始めた とは 言ん ものの、 そののを 
を 調べて 見る となめ てを 古を が 夕 く 、巧に 一九二 五— 六 年のを に 田 巧な みま 度のは 巧は、 その 期 
巧を 巧 一す る こと さへ 出 巧な かつた くらわ ボ 。さう いん 巧 おは 巧に 巧 巧# 连の 個人的 席 巧の もつ 
れ から ばかりでは なく、* の 巧な を 巧を すべさ 革な 方法の 本 « に 曲ず る もので あつて、 中々- 货 
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巧では 解かが つを さう にもを い。 勿話闲 巧ず 命を 巧 巧す るを 世に めて は、 おし もお存 がを いの だ。 

ホを の 方法に 閲 し、 震は を 法的を 嘘 巧に 化づ べき や、 辟 义 ホを をのが 力一换 にがるべき ャ 、とい 
ム ホが 巧 論の みな K であつ た留 だ。 ヒ ，トラ 7 は-九 二 S 年のを いお おからして、 义 彼の 将來 t 
見 巧し 巧る が 股から して、 彼 肖 みのお 巧 おお 巧を をを にを 巧ず る 化り、 巧みを 法 乎 巧に 則つ て 逆 
ん でも， 化す 巧 巧ず ると いん 見 巧を 0 けて & わ。 がるに 人的が 索ょりも さおを 理 をを 過なず る 化 
巧の 逊ホ酪 ザは— 巧 ど 左 « ルな 巧 的を 其 產* と 同じ やうに一 用り ょがりの 巧を に 麻な して、 こ) 

現 か 巧の ブル ジ ■ T 中、 むの 產巧 おが 巧 巧には 化 力 反 巧すべく、 こ 一】 自由 ま 巧 お 巧 巧 煤は、 兄 ゆる 
乎设を « で 巧 巧す るを 巧し、 た r (一二】 コルボ ラチヴ なれな 主 巧の 産 巧に 巧つ ての み、 巧 下が 行ぶ 
に进 逆す ぺ きを、 强 調して 巧ら うとし をい 0 

C れ 巧の 北 巧 巧 かなれ 输ザ (シュ トラ， サ T 巧) の 人工的に ちち 上げ わ テ— ゼ は、 ぶ 巧の' raS 
を ホ 如を」 の それに 巧な して、 一巧が ガ巧 けに 且つ a 餘 的に 化 立てて は あつたが、* 巧 的な ド 
ィッ 人の 困 巧 生活の ザ 巧には、 巧 ど ピンと 共 咱卞る 何物を も 抱 化して わを かつた 〇 それは 化 人が 
化を を 目して 「田 民 ホ 巧 的 マルキシスト」 と俗稱 してた た 程、 ち 及に 巧い 巧 ホ 巧 苗を 巧り 入れて 
わたが ためで ある。 がし それにし でも 「巧 お ま 茜 的 マルキシズム」 なる 俗 おは、 みしえ 巧 外れ ザ 
々たと をん。 化 巧は 依が としてを 1W 式むな おみ 巧 ホ あで あつて、 巧 M が お巧构 巧な をに 巧らざる • 


み 巧 巧 まが 形 巧を おなしで わたの だ。 た ご その 巧 巧 的を 苦 巧 巧ぶ は、 ヒ ，トラ r の 新しい！ と 
異 つて、 r 乎 段を 逸ばず 時期を なご 方法に がり、 がつ てが 論の が提 たる お 巧 的 本 巧が が閒 がし 
でも 差 安へ ない とい ふ、 輪理 的な ホ 巧が 帝に 陷つ てわた 规が ある。 

それに 巧べ ると ヒ ，トラ ァ のを 巧には、 ィデ ォ ロ ギーに 某く が 推と 例 巧と に ギラ {ホる 巧が 
をい ので、 何となく んで巧 ホな 巧は あつたが、 それでも 彼が 巧 民の 化 巧 巧 棟を じつと がが •あた 
隨 には、 シ* トラ， サ T などょりも、 もつ と 本能 的 且つ 政 お まに 正 緒な 巧る ものを 峽 しでね たの 
ガ 。を 命の 巧 巧 もい t •..だが それが お 巧 生物 おにが する ホ 命で ぁるな 上、 その 切 問 手 巧には 郎物 
を 使用して は 不可ん… な 操銳い メスで、 な も 袖、 む！^ 上の 巧 おを 拂 はなけ れぱホ 化する：. 日 的は た 
だ、 半 巧 半 ホと なつで ねる 「树 巧」 の 巧氣を あして、 もとの が 庚 抓に おさぅ とい ふの ゼ わら、 餘 
り 過 漱な切 閒は阔 おのを 命を の ものを 巧つ で了ム 、と 見る のが ヒット ラ y だ。 彼 も ホ 社 かを をに 
は 一 おのが 寂を 拂ム〇 がしが のがを ま 黄は シ ト ラッサ アの 帳には 銜溫 巧と 峽 るし、 マル キ シス 
卜 ぶび 一般の お 巧 巧 論 おにと つては、 巧 ど お 巧の 仕な もない 提の テー マの 探， り 避へ なりと して、 

1 ちに附サられで了つた。 巧とをれば彼が 「おおまゴ^|^」 としで頭に描いてわることは、 個人的な 
唐の 巧 巧に 巧らず、 义巧 小々 子の 撇巧 辟, I におかざる 柄 人の お 商 給が 狀 おの 巧 出な の だ。 ゼ から 
勞 巧には、 か 給 不平等な 個人的 お 巧の かおが 許される。 巧し それは 公共が 化の 巧 おに 股り、 え お 





巧留 おの 利 おに おする やを やに 巧いて、 公の 監 が 下に 立つ もので あらねば をらぬ とい ふので ある。 
巧つて 彼の おを お旋 は、 經巧 巧の お 巧を 悅 しで、 倫理 巧に 巧 入つて わる。 世人の 巧いた の， は 
笑つ たの も 無理は ない。 なし ヒ ，トラ 7 に 言は せる と、 巧を 主 巧が 提巧 現象の 方 則に 巧つ で、 化 
かてなければ ならぬ 现 代は、 病被ボ からで ホる… 健康な 西 巧 共同 曲 化の 化 巧では、 それは 決しで 
巧巧ぢ やない… だから 我々 の 巧 巧は、 その 倫理的 社 かま 巧を ぶ 巧なら しめる 坦巧 共同 曲 巧 化现の 
ために、 先 づ國巧 的 政治 革命を 巧 巧ず るに をる とい ふ。 

巧が-方 北 巧が の 固 巧 ま おおは、 おお 政策と いふな 上は、 ホ 來の息 おでの なを ま 巧に がらな け 
れち我 沒が出 來をか 0 たものと 見えで、 彼等は 一を】 五 年 十一月 ハン ノーフ ，で々 が 的 貪 巧を 
開催し、 ヒ ，トラ 7 Q 想 化に 反する がをお 淀お領 なる ものを 作り 始めた ので ある。 が^ 等の 啟 
巧は】 見租 めて ラ デ カルで あつた。 何もかも マルクス 流の 巧 局 巧# からが 化さぅ とする のボ 。ゼ 
わら 彼 巧は 先づ 合法 ま おを がし、 階な 安 おに 巧る お 巧 的ず 巧を おし、 巧 人的 自由 ま 巧 t がし、 巧 
に H 巧 上の 巧 巧を 排 巧した が、 をの 巧り 沒耕的 お 鉛 お 巧への 巧 W を提咕 し、 その 巧 巧の 手始めと 
して、- 切の 巧 冀的租 巧の 巧附 を、 ホ カ 的に 拒を する ことを 巧 巧した。 がしが 培の 世人】 がは、 
マルク 巧が の 値 巧を の 直 巧で ホり、 义 アメリヵニズムに 依る 巧を な 巧に 夕中 とな クでゐ る 巧と で、 
こんな ザな マルキシズムを 巧 0 て、 が も 巧 おのな かの 法的に 結びつけょぅ とずる 巧 力は、 机上の 
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を窝 としては 面白い かも 知れめ が、 時代の 大衆に 巧へ る 本 巧の 意 巧での 化を ぢ やな かつた。 

だから 困 夏 含 主 お 蓋の 大巧は、 そん 送香斐 まを 北留室 巧に 追 苗し なち、 繁が 

-R ら 化が ヒット レ リズムの 本潇に 巧つ て 巧た。 そして-九 二 六 年 二 巧には、 そのを 部 だけの お 巧 

ホみ 巧が： ハン ごを 開が をた 端を、 化 靈とヒ ，トラ K 巧と 室に 皆が つて 馨し ホつ 
たち 結局 曲 扇は 霎忆 上つ ちその 說爭 の 中を、 蓋に 原して あちた プロイセン その 化の 
王 おを びが 侯 巧みの 舊巧 領を沒 化す •へき や 否や、 とい ふこみ 入つ た 闲巧的 巧 お 問 巧で あつたが、 
シュ トラ， サ T 1 狠 はを 0 巧ち ホたり し マルキシズム のか 巧 そのものに はだ 對ガ と、 口では なつ 
で わるに 拘ら チ、 結果と しては お 等 一が の 进 おおを ま おの 立 巧ょり して、 これ 等が をの 绞 化に 巧 
巧し、 又 一方 ヒット ラ r おは お 巧が 產 制の 巧 迫を をを する 理淪 上の 結 おとして ，なか おにを々 と 
だ 巧した ので ある々 がし 括 局 巧を 巧の 巧 巧と しては、 をに ヒット ラァ织 になを しで 了つ た。 

右け かき 黨 巧の 論爭 も、 一九二 六 年のを には-巧 ザ 付いて、 巧 巧 社 ホが 巧の々 巧 巧 巧 も おまつ 
たので、 き 巧の セ 巧に をつ て、 じ， トラ y はを が 星る 巧巧ぞ として、 化 巧ち 巧 S で 巧 中に 
あたる ワイ マ T にな 大を をな 巧した ので ある。 卽 ち、 その 巧は もぅ 黨 巧の 巧 巧は 巧 拒に 巧 巧され 
てね たわら、 巧と しては 巧 力を 他の 改 がのを 巧、 巧言 すれば、 7 イマ ァ巧 をの 巧 巧で 夕 なしで わ 
る 中み ほ 巧への々 C とい ふ、 本 巧の 目 巧に 巧 中ぶ 巧 ずれば ょわつ た巧ポ 。で その 時に なめて！ ^ の 





「がが* が. が， 艇」 が、 をが と 母 まさる、 に 至つた k 

この 大 みは ヒ ，トラ 7 にがつて 稱珪 された K の 前な に、 一段の 光明 t ポ したお あ 的 巧 巧で ホつ 
たと をても い、。 巧 - W を 巧 ゆる 巧 曲 「ヒ ，トラ 7 マン」 が、 巧は トラ， クに ホり、 ホは 巧 ホに 
化つ て、 この 中 巧の R お 的な « がに 集を し、* のな 巧 巧 W おに 巧ず る あ 巧の 芭 fc なて わ。 一九二 
三年 十一月 化 日に 化染と 友つ ため 十字 ザが、 巧 中に 姑つて わる。 供 ホを 能ぶ の 下に じ マトラ, は， 
茶 巧を の 制服 樹 ひで、 な 泣を 讲 へた 一 萬の だ-, At 凹 おした。 その 巧、 特に ヒ ，トラ 7 の 切 曲 t 
巧 巧した のは、 後に ^ と 互 巧の 巧な 的 W 力を 持つ やぅに なつた 「括 ホ が/のち S . S 
であつた。 

この ワィ マ T 大み でみ も 巧 目す ベを は、 t ， トラ T の 巧 巧 色 まけた ゴ 》 トフ 9— ド. フ 1 I ダ 
T が、 一九二 〇 年に 起を したな 拍巧 二十 お 商 化を、 巧が にが 明した C とで ある。 モれ にょると 扭 
巧せ を 巧は 巧 則と して、 をち 財を 制を 树菜 的に 巧 里 するとい ム 曲に、 闻に 力が が 面 かれ わ。 印ち < 
シ- トラ* サ T ま 其を 涅 ホの 团巧主 巧は、 巧 おに 排撃す るな® を 明示した ことに & る。 ザが、 巧 
^.^|レ^<といムのポから、 な席それには巧外がある《 则ち巧人がを共の巧なに反卞る方巧に依つ 
てが がした をち 肘を は、 困 菜の 巧 巧の 外にぶ くと いふ C とに & つてね る。 それは 巧 ひも & く、 い 
づれ ユダャ人 なわには 祐 巧を なは せる ダ、 との 巧な fc 巧へ た 巧な の ガ 。问 巧に フ 1 1 ダアの 「巧 
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子が*」 打 巧 苗は、 巧 おとして 闭 おなか# の 括 ホ か ホの サ子 t おづく p 、 おつて 財ち の芭 ホの « 
せとい ム ことが 特にな 雨され た。 そ C から 田な 的 お « 黄 本と 松 巧と に 巧 する 反 巧が をれ たので あ 
る。 卽ち苗 お 的を ユダヤ人と ヴ 1 ル サィ ユ條 約を 巧 タゥす、 る 巧 巧な 田と に 巧して、 が 力 巧 ひ t ホ 
まんと する を おが、 おお 巧く ま 巧され たので ホる。 


み mlvhlawwort の 都 

ペル リンへの 逛 出は、 t ， トラ •'の 巧ん の 巧ち であつ たにな a ない。 だから こそ-を 三牵十 
一月の^ い 巧 かまでを を 居した のボ。 

大凡べ ル リンは 共 巧 巧の 巧な である。 胺令 この 「ァ スフ 7 ル トのホ 束」 は、 ゲルマ-一の 俾较に 
お ホを ユダヤ人と、 ドィッの ± になを ホつ たプ P レ タリ TI 卜 との 除な 巧ガ けが、 化 t がかす 巧 
であ 0 て も、 この 叫を モに 入れない 化 〇、 大巧 绝主 巧の 理 巧を 天下に が ホず る ことは、 巧め て闽 ^ 
おで ホる。 ヒ ，トラ 7 は それが ため、 ホづシ •'トラ， サ T を探理 として、 ペル リンの 巧 化に なら 
せわが、 それは がに も 化べ た 迪り紀 て 失 化に W しわ。 何しろ ペル リンは ヮィ マァ ぶを にあ 度な 巧 
みち-巧 巧 府の本 巧 だけ ホ 0 て、 なかち 巧な どに ザを 巧す ものは 佳め て 巧で ホり、 曲* 巧 巧 的 & 保 
巧の ポ おがわる にしても、 それは 巧に プ 。ィ センの ± 化サ巧 的を 化 巧ち 巧を であるか、 さもな く 
ば 巧 論に 法す るガ けで、 巧の 没に もな ため 权巧 ばかり ガ〇 た。 シ ■'トラ， ヤ T といん 木 巧 かと 〇 
が ベルリンで 木 乃 かにを つたの も、 夫 巧り をん なれ 巧に 皮 面目に 巧手に なりず ぎた わめで ホる" 
だからな 辑船か 5 した 人构 でない と、 大 ほの 阐巧 化な 主な ホは、 ベルリンで 揉まれて、 理巧 ばか 


りこね てね るう ちに、 ぶは】 租の 「巧 逸困特 巧」 (巧# ま 黄 ホ) た 巧 巧したり、 ぶは いつの 閒に 
か、 共を 理餘の 魅力に 引 巧ら れて了 0 たりず る。 そんな ことでは 巧 巧 おみな はいつ ホで 巧 0 でも、 
ドイツの む 巧 部で 巧を 巧る ことは 巧し い。 

そのな ホに がで、】 九】 一六 年の が、 ヒ ，トラ ァが おおき ライン ランド 人 31 ゼフ •ゴ 1 ， ベル 
K を、 巧た に ベルリンの 「が お 巧 お」 に 巧 命した のは、 » のがを に 巧し で、 非 巧を 巧 命を 閒 がし 
たこと となる。 

ゴ ュブぺ ルスが 化 巧 的 新しくが に 巧 入つて ホた 人愤 をる にも 掏らす 巧 傅 工作に と 0 て-巧 据 
しい ペル リンの 探題に 巧 巧され たのは、 彼が ライン あび ルー ア 地方に がて、 巧の ために 化 巧 
モ 面の 巧 巧なる 巧 巧を 樹 てた 巧め では あつたが、 なは その上に 巧 物の やうに 欽利 なを 现に巧 0 て、 
化の 抗 辯を 寸 巧ず る ことの 出 來る彼 巧 梓の 堆 辯と 才巧 とが、 特に ヒ ，トラ 7 の おに 入つ た 巧め で 
ある。 ぉ巧ぺ ルリン人の生巧には、 ドイッ語に詢ふ SJiJagwort (强ひで 「おなゥすお」 とでも巧 
すべき か 7) の 調子が まがず る。 それは 恰も ロンドン 人に 「ユー モア」 が あり、 パリ 人に 「エ K 
プリ」 のがす るかき、 大 がみ 生话に 無くて けは ぬ 一 韻の 大ホ 生ぜの 巧 巧で あつで、 例へ ば 山と 音 
へぱ ずぐ 川ろ 巧へ る やうに、 おの 利いた 宮 案の 描 おしで なて、 巧手に グゥ 0 巧 も おせない やうな 
巧 ホ 石火の 納子 なので ある。 この 巧 子は みく ベルリンに 巧んだ もので をければ、 中々 化て 巧ない 




し， 义こ の 調子を 持た 记 人間を、 ペル リン 人は 非常に 括 巧して 巧 ど 巧手に しない 《 ベルリン 人が 
常に. ハ ィェルンの 田舍 ホを 巧な にして か..， るのは、 巧ナ るに 後者が い 0 丈で 轻〇て も、 この 巧モ 
を ザし 巧を いがため で ホる。 

所が ゴェ ，ベルスは、 猎 こそ 小 ぼけで が 化で、 あ 采は挣 がらない が、 彼は 生れながら にして、 

CQ Sch 一 agwott のが 人な ので ぁる。 化 間は よく 化が 過 ホな をな t 巧 ナるポ けの 巧の やぅに ち ム〇 
だが それは 披 t よく 巧らない 巧の 閒迪つ わか 沙 ホに 巧ぎ & い。 は輯 、彼は 巧 ま t も 弄し、 あ ひ 切 
つた 恶 n もな ひは する 〇 がし 巧 舌や恶 口は、 則に ゴ * * ベル スガけ の 巧 巧 构巧ぢ や & いし、 それ 
に ペル リンでは 巧に おそれ t 巧せ！… とか、 何々 を 打倒 甘よ；；..' 女 どと お茶を； ち 巧 t せつ だけで が 
は、 巧に 化 人 巧 ひに する だけで、 おも 巧手に しないだ らぅ。 ず、 ゴ 1 ， ベルスの 巧ち やお 口は、 

音 おそれ 自 みの 巧 巧よりも、 それを 利用す る 巧 子が、 をな Schlagwort 式で ホつ て、 •ヘルリン 人 
のれき 出す 巧 灼や巧 巧の 巧 g を 商 お 巧に がわ あして しま ム 巧に、 一试 はなの 出 巧ない 朽化 fc 持 0 
て わる。 その 調子を よく 巧へ て t れば C そ、 化は ベ ルリ 'N 人の む 巧 fc 、 巧 巧 自在に ホが しが 脚し 
で、 時なら め お モ巧采 を 巧ち， 得る のガ 。その 調子を 巧へ ないで、 巧に ミ* ン ヘン ホたり の 田を か 
ら 化て 來た曲 巧れ かま 巧# が、’ どんなに まがを 紙 レら サ 、お 巧 t 巧せ 下して みても、 ぶは どんな 
に涅 しい 巧讯 人的を 堅い ホ おを、 巧* で扳 巧して みても、 ベルリン 人は た •、か 阳瞄 つて、 巧を 帮 


める ガ けだつ たで あらう。 シ* トラ ブサ T の 失肢も ホー 面 そこに 在つ たと 诗 へる… 0 

で、 この ゴュヴ ベルスが ペル リンの 「州 指が ホ」 としてを 傅を 開始した のは、 一九二 六 年 十一 
巧の ことで ある。 彼が ベルリンへ やつて 巧た 時には、 巧 負と を ホる 巧は をを はして わたが、 をが 
ダクトを おる ものがない ので、 をが おでが で、 がつ でが 乎な お爭 のみを ホと しで、 巧 どが 化の つ 
かぬ お 權が媒 を 示して ゐ た。 が、 むに 期ず ると ころ ある ゴ王 ，ベルスは、 ホづ 小さな-ず 消 おの 巧 
におな さへ ない 一室を 借りて 巧抹 巧と し、 が ホした 巧な を兒 けけ 化して は、 一々 個人のに おい 樹 
なをつ ける 所から やり 姑 わた。 

その 時々 ペル リンには、 丸十ぶ の お •，心 (巧擊 除) がわた とす はれる。 彼等は 巧 どを 巧が ホ 巧 
巧で、 がに 巧い が 巧が あつて 巧 巧 社# ま 巧を 倩 じで むる 课ぢ やな かつた。 ぶは 共 おぶ へな 入つ て 
ホい 巧を 巧いだ つて 同じ こと だが、 共 庵* 巧 ぢや不 巧 かな 巧搞巧 巧が 多くつ て、 巧に 巧 るれ がね 
るから、 巧ろ この 巧 化 巧り でな 氣 のょ ささうな お 十字の 巧の 方を 巧いで ホいて やれと いふ 化な 
どうで もい そしで 巧 成り おの おい 連中 ばか ゥガ〇 たの だ。 それに プ〇ィ センの 巧 巧大廣 で、 
おかがま 化の がが たる セー ヴょ リングは、 橄弦 的な ヒ 7 トラ 7 が ひだつ たから、- 化 二 S 年の ミ 
* ン ヘン ブー" が 巧け W 巧、 自 々の 巧诗 巧の ベルリンでは、 一切 お 十字の 巧 fc 楚 化しで あつた。 だが 
ゴょ ，ベルスの 抱 巧の 仕方には、 時々 奇想天外ょり なつる やうな お 快 ホが あつた もの ボ から、 そ 


! 巧 


のうちが 巧む の 强 いを 年逮 が、 巧 A そのが でに がまつ てがた。 ゴ H ， ベルスは これ 巧の 巧 年 t お 
がに 据 を、 巧の お 十字 巧に 巧つて か 手を 巧く 瑞げ 0 叫ぶ— 「找 々自 みはが くも 何でもる い… 巧 
巧の 求めん とする ものが-切 であり、 おも 一が 巧い の だ！」 それから ホを の 大巧と 巧 ぱれた ペル 
リンの ぶ 中で、 初めて 西 お 社# まを おの 大巧 かを 惟した 巧、 化は 人-なの 大巧を 联瑞げ て 次のを 
巧を した f 「マルキシズムは 巧ず べきで ある、 若しも ドィツの お々 主 巧が ホき ょうとす るなら ぱ 
だ—」 

彼の巧說は、 おく音へだ用强の齡^^おがにホちでねる；がれく巧\ば闲のがジ'^^おに依つで 
かの 肺 巧を 扶 ると 同 巧に、 その 应 をが かしめ るの ガ 。ゼ から、 权 めは 反 巧と が 有、 むと だけで 閒 
いて ゎる 抵ホ も、 い 0 の 帥に かを 瘡 しぶが し、 ぶに なの 同 巧 ホと をり、 又 正式の 巧 ± となつ て揪 
かう とい ふか、 むを ずる やうに をる。 殊に 巧 年が さろ ダ。 ゴュ ，ベルス 自み もま ボ崎 がを (上に、 
ペル リンの せ 年 やお 人を 巧 乎に しで も 何にもなら め.： 化 等は 假令技 マルキシストで ホ 0 でも、 到 
弦 巧が の 「巧 逸 困 梓な」 貝の お 巧を がない わ、 おらず んぱプ n フ 王， サ T ぶに 巧んだ 巧 おた 捏ね 
る 巧ガけ ボ…と 巧を 括 づでゐ たもの だから、 宜 がの 目的 巧は 常に 巧 年 だけ ザ ある。 「未 巧を ちす 
る ものは 义巧 年を 持つ… かるが 巧に 巧々 は 未 ホを 持つ！」 とは 彼の 有ぶ なぞ おで ゎつた。 巧つ て 
S • A の 巧 年が、 ペル リンでは ホ 巧に 巧 加の 巧 向を 示した。 そこで ゴょ ，ベルスは その S • A た 
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引み して、 今まで ホ色プ 。レ タリアー の 巧よ 巧臺ボ つた ペル リンの 巧 頭を 奪 巧し ようと か、 つた。 
暇さ へぁれば ユ ダャ巧商の夕いぺ ルリ ン の化巧さの大！||和、 共を黨員の持居したフリ》ドリ ヒ K 
《インを どを、 换 巧を 巧んで 徘洒 し、 逆らん をに 故 ザなる 巧 巧た かツ 掛ける おおを 拾て ない。 

彼 巧が 步 調を とつで 巧 若 お 人に 巧 進ずる お 合に 叫 ぷ合咱 は 巧う をの だ。 

„Durch oiHBtTIS marschieren 巧 ir ! (大 ベ， ル リン 中を をです るよ 巧 巧— 

『口！ •さを If H ミ er 夏 ョ pfen さ r. アドルフ •じ， トラ r り そめ 巧 ムよ巧 巧。 

Die rote Fro ミ* bnxht を en 打 wei ! ホの 巧な を 巧 二 0 に 巧サ 1 
S . A . marsch -3! Achtu 另！ ご ie ぶ rasse freir s - A の继 ザ！ おを なけえ I 直を ㈱ けろ！) 
さう い ム共產 ぶ 貝を 巧 布に 巧ら せる やうな おを、 わざ. 巧々 しく 嗔 つて、 巧 載の デモを 巧つ 
た 上、 到る おの 巧吿 が一 郁ち、 ベルリン 巧 頭の 四つ角な どに よく 立つて わる 公 お巧吿 巧^ 耐支齡 
—に 巧ぶな く、 钩 十字の 宜ゴと 猫ず る 巧を 的大ホ 宇を ベタ {なつて 巧く。 をれ には 斯う 巧いで 
ぁ ミ 

「ブル ジ •ア 閣袭 はみ まがに 巧 づきつ、 をる 一 をれ はを 巧 だ！ 巧 かなら ドイツを 角なず る 巧 格 
がない から。 だから 新しい ドイツを 今 裳へ 化す 必 巧が ホる。 それは を 巧の 巧 おで もなければ、 巧 
巧の 困 家で もない。 たで 巧货と 巧が の ドイツ 巧ガ ー そのを 巧の ために、® をはた r なお一 巧と 
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巧の 巧 かお— を 进んガ 。諾 巧の 夕の 中に、 ドィッ 巧が のな 命が 推ら れで わる— ょく おへて お 給 
へ… そしてが ななつで 我等に 巧 嵌し 給へ！」 

で 「额と 華の 巧 低 ザ」 就 巧は、- 丸 ニ セ 年 二 巧 十一 日 (をが) の 午後、 「フ 7 ルス ザ— ル」 に閒 
かる、 巧 巧な をな ベルリン 大か にお 巧し、 巧み 化な ± ゴこ ベルス 巧 ± の 巧說に 耳を 巧け ちと 
いふ 文 かが その 巧吿の ホに 巧 かれでぁつた。 

この 大み にがで ゴょ ，ベルスは 、巧な 「プル ジ， T 式 階が 巧 架の 巧 迫」 とい ふ 大巧 巧を やつた。 
がしを おぶ び 閑み 巧の 口前は、 お昂 した 共產靑 年の 法 巧を まけ、 血 おいが 巧の お、 巧 ホに 夕 巧の 
巧 衡夕を 化した のは 當が だ。 

巧る にこの 有 巧を おて、 プ ロ ィセ ン巧巧 セー ヴェ リングは、 大 ベルリン 巧に がて 巧 巧 社を なの 
デ モンス トレー シ •ン あびが おを お致した ので、 それから 诉くゴ H ， ぺ ルスは、 モ〇 得な の热辯 
をが ふこと が 化が なくなつ た。 巧战 が化來 ない となると、 彼は 週刊 巧抽 「アングリ， フ」 (今 口は 
日刊に なつて わる) に閒ぢ 巧り、 今 巧は ペンを 執つ でが 巧 お壶の 論が を 娘り 的め た。 が 彼の 文 ザ 
もホ、 彼の巧說な上に辛^|を祖めたものなのポ。 を時の化人は彼を 「ナチスのマラ|」とさへ巧 
んで わた。 

だが で洩 となると、 S がは 共 巧 巧 0 な 都には みかが そい。 なに 巧抽 巧は それを ユダャ人 山々 0 
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ホ 壬の 巧り 巧 おで ホつ たため、 ぞ あを 「ペルリ I ナ T •タ ーゲ ブラ， 卜」 にしろ •「フ ォシ， シょ • 
ッ r イッ ング」 にしろ が 飼-が 巧は 巧を 巧め てゴェ ，ベルスの 抹 A ダヤま 巧を 反 > 巧 おしち 
ホる 巧 閒 のかき は 抓 おの 口 巧で— 「ゴ 1 ， ベルス ( Goebbds ) なんてな あは、 本 巧の ドィッ人には 

卡 つと •： VN ふ 

なしい… たな ゴュ ，ペレス ( coeb 置 色) か 巧の 巧甜ガ らぅ… ゴょッ ペレスなら その 巧 音から 推 
して、 どぅして もこの 巧は ユダヤ人 だ… ユダヤ人が ベルリンの ナナスの 巧 方に なつて 巧ぐ とは、 
♦持の ならぬ ス カン ダ ルガ ー」 I などと 巧き 立てた。 すると ゴ 王， ペル K はな ホに な 0 て、 これ 
等の 巧閒を 「 i 试の シナ ゴー グ」 (シナ ゴー ダとは ユダ卞 おの 巧拜 堂の こと) と 巧 尚し、- おに 
が おの 巧で 彼 巧を 巧 巧して いふ— 「巧 だ I …巧ガ ー…巧 お、 ほず る なれ、 巧 巧 八ち だから-: 化 巧 
が 口を 閒 いたと 化つ たら、 そら-つ 巧を i く… as 巧が】 巧 凹 巧した となつ たら、 をら 义 一つ 巧 
の 巧 だ… 孩巧 巧が にがが 一つ 巧つ てると おつたら、 策のを 义 々巧の 大巧 だ。」 

ベルリンの 巧规 巧は、 特に ゴ 1 ， ぺ ルスを 巧の 化の かく 巧んだ。 をれ はがが 巧の 即巧 おが、 ぺ 
ルン A ルド- 7 イスと 巧ぶ ユダヤん おみの 巧 だつ たからで ある。 ゴュ ，ベルスは この 巧に 「イシ 
ドー ル」 とい ム热 げた 掉を をつ けて、 口にぶ にがを 巧 擦し 巧 舞し お 巧 化した もの だから、 ゴュ， 
ベルスな ヴ イスの 前 巧 六华閒 がいた 時緣 は、 巧 巧の 巧 巧 巧を さんざめ かす ぞ をな 巧 おとを つてね 
たもの だ。 遂には ワイスは 「イシ ドー ん」 なる がちを ひろめた この 巧き ゴょッ ベルスを か 乎 おつ 
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て、 か 巧に あ赛戟 巧の が 乾を さへ 提起した くらね である。 すると、 ゴょ ，ベルスの 法 巧に がける 
陳述が ふるつで ねる— 「か 病、 巧货は イシ ド I ルと いふす 実を 巧 用を した；. がし、 イシ ドー ルは 
人閒 のぶが ぢ やない… それは 巧むべく 笑 ふべき 巧る 「ジス テム」 のを 稱ガ… ホ 巧の 巧め しかつ 
た 王 巧 巧が、 巧から 巧な ちられた もの ボ から、 その代り 巧 代は その^ 2 の 上に チョ n ンと A ダ卞 
人が おつかつ てゐ る... だが、 をの がつぴ 巧の 可笑しい 臘ホ おろ ミこれ が 笑は ホに わられる もの 
か：：：」 、 

巧な に ヮイスと のを 巧は 夕 み 巧 巧が わ 0 たけれ ど、 巧し ろ 巧手 はぜ 巧の 热 ホで ホる から、 これ 
に昭 まれて い、 結 おの あらぅ 巧がない。 な M が 何 か-つ 息 傅ら しい 巧 巧に 化る と、 もぅ 巧を がが が 
がを 打ち 抱つ て进 化を 巧 もな く 迫 ひ 故らず ので ある。 巧に 共庞 巧な はこれ にが じ、 「ナナス」 と 
見れば、 お纯 その他の 兜 おを 巧 ひて 巧 巧ろ をが 巧ず ろ 「ベルリンの 色ょ、 が 血の かく、- 永久に 
ホ < を 巧され て あれ一… をのな 其のが がを 巧る ために、 ヒ ，トラ 7 の巧盜 M をが 解せ ょ *」1 と 
はモ ス コゥのおを巧したを時の 「ロ ーテ フ7 ,ネ」 巧の巧巧でホつた。 斯くして、 ゴ 1 ， ベ ル K 
の 巧 下に 集まつた ベルリン S - A の】 巧 中、 をの 巧々、 ホを 巧が 胡 古 W の不 巧の 巧 巧を 巧け て、 

節 道に 血が を 做ら しを がら、 巧な をを 巧を なげた 巧 年 巧は おくな かつた。 ゴょッ ベルスは これ 等 
の 化を ある 「 S - A 無ぶ 巧 古」 を 巧 ふために 、「アングリ》 フ」 巧の 円 巧に がが のぶをが つてい 


ムー 「ちて よ 巧を、 巧し さ 巧 S ホの 巧 ホち よ I ホを は 自ら 巧 S 巧 H のち 族を る C と 左を るな— 
ホタ のか かもて 巧 時を し 貴は、 を C かずや、- なお 定化宙 となつ で 現 はれる にが 0 てむ る I ホを 
固 わ 巧 few 直せよ 一 をを々 S ネの » をめ 一況 巧のを をが* する、 デモ クラシ ィの恶 や# t 巧 巧*, 


_0、 議會制 否定の ための 選擧戰 

巧 ふに、 困 巧な みま おの 巧 巧の 火の かき 巧 お 化は、 巧 論 上に 立つ ヒブ トラ 7 の 巧が な 化が 統率 
の才祁 におく とは 音へ、 一方 共が 國 の、 む议 とも 寸り ふべき 大 ベルリン にがて、 巧ネ のお宙 とま 巧の 
がを がと を 持ちが へた、 ホの 琪坡 りの 强い 31 ゼフ •ゴ- ッ ベルスの 活かに 巧 ふところ も ホ、 非 
巧に 大き か 0 たと 見なければ ならぬ。 今日を 化 巧と しての ゴュ ，ベルスは、 方々 の 批巧絮 から 巧 
巧の 眼で 晚 まれでは わる。 そのが 巧に してが 惊 をる 態度を 巧んだり、 明つ たりず る 同の さへ 可が 
り夕 いやう に 見 巧 けられる。 をれ にも拘らず ヒット ラ 7 は、 巧が として この 男を 巧 お 班し、 巧し 
て 彼を 巧ん じょうと しないのは、 巧 巧が を满 のま 猪 巧に 巧し、 巧の ために ー ホ 因 巧な ホ ベルリン 
で お々 しく 賊 ひがいた 彼のみ 巧を、 いつ 迄， れ ないた めと あはれ る。 

がくして 一九ニ セ 年 八 巧に 至り、 西 巧 か々 なは 南 巧： ルン ベルグ 巧に 巧て、 萃 面を 巧な 大 
みを 開催した。 その 地は ドィツ 中の ー ホ 符統 的な 巧い W で ホつ て、 ヒ ，トラ 7 が 一九二 S 年に 初 
めで S • A (巧 巧 除) の 巧 兵を やつた 巧ボ 。おる にこの 巧は、 こ L にお 二ぶ 人の S • A が、 を K 
タンダ ルドに がれて、 なおな み 巧 式を 巧 巧した。 二 A 人と 音ム わらには 巧から おても、 もう 今を 


が 


の やうな 获巧 年の おを s 示ぶ ぷ 助た 巧は すだけ の、 巧た る裝 化で もサ氣 つけの た 芝ち でもを い。 
化ボな 「* 除」 だ— をを なお おの 兵カ ガ U 

このな くべ を 進 ホー S . A のが 利— はか 何なる 巧 巧に 化つ て おつ たれ f がは それ t 巧 巧の な 
巧 的ず 人的な 闲巧主 巧！ 一巧の 不巧 一に W する ものと 見て たる。 がそ、 K ， トラ 7 速 S なかの 闲お 
主 巧者の 巧 S は、 その 時み をが 巧 結つて わ わか、 本は その 稱 巧に 巧 ホが をいた めに、 M 日に 馆を 
を 生じて わたので、 0 まり それ 巧に がりない 不平の 巧は、 大舉 して ヒ ，トラ 7 あに 巧を し 姑め た 
が爲 めで ホる。 例へ ば、 ヒ ，トラ 7 あは その 時々、 ホ ホの 「み 巧闻」 の 中から 挣 しいな 年を 獲 
巧した の だ。 み， が ~ 邮」 の 乾な は、 巧 巧 ブル ジ ■ T れ かの 巧 ホめ 巧 巧の 大巧から 推して、 巧 逆 S 
巧 巧の 巧な ホを る をん り、 巧た に 「巧 あの 中に 入れ I 」 といん 巧 巧を 巧げ セ。 巧が 閑を といん の 
■は、 そのな 巧の こと ゼ わち 巧が ワィ マ T を 法に をが t 巧ん 巧の# か 因を 化ず ことにな ろかに そ 
の やうな 生ぶ いちれ に 巧® をつ わした 過が を 連中は、 どし'^ を 迄の M おを 巧沮 して、 t ， トラ, 
のみ 下に 巧 まつた ので ホる。 その他 化 用には なほ 「巧 年 巧 ホ 巧 ±*」 (が 稱 「ユング ドォ J ) とい 
よの も あつて、 初めは 反 か 的单 をを 巧 巧して わ わ もの ガ が、 巧には 「巧 巧 M 」 と 巧 巧に、 化 尊 
のか 巧が、 柿 合 田の® 求に 巧ず るは 府 のま 巧 か 巧に 巧ぶ を巧 す错巧 ホる を 化て、 巧々 化 沿を 虫 明 
し、 そして 舉 つて、 S . A への 額 入を お 脚して ザた やうで ある。 
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阻 巧 巧 含 X はかに その 巧 年迅 か、 則ち 軍な 的 ホ 面の みがな 巧した ザけ ではな かつた。- 化 ニ セ 
年の 中頃には、 ドィツ 闲 巧に めける おちを 巧 巧のを をを ままで が、 な々 ヒット ラ 7 のが 巧を 巧が 
ぅとして 巧 まつた 巧 向が、 巧に 化 人の 化に 立つ た。 その 例を 舉げ ると、 田々 の 萬 年代な ± で 、ブ 
〇ィ セン ホの 保守 巧を 代 巧して ねたを 名を エルンスト. レ— ヴ •'ン ト B I 巧の かき も、 自分の 芭 
する 「免进 因 枯黨」 の、 巧に 巧 地主 巧 巧を 巧が しては 巧巧ツ ホり の 巧は を 巧に な、 むする W ホ、 巧 
を あ' 面目を ホ かの ない のに、 ほと-^ 巧 巧を つかし、 をに 田 巧な ♦* の 化 員と々 つて 了つ た。 そ 
の 時 彼は ホ 白して 音 ふ— 「自 みは々 み世閒 からを 巧を なられ わ» 人 ザが、 今な めて 巧人ヒ ，トラ 
7 のがに 巧を 屈し、 彼の おみに 從ム ことと した'.' であるか，… 曰〜 巧く とも 自分は、 化が 
『巧 巧し 巧る」 人 化なる を 認めた がは である—」 

レー ヴュ ント nl 巧に々 いで、 シ .，卜 H — ァ といん 人 巧 も ホ、 正 まに 田ち な 會« へ乂黨 を 申込 
ん ザ。 シ •卜， IT は 「巧 巧 H 梓 《」 の 巧 巧 「巧 巧 も」 を 代ました け 藻 壬で、 今を は 苗 梓 巧が 》 
の巧衡 化を のを ホ 長を 助め てわたの である。 從 つてが の轉 X は、 がしく ホ かの 巧化ネ をみ 主法に 
持つて ホた ことに もを る。 巧に 义ヴ ■'ル, テン ベルグの 「がが がいのを ± で、 文化 研究に 巧を と 
な ク てわた 大# な 巧 メル ゲン ターラ ァ巧± が、 » に さかした ことは、 黨の理 を 的 モ面ピ 、ホ 巧を 
巧 ホを 加へ たこと になる。 
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これ 等の 巧 巧な 貝 その他のを i が、 巧々 ヒ ，トラ 7 の 巧 下に 巧 まつた ことは、 大 ホの 巧 巧 化を 
に 巧べ で、 大した 巧 件では ないやう に 化 巧す る ホ も わるが、 がは 巧ろ、 それに 非が ななおを 巧い 
で考 へて わる 〇何巧 かとい ふに、 レー ヴょン トロー 伯 ヤシ* 卜 * IT は、 じ ッ トラ 7 にがし、 泣 
ん にがの 巧堇 化を が 巧し、 そして ヒ ，トラ r のちへ も、 モれ にがつで 非常に 巧つ て 巧た が 巧め 
である。 元巧ヒ ブト ラ r は 巧を 主を のな ガ 。その お 薄 方 かを が 化する お 巧に がて、 ヒ ，トラ r の 
、むは、 昔 も 今 も かしで 巧り はしを か 0 た。 なし 今や 彼の お 巧の おぶ は、 巧せ 共に をを な ものと を 
り、 -ち 巧揪 化を や 因を 賽 などに 塞な 閒 巧が クき始 を 見る ち 梓 ホの ホ 望が 巧し •てがる 
- ホで、 同時に ヒット ラ r の 政治的 本能の 眼は ヵツと なけで、 をア にこの ま L 巧お賊 巧に みがし 
でも 大 すま、^ われ 早 かれ、 ドィツの な 巧を を 郁 W のを 中に 牧 める ことが 出 巧る、 と^がみ 巧め 
をつ ける ことが 出 巧た ので ある。 がり、 ホ づ政權 さへ とつて 了へ ば、 巧を ま 巧なん かどうで もい 
い。 巧、 政 ホを とる ことに 依つ て、 藻を ま 巧のを 度を* 現す る ことが 出 巧る のガ 。從〇 て、 この 
底 巧 巧 城に 巧び 这んで 巧く ことは、 目的を 巫 化する ための 巧 巧なる 乎 おともを り 巧る、 と考 へる 
やうに なつた。 

勿 翰 それは 巧みを 定の 共を なが、 逆 ♦巧 的を やつて わるのと 巧 巧の 巧 巧 だつ セと も 言へ る。 さ 
れ どじ， トラ r のが 化は 早く も 共 產« などでは、 割を 化 巧の とれない ことを を 巧いで わた。 共を 
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なは その 巧 お 性から しで、 永义 にな 6 お 主な と 巧 巧卞る c とを 巧て しないだ らうし、 また 社み w 
主 巧は 共 ホな とな 问 巧な t 巧れば、 結局 共を K のす ひなり か 屈と をつ て、 ち 化は 反な にを W ずる 
だら うから、 巧を 枕 巧を 狭し をい 巧 巧に ある •さう いふ 工合に、 巧の おの 二 大巧な が 犬な も 巧な 
らめ 曲がに々 巧して ねる 限 C 、共を なの 巧 力では、 どんなに 逆 左ち して みても 化して 天下は みれ 
つ こを い。 た ジポぶ 法助档 巧の 化み はずる ザら う。 ザが 共 あ* が A が 十れば， その 巧は 眼に て お. 
曲に てな だ。 その くらわの 化が fc ホ銷 める ほどの が 力 をら、 みはもう じ， トブ r 円々 の 乎を に 4- 
々ホめ られて わる。 

で、 巧埋 になる のは 巧の ほ 巧 W ルの けなで あるが、 巧 化から 巧して、 ドィツの ブル ジ， T 巧な 
は 姑め て巧轴 にみ なし、 どのな K - つと つて 巧ても、 巧 立して か 撕を巧 巧ず る 可能 巧がない。 巧 
も 怖 巧から W つても、 巧に 段な を 化 巧して わる 巧は ホは、 巧 ホの 巧 绝田粹 « を 除き、 なれ も巧餐 
をに おがしが かしつ、 ある。 ガ からこの 巧、 一で 共 產*を ホ カで ぶ 巧ナる 巧ら、 他方では 々法的 
な 巧 n ® に & ひ 入つ て’. ブル ジ - T 巧 黨 から 切規 したな 巧 « を 揉き^ めるなら、 田 巧肚舍 なを か 
くと も當 巧の 巧 进闲巧 KW 上の 大を たものに ずる ことは をみ で ホる。 さう をれ ぱ 一巧 用进 用が 黨 
と 巧 巧す る おで、 巧 巧 巧の ホな を 巧を 叩 》 がけ、 そしで 巧みに 淀 封 多 巧を ぶめ てから、 过に 巧め 
て、 を 初からの を頗 通り、 な 6 ホ 巧 そのものを 自试 さして 了ム のが 巧 巧 だ… といん 巧に ヒ ，トラ 
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•'の 夕 かが 巧つ て 巧た ので ある。 

この 方 かに 大資 巧だつた のは、 矢 巧り ベルリン 孩 巧の ゴ よ* ベル スガつ た。 彼は 元 ホ、 おかが 
がと 人な 巧め のず がが 巧より がきな おで ぁる。 力 公 I たび、 盈单媒 僅で 巧 巧 すれば、 巧を W 上の 
な果を 上げ ミせ る。 との 自 なから しで、 彼は ぶのを 法的 遇* 巧 S に;^ 載の々 ぶを 表した。 た ジ 
巧に 巧ク で、 巧が を理 おを 巧ぶ シュ トラ， ヤァ や、 ぶは S ■ A の 呆力ぷ 巧の みに 巧 ホを あずる P 
王 1 ム なび シュ テン ネスの かきは、 巧が 本領 fc ちれて、 そんを 巧 巧な 巧な どを やれば、 賠局 木が 
かとり が 木 乃が となる ホを 巧ず る ザけ だと、 巧に ヒ ，トラ 7 を 巧め でゐ たやぅ である。 

がしい ろ^^ おへて をた 規 か‘ ヒ ，トラ ァは をに シュト よ ー ァやゴ M 》 ぺ ルスの な 見を が 巧し、 
巧が 合法的な 巧 巧 運 巧へ ホ 化す ことにした。 ぶもヒ ブト ラ 7 巧み も、 初めは 巧に 一 お飛びに 巧が 
巧 巧 かを 城き 樂 めろ 野 也を 抱いて むた のでは を かづたら しく、 巧 もち もがが これお 膨 限した の だ 
わら、 この 巧 合法的な か 巧に がて、 どれ だけ 多くの 巧 巧を が 巧め られ 巧る か、 とい ふ 尺 巧が 知り 
を かつた もので ホる らしい。 

斯 くして 苗が おを なは 一九二 A 年 五 巧 二十日の な 迸巧戰 へ、 を々 と 名乘を あげて 打つて出た， 
をの 結果は A 十 萬 セ 千の 巧 巧を 巧、 從 つで、 巧から 十】 あの 化な ± を 巧みに 沒る ことと なつた。 

この お 字は ま 巧、 旭日が 天の 巧 t 示して ねた ヒット ラ r 巧 S にと つては— 恆 令せ 巧の 巧^ か 
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で ホつ たとは なへ一 大して 香し い 巧な ぢヤ ない と るん。- 巧な 擧は 水构で ホり、 をつ »祐 のをな 
ホに を ふ 巧が ネ いので、 や々 一巧 巧では なく もので ないから、 化 等の ホ 巧の なみと しては、 光づ 
C れ でも 立 かづたか も なれない。 巧し ゴ 王， ベルスのを 氣 -込ぢ や、 この 巧 単で 一 邸、 田な 中の 巧 
1 1 おしく は 巧 ill なくら わにを 0 てを ホる との 货 をであつた。 それにし ては 少し 巧 巧が 监過 デるな 
が ある。 

その 理由は 他で もない。 虫す るに 非 巧に* がおかつ たの だ。 一巧 闽 民れ# 萬が 合法的 巧 巧 双に 
打つて出る とい ム ことは、 一の の巧单 巧の 阻 巧には 巧 前 「せな」 が义 一つが えたと いふ 曲々 を 典 
へたので ある。 巧が 今まで 固み 巧で 「せな」 を W て 自他 共に 许 されて わた 巧 逸 田が なは、 7— ゲ 
ン ベルクを 巧 巧に 巧く やうに なつて 3 來 、ャング あを 訟 めるな めない の 巧 屈で、 巧府 とおく 衝突 
し、 をに 「ヮィ マ T あを ン ステ A のぞな」 をげ 巧して、 がが たる 巧 巧な とを 0 で 了つ たばかりの 
降閒 であつ た。 そこで、 ヒ •'トラ*' の 巧 巧 社を X が、 $ 巧し <「 ち*」 として、 义 「システムぶ 
を」 の 政* として 打 0 て 化ても、 一の の 巧 想には フ— ゲン ベルクのは* でも、 ヒ ，トラ 7 のかな 
でも 大巧 间じ ことで ホり、 その 閒に巧 ど 苗 別の つかめ やうに 思 はれた もの だから、 お 局、 ホが へ 
の 巧 巧# は 巧を 上 「航 船が 鞭黨」 に 投到卞 る 持み をを わので ぁる。 

巧し、； J ， トラ r もこれ にあ クてホ 巧に ご 経験 t 巧ん ゼ こと だら う。 一を II 二 年には 一巧で 
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失 化し、 か 何に ななを おすと 推 も、 « 力の 不せ でが sfc をつ る ことの おを 巧なる を ほり、 义 一九 
二八 年には 迹 ホで まけし、 お^を 傅を 旨く やつても、 特に 巧 巧で 巧自性 ホる 括 話を、 巧 ホに 理ザ 
させない 眼り、 ななの ために 唐い ホを 坟 はれる 乱れの ホる ことを、 巧に 銘 じて 巧 巧し わで ホら う。 

♦ * * # 

巧巧ぢ やを くを かを かつた が、 そのれ り 一丸 二八 年は 因 巧な# 篇に とつて、 巧 面 的* 化 巧を 固 
める わめに、 曲 進 的な 進 か fc 遂げた 年で ある。 を 苗に みおした g おを 何々 巧 ホホ自 とか、 巧々 ま 
部と かいふ あにな めを いで、 巧ろ K ィッを はが 巧に 因 民な みな の 巧まで あるかの なお t なて、 地 
巧が に 所な 0 巧を 折き、 そのが つかの 匹を Sis して 「州」 となし (今を にも 「州」 の 制 化は 株つ 
ては わ わが、 それは 样 めて 巧みが で旦つ 巧が としてね たもので わるが、 この 年に なつて が 今日の 
« 制 巧と 同じ やうな 基 雄を 作つ た 巧で ホる)、 そのを 州を ミ* ン ヘンに めける を W お 巧な が-巧 
をれ 卡巧 ホす る'.. その 义巧巧 部の 上には、* 苗 巧 巧 ホた るヒ ，トラ*' がで つてね る… とい ふみを 
をを な 一| 斉巧 巧の 巧 巧 制 巧を 巧な しわので あろ A 
巧 3 ずを、！； 巧れ々 化は もう-九 二 A 年 巧から な 汲に 「闲み 巧の 巧み」 t なつた。 この 闲お 
の 中み ホ W ぶりは、 そる で 中 化の 神 艰巧巧 巧 困を おがさせる あ 巧に 刖〇 てね る。 巧つて C の 巧々 
から、 ホし も 段が 肚 か* が 天下を ホ 0 た 巧みは、 それは プ ーー ィセ ン中 むの « 巧 田 巧を あ 巧 本 】 た 
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ビスマルクの 巧を 帝 苗 や、 巧は 又、 主 巧を 人 巧の 息を に 基 かしめ つ L 、 地方み モ菌の 田 巧た、 巧 
端な 宫 治が 態に な 任した ワィ マ T 轰 法の 共 か 巧な どとは、 妥 おのが 遵 ある 困 おが 化 巧る だら うと 
いふ ことは、 巧に 巧 ホの 閒に 判が おがされ たがで ある。 

をれ から 一九二 八 年には、 をに 述べた 巧の 地理 的が お 制の 採用と 共に、 巧に モ巧 他の 新しい 巧 
設 もが々 を 巧した。 ホづ 今日の ヒ ブト ラァぷ かにが て、 巧が なほが t ぶじて わる、 わの 「ヒ ，卜 
ラ r 少年 曲」 のかき も、 矢 おりこの 頃化來 上つ たもので わる。 この 曲 巧は 田が むを ま 巧の がへ る 
がかを 巧 美を たりし- 學を バル ドゥ •フ * ン •ジ— ブ ，《が、 文化 政策 上の 見 巧から、 砖 巧の 西 
巧 社を ま 巧を なの 巧當 ホを おがす る ためにが 合した もので ホつ て、 ヒ ，トク r もを が この 巧华の 
巧 おと 跑 A とに ぶれし、 そのが 汾 をを 苗 的に 撰大 させる ことを がした。 中には 巧に S . A が ある 
は 上は、 おに ヒット ラ 7 少年 曲なる 巧 立の 化 巧は 必巧 でを い... 若しも 巧に S - A の 候補 ザを 少年 
時代ょり 巧ぶ するとい ふ お ホなら、 S * A の 中に み 年が を® け ぱい、 だら うと、 その 1 巧の お 
用 黃を唱 へる を も あつた やう だが、 ジー ラ， ハは その 巧を 反胶 し、 「ヒ ，トラ 7 か 半 W 」 は祖に 
S ■ A のかき がを 巧 巧の i おを 作る がりでは なく、 巧 巧、 » の 「世 巧 巧/」 を 正しく 路 班ず 
る 巧 おのな 人を 巧ぶ ずる もの だと 巧 調した ので、 結局 ヒ ，トラ 7 の 非常な 黄は を 巧た 譯ポ。 

おし それと 同時に、 义ヒ ，トラ 7 Q 巧 見で、 「じッ トラ 7 少年 曲」 巧 W の 少年を 削 巧す るの み 
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をらず、 巧に 逃んで 巧 巧は、 田 巧が を まがお 巧を 中、 むとして、 を 巧の 巧す 制 巧を あく 一巧に 改ぞ 
する 必 巧が あり、 それが 巧め には、 巧 扱 員 巧みの お 巧 おを 相 巧し なければ ならめ、 とい ふ 巧に を 
つた もの ザから、 なには 又 f " がが 私み も 巧が 目 巧 班」 といん ものが 巧 立した。 それから なのが 巧 
视に 基く 理論 巧爭の 中、 む滿投 としては、 ミ- ン ヘンに がける 巧が 聞 「フょ ル キッシュ ア •ベ ォバ 
《夕 7 」 が^ ホ 巧たり し アルフレ ド-。— ゼン ペル グ が、 巧 にあ tt ずる 「巧 巧 文が 捷荘 同盟」 
を 段 立して、 自ら これが お 海に 任じた。 巧 後に ベルリンの 巧揪 ホライン ハルト •ム— ホ— とい ふ 
をが この 华に 「齡 ，與 "一 •峽」 をが 巧し、 盛んに 固 巧な# ま おお 巧を はく 巧衡 栽の がが をが り、 
义潘 かすかを 示唆した ので ある。 この 化が は 後に なのな « として 巧 用せられ、 N • S • U • 〇 の 
あ稱 をと るに 至つ た。 

本* ♦ 

それから - を一九年にんつて2^ち なのを供モけはをにか巧ホ面に巧けられた。 巧つて巧巧杜 
ホ 巧に 巧して 外 巧は をに 眼を 略り、 ヒ ，トラ T の-ホモ ー お 足を 注 おする やぅに なつた。 

今を とが もヒ ，トラ, は、 ドイツの 巧外閱 係を* 巧 おしな かづた 巧ぢ やない。 巧に その ザ 『か 
が* if ひ」 の 中には、 け 來 イギリス とおな をが ホを 描へ ては ならめ ことを 巧* として 巧いて わる。 
ス生 ホの a シア ホ ひたる al ゼン ベルグが ヒ ，トラ T の 想を 巧け て、 今を も 巧ん に 「フ 1 ルキ， 
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シ- •ア .べォ パ？ 夕,」 を どに， 排佛 巧規巧 かの ルタを を 公に してね わ。 がし それ 巧は 巧に •ヒザ 
トラ 7 力 至。— ゼン べん グの巧 み 政 巧に 巧 ナる化 人的 巧 巧を 巧 巧る に逊ぎ & かつた » が あるが、 
今からは 急に K を ffi の 方れ として、 ホ 巧 巧 超に 逊* をを 傳 t 、 集中す る C とと & つたので ホる。 

- 巧、 巧 化 それが 特にを しい 現 ホで あつたか？： '义 何故、 か 田が をに 化を おつて « を かめた か.. 
それは 他で もを い。 今迄の 中央政府を お 巧す るは* 中、 判が セる® 骨 ホ 巧の 瞄 巧を 示した ものは 
一つ もなかつ た。 化を 巧 主な は ホ 和 論 QW 化で ホる。 中 ホ* やお ま g 力 至 人 巧な は、 巧と しては、 
ヴ 1 ル サイ ユ條 めの 迎 おな 虫 求に 對し 、不平を 巧べ わり ■一 株の ボイ コ， 卜的 巧结に 出たり する C 
とは あつたが、 お 一人 堂々 として 聯合 巧 fc 、 正面から 巧* する ものは なわつ た。 スモれ だけ ドイ 
ッが 西な ms かつた ので ある。 ゥ< ルトや スト レー ゼ マンの ち 巧は 巧 巧 至 巧 祖的了 盾は 巧の かさ 
は、 化て 閣い ドイッを あ 巧と しての-ほの 脱が 齡 がで ホつ わと をても い I 。 な 等は 時としては、 
巧 巧 的には 强 かつた。 围 巧に 不平の 巧が ホる 巧 合は、 巧を 力 その他 ホら ゆるが 力を 巧 つても、 こ 
れ をが 报 する だけの 巧 液を けつた 人み ゴ巧 山ね た。 ノスケ や セー ヴ H リングの かきが そのい、 の 
で ホる。 がるに 巧 一巧 か 巧の 巧题 となると、 巧な-巧に 巧々' 齡* として、 まるで 陆 化に でも 巧る 
やうを 態 虫に 巧つ て 了 ふ。 が も それは ち 巧の 注 中 ばかり ぢや なわつ た。 巧へ ばを 巧 やの 《 巧 田 ま 
巧を 化 衣す る 「巧 逸 曲が*」 のかき 大巧な でさへ、 日 巧は なる 巧ない ことを； fa つて わるが， さで 
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帝* ドー ズ 案を 巧が けられたり、 w お ® K にか 入せ ねば & らね 止！^ みに* ると、 ななに 巧ら 
々巧 させ、 巧 巧 t 拴 へる 化と、* は卞る 化と t 二つ 作つ て お ザ 任に もた ホ t 巧したり などした。 
巧 それは お« 巧ぢ 中ない… 化 巧の 目的が 大臣の 枯モ t 巧ん 巧に ホる ので、 をり 人 巧を 在 ばす 苗め 
に、 战 ずを も肤 はめ やうを 巧 ホは 巧 上の 巧が りを 言つ てを いては、 後でみ 助を ゼ とれを くを る、 
卽 ち* 巧？！ if ： で & くなる からと いん、 年ろ-巧の 巧 巧ぶ (？) からで も ぁつた。 

所が 闭巧 社を 黨の巧 合は ネホ 巧き が 巧ろ 化ず は 元 ホ-* の 巧 巧を 目的と して 占る し、 同時に 
巧 ホ 的を 巧 巧な お あに 化る と、 巧 一人 巧が 在ぷ し、 萊二 にか 苗と が も 今を の やうに Is を 一^^の お 
巧が 出來 をい、 換 首す れぱ、 それだけ ドィツが おくな つてね る こと t 自 ホして わるの ゼ。 巧一 そ 
れ にがつて、 戟爭の 不幸が 巧つても、 苗巧肚 を主堯 はを 一のは なと して 天下 にれ ホの 巧 令を 下し、 

- 切の 巧 巧を 引を ける だけで ホる。 卽 ち、 巧 水の 巧を ホいて® ムガ けで ホる。 さう い A な征 白の 
梓を t 明かに ま 巧して、 夕に遇 » み 巧へ 打つ て 旧る みを は、 は 巧 柏の 不が 巧な 「巧 进阴粹 な」 
などと、 巧に 「ホな」 といん ホ目ボ けで 巧 同され る ことは 友いだら うし、 巧つ て そんな 巧 X にあ 
まの 利を 占められる、 む おもを い…。 とい ふの が、 ヒ ，トラ r の 一九二 八 年の な 巧 » にかつ て 寒ん 
ポ 、'巧い お 験を お 淀と する 巧 方 かで ぁ 0 わ。 

そこで ヒ ，トラ r のちを 巧け て、 ホづ巧 かほ 巧な 田を の-ホ かを ホは つたの が、 例の ゴ 1 ， ベ 
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ルス だ。 彼は 一九二 A 年 五月な 巧、 两 ななな で ホり 巧 巧に なの 宜傅 なおに* げられ で わたえ だ 
から、 困を るび ベルリン 巧 巧みの 巧«を 巧 用して、 巧ん に 「瞄巧 打 巧の ための か 巧」 をる 絕叫 
を 巧け セ。 化は 巧 時 ドイツち 巧 巧の みとされ てわた 失 巧 巧の 巧 生 お 巧 t 、 ホくな 巧 巧铁の 押け K 
結びな けて 巧 明した。 巧な 一九ニ ホ 年 13 十五 日の 規 かでは、 ドイツ 失** の K は 一二ち 三： 十离入 
に 上つ て、 その 前を はがめ て 巧な たる ものが わる。 がるに 巧 時 巧 巧され さぅ になつ てね た ヤング 
菜が 巧ぷ すれば、 ドイツは お 货巧ほ t ん邮二 代の 閒ザ まし、 その 閒に 、ドイツ 巧の ホの 一二々 の 二 
は、 失 itfif *? としてな 人 巧 力の 仕 巧 さへ 巧ら れ なくなる に 柱つ. てね る… といん 成 巧を、 巧し 胚 巧を 
齡 法で、 X はこれ 巧の 失 巧 著を 巧し くその 巧 目 又は 同な をに 引 入れ 巧 セので ホる。 ゼ わら、 この 
巧々 から 化 巧は 「ナチ K 」 t 人 巧の なと 巧愤 し、 ナチ ス のな 巧は、 巧ち サ #巧审 化と いん 出*! な 
菊が、 « が 合 巧 側の 反 治まの 頭には、 非 巧に 巧くな り 柏め たの も* 巧は ない。 

巧く のかく、 田 巧な 巧* の 外 巧 巧 巧は 一巧 往 めて 巧 巧に なぇた。 それでも 常時の フランスで.. 
シ T は、 巧 巧が 巧を 執つ て K イツ を府@ ずる ゼ けの 度 力を 持つ てね を わつ たの だから、 ヒ ，トブ 
•'のな がりは、 史す るに C れ夕 のか 闲をサ くるた は 果なの ゼ 。そして それに 化つ て 军ろ大 ホを な 
にを 夕 がける こと も 出 ホ、 從 つて a 巧 上から 化る と、 非 巧に 巧み 的で あつたと 音は ねば & ら め。 
それから ホ 巧に 巧して、 せの かく 巧 硬な 雄 巧を 示す 巧り、 今 巧は 巧のは 束に めて ヒ ，トラ 7 の ホ 
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へは、 今を に & く巧寬 巧く 旦つ がかくを つて 巧た •巧# 括の かを も 一丸 llA ホの 時の かさ、 押に 
デ モンス トラ ナヴ たもので をく、 度 おかを の 上から が 度に ながの 多れ を、 占め 巧る 算巧 をし 柏め 
たの ガ》 それには' - 巧して 中央な 巧の ち ホり を 去 巧 ずるよりも、 巧ろ な 貝 及び 同化# の 比 校 的 
ホ かを よむ る 地 ホの なせに 迪 出し、 化 ホ かなわら 顺 ホに、 闭お 化み 主な 化の ホを 泌 める ことに 化 
めた 巧で ある。 

その 巧 巧が 社み な 巧 巧 ザ 巧み ぴ 巧：：！ 枚が ー ホ ホかつた のは、 ザクセン るび ナ I I リンゲンで ゎ 
つち これ 巧の 巧 ホでは 困 巧れ かなの な 白は、 巧に ヒ ，トラ， Qitt 可を 得て 巧を 上 化の おぶ (主 
として 巧逸租 巧な) と 協同 独な を 巧り、 ホ 枚に おつて 攻祐の 巧 得を 策した。 すると 例の 「巧 巧 
巧を」 あの* 目た るシ ■'トラ 7 ャ To 1 おは 冉び あ哥 し、 r 大臣の 椅子が 大切 か、 みかが 大切 
か？」 とい ふ小册 于を肚 して、 「ザクセン H チ*— リンゲン」 あの 巧 的を がちし よぅと 巧 力した。 
だから 巧は 巧 囲に 抽 ずる 眼り、 一九二 化 年の なは 又もや 不ホ 快を 巧む を 巧け てゎたと をても い i 。 

一九 一一 10 华 一巧、 時の 巧みな 貸フ V ， クはナ * IV ン ゲン 租 の巧務 大臣 (帝 巧 上の 巧 巧) にな 
任した。 これは ヒ ，トラ 7 主を の 扇 巧と して、 を 法規 巧に ホな しての 初めての 「ナナ 大 居」 なの 
であるから、 セン セ I シ 3 ナルな 世人は C のな 局 巧 巧の 巧を 妊て、 坊今 ホの お t 巧ぅ しわ もの だ。 
モれ より 6 苗に な « したのは 中央は 巧で ホる。- 柏 共 ホな にしろ、 困 巧 社み なにしろ、 なみ たを 
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をす る やうを 巧な なの だ… そんなな 等が を 巧が として ホれ るのは ホち がない としても 、政府を 組 
锐ナ るのは お茶で ある。 現に ドイツ 困 表の 基 巧は、 ヴ イマ T 共 巧を 法 にがつて 立つ て わるの だか 
ら 、これを 認めない やうた お 巧 巧な 人物が、 假令地 ホ 巧 家とは 巧へ、 苟も その 巧巧大 担の 一人 
になる とい ふのは 巧教〇 ならめ 現み だと 巧慨 した。 巧が フリ ，ク大 居は】 向平 おな 斑で、 ナユ I 
リンゲン 巧 察の 巧 部に がて、 マルキシズム のな 場から おかお 法に を 誠を 巧ム官 巧を どし'---- 巧な 
レ、 西 巧 主義を 奉 巧ず る 将官の みを なで これを 補充し 始めた ので ある。 そこで 共 巧 西巧找 大臣 セ 
—ヴ王 リングは、 ずまで 中央から チ*— リン ダン 巧を に 送つ てわた 巧算 のをを、 へ はが 巧一义 
もま 結して やらない ことにした。 

そんな 工合で、 セー ヴ 1 リングと フリックとは みい 閒を哮 を 巧け 通した。 をのう ち セ— ヴ 1 リ 
ングは 巧 巧の 巧を 退き、 同じく か 十ず 巧 的の 公な たる ウィルトが その後を に 坐つ た 時、 初めは モ 
の爭 謀を 巧が してみ たが、 をに 枢 おちけ がしで、 送を 巧 化の 巧 ホを がわざる を 巧 なくなつ ホ。 を 
して フリ， クは义 チ* I リン ダンの 文な 大臣を も 兼 化して わた もの だから、 巧々 巧內 にがけ る自 
ホ ホ 巧な おに 班 あを 加へ、 困ち お 巧の ドイツ 主を 的を 巧 化た れつた ので、 ドイツを 篇 中が < とも 
ナ * I リンゲ ’ S ボサ は— 0 い ホ 巧まで ホ 色 チ* 19 ン ゲンの 巧を で W はれた 左！* 巧 ホ ホの 巧 巧 化 
は丄 'ルを に 「巧 巧む みを 巧 S を」 に一绪 して 了 0 た。 
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- r 第一 黛へ！ 

チ*— 9 ン ゲンが 巧々 「ナチ ス のが 級 地」 に慶〇 て、 中々 の音ム こと を閒 か* < なつた とゴつ 
て も、 •ヘルリンは 中々 さぅ 巧 巧に 往 かぬ。 ベルリンは 巧と 哥 つても、 共 巧团化 巧の 巧を 戏巧 であ 
ゥ 、マルキシストの 坚 きが 正な ので ある。 巧つて ベルリン 巿內の 西 お 肚# 主 巧 著は、 & ほ 化 巧と 
しでは 巧 及び プ 》 ィ センが をの かしい 坦を fc まけた。 持を 又は 共を « のを 巧の ためにな 巧と なつ 
て 命を 巧した S ■ A の 巧 年 法— 卽モ ゴュ ，ベルスの 巧 前 「S • A 無を 巧- H 」 — の 化 も 矢 巧り ベル 
リンが-ホ みかつ た。 

そのぅち でも、 围民 巧みな 貞 のをる 1 C との 出來 をい 悲 肋は、 共 巧な の 段 人 田と、 め 十 キ巧生 
囲ょり 巧る S . A との 出 巧に おいて おなされた 「ホルスト. ヴュ ，セルの 巧 巧 巧 件」 である。 

ヴ1 ， セルはべ ルリンのれ師の子に生れた一 法^^^生であつた。 彼は巧になむをヒ， トレリズ 
A の 巧 美ち とを り、 後には 大 都を の 塞に 化かん 失 巧# を 巧手に、 困 巧れ を ま 巧 的 & な化馴 がを 舆 
ム るを 巧を 引受けた ものである。 從 つて、 彼は 巿 6 中央の 大# 巧を なれて、 「巧# 巧を 五」 とい 
ム 共を ぶの ホ 巧の i たる フリ ー •トリ ヒス 《ィンの-曲に 居住し で 巧 «巧を 巧 押し、 あらゆる お 
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巧 やを 巧と 破 ひながら 勇 おにち； g をな けて ねた-その 巧、 化は おせなる 自作の な 
: kanl - 己を？ die KotHo ミ 己 nd Keak ユ on crsdKiJssen , 

Marsohjert 13 ccist in 占 asem K をち n ョ its 
(ホを 巧な とほ s の 巧に 化されし 巧を 
巧みの 除 伍の 巧种 となりて あに 逆 巧す】 

を 用 ひて 同を をな 巧す るを 巧と した 0 であるが、 遂に 波 自身が お 名の お產が 身の ため、 i の 入 
口で ホな の晒擊 にぶつて 、倍が たるが 巧を 遂げた。 あがの 彼は、 なほ 年少な りしに も 巧らず、 船 
麼直にして巧めて果苗、且つそのみ采からすつても、巧み白巧で献が^^齡の理巧的なダル マ ン巧の 
靑啤 であつ たといん 貼から して、 同志は 访 巧の 巧た 常 じ 得ず、 ヒ ，トラ r も ホ この 巧 年の おを M 
いて 巧く ぶが し、 同靑 年の 日 巧 巧 誦した をの 自作の がを その ま、 「なが」 に棵 用し で やる ことに 
した。 それが 今日 ドィツの 巧な 典に 際し、々 ホに ょつて 必ずな 唱 される 「ホルスト •ヴ ょ， セル 
のが」 である。 

一九 ミ 0 年 S 巧-日 ペル リンの S • A は、 この ヴょブ セルの 巧 傲 t 巧いで、 ななな 示 巧 運れ と 
共に 巧 葬を 擧 巧した。 ペル リンが 规 鹿は これにが つで、 S - A と ホを 戰 がの 巧と が 血 炫い巧 巧 公 
お 巧を 惹哲 する ことを がれ、 そのな がを 货 をした に 拘らナ 、化 菊に 进る S - A はどぅしても これ 
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を おき 入れを い。 塞 巧に をク でも、 この 前 おおた る 巧 おの 麵柩 は、 巧 鬼のを がへ 永久にが つてぶ せ 
るといム。 样をの方でも化ホの雖ぶガけはを止ずる薄にはなかぬので、 いろ^お涉のお柴、 巧 
插の面倒みいが件をつけ、 巧嫂の巧讓を2^で近がをおおし、 旺つ巧おのおはお十字の巧にで巧は 
ない こと 等の 約束で、 やつと これを 巧 可した。 がるに 巧胶 、その 巧 刻になる と S • A は ザ おで ヴ 
王， セルの 抱に 釣 十字の 大 採を 巧 化け、 一巧に 「ヴよ ，セルの 巧」 をが 巧し つ L 巧 列を 逝め よう 
とする 0^。 揮が 巡 杏の おがを は大に 巧り、 そのけ 巧を 化 止しよう として、 がしい 格 巧が 巧 巧に 
ちつた。 お 捕を 地下に 蜡雖 ずるが 閒 まで 阿 ♦叫 巧の 巧 雑媒ガ 。が佈 巡ず： 連 もな 地づ くになつ て、 
おく ともお 十を の热ガ けは 撤囘さ 甘なければ、 巧ぶ そのもの をがず ことが 山 巧め… 巧 補を そんな 
不 なな 放で おいて 巧 葬し ない 約 おで ぁつた ぢ やない かと おる。 すると 巧の お 上へ 飛び 上つ で 大巧 
巧を おげ た 小 巧が ぁる。 おれば 相が ホの ゴょヴ ペル スガ。 曰く— 「巧を 節 巧—… 巧々 は祐 かにな 
おとの おおを 守つて ねる… 鉤十字の がは な 人の 提を 包んだ ま、 地下に 蝶め ようとして やしを いだ 
… 見よ 我々 は、 このな をを なく 巧し、 この 屏を蜗 みおえ て、 新 巧 巧の 本が たる 『ワィ マ T 」 のシ 
K テムを が 碎 しようと してね るの だ！」 か 蘇ゴよ ，ぺ ルスは、 そのが 巧に 巧り ち おを も 一！ 'ぃ はさず 
冷 束を なつた。 なし 巧 察は 彼が 两 み 巧な たるの おを U て、 それ W 上に 乎の 化し やう もな く、 忌* 
しさう に 巧が する より 他は なかつ た。 
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一を 110 年に & るち 困 民れ を ま巧进 動は 今まで-巧 なかしかつた 售の ペル リンに がて さへ 狂 
巧に 巧が りおめ た。 それで ヒ ，トレ リズムの ホ 巧は もぅを をに 約 まされた 巧ガ 。プ ロイ* ン はみ 
は 今や おを に乂 がを クた W 上に 巧 巧し、 t * トラ 7 まを の 巧 動と 見が ぱ 何でも かで も 見 巧り ホな 
にを 止を おはせ た。 巧には 致 止ず る 巧 象 物が なくなつ て、 をに プ 》イ* ン困內 にがけ る S . A の 
お化ま用をさへ禁止した。 ？||をの上巧と洋怯を着用して巧巧をなゥホくホは、 公の巧ホに宙ホる 
ものと して、 刑のに おせらるべし とい ム ことにを つたので ホる。 がし 大巧が そこまで 進んで わる 
な 上、 C れ におん C とはもぅ 不可 巧ボ つた。 制册が 禁止され ると、 ヒ •'トラ*' 人 はれれ も 巧 あぐ 
に 右手 t がで 巧く 巧を 出して， が 巧 「ハイル •ヒット ラ 7::」 のな 巧 巧 t 巧みし 合ん ことにした。 
プ B イセ ン巧 をと が も、 人阳 がな で 手を ♦げち や 巧 可を どと 音つ で、 まさか それ t 揉 止ず る津に 
もなか & かつ わので ある。 

辛 本 ♦ 

その 巧が し* の 巧が にがては、 义巧汾 上の 抗爭が 巧 巧を 巧げ 括め た。 巧の 資巧 者は、 矢 巧り 巧 
の 巧 局 席の ま 咱をシ *ト ラッサ T で わる。 

この 巧は フリ サクの チュ ー リン ダン 巧 巧ん り、 るび ヒ ，トラ r ==ゴ* ，ベルスの 巧を 泌化 おお 
を 巧し で 「システム 巧な との 操 巧」 であり、 おつて 苗 巧 をみ ホ 巧を 化がず る ホの 巧， ぶな り、 と 巧 
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巧して ねた。 がら ぱ自 みで 所 前 「ぞ な」 を 巧 巧す るかと いふと、 案 ホ さぅ でもない。 黨 巧の なみ 
ぞかのななを巧する】おが彼をがなし、み々その巧巧に5$^ぅとするお合にをると、グレゴル- 
シュ トラ， サ •つは、 そんを 不用な をを 巧 ホ 命の 巧な 巧みた いなことは、 巧ぶ が 化 ホない と 漸を巧 
0 で 了つ ち 巧の 蒙才 ，卜！ シュ トラ ッサ ァは大 にがり、 兄に 絕巧 化を 叫寫 けで、 巧夕の 
「過ぶ 理論 菜」 とおに 巧 立し、 ぞ 命の^^を 巧つ た。 がし その 「革な」 も お 局 •悄ず 巧が の 巧の 
- 室で、 巧 巧 化 おや^ 文の 巧 巧 t タィ ブラ ィター で W きおず なかの 何 おで もなかつ たらしい。 を. 
して 巧ろ 自 々逮〇 ホが、 化の 巧 巧 巧な なお 0 連中と おのな がが をつ けたり などし で、 そのを ニヶ 
半训 、增 中飛 进を 巧け たとい ふに とで まる。 

な 巧 か巧闲 は、 そを 义 一段 巧を をげ たと 曼 を、 ミトラ K がな* 巧を!^ がえ 寡を な 

てて なが、 案 ホ ホが にを 强い 敬が 现 はれた。 それは 巧 時の が 巧苗宰 巧で、 中央 巧の 巧な たりし プ 9 
ュン ニン グ であつた。 - 

プリ* ン ーー ングで I そのな 撤あ 采の柔 巧なる をなず、 共 基 お 代の 宰相な つての 援見 論龄 
典 巧の 击 であつ た。‘ だから こそ 阁ホ多 おに 巧し、 巧 巧を 巧みに 挣 巧せ 中、 巧ろ それを I みに 引 ま 
けて' 巧を の 巧 巧 ある 巧を 令な どを 义巧早 やに 出す だけの 巧氣は 持ちを 廿 てね た〇 たでが むらく 
ゴ •か 巧 巧ち 巧を 突き 化して おきを がら、 ネ j ホと いみ 巧で 巧 中の 巧へ 閒ぢ 巧る 巧が あつたので、 
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を 後は とぅ--.- なにぶ つが けられた のガ 。今-つ 巧の 巧 K は、 他の ブル ジ • T 自 A ま 巧の 巧は 治 
まと 巧 じく、 新 典の 留巧 化を 主 巧の 伸ち をを、 おりに も 逊少に 巧 值し過 ざて ねた C とで ホる。 化 
は 一丸 一二 0 年の 圧、 內脚 巧が 案 t 通逊 させる ために、 がな t なて 巧みを 说 巧した。 化は 巧な 擊に 
かつて’ ホ 拉の舆 な £ 巧 巧し 巧る お 借た 持つ てね たの ゼ 。たもょ し 波の ルタ モ おに 的り、 六 g 末 
には、 巧が 合 苗の ラィン ランド 居せ ザが をが 引摄 t ま 了 する ことと をり、 闲 W は 化 巧して、 はお 
のかな を W 巧して なる 巧 合で ホつ た。 彼のが 茵もあ 巧 巧 巧がなかつた 语ぢ やない。 化し 化は この 
巧闲 巧を 解が してず ぐ 逆 ♦などに 巧れば、 もが 巧 合に 巧 巧な な篇が 乎を 应 引いて 巧つ て* る、 と 
い ム齡躬 に， 忠册 にも、 巧が つかを わつ たので ホる。 ポ わら 彼は その 巧 こんを 巧說 ホでした。.— 
「このま、 巧逊 巧に 松れば、 ホは 田 がれみ なは、 巧が 技を 五十 ぐら わは 巧 巧す るか も かれめ… お 
し 経 ホ 巧惦 のがには、 過 ホを 化黨が のして がるのは 巧 通の ことで ホつて、 转 巧が ホし ばかり 化の し 
たと て 大してむ おする 么裝 はを い… 旦つ 义ヒ ，トラ 7 S 助なる ものは、 不サの ホい 括 巧 中き の や 
く ざを 中が 巧が 寄り* まつた、 抑は r 烏 の ホな ので ホる から、 今な 府 がち ホを なぶず る W ホの 
巧 力に 依つ て、 目下の お W 上の 困 おを 切が けて 了 ひさへ 卞れぱ 、技 等には 巧 枕 的の 巧 かは 化 巧な 
い 巧 ガ…」 

これ ぢや 巧々 が、 をが々 つてわない 巧が である。 プリ •ン - I シグに して 今少し おがが 断 かつた 
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なら、 ホは 巧进 ♦巧 法なん かやら なかつ ただら う。 公 やにを で、 因 巧が を ま 巧は が-の ホな お 巧 
巧な なる におらず、 その 巧 牙を なしで、 巧ろ 谦 なま 巧を 利 巧し ょうとし でね る 場合 ボ。- な 對にホ 
巧 自身は なみま 巧に 依つ て媒 巧され てわたに 巧ら ホ、 ブリ * ン ニン ダの 剛化 を^^で、 驳息ネ を 
がを 巧 通し、 な 巧の 驗 能を 巧 止して ねる 巧な のガ 。巧 ひ 巧へ ると、 彼は 巧 巧を がの】 ホモが まで 
ホて ゐた 巧で ある。 それなら ブリュン ニン グが 今-ホ 逆んで、 ワイ マア 某な を お A 又は か ホず る 
だけの みむが ホつ たと したなら、 ホは ヒット ラァ巧 巧は 一九二 己年の 巧な 上に、 非 巧な 打 おを 巧 
けて わた わ も なれない。 その 巧 時の ツイ マァ 液を はもう がつ くに 巧 おつで、 巧 力の かおした 巧を 
のみ 指には 合は をくな つて わる。 この 巧 法に 巧 巧まで お々 たるが 藻は、 おみ お まなと— 八 まな (が 
も おホぷ ちみは をの 頃が どを がに 近い 指 巧 力を えつて ねた一〕 だけで あつて、 中央な りに も その 
ぼかみ 子は、 をの 化の- cs {なや 巧进闽 がな と 巧な に、 口では 弟な に 反逆 t 企てょう を どとは 奇は 
ない が、、 むの 中には 巧し い 场おホ 巧の 曲 おからを して、 滿 かに その 巧 おりを 拖 がして ゐわ 巧で あ 
る】 

な も わう い ム齒巧 ま 巧 的、 をつな か 的な 助 巧は、 巧に ドイツに 的つ たことは ない。 ツ 7* シズ 
ムの イタリア にしろ、 ぶる 巧 巧では スタ— リンの が 聞 聯邦に しろ、 その 化な 洲の 辨小树 中の ぶる 
ものにしろ、 デモ クラシ イお なの 性 お t が 止しで わる ホ 例は、 巧に いくらでも あつたの だ。 その 
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巧 ドイッ だけが、 サホ 中に 比 斑 もを い坦 の 自由、 そして 巧 ま 的な 憲法を 拾て て 了つ た 巧で、 圳に 
不を ながる ネ はを かつた 吿 である。 - 

巧卞 るに 巧 化は、 を ひ 切つ て ワイ マ T 共 巧な なを W をが し 巧る まの 乎に のみ、 ドイッを « のは 
馆 がな ちて くる やうに なつて わた。 ぢ やおが それ t 1 帝が るに 致し 巧る 巧な にね わか f ヒ ，卜 
ラ 7 わ？ 化は I はに さう とはる は & い。 t ， トラ, は ホる-をの 時拍が 來れぱ 、がず それ t 野 
^ ホは 自 がに 毁れ るし ことを » をして わた けれど、 そのを 巧に ま 十る をは、- な 同を をに 巧を 
する 巧みた 利用し ょうと いん、 巧は r 比 校 的 巧な 的を か 巧に ながして わる 矢先で あつた。 ぢや曲 
进西粹 g のフ I ゲン ベルクは どうかと いんに、 これは 曲 巧れ みなと 同 巧に、 政府に なする だ 封黨 
のな 巧に 在つ て、 巧 力では ワイ マ T ホを の 巧 止な どと いん 大 それた ことが® 巧る 笠が 立く、 巧々 
のと ころ、 巧みへ 患 法 巧との 巧 ホを 化す か、 それとも 人 巧巧舆 におへ る 運 的を 起し 巧る くらわが 
械の 山で ホる。 巧つて フー ゲン ベルクが 巧 策 t やり 巧る がをは、 ホボ --- 中* ぶ 巧ガ。 

して 化る と、 このな 巧审に 化る 巧 a を やる のに 一# 適 巧を 地 化に ねたのは 、矢 汲り 宰巧 プリ* 

幸 

'ノ ニン グガ けで ホつ たと あム 。化は 現在 その 宰相の 地た 色が 用し、 田 A あれ ども おきが かを* を 
ホに 化つ て， を 困に 就 ホし 巧るな 巧に 在つ たの ガ わら、 今ー ホ あ ひ 切 0 てが 遇し、 ヒ ，トラ, の 
w 化を 日々 の 手に 巧 0 て、 ワイ マ T ぶを そのものを 巧た ナるあ R に 化て むたなら ぱ 、を 日の ドイ 
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ブ は、 ホは まボ じ， トラ r の もの ぢ やを かつた かも かれを い。 かを、 そんを 大 それた 巧 tt をが で 
するのは、 その巧時ぢや、 まガ挂々の巧巧から推してなか^班解であつたにはなひない。 がし 
西 巧 だと 言つ たと ころで、 ぐ づ< して 居れば、 自 々むみが お 巧から 汝 ばされ て 了 ふの だ。 巧に 
ヒ ，トラ ァ から 王 乎と 化て、 本 巧を 巧く 阮を おしで 巧で ねるな 上、；^ が キ巧ぢ や、 巧 ザ 巧 もなら 
ない < が坤】 が、 お 後の 拚 みになる だけの 巧 巧が 巧が 必 おだつた 巧で ある。 それ だのに、 彼は が 
にも 巧べ たやう に、 ま ダ-..^ ヒ ，トラ 7 なの 時代 ぢ やない などと 嘯いて、 巧 巧々 で 勝つ て やらう 
などと いふ、 ちな 了 おを 持つ てわたの ザから お 目 だ。 倍 ホーホ 誤つ て、 その 媒肤 りの 巧 逆 ホに 巧 
つてな た 巧で、 それは もう 巧 詰つて、 ^れ 巧んで 了 ふ 巧 館 巧 聞の な 命を、 巧 か ー ヶ年か ニヶ 年 わ 
巧 おする に 巧な つたの みだらう。 さう ちへ てなる と、 ぶ 程 ブリュン II ングも 巧 おに 紙 かつた… を 
ホ 政治な かには 何ず の あ 楽 もを く、 矢張り ヒ ，トラ 7 と 同じ やうに 巧 身で 51 獻で 、そしてが ゆる 
がかき 祖闽 巧の 至誠を も轉 つて ゐ た… 洁操ぱ かりで をく、 彼は 又 ドィッに がける 致 巧の が 巧を ま 
け、 巧な 人と しての 經 がも當 をで ホゥ、 巧 時に ホる 程 あまでは 巧 巧で 果斷 で、 巧を 家と しての 巧 お 
を夕 みに 持つ でむた。 大戰 後の が视 とした ドィッの 巧 巧には、 どれ もこれ も 曲 巧の ザ 巧べ おたい 
なが治をが兹かしてねた中に|この人物巧底はおみ巧ま^<义び共產なに於で掉に甚しか0たが| 
グスタフ •スト レ— ゼ マンと 彼 プリ* ン ニン グとゼ けは、 一頭 化を はいて わた おが ある。 がし お 
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巧 0 王道 項に なつての 化の 巧 かから！： » してを ると、 この 「大巧を み」 プリ* シー r/ グと巧 も、 

ヒ ，トブ 7 とのつ の巧 巧を とる にして はま ガ おは ど 巧 逆 a のぶが した。 そのが わら 判が しても、 
巧 乎め ヒ ，トラ*- は、 巧を る 出ま兒 であると いふな ルに、 所 おお 代 ドイツ 致な ホが まんだ， おく 
べき 「化 人」 であると 巧 巧を つけても い L ガ らう。 

本** 

で 向は 巧 も われ、 一 化 50 年 ホ 月十阳 日、 巧が# のをを 明けて をたら— これは 又、 ドイツの 巧 
行を 始丈 つて W ホ 田 おくべ を 巧 ホが 担つ た— 

t， トラ r ぶは みちの 田 お 代 巧 ± 十一 一名から 一路 百 七 あに 巧び 上つ わので わる。 

もうこの 巧の ヒ ，トラ ►.は、 一九二 八が を 時の やうに、 巧に 巧 巧 社み お 巧の 戚 力を なかする た 
めの 示 成が かを モ つてむ & のでは ない。 巧ろ 巧た なが 的の ホ 巧から、 田み 巧に をるべく ホく のな 
巧を 诞 がし、 括な 合法的に ドイツの 巧 巧を 掌 拒す る 巧で やつて 右る のガ 。をして その 計史 はを が 
の大戍 巧を かめ わ。 

化 人は w 巧した。 おょりも かれょりも 巧々 で 五十を ぐら わが 糾の山 だら うな どと、 巧 t な 0 て 
わた ブリュン ニン グの筋 色が をくな つた 〇 もう 未 來の ほ报は 「ナチ K」 の もの だ。 それは# ザが 
い 巧拙の 問 四と 扣 おがみつ た。 こんな お果を ホむ くらわなら、 下 乎を 巧进 巧なん わには がへ ない 
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で、 巧め から 闲 .巧を 巧 巧し、 巧 我な をを 巧 巧して おけば を わつ たが (的， ォース トリ T にわけ る 
ドルフス 巧閒) 、もうが うを つては 後の 巧で、 口が しさの 巧 t 巧んでも をつな かない.' 

一怖闽 氏れ# なが 何 化 こんなに « くべき が 巧 巧を 舉げ 巧た であらう わ f どこに プリ* ン >r\ 
グの R 巧を おつた おがな 在した か？ ドィッ人 のかを になず る 巧が 一 化のう ちに、 まるで グラッ 
と姆 つたので ホら うか*^ 

この^がし邮賠ななぢやない。 曰く、 ドィッの曲^斑口はス禹人の人口から-ん巧逛ばれる 
ことにな つてむ たので、 人口の 巧 加に 伴つ て、 巧 月の おも それに あじて 雨え る 巧に & つて わた。 
巧が 化ぶ のな 巧 ホで， な U のなかは 四 巧 九十を が 五 百 セ 十 セを に ザし わので ホる。. な ひ按 へる と' 
遇 «巧巧 ホ かが W 邮 ょりも 四ち 六十* ほど 增 加した 勘宙ガ 。どうして 巧 化し わかと 昔へ ば、 こ】 
をまで ホの 化な がが 巧して なを 机 0 てね わみ 合は、 巧が 苗 化の！： がし & い 連中-が つて 逆 巧な ど 
はどうで もい L とがめで あつたな 中) が、 今 旧の 进« 敢がヒ ，トラ r ポ か非ヒ ，トラ, 报 かとい ふ 
成ち 怖讯 w がな おにな つたので、 ド シく巧 ホ 巧 巧みへ 抑 化した こも 及び こ 一) 今までな 二十 
巧に 化り なかつ たのに、 この 巧は ぶく 巧 年に ホして、 巧た に 巧 f な t 巧た 巧が 巧 ホの « がが 
しく 巧 如して わ わからで ある。 巧 一の 巧 合は、 は 前が 怖 巧で、 ぶ 巧が ょくつ て、 ま 人 巧の する e 
，トラ 7 なの £:；iC ホと なつた であらう。 巧 二の み 合 も ホ、 ヒ ，トラ T 法 tt は 巧 ザ 法 S だと 巧は^ 
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で ゎる： t に、 襄鸿 5 蚕 たばか 玄 若い 靑 年は 大當蓄 みなへ 加ち たこと になる。 

その 見 免み いぶ 理 が、 巧 デモ クラシ ィ 型の ブル ジ •アジ ィ には おそな かつた の だ。 否、 比が 的 ホ 
ちの 巧 ある 皆の ブリ •'ン ニン グま 巧で さへ、 さう いム巧 巧は 忘れて わたの ガ。 . 

巧に 巧 九 巧 十の 日の が 迸 巧の お 梁は、 ドィツに めける ず モク ラシィは* 恥 かれ 早から、 ヒ y トラ 
7 にがつで 掠れ 較 される 巧 命に 逢ム ことにもう 相場が 巧つ た。 一巧 今後は どろなる ガ らう？ え 
怖ろ しいが 命が やつ 巧て、 かの 十 年が に ポリシ H ヴ ィズムの 思 巧 巧 治で 巧 しめられ たやうな ホ 
を 巧る だら を f ミトラ K は 盛んに— 「さて ミは あ二齡 を U る*」 のガ I 」 とい ふやう 
なち 葉を つかつ て わるが、 進 巧とは どんな お茶を やる 巧り ガら ろか f とい ム 巧に 邮そ巧 ちぶ が 
招の かがや ユダヤの 巧 人な どは、 もう トランクへ 荷物を おめ て、 外 曲へ. 逐巧 でもし かわ まじき 巧 
ぎで ホる。 か 巧 新 阳妃ザ 連は、 さては あ々 面白い 時代が ホた と 早 合 おして一 「ヒ ，トラ 7 は 今日 
『さう いふが の 巧は 地上に 货 がる ガ らう」 などと をい 巧規 をして わたから、 巧 巧 『ナチ ス」 は、 

今に 巧 巧の r お 巧 柱を あく 馈巧 <iiij にが 巧す る 計 巧を 立で て わるら しい」 (マン チ H スタ ア •ボ— 

デア ン巧あびア ン トラ ンジ* ジン巧夕) —などと、 セ ン セ |シ， ナ ルを特巧と沒したりなどして 
ゎた。 

下 おそ Q 攻冨い 巧 件が 至た。 塞 房 蒙 襄霍衍 を 一名が、 農 《へ賣 お 《主 巧の 


を 巧を やつた とい ふので 袖 ミれ たの ガ 。そして それが ホ 巧に 大きを 間 酉と なり… な 冶に お 巧た 
るべき 巧 人が、 さう いふ 非を な 巧 巧た やつて、 闲 まを 林 巧す る やうな かぶの 貴 « を や るのは おし 
からん ミと た ふわけ で、 巧 巧は 右の S ぶを ライブ チ じの 大ホ院 へ 巧 逆 巧と して、 起が したので あ 
る。 ところがな 巧 にがては、 內巧財 かま 巧は 柴 してな 法 かなな ゥモ 非を 法 ほが をり や、 といん こ 
とが 大巧な な 論と を 0 た。 巧を は、 いや 公の 留 かへ 正面から 代な 击を 送つて 進化す るかな だから 
巧が ムロ法 巧な ガ とま 报し 、これにが おする ホは、 それでも ヒブ トラ 7 が 「巧が 化 上に 巧が る…」 
とわ rv 巧が をが 刑 まに…」 なんて 言葉を 巧つ て 成 哉した ことが ホる から、 れ 等の 龄 いでむ る こ 
とは、 巧が ホ 合法的な 化 罪の 計 巧で あると、 論じて 巧らない。 それでは ヒット ラ 7 自身を 證 人と 
してな 巧へ 巧 巧 レ、 一巧 巧 巧 社を 主を の 本 巧は 巧 だ や、 といん ことを がいて をょうと いふ ことに、 
許な が 一巧した。 

そこで ヒ ，トラ 7 はな 唤 にが じて、 な 巧へ をを 巧は したので ある。 を ドイツ、 ぞ 、世が の 巧 目 
は 今 あく ライプチヒに がける、 この スフィンクスの やうな 說 人の® と、 その】 胃】 巧との 上に 
巧 けられで わる。 なる に 彼は 何の 巧み もな く、 すら {とわう 答へ た。 

「巧閣 にがけ る 苗 巧 社み 主 巧の 述 かは、 患を の 規 巧に がふ 方な をな て、 巧る 目的を 迸 せんとす る 
ものである。 み 音 すれば、 を 法 手 おで、 な 法の 府 にがけ る 巧 半ち fc 巧 得せん とする 巧 力を 巧け、 
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さて それが 巧 かすれ ぱ 、すぐさま 閑 菜を 我等の 理想に け ふやうな おに 巧 巧へ るが りで わる… 今：！！ 
巧满の 謀貞巧 セを が、 そのうち 二ち お 十を となれば 、田み 巧の 搪巧夕 おを 占める 誘で ぁる-がる 
に 我 尊の かがは、 我 巧が を法ぷ 巧を やる ことを 巧た く おつて、 どうわして 非を 法の 巧 かを してく 
れ 、ぱい、 とがつ て わる やうで ホる… が 我々 は、 その 乎には 巧らないで、 なほ 二 罔 S 囘む 公が 
たる 巧 巧を がけた 上、 必ず 闻巧肚 み 主 巧の かおを 化 巧して 化せる…」 

が 人は 巧 かにぶ じた。 巧、 ヒ ，トヲ r がお搁 したやう に ホろ 不滿 おな 馈 をした。 何... ななが な 
逆 巧述的 だけで？ •： それ ぢ や、 ぁれ 程 大きな ことを 言つ てわた ヒ ，トラ 7 も、 まけを 巧へ てが 化 
した 澤 か—; とがち ずるぶ さへ ホつ た。 がし そんな 巧 巧な 巧では、 この ヒ ，トラ 7 が 「巧 明な 化 
が 菜」 で ホる ことを 巧らない 連中の ずる こと ボ 。策し もみが もう 巧に かひ 巧いて ゐ るのに、 わざ 
わざ 釣竿を 巧て で、 巧た に 指で' その かを 巧いて 捕らう なんで 贿巧 はない。 巧 的が か 巧みに ホ 0 
で、 が も それが もう 釣れて ねる をら、 今は もう 釣竿を 引上げる だけの こと ザ。 巧 巧ぶな はがつ て 
わても が 巧る といん & 巧の ついて わる 今日、 ちかは ホ 化の •贿 快な 方な にお 0 でのみ まちと るべき 
だ：. を どと い ムシ ュ トラ， サ T ホの 小话转 巧が 巧 黄は、 巧く ともは 治 おた るヒ ，トラ 7 にと つて 
は、 一ち の 航が もなか 0 たで わらう。 ィ 

で-ホ、 な 判 巧の 方は ヒット ラァ〇 巧な が； S リに 巧が な 山に そ 巧し、 今少し 何ぶ わの-.. ぃひ强 り 
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で づぃ 巧を 袖へ で やらう とおへ たもの か— 「で^ 人は 『人 閒の巧 t 地上に がが してやる』 とかの 
巧 親を した さ うぢ やを いか？.： そのな ホた 一つ 巧 わしで 巧 ひたい」— となを わけた。 ずると、 ヒ 
ザ トラ r は 巧を】 帝、 今 巧は 巧い を 辯 t した 一 「我等の 巧れ がぶ 巧した 巧には、 こんなを 判が な 
んか 失く をつ で、 をが 巧し いか 巧のを 判 所が 化 巧る-: そこでは 十一 巧 ホ かの 化 巧 人 どもは、- 人 
巧らず 教 かれる 巧 だから、 夕货 ホみ の 巧は 地上に n がり もしょう：：」 


I 二、 大統領 戰の 表裏 

一九 己 0 年 九 g のが 进 巧で、 ち 七ち のな 巧を* 得した 巧 巧肚み 黨の特 巧は、 もうな 巧に 約 おさ 
れ た译ボ が， なが ヒ •'トラ, の音ム 巧り、 合法的 巧# 制 巧 t モ巧 とずる 化り、 巧 程-お 巧び には 
巧が を孽捐 ずる ことが 化來を かつた。 巧く とも、 g がが ••如， {及び 啦か is , も) の迎キ なにわる を 
には、 まだ 多み の 時日が 巧る ゼ らう。 そして その 閒 だけが、 ブ 9 ュン ーー ング 內閣 (る ワィ マ T 化 
巧に ぶく-切の 巧 巧 巧闽) の 辛うじて 生存 さして 货 へる、 ホ ーの ホ 巧ない 期 聞 & ので わる。 

だが、 それは が ボ W の 巧閒ガ つた。 巧々 苦しい 巧 ひを させられた。- 卞 ヒット ラ r が I 寸 的い 
て も、 もう ひや-^ しては え 切 0 てるのに、 他方では 財な 上の 巧 巧が 巧づ いて、 殆だ ホ ㈱ の 方な 
もつ かを い。 げ に-九 111 1 ホは、 ブリュン-ー ング內 曲に とつて、 まるで 巧み fc 軟 まされる ょりも 
辛い ーヶ 年では わつた。 

もとを 化せば、 ドィツ人の as ま 巧が がを 治め、 その代り T メリ カ- 1 ズム のせ あに あつて， か 
巧が おへる と 過 眉した のが おか 0 た。 西に* をの ホを さへ 來れ ば、 お 巧 も 化 ホる し、 ぶ 典 も出來 
るし、 又 田 寡は ホ 山の 安を に « われる とい ム拉 率を 化 巧 巧で、 自 をのち 巧 色を なわつ たを 本 巧ち 
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を 巧は、 ホ* 巧 巧して， み 的 さも とれめ 時代と をつ たので ホる。 

日 カル ノ わら ヤング 案に まるまでの 巧拙に めける ドイツ 巧は ネ のな# な 巧は、 をな 血 化 0 て わ 
た。 ホ 困から 何 抱な 十 巧と いん 金を、 巧から 後から 措り て、 それを 巧が 忙したり、 ア スフ 7 ルト 
にした. 〇、 ホテルを 巧に したり、 ほの* 鞋にナ る ことば わり 巧へ て 右た ので ホる。 その 仲介者は 
巧 巧を 融 巧の 巧棋ホ ホを のボ 。さぅ いム をを かしい 盛 中が、 T メリ カ や イギリス や 十 ランダ 、 K 
イス 等 かち 矢な に ホを おりて 闲 巧へ 巧ち し、 そのな ながち A 十® 概が にも 上つ てわたので ホる。 

巧が ヤング おの 巧 巧け 悄 みや、 九月の 巧逊舉 にがけ るヒ ，トラ*' な 义は ホキ巧 巧の 化 
股 ホの が 材料に か 0 て、 ドイツの 資 をは どし'^ がかへ 囘 化され 怕 めた。 それ も 巧を が お 巧な 用 
な & まだし も、 その 111 みの 二が を 巧の もの ガつ たから、 まるでが 水が 巧つ たやぅ に 巧を がが 
ホへ 逆 招して 了 ふ。 ホに 一二-年 五月、 オース トリ T 借用 巧む の 巧を W ホ、 神な 巧に をつ たが « ホ 
はな 級の 化を、 ホく ドイツの け ホに 向け 姑め たから 巧らない 。それに ドイツが、 み々 ヤング おに 
网る 化を を、 ホ 巧は をければ をらぬ ことにで も & れ ば、 け 界 はな* 曲 おとなる 巧 だ •その 教濟の 
! 夕 化と して、 六月 二十 一日に ホ 田 大統領 フ I ヴ •'の モラ トリウムの 设 ホが をつた。 おしこの か 
巧 方せ は铅 向、 ドイツに ほ W なき 巧 巧の みなには なつこと となり… セ 月の 中 巧に あつて ドイツに 
は 本 巧の 「巧が」 が巧來 した。 ダナ I 卜巧 巧は ホれ て 7 ム '''化 巧 なれは々 代が りを する。 と 
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いふが 巧た るが 巧で ある。 

おがを 曲 巧の お 端な 不巧 は、 その ま- •闲 おの おみを 巧に 甚 しい 莊が 巧を 舆 へた。 巧す 失は 巧が 
の 巧 始末に 柬奔巧 まし、 が 巧のを 巧 ホは 巧 併、 诞 巧、 をが 巧な、 巧を などの 巧 巧み 巧に 化 巧 
したり、 かがの 巧 ホを 迎 へで、 まかを 開いたり しで^が がな つで ゐ るが 、その 友が で ドイツの 巧 
巧 ま 巧は、 まるで 火山の 上に でもを つて わる やうを 巧 ひが あつた 。巧ょりも 日を つた 巧みは、 夫 
荣 をのが 化と 同時に 共產主 萬の 急 おな 巧 巧で ある。 

ドイツ 共 產黨は 中 巧に がける 巧 化 一巧に 失 おして W ホ、 モス n ゥのお 令に 巧ず るが 巧 にがてな 
巧が の 外 五 巧し、 もはや 货 日の 面 おを ホつ た 底が ホつ たが、 この 瑣 になつ てす 思な にもが ぴ 芽を 
かき 出し 柏め た。 そして 面 もい ことには、 今を のかく、 ユダヤ 巧の ドク マを もぢ つた やうな ザ 巧が 
命 ザの、 お 巧 階 巧の 巧 巧 だの、 とい ふか 巧を の董巧 生 おには 緣 ぶい ザを 說 くので はなくて、 もつ 
と ドイツ 巧お大 ホに おへる やうを 円な のなかに 巧 乎した。 その 指 巧 ホは!^ の おい 巧に、 祐れ てな 
巧の 利く ハインツ •ノイマン ボ 。彼は ドイツ 共 巧 巧の 化挣を 「ヴ王 ル サイ ユ の^; g に •化 化する 破」 
となし、 巧 衆の 巧 ホを ドイツ 菌 お解か 巧の ホ 面に 向けて 了つ た。 かうな ると 巧 姐 人の がに け、 共 
庵主 おと 田 巧が みま 巧との 間に、 巧 ど曲训 がつ かなくなる 。巧 巧に 义 、モの 询ザホ 化 化み の 巧の 
ホで、 巧が 社 か ホ おに 巧な して ホた ホ も 的くない。 义反 巧に ヒ V トラ r ま 巧 巧で ありながら ゾイ 
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マンの 巧 助に 共 巧して、 それにが 替 した ホ も 巧 化 あ 0 た。 

巧へば、 ザ巧巧で租巧なを主巧の巧化をおしてな補され、 ライプチじの大^で刑におせられ 
た 古を のぅちの シ 1 — リン ガ T のかき はが 瑜 後、 向 みは ポリシ 1 ヴィ ストで ホる とが 祗 し、 共 產 
がの ために 「ドイツ 本 街 巧」 のがは t 引 巧け たので ホる。 ホ も それは 賄く 夫 化して、 シ 1 —リン 
ボア 向み は、 巧び 刑な 巧 入りのを 目を 化た だけで 巧え はした。 

所が 共を なは 巧 巧な か 主 発に みら はしい 巧な をし 始めた ばかりで をく、 巧に 「巧 巧闻」 と 巧 
的. にし おめ たから 面白い。 常時 「巧 巧屏」 は 人 おお 货 にがへ て、 プロイセン なみを が 散す 
べき 进 巧を おして わた。 巧程プ P イセ ン なみは 一九二 八 年、 卽 ちれ# 巧 まがが お 巧の 巧 力を 盛り 
巧した 年に 进 巧され たま、 で、 それから S 年を 巧た-九 S 1 年には、 をが おな をけ おしてね をい 巧 
が 明かで あつたから 、 r な 巧 巧」 が 巧が ま满 ホと しで、 このが 求を 出した のは 巧で 化しむ におり 
ない ヴ がるに みを 巧が この 博 第に 巧 巧し、 プロイセンの ブラウン 》 セ— ヴ王 リング 内 閒打闲 のた 
めに、 巧 訊 「ホを 人民 巧 巧 ご 案を 提出した ので ある。 それ も ー ホが 巧は 姐 化の がに げし、 八月 十 
日、 が產や 取がず の 现 をに 人む 询 々たりし 巧 巧 中で を 0 て、 ペル リン 巧を は 怖ろ しく 娘が したが， 
共產 ぶの 方は 又な 巧に モの将 をの 巧 织を利 巧した 課ポ 。そしで 人 巧 巧 巧の な 日になる と、 示が な 
動の 读味 でか、 彼等の 棋據 がた るビ A P — 巧蝴の カー ル •リ ープク ホじ卜 化に な 巧し、 巧を のぶ 
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者は 巧を おにが 邸して おしい 巧 巧现 をな 旧した。 それが ため 祥找 1 1 をが 巧 巧に も g がされた ので 
ホる。 さう いふ 血 おい お董 居の 一巧 t 巧 じたに 巧らず、 彼 巧の 巧 ホナる ホを 人 W 巧 巧は、 值 かに 
=1 巧 セみ の 巧 巧を 化め 巧た に 過 ざず、 從 つて 枯み氏 まなみ、 むの プ n イセ ン巧 々は その ホ.. 巧 在を 
按 ける ことと なり、 結局 共を X のが かは ザつて 七— ヴ 1 a ングの jjt 巧 曲 おの 巧 力を 巧め ると いん 
沾 をな 果を谢 らした に进 ぎない。 

共 產蕉が ベルリンで おはな をれ ちを して ゐる帅 に、 留巧 なをぶ の 本は は、 巧ろ ブラゥン シ 1 ヮ 
イクに 巧 中して わた 总が ホる 《 これ も ホ、 ヒ ，トラ, 特 ちの 祐巧巧 巧な は 巧から ホて ゐる ことで、 
なみの 据お逊 キか黨 を 目 巧と ずるた めには さう 化ら をいで、 モづ阳 ホに 地 ホから 手入れ t して 行 
かう とおへ わからで わる。 

ブラゥン シ ■ーヮ イク 巧は、 その 巧 時 資巧留 巧 社を •ま 巧の 化 巧 ホで あつた。 巧 化 & 巧貞の クラ， 
ゲが =1 - 年の 九月に この 两の 大臣に さげられて W ホ、 プ a イ センとは 4 るで ほ 巧で、 肚 A 巧 主 K 
にはが 或 も 巧み も 許さを いが、 活 巧な々* なら どんを 示 成な 動 色 やつても、 巧んで これを 巧 曲す 
ると いふなを おりで ホる。 そ*!} ■で 十月に ぶの 巧の 巧 泉 地 ハ ルツ ブル グ にあて、 巧を 阻 巧な 巧フ— 
ダン ベルクは プリ •ン _| ング內 曲を 打倒す る 目的で ヒ ，トラ 7 と AW し、 巧 前 「ハ ルツ ブル グ巧 
巧」 をる もの t 括んだ。 巧 巧 十 A 日に t， トラ, はを 聞の S • A を 巧 的 肖し、 ハ ルツク ル グに大 
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巧みよ を々 巧した ので あるが、 その 巧 巧に 十 巧 人を おえた ので、 その 钱道ボ けで も 巧に ペル リン 
の、 む 照ぶ をからし わた おがわる。 . 

ベルリン のま 幕では、 プリ こ ユングが 塞の！ をが つての 钻の盞 を やり、 みしを に 
述 ぎる 感至寫 ミルトを Is か」 《て、 困防髮 PHI ; 巧を 《楚 し、 がつ 了 貧 希な 
の 一巧を 一を した。 ず跃 のぶ 力を W で S • A の 巧 巧 を 巧へ がける 巧り であつ たらしい。 巧が 大が 
巧の ヒン デンプ ル グー冗 帥は、 ブリこ ニンぶ みのを も考 へな ち、 無思ヒ ，トラ 7 に瓷 

する^が、、 む 普 f なち で Q とを る。 夏 「《ルツ ごグ Q 日」 基 前た る 八を 日 

にも、 老 大統領は 齒巧餐 マイ スナア を忡介 ザと して、 基で ヒ ，トラ K となめ ての みを やつ 
たので ホる。 

その 報 进窩ず 七ン シ a ナ A 忆 巧いた。 だろ ま 人は 替ド イツ 畜 Q 香で、 がでは 

冗 茜 紙 司を こ 元帥で ホり、 富 薄ホ賊 をき 富ご晕 をし ホ、 へ， でを イツ‘， じ 

巧て はお 化お进 なる は 巧 力、 ホ 性を 沸へ ば、 ドイツに も 巧 丸 利に も锅巧 さへ 待たを い-かの が觀 

がを ので わろ f 大巧 璧 彼を畫 ミ パち を」 と」 て、 す ± も か 良な ミ f たいが 
りで あつたと；。 CQ # 見 y 《て ミト ー 7-7 S 暑 Q 奮が 全 愛： 誇 Q をで —ことを 
巧 ひ 巧々 として 閑 巧け 拿を 巧 神を 巧いた ので、 なをを を 姑 巧 た 大巧 璧— 「巧 下の 
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坑 帥は 野是 くみる. •去し でさ 共 掌る 巽 わを 昏 をを へち でか 巧に 火 巧 站は附 ぶし 
で 音す 「が」、 亨 はを」 獲を ひ不 琴ない お笔 、モ 《器を 拭け 了 下さ &寶 はない 
を」 ミトラ r は 露と しで i こで 「でろ 爱 を？ のが 新と 走、 かや。 お 化は •比 
物 巧 ひでを、 を 閒は一 股に 累ポら たなつ て わる 巧 ミで、 巧 巧 稱を巧 一つさないで 
巧 巧ず る C とは ホ 少雜 たいや ゥ でず」 モ して 主 塞 ホは、 元帥と 一 霉と品 おでを なを、 

「鹏 I お ¥1^」 としでの 巧い 提モを 巧し で がれ fc 吿 げた。 あとで 大挽 がは 巧 尚の ザに、 巧みの 巧 
巧を かう 述べた とい ふ— 「ヒ ，トラ， のぞかの な 血 背には、 巧して 非齿架 的な 血は 流れて わない 
… がを めて は、 巧の 轰 美しで なつて をら め やゥガ •..•たから 一を のがが ホれば、 ヒ ，トラ， 
とその 一を 選に を 加 さ V なバ譯 にはな くまい.： 菱嘗 や、 まガ强 こくつ で、 るが 巧が 

なさ 遇ざる.. でも おり 永い ことは あるまい、 そのうち ヒ ，トラ 7 自 みがた お、 巧 巧を 引を けて 立 
つやう になる ボ らう。」 

* * • ' 

ミュンヘンの 本 巧 「が 似飢! 一 かち チ*— リン ダンと ブラゥン シ乂ヮ ィタの 贿 W をん をに み 

中に ためた， トラ 7 な、 その他の 地方 强 ぶを も昭 ぶ®^ が^ために、 十一 H にを をへ， 

V ン の巧モ 巧を 巧 巧に 第 中した。 そこでは、 が一 一一 〇牢义 5 の 巧 巧に 比し、 巧 W 非な お 巧へ むむ 烘 
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巧は 約 一岳に 巧 加した ので あ ミこの 巧抗 はホづ ドイツを 田を 平み した 巧 巧を 示す ものの かく 延 
走ち がし 云 二 年の がになる と 大プ； セン 闲の 巧擧 である。 ごイ センは 识 巧な 口の が ホり と 
はいへ、 なほが み 巧 主黨的 ワイ マア化 巧の 设 巧の 巧 泣で ある。 これを 晓 巧させる のには 給 おのな 
力が 典る：. とい ふので ベルリンでは、’ もぅ ゴ ょ， ベルスが そのが 巧 工作に 乂を となり、 每迎 - 3 
づつ 「ス ポーツ お」 にれ 巧の お 衆を がいて、 お I 流の 宜傳 巧讲を やつでね る。 大巧が 巧 かと ゴへ 
ぱ 、ついこの がまでは 、マルキシスト だけの 占有 物ガ つたのに、 今は だ 巧に 田 民が み 巧の 巧よ とを 
つて バ つた。 同時に ヒット ラ r も r が 色 g： 一を 後に、 巧 巧は 大巧 ベルリンの 「ホテル ■カイ ザ •っ ホ 
—フ」 に 根が を 巧へ、 そこを 中、 むに、 全が へ 命令を 巧へ る ことと なつた。 「カイ ザ 下 ホ I ブ-と 
巧へ ぱ ゥィルヘルム 巧 苗閒^5 ^ぴ斯 がが Q ♦を あろが も ホテルの が 章は 巧の か 巧 お ミ 
裏、 巧 喜の 塞に 李ら れ 、まるで 望した み 巧を 作つ てむ る やぅに さち そこを じブ 

トラ 7 のな 設か巧 巧が はすで に イギリス ぶび イタリアにまで あぶされ てわた 〇ゼ から ゥィルへ ル 
ム谓 には かブリ 1 ン ニン グ の 巧 巧が あると 同時に、 その 隣り にヒ ，トラ 7 のが、 巧が 巧 ぉして わ 
る おとなつ て、 が 人は これを カイ ザア ホー フの 「ザ 命 副が 巧」 と 興を した 摇ポ 。そこで ヒ ，トラ 
r は 巧 巧卜齿 をの 一 冗す おしく は宰 巧の かきが 威を W て、 みみを 中る む ホ 巧 巧閒お ザな どを、 巧に 
をいた ものである。 
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プ c ィ センの 遇み ながに、 巧 おれを 化の 巧を にと つてな も 面 かを 穿 件が 技つ セ。 それは 一吉 一年 
の ホち セ 年の 巧 任期を 了へ たヒン デンプ ルグ大 ななに 巧す る 巧 巧舉の 問題で ぁつた • 

がは おて® かな 事件と いん。 巧 かわと 首 ふと、 ヒ ，トラ 7 はヒン デン ブル グ 元帥を 田み の I 冗 的 
として、 むから お 拝して わたので ホる から、 同 元帥が 巧な 1 する ことには 化して 氏巧ぢ やな かつ 
た。 彼の おを する のは、 ワィ マ r まなに 化つ て 街な さる、 はな そのもの t 叩を 巧し、 自ら 巧 巧 主 
巧の 宰相と をつて、 立法、 巧を、 巧は の 一二 惟 t 其 中に 化め る ことに 在る ので、 ヒン デン ブル グの 
代りに、 自 々が 田 祭# なの 坡飾 たる 大巧® にを るのは お 息 ホガつ わ。 だから 化は、 巧に-九 三 二 
年 十二月に ゴ 1 —9 ングを 巧と して， 大巧 巧の 田 技お奋 マィ スナ 了に、 かぅ い ム患化 t 傅 巧して ヴ 
语 いわ 巧ゼ— 「困 巧 おみ 黨は 田まモ かの 巧 巧に ほ 巧を 巧る 蝴 をは、 ヒン デンプ ルグ 大巧が の牌进 
かになん でか 巧ず る 用な がわる。」 

巧が ーモ、 K ン デン ブルグ のをが を、 プリ* ン = ング巧 曲が 巧 占のに 巧ぎ 上げょぅと 千る おか 
を 見て とつた もの ポ から、 ヒ ，トラ*' は をに 巧 巧を 曲げ 始めた。 プリ* ン = ング にす はせ ると、 

目下 巧 ホ ホ 巧で， 困 巧が おらめ ホ 巧を 荒立で を 巧し をふぺ きな ぢや ないから、 人 巧な 巧の 进サ岛 
ざ^1 1 切差あへ， 圃巧上下 一 をして C y 声 ンブ ルグ大巧巧に西就巧をお巧ひしょぅでは&いわ… 
，いんを 面 巧め て かの々 つた 巧 ホに ぶき、 抱* じ， トラ 7 に 乎' 巧 fc がせて 「それに 就いて 巧 下© 


巧巧诗をちおがひし -,1いから、 一 を宰巧を巧へ巧ち巧を巧はしたい」 とみ娃£中込んで巧た4 
でヒ ，トラ， はま 巧を がに ホなん で 巧で、 ブリュン ニン グ にな 見を 開がず る— 「ヒン デン グル 
グ 大巧が の韓选 には、 お 自身 も英 巧がない.； が、 我 X がそれ t 巧 巧す るが 件と して、 巧 下は 巧蝴 
をが 棟して 巧き た—」 か歸 プリ ュン ニン グが 、そを ホ路 ずる 笠は なかつ ちそを その 巧は 
物 みれ となつ たが、 巧 S 二 年 一 巧 十二 日に ヒ ，トラ 7 はキッ パリと、 宰 巧の 中 达を拒 拒して 了つ 
たので ある 〇 その 理由は、 巧ぶ は 切 巧 巧が 人 おの 巧 おを 代を する ものとは 思め ないから、 モんを 
巧 巧の 提案に、 21 巧 一 まの 美ぶ を‘ 抽サ て、 巧 打 持ちを してやる 巧には 往 かぬ.； ヒン デン ごグを 
恥ろ ょうとず るな ろ そのた 茵 みのをを なつて、 巧は を おしで おの 置を けを してね 

ろる どうかを 巧て なる がい、 ザら う… とい ふの ガ 。結局 ヒサ トラ 7 の おは ヒン デン ブル グ では 
な-、 つて、 が 巧が 语ブ びュン II ング であつた 巧で ホる。 

ずると ブリュン ニン グは 大巧 領を訪 巧し、 ド-， トラ r の 意ぶ では、 自 みがね ては 閒 下の 巧 巧 巧 
を ま 待ず る ことが 化 巧ない 由 だから、 この 巧自 々は齡 おを 乞うて 化を 逛 わう とお ふ、 と 巧に 巧れ 
つぽく 出た。 すると 正直で ホが な 老巧 巧は がに 巧を がべ、 自 々の 巧进 をん かどうで もい、 から、 

巧 下が をん なに 仲へ な 入つ て转 巧を 巧る 必 おはを い、 とを 巧な 巧 がをお 南した。 

がるに、 さう してぐ づ< して ゐ たんでは、 かが どんなな 西を 待ち 巧け るか みらない、 と、 レが 
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した 襄巧 なめ かお 輿な 及ぴ がが ゃなの なを 巧 ホ w のがな 巧は、 えづ ぉ々 ぶの あかで じン チン ブ 
ル ダ 巧 巧のを 昔を 巧つ で 先手を打ち、 若し ヒ ，トヴ r が これに 反 巧なら、 ヒット ラグは 两 巧の お 
だた るヒン デン ブル グ 元帥に 巧を 引く もの だ、 といん おを 傅を ひろめる こと をれ 巧した 。中に も 
「ず チ乂」 に 封し、 もう 板み： 1 い にがして わる 巧々 巧 主な などは、 ホづホ ホして ヒン デン ブル グ 
巧な G 大 々的を なにが ク たの ガ 。「ヒ ，トラ 7 を R がせん とが ずれば、 じ ン デンプ ル グに巧 巧せ 
ょ！」 とい ふを 巧 ビーフは 四方に 酣られ ろ それが 一を 云 年に 「巧 ホを を ザせ 巧 巧の が 巧に 巧 ホ 
をがず る も わは、 ヒン デン ブル グ にな 巧せ ょ 一」 なる ビラを、 枉 おの やうに 紙 布した Mi 巧が の 
やには る もの だから 化 快で ある。 

をに 巧、 ぶ 梯を巧 巧の 下に、 ヒ* トラ 7 は自 々がが むと ぞ とに 巧らず、 ヒン デン ブル グ 元帥を 
巧手に、 大巧 巧の ホ 候補を しなければ ならね 巧 円と なク た。 がし このな 候補は、 がず しも じ， 卜 
ラァが ホが がの 化な を 巧 得する 目的では ない が、 西 巧れ 巧 ホ 巧のを 巧 的ぶ 力を、 これにが つて 抑 
をす るのに はおが の 巧を でも あつた。 

ホ、 じ， トラ 7 はな 候補した。 彼は をれ をまボ ドィツには 两 巧が なか 0 たの だ。 それ かとが つ 
で才— スト リアの 函巧 とさへ がめ られ てわない。 そこで 政な は 彼を 「才 I ス トリ T の 巧 亡 兵」 ぶ 
りと 旌巧 をが いて、 彼 0 人 菊を^-/- うとした けれど、 彼は ちみの々 力 巧が 下に 巧は るブブ ウン シ 
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■'ヮ ィク 因の ち 巧 (巧 困ょ 〇プ0ィ*ン にお 巧され た 巧な】 といん 形で， がみに この 巧 屈を 解 巧 
したので ある。 

三| 月 十 ミ 日に めける を 困に 互る 人 巧 巧 思せ は-巧 巧舆 'ぶの ヒン デンプ ルグ 、困 巧な のヒ， 
トラ r 、 田进苗 巧な 及び 知 巧 圆のデ •'スタ, ベルク、 共を なの テー ルマンの 网！ 者の 閒 に々 
たれた。 後 ニ ホの 巧 苗は 殆ど 巧 囲とは ならな わつ たが、 e ンザン ブル グは千 八 百 巧 度を 巧、 ヒ， 
トラ r は ホ 化の 千 百*: 巧を かめた。 卞百 « 巧と すへ ぱ、- 九 1110 ホの 巧 逆 « に 較べて、 め 二 包の 
巧 かを 示して ねる。 

ヒン デン ブル グは 巧-かを 巧ち 巧た けれど、 巧 巧 過半 あには ましない。 さぅ いム踢 をには 巧 法 
の規 巧に 從 つて、 巧二囘 のみ 睐巧巧 (比較的 ホ おにても 可】 をなん ことに &0 て ゎる。 そこでは 
なの 巧* と闲 巧な々 ぶは 巧び 巧 巧に々 れ て、 狂 巧を を « 班 におつた。 

が も その 巧、 ゴェ ，ベル K は 宰相 プリ* ン _| ングに 立み 巧 挽を 水め た。 宰巧 はそんを 尼 かなむ 
に 引 おつち やがいと 思つて か、 をが お 巧を も 典へ 卡 、煤モ にヒン デンプ ルグ のめが ボプ 。ィセ》 
に 出掛けて いつて、 「ナチ ス」 巧擊 の巧舉 麻を 巧 度を や 6、 が も それを ラデォ でを 巧に めを した。 
すると ゴ 王， ベルスは、 そのれ 苗を を 巧 » の レコー ドに なめ、 同 巧に 「ネ 巧の 八 巧 K ボ ー ッ. パ 
ゥ ストに がて、 ゴ H ， ベル ス巧± と ホ 巧 プリ- ンー I ング のを ♦巧 巧が 閒* される… 曲 おは ♦つて， 
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この 兩巧の r が 巧の め 岡 j にを かせょ I 」 とい ム巧吿 を 旧した。 巧 <哲 いて わる 巧を も、 ff は そ 
れ につら されて、 K ボ I ッ ■パラ ストへ 押 巧け て 見た-人で わつ たが— 正面の 巧 巧には ゴ 1 ， ベ 
ルスが 獨 り 巧 巧 おを おしながら、 ま 相の なをの-巧 おにれ を 止め、 「いや、 それは 大逆 ひだ…」 と 
か、 「そんを 巧 巧な な贵が あるか？」 とかの 音 巧 左 佚んで、 レコー ドを 巧* なをを にや 0 巧け， ホ 
後に それを 叩き 巧して、 ホ ザ t がが す々 咕 ホを W しわ。 おらめ 押 巧では ホる が、 ゴ I , •ヘルスの 
を 芝な のを さな ど® ひ 出されて、 今 巧の かく 化 巧ち まる I ホ 巧で わる。 

で、 四ち 十日のを 面み 巧の おちみ 巧り なをの か〜 ヒン デン ブル グがお 利を かめて、 大扶 
巧に おおした 。因 巧な々 まを まは 千 一二ち* の 巧 巧 t 巧、 デ モン スト ラナ ヴな巧 かを 化め たこと t 
牧樓 として、 ヒ ，トラ 7 のが 南 「邸 ひは 训 新たく 巧く..' が進ッ ー」 の® おの 下に、 ホの 巧 的に を 
つたので ある 0 

* . « 

ヒン デン ブル グの 居据ゥ にがつて 、プリ* ン ニン グ內閒 は 巧 時 小康を 得た のガ 。がし 同時に こ 
の 陈にホ じて、 彼は な ゥ围に ホり 過ぎた がが わる。 

とい ふのは、 この 巧 曲の が 力 巧 ホ 面のを 祐をお 0 てた た历巧 巧み 內巧グ 0 1 — ナァ巧 弔は、 じ， 
トク-' ウ S • Ac 巧 巧 お) の 中から、 反逆 巧を 巧 巧ず るに をる 巧 巧を 伸 かした といん ので、 _ 巧に 
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して 「ヒ ，トク 7 巧に 巧す るを 巧 M 巧の 保な ぶびが. ル 止」 の 大拭巧 令 t がさせょ うとし 姑め たので 
ホる。 だが それは 自 みの 力を がらめ 巧 巧の まに 過 ざを か 0 た。 巧 ホ かとい ふに、 二 一二 年 ながなら 
いざおらず。 この 顷 では S • A (巧 撃な) に S . S (規斯 巧) を 合せ、 なほ S • A 橡化 巧、 モ— 
トル 巧 巧が、 裤巧巧 巧な、 说 おお 寒な、 自 かお 决 巧な、 衛生 巧、 お尊ネ 巧ぶ が、 兵 お巧扶 等】 切 
を 加へ ると、 供 V かれ ヒ ，トラ y お 軍は、 もう 五十な 人を 巧え てわたの だ：： そのうちの 大部々 
は 巧 業者の 巧 年を 巧 巧 させで あるの だ わら、 うつわり これを が おするな どと 巧 表しょう ものなら、 
どんなを 助が おる か 分らない。 

か ロ ユーナ T 巧 巧の ななに 反 巧した のは、 おは 巧の シ* ライへ， 巧 巧で あつた。 彼は ウィルへ 
ルム 街の 巧 閒み謠 に 巧 巧し、 今頃 そんな お 謀を ホみ をが したら、 その 棉が两 化 巧 目ず のな 制に あ 
ぷだ らう ミこの 巧、 或る 程 巧まで ヒット ラ， とな 力して、 彼に S • A の資 巧を 持たす ことにし ては 
か 巧？… と提 就した。 がるに グ PH 1 ナ T は モの提 斑を 一 巧し、 巧 < も 了 巧を 巧が 上官に 巧して、 
巧らざる がすな だ、 とい ふ 助な おを を 示した もの だから、 シ* ライへ 7 は 憤が として、 出口の 巧 
を 叩き 締めを がら 遐巧 した。 この お 巧は 生 巧拉氣 ホの 遮い 除な 东 で、 彼に 巧 まれて 大臣の 械 子を 
筑 りなされ たぶ 中は、 今を にも 巧 山 わ 0 を。 おせる 巧、 グ 。王— ナ T 辟 巧は 大巧 巧から S . A 禁 
立 かの おぶ は 巧つ たけれ ど、 巧を にがて これを 班 巧す るみな、 巧 巧が み 巧の な烈 なる 反 巧を 受け、 
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をの 上 •(シ A ライへ r Q 玲 巧が 巧いた もの か-巧 巧 中の ま符を さへ 得られ なくなつ て、 苗 防 ホ 西 
のがた を お 化せね ぱ をら め 結 巧を 巧した-。 • 

同 巧に 阳巧二 小の 曰に 巧 巧され たブ n イセ ン 巧みの 进サ は、 柔 のを、 坦 巧れ をな 脚の が に W 
した。 マルキシズムのを 後の 巧 巧は をに 箱な したので ホろ 曲 巧が な ホは ニ ハ ニの 巧 おを 巧、 こ 
れ になして、 社な 巧 まぶは 你 わに 九 四に がかして 了 0 た。 巧が ブラゥン = セ ーヴ* リング 巧閒は 
巧 お 上は 锁が 隙して 思きながら、 新巧閒 の出现 まで 巧 巧を 執る とま おし、 がが として その 持 子を 
巧れ ょぅとし をい ので ある。 それから プ 。イ * ン に ホいで、 パイ H ルン あび ヴ •ル ヴ テンペ ルタ 
にも 巧 巧が 巧 はれた。 れれも プ〇イ センと なたり を 0 たりの おおな の ザ。 が 
古ぅ いふ エ なに > どこを 向いても 八方を がりに なつて、 巧 巧を ホつ た プリ* ン ニン グは 、大巧 
巧に 挺が のを 巧を がをおぶ して 谢られ 、をに 瓦ち 一 二十日に 巧め にも 政な をはげ 出して T つた 0 


1 III 、 へ T •フォン. パ— ペン 

プリ-! ン -1 ンゲ巧 曲と いふ、 ワィ マ T あ 法の ホ 後を 誰る ものが 固* しわの だから、 さて ホ 期内 
閣 のが 巧踞は 大巧 ボら ぅとむ がされた 〇ヒ ，トラ*' » を 除く W ホに、 は* で 時局を むかしみ る も 
のは I つもたい。 をし もヒ ，トラ 7 を ザへ をい とずれば、 た •、大巧が と闲巧 ザな のな 巧 だけが、 
口を 巧く 巧 巧が わるに 過 ざない。 

巧イ かそん. なむが は- ク もなか 0 た。 不 思な にも、 プリ* ン ユングが お 巧した 同じ 日に、 もぅ ホ 
巧の 袖の 巧 巧が チヤンと みつて ねたの ガ 。例の 晒 中飛 巧卡 をな シ 1 ラィへ， 巧 ザが， その 院な fc 
椅 おに 巧を して あつたの だ。 

で、 巧 宰相と して、 化 巧の 推さへ さを 戏 はした のは、 フランツ •フォン •パー ペンと いふ、 巧 ど 
世人 0 巧らない 人間で ホる。 化 A はから & くつても、 モ のみが 巧で fc 巧な， 一， その 巧 « を 巧べ て 
みると、 ハ、 ンと縱 がれる-泣 sii ' のん 閒 ではを る。 巧 なれた 输屛み ±官 上りで， 巧 巧 場の 巧な 
で， ホ 困が 力现 にを かずる をは、 ワシントン 性 在のを 宫 として 多少 後 巧い*^ 保 ホ 巧に 巧は 〇、 そ 
れで わて、 巧 巧 ホ 面では 柏 お* なの 化 巧 もや 〇、 いくらか 新曲の 店 》 にも 口を がく.. 'みな tM け 
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ち顯を どこでも 通 巧す— 累勇 のない 田 舅 雲で、 その シル こ， 卜の なり 卞を 
S すれち 上品な r ョ- 。，パの 神 さ. おな 的に 蓬 王の‘ 抑が に赁 ず— が菜寫 でを 
く、 れ寫に ミル， ンの璧 巧に 化つ て 誰を ミを' 黨 が」 の 室つ たか 复の ミろ 
巧— で 掌を びかけ る— のでい r とい ム霎 は、 ミ 巧には しつ ミが おる やぅな ながす 
ろのへ ぱつ 7 . ミトラ KJ を 「へ ごゴ こべ ル ごとげ びか ミを をには、 何となく ギ 
ゴ チない 累 ホる が！- へ ご； ン .パ— ぺ ごとげ ぷ 巧の 「へ K 」 は、 彼のを 紋を 護を くま 
巧して をり、 その 「へ 7 」 が 全く 巧に ついて ゐ る…。— 

へごフ ォン.. ハ— ペン もす， ここ ダと 同じ〜 中央な 巧* のが 雪 だとい ろた •、ブ が 
，こ 一ー ン\^はがの巧中、 ちしくはそれょり，^かしモ巧を化をしてむるのに、 パ—ぺンはをがを 
まを 巧を 代 ボナる 巧 逆が あると いを で、 時 もが 1,^ ホ 栽を し 力— ス師 は、. ハ—. ヘンの々 
々美た 夏に おびな けょ ミ た。 なし 大薑 ヒンご ブル グ は、 この 爱人ま ホる 巧 曲 
は 冀に巧 物ぢ やと 墨つ て、 で ごに 向 ひ、 裴人 として 巧が たる 巧窝 削を 促せ 占た 
ので ホる。 S 內度 勿護 を 忘 柄を 5。 そ Q で、 《弦た 歸 Q 淳を行 はぅ 車れ 

ばホヴ 大巧が に 巧 巧し、 そして 大が巧 ホの ちに めての み、 こを 巧ム ので ホる。 だを でを な 
巧が 巧閒に まるまで 0 - ホ 乎が の 巧 削を 0 である。 化に これた 「プ レジ デ アル」 巧 a と f しと。 


惟 ふに、 巧を ななの がり かをる 大 持巧ポ この 時 程、 巧 傾に 苗 巧を 自 々でが 酷した 例は、 がに も 
巧に もなか 0 たで わらぅ 。がし それでも、 大巧 巧 自身が 宰巧 としで 化く のぢ やを いから、 『プレ 
ジ デント」 巧閣 ではない。 巧 閒が大 が領の 念な をけ 巧す るが ホに がで、 矢 巧り 「ブレジ デ アル」 
巧閒 には 邁 なない。 大巧が の 泉 あ ^*4:巧 ずる 巧 原の 视 カホは、 宰巧 パー ペンと いんょりも、 巧ろ 
自ら 推 想して、 巧 巧 大臣に なり 上つ たシユ ライへ 7 巧 巧で あつたと なても い、。 それ わち 巧が に 
は、 大統領の が あたる 東 プロイセンの 巧 あおの 化身で、 r が 蒙 だか； 41^」 の 巧ぶ をと つた フライ 
へ 7 •フ * ン •ボイルが 推された。 な 上 S あの お 力な おな のが 用から 巧 巧し でも、 この 巧 閒がビ 
ス 3 ルク のがから 巧統を 引いた、 プロイセンぶ 保ホサ 巧の々 力と 巧 部の が 力と が、 大巧 おのを 下 
に 抱 合した もの だ、 と 刹 筋ず べきで あつた。 

ヒット ラ K はこの 巧閒 が、 巧に 巧 式の なお 的 巧 力を 糾 ム^しながら、 廣巧ま 巧 的 巧 尚】 をの 巧が 
をむ けたのを £ て、 ホ 少不が 快には 思つ たが、 それでも リイ マ T ぶ 法の 亡を 共に 萊 かされる ょ 0 
は去ゼ 巧し だ、 とちへ たもの ガ わら、 巧に 「逊巧 期 巧閒」 のを ホで、 これにが なの 中立を 約束し 
た ■巧し なれは 闲 巧な みま ホが 必卡 これに かつて 代る 巧 代の 巧づ いた ことを 巧つ たので、 その 巧 
なと しで、 なかに 遇 半 かを ぶめ て わく 必が がわる。 そこ'? 1 ペン 巧 閒に對 し、 ( 1 】 西 かの 卽巧 
巧 化、 (二) S • A 巧 止 令の 馈 1： のが 件を 化した が、 それが パ— ペン にがつで おき がれら れ たので、 
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ホに 述べた やぅに、 痒な 的中 立の 姑 唆を 示して やつた 巧ボ。 

で、 パ— ペン もを じ， トラ, に 巧 巧を 曲げられたら、 W にも 化 ホない ことを ょく 知つ でね るの 
で、 約 お通り、 ホづ S 二 年 六 巧の 日に 闽 みを 解散し、 巧 迸 ♦をと： rs 十一 日に 化 化した。 それ ま 
でむ】 巧 巧く ゴ ，.巧、 むして 比 巧が W がる 託ガ 。をれ から 六 巧の 中 巧に 大巧が のをで 「巧 & 的 巧れ 
巧た」 〇稱 急かを おした。 ごれ は 今を に 巧 かされで ゐた セつ の 巧な かを 一 つの おに お理 した もの 
で、 これに 化つ て s' A の 禁止は ザけ •巧に ザ產 なを 除く かの 他の 一切の 巧轴は 制服 0 ぶ W を 
も 没 けられる ことと なつた。 で、 ヒ V トラ, の お少限 あの 化 件 だけは、 えづ W てがた された 巧 だ。 

がし パー ペン 巧關 は、 化して 無 巧 ぞ篮の も 巧 ざ 巧 削に 過 ざな かつた とのみ 肺 巧す る ことは 出が 
ない。 その かの 短かつた 割合には 巧 巧の 化 巧 もして わる。 か 巧ぶ 面では ロヵルノ— ジュネ— ヴ— 
ハ— グ と、 スト レー ゼ マン 時化から が 巧 巧に S 十 お W も 巧 巧 か 強を 閒 いで 引きずり 引 恥つて ねた 
胳贷問 趣を、. 巧 巧に 0 — ザンス かなで ホ づけて 了つ た 《などは、 ドイッの 巧 巧を 巧蜡 する 上に、 
非常を 巧 巧で あつたと 巧なければ ならぬ。 それが ために、 ドイッを お 巧 巧に 齡り 巧ず 逍：； f とを つ 
てわた ヤング 菜を、 ザつ て 近り 討して 殺して 了つ たので ホる。 

それから 巧が 方面で も、 ヒ ，トラ r が 常に 不み巧 天の なのか < おへて わたな みお ホな むれ" 伏の 
嬰蓝 たる ブ 。イセ ン (巧つ て ベルリン) に、 巧 おた る 带婚も 0 ホ 入を したの も、 ホ パー ペン 巧閒 
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の 手 巧で をる。 プ〇イ センは がに もを つた やぅに、 巧 ♦の 掠 聚れ巧 お ホ 巧が 巧 一巧た るの 地 化を 
そつた にも拘らず、 なほ プラ ウン ==*1 ヴ * リングの 巧府 がすた 左 おに 託しで、 化が 巧閒の 明が 
しを 巧 じな かつ わ。 を こで パ I ペンは 巧 がで プ 。イセ ンに 巧が 令を ホき、 白ら ザが であり 
ながら プロイセンの 統を をを 化し、 巧む のプ ラハトなる ザを 巧 おけ 巧兼プ P イセ ン巧扣 に 化 命し 
て、 をを のな# 巧を 巧 中む の官 巧を 巧らず 迫 巧して 了つ ちが 梓な セー ヴュ リングは 大に 巧つ て、 
を巧の巧のおにが"^^^を傅へょぅとしたが、 一方シ* ライへ， の团巧ずが巧が附でぶ與してわる 
ので、 み 巧のを みを •が* わり、 命から ぐ プラン デン ブル グの 旧を へ 巧げ 化した。 例の ゴょ ヴぺ 
/ ル ー? と 巧 峰を 化が けて ザた、 巧熙 則巧監 たる ユダヤ人 ヴ イス も お 命な 巧のを 円で な 加され わ。 斯 
くして、 ホ ザの も II は ホく 巧 巧が のよ がする 巧と なり、 中央政府に 巧す るサ ボター ジ- をけ つて 
ゐ たなんは 上は ホ おから、 ホぞ 、局 お、 地 ホ お 巧、 がをおに 至る まで、 巧 ひ 巧 ひに 巧 巧し、 权お 
する ものは、 監 蛾へ 叩き 进んで 了つ たので ホる。 * 

* # * 

さて セ H の ホに なつて、 を々 拘巧 通りの ドイツを 曲の 巧な 擧が ザた一。 

この 进单の 巧を は、 今 ホで# 通の 巧迅 々のかく、 巧冉の 巧な と议巧 巧に みれ て 冗には 色 削る やぅ 
& 班 ひでは なくつ て、 巧府 はを くが H 巧の 存 ホで あつたな ザ (ホ も 拓这巧 巧* が、 いくらか かお 
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の與 ならしい おがを 矛し はした が、 かの 上から 見て 言ん に 足りを い)。 ガ からけ お 巧の ホょ、 推 一 

人 雲の 養 苗る 塗は &ち た津 で、 たぶ 幕 《ま、 蓄ミ 了ち へはを くを て 寧 
にヒ ，トラ 7 を賽 する か、 そを も 持 ミトラ K 巧に 養す をの 二つ をれ たを で ホろ 

で、 西 巧な たが 側では、 ヒ ，トラ ァ とを W 部おゴ 王， ベルスと が、 抗の巧 t ならべて、 进 巧巧裡 
へ 喫 逆した のは か 論で あるが、 この あは 特に 闲の グレゴル •シ 1 トブ ，サ T が、 巧が なる を值の 
巧 件を 引 巧け たのが 異彩を なつた。 シ 1 トラ， サァ はぶ 巧の 持な しま ポ つたに 逆 ひない。 おし ヒ 
，トラ r はな々 おいれ でん、 辛苦 t ザに 巧め た 巧な g であるか ダり、 見 巧し にして 巧かず ことけ 
が ホない 巧な のち 巧の こ— ム巧件 S きも、 Ej. くを その 惡い ザを 齡齡 する ミを しないで、 れ 
を 巧 日を 巧 ばして むた もの ガ から、 がに 巧 ましい 悲 がに 格つ たな ども、 そのい、 例ガ 。をい なお 
をなる ベくな つて、 ょく/ \ のこと がな けれ ぱ 巧して 見 かてない— それは ヒ ，トラ r の 明 おで も 
あるし、 同時に 化が 大きを 「おみ」 としての 巧 格を、 通が をく 物 巧る もので も わる。 

巧に 角、 シュト ラッサ ァは 今を 「親分」 の 命 かに ザいで 巧みが 紙 议ゥを やつた にから ホ、 ヒプ 
トラ 7 は、 なほ 化が として 化の 才 がを 貿 ひ、 满の化 巧な おに 巧げ た 上， セ 巧宋の 迸ホ圾 、ぶび その 
巧の 十一 巧 音の 巧義忆 は、 f とがが を 了で 巧は せた ので あろ 化は がし. ご トラ， サァ 
をぶ 面に 立てた ことは— じ， トラ 7 の 人 巧 ホには な 服 させられ るが （大巧の 結 おおら 化て、 乂失 


化 だつ たと 思 ふ。 をに も 挽 巧す る やうに、 セ H ま 曰の 逛舉の お 巧は、 じ, トラ, 自 々は 大巧を は 
巧の やうに 昔つ てね る けれど、 巧は 黨 がを 理 巧に 巧 巧した ほどのは 巧ぢ やない の だ。 十】 巧 六日 
の 逛巧に 至つ ては、 一 趣の 皮 化と 見ても い t 。 勿 就、 モの巧 巧を シ * トラ y サァ の】 みに ずつ て 
巧く のは 巧 おであるか も 知れない が、 I 捕シ * トラ ササ ァは耗 の 多い、 巧 人の やうな が觀 なの 
だ。 その 堅は 同じ 奇巧 人で も ゴこぺ ルスの ホには 巧 巧が ホつ て、 大 ホに 場 おえを 巧を や 
らせ るには、 巧を の 天才で ある® ゼがシ * トラ ブサァ の 巧 巧に 至つ ては、 反對 にが 乎を 巧ら せる 
ばかりで 、がち、 困 巧 社# 主 巧に 伯いた 巧 ホの、 む 巧を、 が して 巧く でう & 巧 g が ホかつた。 

なの ホ かがを は 部み ま 巧に 則り、 が も、 前を の变 巧から 判 巧して、 一人で も餘 かに プル ジ ■ァ 
の 階な から 巧舆 者を、々 く 巧ょうと 巧 力し なければ ならね 巧巧賊 であるから、 巧 巧 上から おへて 
も、 シュ トラ， サァ たる もの、 争 少し 抑が な 想が を 執らねば をら なわつ たやう に 思 ふ。 巧が、 彼 
は 自己 一流の 巧 論から 巧 出して… 巧 逸の 破 ひは 巧 本 階な の^が ホる のみ… ヒ ，トラ 7 が 巧が を 執 
れぱ 、少しで も趕 本を 巧ず る おは、 なが 無い と 策 巧し なければ ならぬ… 巧の ダル マ 三 ズムは 主 地 
ぶび 生淹モ 巧の 卽時 公ぞ にを り… 大巧な 食概 をが 巧ゼ 、巧 一进 巧巧爲 ぐらた しからの ものは な 
い：： などと 进孽閒 巧に なつて おおを 音 ふ もの ポ から、 それ ぢヤ下 乎を 共を 黨の左 » 小 兒巧化 お 
ょりも、 卜〇と 結果が 盤い。 巧ち 巧みに 巧 まつて 來た巧 巧 巧で も、 これを 巧く と、 をを がくして 
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則! 3 し 柏め たもの だ。 從〇で バィ H ルン 巧の かきは、 シュ トラ， サ T の ヲデォ 巧 說は巧 巧で が 送 
を禁 わしで 了つ た。 

で、 あ々 セ： ITS 十一 日に 逸 巧が おつて 見る と、 两 民れ を X はち セ おが 巧 加して 二百 S 十ぶ とを 
つた。 その 巧 加は 中央な W 外の プル ジ 3 ア晒热 から 斩 たに 巧 巧した ものと 見で もい" 巧 がな々 
制 あの 上から 見て、 み 巧な とがみ 托 おがと に 配々 された マルキシストの 投與 がわは、 苗 巧せ ミ 
の それょりも 少しが か 0 たとは. 音へ、 在 ホに 校べ で 非 巧な がかとは なへ ない のガ〇 

この 結 典を 妊て、 シュ トラ， サア ー派は、 これは ヒ ，トラ 7 が 西 おを 命の 本谦を 格で て、 を 法 

的雲毁 のみに 依らう とする 樓 度が がい 笑、 とましね めち 重 . A 持 部を にも、 巧へ 
ば a 1 I ム大 おのかを は、 我々 は 巧 巧の 「巧 力」 を 巧して をりながら、 巧 化に 「巧 巧 用 おの 革 か」 
を 大切 がらねば ならぬ か、 とな 下を がきが ける やうな 煤 度に 化た。 そこで ヒ ，トラ r も、 なの 大 
巧を 察し 姑め て、 パ— ペン 內喊 にが 巧の 中立を 巧つ 態 巧を 冷 てるじと としたので ホる。 がの 機巧 
^ 「フょ ルキッ シェア •ベ ォバ ハタ ア」 はお 說 にがて— 「我 X は 最早、 現 政府を 庇 巧ず る 巧 等の 
理由を も 持たな くな* ^ たので、 これからは 自由に 我等 巧 白のを を 進む ぱ かりだ」— といん ホい 文 
巧を 巧 表した。 世閒 では セち ホ 日の 进 ホの 結 巧、 百 七十 名が 二百 一二 十 名に なつた の だから、 お 巧 
的を 巧 巧の ヤ うに 巧へ、 なに 外 闲斬邮 おぶな どは 瓜 てんた めいて、 「ヒ ，トラ 7 の ホ 巧が」 など 
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と 苗ん に 巧 巧を 打つ たやう ポ が、 おは ホろ、 それは 巧 巧け 下の 不は 巧ガク たと 見て わる。 不ホ巧 
でなければ、 何故 その 時 S • A がそん なに 不平を 首 ふやう になり、 化つ てヒ ，トラ 7 も パ— ペン 
巧 曲を なれる やうを を晉 をし なければ をら なか つたわ P …モの 巧 巧が をら ねわらで ホる。 

さて S • A は 迸# 戲ガ けぢち 直ぐ 天下が とれめ ことが みつたの ち 不平のと が。 は 方* で 巧 お 
弄りを 始めた。 ななに 巧を と W 巧したり、 巧は 巧 閒に共 巧な 巧の 其 || を 巧つ て、 ザが のお齡 t ナ 
る やうな お 巧は 巧々 として 起 0 た。 S • A が！！ ューム の 下に、 大規 巧に 武楚 して ペル リンに 進ず 
し、 が 力を W て 巧 巧府を 博 巧ず る 陰謀 t が 巧して ゐる などの あ 拌も巧 まつた。 

パ ペン 巧閒 も、 この お々 を 見て 巧て 化した ので かる。 勿苗ヒ ，トラ ァ との 巧 おが あつたので、 
S . A の 括れ 裝ム はおき， 又 その 巧を の 制服を 用は 巧 可した ものの、 これが を々 と 巧 載して、 ベ 
ル リンに 巧 人つ て ホる を どと 哥 ふことは 、「巧 A 趴 止の 聪 鼓が」 に 巧が する ことと なる ので、 今迄 
ヒヴ トラ r の 巧 常な ばかり 巧つ てわた ものが、 をの 功から なに、 西 巧 社み まみに 巧 巧 巧 巧を 巧る 
やうに なつた 。その 巧 本人は 巧 巧が シ * ラィへ 7 である。 がは 若し S • A が 巧 化を おす やうな こ 
とが あつたら、 留 巧ぶ 規ず はを ちに これに 庞 巧して、 巧 括な く 叫き ホすべし、 とい ふが 巧のを を 
を 輿へ てあつた 。ヒット ラ r ぶび その 巧ぶ は、 その 形 巧を をな した もの だから、 パー ペン 內 曲に 
だ 抚 する ことは い--… がし その 反 化は、 おく 迄 もを 巧 巧で あらね ぱ をら め ことを かなし、 巧 巧 こ、 
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を 「が 指導 お」 をして、 をの 地方々々 の s • A を 慰な サ しめ、 この 巧 ホゥに 巧 おを 執つ て 巧を お 
ず やうな ことがあ つては、 巧 巧ず とお 奴を 巧へ をければ ならめ だら うし、 若しも その 巧爭 になけ 
で 了へ ば、 齿巧 おを 主を の 化々 九 藍までの 巧みを、- おに 巧へ す ことになるから、 かして 指 薄ま 
の 命令の ない のに 短 おな ことは しない やうに と、 巧々 巧 化した ので ある。 

S • A 參な畏 の n ュ IA は不 思な にを つた。 彼は 两巧巧 中に もい ろ'-^ 規 しいち 绝 がね るの 
で、 齡 • A が 巧を おしても、 困 防 軍は 巧んで 應援 C そ ずれ、 S • At 逆へ 撃つな どとは、 お 
にもな 像して わな かつた のガ 。を こで 01 I ムは がかに 固が 巧を 巧れ、 西が 軍は 釣 十字軍が のを 
せ 地に 巧拖 する やうな おへを 持つ て わる わと 奶 ねて 見た。 すると、 巧な 省の 化を おは— 勿を シ* 
ラィへ 7 の 度が 巧つ で わるので 一 巧が これにを へて 昔 ふ。 「それは なが ぷ… 巧せ 地 ばかり ぢ やを 
い、 が 化を 亂 りへ で 園が ペル リンの 中央へ 进乂 つて ホたら、 お 令 巧 おはして なくても 巧ち 巧く る 巧 
り だ！」 

そた を 巧へ 巧いて、 S • A の 血 氣胚ん を 巧 中は かなして 愤 化した— 「宜しい… それ ぢ や】 つ喧 
哮の挈 をら？.. 今まで 团防 軍は 我等の 南 萬な 热の大 まに 巧す る お 二の 友と ちへ てわたの ガ 
…そ I だのに、 今 巧々 に 巧つ て续 砲を 巧ち 拽 けょうと いんのは、 南 巧ず の 化 巧が ダス ブア やグ P 
» I ナ T の 化き 段を 的 非 因 巧の 姐め た毒莱 に巧染 して わるぶ 巧 だ わら、 ましい、 この 巧 犬に _ 巧 
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を 巧へ ょう一」 

で、 龍の 命を におつ たもの か 知らめ が、 ベルリン 化が の マルクの 田な には、 もう 巧 巧を W いて お 
十ちのトラクタァが、 巧拍がを巧ダ、 义銳创&閑めかした5- Aの物*しをお裝なを滿i^^、 ガ 
ソリン の 巧を をな つて、 まい » 巧を 立てて ねる。 これは 大巧 ガ—… み々 i-， トラ 7 がま： a に 雄 お 
なかを » へ たの かも 知れない… とキ 信半視 になつ て ペル y ン 前；^ 專 をのへ ルドルフ 伯は、 巧 巧 
巧に 乘 つて ミ* ン ヘンの 本部へ 巧んで 巧つ た。 然るに ヒ ，トラ*' は、 一巧 そん & 巧 ホな 巧 ホを 出 
した® えは ない… この 巧、 そんな 一换巧 化の 巧岛 は、 なと しでは 絕 巧に 巧 止 だ… とのを へで ホる。 

一* 授 化は、 ヒ •■トラ r の^ 巧を 巧け て ホの 巧 5 巧 巧に 巧つ た。 そこで ホ か 不平な々 ながで 「ぢ 
やを しい、 活 巧に 不可い と あら ぱ 、今 ホし 巧 巧は する… なし S- A が、 こんを に 侮 巧を 巧け て 引 
をん ゼと あつて は、 巧い 者の なが かまる ± いから’ ちし ヒ ，トラ •'がを 巧 的に 天下を あつたみ を 
は， ■逆 か 一二 日の 問-切の 巧 巧る びが 化 巧 0 巧 巧を 巧 止して、 巧* がが をに 化 ホて わる 共 ホな け 
を 叩き殺さ うが、 H ダャ 人を 巧り 上げょう が腺モ にさして 下さい」— と 巧 ひ 化た。 それに 巧し じ 
，トラ 7 は、 巧 蘭 この 「S 日が 巧」 を ホの やうな 形す でが 可した 一 「若しも 自 々がな 保を 巧 巧し 
たなら、 十 K 人の S- A にホ武 が々 の 巧 巧 的な 除な で、 プラン デン ブル グの挪 巧 口を 巧 逆させる 
…ガ がその 巧 進が 巧ん ガら 、巧び 巧 巧 おがと して ペル リンを おましを ければ ならね一」 
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_ 四、 _ ，力」 を缺 いた 獨截 

一方 パ— ペン 巧閣 は、 そのうち ヒ* トラ y の 巧 巧な^^ t、 いくらか ホく 息 過ぎた やウ だ。 だ 
から あれ 程 じ， トラ r には、 ワイ マ T まを が 巧に を か 巧を 巧へ ると いふ 約束を L てた きながら 
巧 巧と しで、 巧 おを た賴 りに する やうを がきを 化せる。 

巧へ ぱ 、八 巧 十-日の 患 法 記を 日に がて、 巧 巧 ガウ ルは かう い ム巧說 をし わ— 「ワイ マ 了 あなの 
が 文の が 持は、 を 人のを がの か 何に 化 クで夕 みおる 所が あるか も かれぬ が、 同 あを そのもの 0 巧 が 
在は、 ドイツの 巧を t ザを ずる 巧 巧に と 0 では、 そのと り-^ のがけ 巧 的、 巧 治 的 見が のを 巧と 
なる ものである… 田 民な みま 巧の あなを がく もの もが、 このが では 結局 おがが をい 巧ガ らうと 巧 

さ 

巧滿の 上で ヒ* 'トラ y を 甘く見て わた ばかりでなく ご ハ ー ペンは 又な 巧の 巧 引か 何 にがつて t 
，ト ラブを 皆く 姑を をむ ことが 抽 がる、 と樂天 的に おへて わた やう ガ 。このを 法 巧が ホ 0 た 二日 
巧に 內酣 かなを 閒ち この 惊 ミトラ 7 ち 巧 曲の 曲 巧に かへ ょうでは ないかと 巧 巧を 一 かしち 
この 巧 案を した 人 巧は、 巧 防 巧 シ * ライへ r である 〇 彼は ヒ* 'トラ 7 を 巧 閣の閣 貝に 加へ て、 班 


のを 巧 もを 滿せ させ、 巧 時に】 方す やの s • A を 巧 巧 方に 結びが けて、 巧 巧自 みが s • A を ヒブ 
トラ r Q 乎から ザ ひ 巧つ て やらう といん、 な黑 いぶ 巧を しでね たやう だ。 

八 巧 十 S 日の 巧、 招待に 巧 じて ヒット ラ, は 、 S • A を 巧 巧の。 ょ—ム を 伴 ひ、 宰巧 パー ペン 
を モの巧 巧に 巧 巧した。 パ I ペンは が 巧と して、 揉 手しながら ヒ ，トラ 7 に 向 ひ、 この 巧、 な 下 • 
も かむ して、 一つ 巧 聞 入‘ りを して 見では か 巧です とおめで 化た 〇ヒ * トラ 7 は それに 巧し、 お 巧 
作に、 いや この ホの 化閒〇 巧を には、 が も 必ず 满をホ わで 化 巧す る 巧な がわる とを へたの ガ 。す 
ると パ— ペンは 脱さず— 「いや、 このみの 巧閣 を 巧つ を もな く、 巧 巧 助に 巧 入られた モ がい、 で 
廿 ろ」— となを かけた。 ヒット ブ r — 「なに 幸 巧に なつて 巧 巧 曲を 巧 化しろ との^ 業なら、 お 
引 節しても ましい 一」 

パー ペンの 巧は ホれ た。 が 白身 宰 巧の 地 化を ぶる がなら、 こんな 招 あはしな かつた 苗ガ 。それ 
にヒ ，トラ r のちみ は、 彼の 巧 期 W 上に 少し 度 過 ダる やうで ホる。 がしもう 巧り か L つた おだか 
ろ 少し ばかり 該 ホして 巧 ふ— 「ぢ や宰巧 巧を お 副の 二つ 瑞へ ませう. 南下には 刹 宰相に をつ て 
巧く… な T に谭 化は 冗で も 削で も 巧ぶ だ… 巧へ ば、 古の 雜巧帝 巧には 巧 一、 巧 二等の ななが あつ 
た… で戎は そのうち 巧 下に、 その 巧】 巧 巧を た閒 ひする ことが みる かも なれを い一」 

じ， トラ7 は新がそれを巧つた。 自分を臨巧む巧の|^^||^巧にずるといムのは、 化には巧巧が* 
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つて、 ホづ 初めは 大 おがから お强 しで、 巧 ホ $ の 巧 あ 家に をれ といん、々 分 や 化身を 巧ん 卡る 
巧守おすちの紳±パ1ぺンの謎わも知れねが、 をんなを巧ま巧な巧曲を考へでわては、 なる賴自 
々は 一 かの 野人 だから 巧 おに も 局 おに もなる 巧 格は ないだら う… それでも 育々 はなおを 人 巧の 指 
導を だ… 巧が の 姑 巧の 逝 だらけな 巧い プロィセンのを 役が なんか 叩き 毁 して、 をが 巧 巧の か槪柄 
まの ない 巧し い 围お闲 をを おがず るの が自 みのが 命で わる…。 

じ， トラ r の瞄 おが、 なけに 胡 固な のにない た パ— ペンは、 ホを 度り 出した をで、 その ま、 大 
が領のがに飛んで往つで、 右の巧をが吿した。 おヒン^^ンプルグは巧くあ菜の^巧、 それでは自 
々が 息接ヒ ，トブ r にみ つて、 彼の お 中を もつ とよく、 確め で 見ようと いふ ことにな つた。 

それは ヒヴ トラ r が大 が巧ヒ ンザン プル グ とを なした 巧 二 罔 目な ので ある。 その 巧 じ， トラ K 
あび そのな なは、 ぶの 制服で 老 大統領の がに お 立し、 刖に巧 子に 巧を 巧け ようと もしな かつた。 
を談 なをして もな 目 だとい ふこと が、 巧め からみつて わる わらで ある。 そしで ち乂が 巧の 巧 問に 
巧 じて、 現 內閱に 巧す る 巧 巧 おを なのな 對し なけれ だなら ぬ 理由を ば閒 がし、 が 巧に、 それでは 
をが パ— ペンを 巧け て巧閣 入りを する か、 むはない かと 祐 わめら れわ 時、 巧を ながら そんな 巧 化は _ 
毛頭 ありませ ぬ、 とキツ パリ 巧つ たので ある。 

大が がは その 闭诗が 巧 マ ィス ナ T から 「ヒット ラ*' は、 聞 下 巧 肖み にお 朽 めに をれ ぶ、 卜中 A 
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化、 むを かか- HM せう」 と 聞かされて & たので、 今 化の がの ヒ ，トラ r の 態 巧の 案外 乎剛 いのに、 
少し おいた やゥ である。 そこでが かに 奶 いてな た一 「をれ ではな 下が、 どれ だけの お 曲の が 喘を 
ホち なさる か？」 「をが なのです J - とい ふの がヒ ブト ブ y の 答へ だ。 を 巧とは 一巧が のな ホ か… 
巧 栽の 巧り か… その 泣が 判が しない けれど、 ま 人は それな 上を 研 かう ともせず、 又 巧 人 も それに 
巧し、 巧な な說 明を 與 へょうと もしない。 巧 名の 閒に朽 く 沈 巧が がいた。 モれ からを 大 なおは 輕 
い 吐が と共に、 がれの 手を 差 伸べ て晉 ふ— 「お 互 ひに もとの 巧ぶ として、 ぶは 巧 下と 振モ してね 
るので すぞ 一」 

*プ トラ 7 は 大統領との# なが おる と、 をの ま、 パ ィェルンの 旧舍 ペア ヒテ スガ T デンの 山莊 
に胚れ て、 衍く 俗化 閒 からみを をいた 。 ‘S • A も 十 巧 日間の かおを 得て、 その 閒宵 なな 袖な 巧を 
の 前 服を 化いだ。 たで ゴュ ，ペル スガけ が、 ペル リンに 巧 巧 0 で、 巧 M 巧 「アングリ， フ」 に 
「巧 巧 近き になり… みあの がの おけさ だ」 とい ふやうな 巧 宵め いた 巧い 义 巧を、 巧き がけて ねた 
ので ある。 

巧 ♦ ♦ • 

そのな 昔は、 かう す ふ おで 中り ねめ る や々 に 見えた。 

八 巧 二十 二日、 ポィ テンの 特別を 判が が、 巧 人 罪で 起が 中で わつ た 上 シ* レジ ょンの S • A 五る 
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に 幻して、 巧 刑のを 吿を 下した 時、 今まで 氣ホ おくな 巧を 守つ てわた ヒ ，トラ, は、 まるで 料 載 
巧を 巧く やうを 改府 巧# のな 巧を、 巧吿 がに 送つ たので ある。 r 同 おょ一… この 奇お千 巧を 化 阻 
い 宜吿の 巧を 巧て、 予 はどう ホ つても、 巧 巧を なおしに はさせ ないか、 むを レて ねる… 茹 おを 巧 天 
白日の 身に する ことは、 巧 巧のを 巧に かけても 節 巧して みせる から 安-むしろ… こんを で 巧な こと 
を させた 巧が 巧を 叩き 巧す のは、 今 巧 巧の 焦眉の 巧 巧 だ 1」— とのな 文で わる。 さすがに ずが •ハ 
I ペン も、 巧 判 巧から 巧され たこの 巧を を おて 麟 巧した。 巧し 苹巧も ホ、 あ と共にが 巧に 化が 
立つ たと なえて、 傍らの シュ ラィへ, を 巧みつ、 1 「こんな 进梅ぢ や、 もう ヒット ラ, を閒 巧に 
加へ る 計 巧なん か 巧が 化した I 」 I となを 荒らげた とい ふ。 

Anrs 4 ■日に なつて、 巧 巧 巧の 巧みが 初めて まを 明けた。 巧 巧の 上から をて 巧-巧で ある 巧 由 
わらし で、 なおには 困 巧 おみ X の大 なか ゴょ— リングが ♦げられ た。 化は そのち 光りの する 化で 
か 巧を 目 席を ジ ロリと 巧みつ けながら、 しかし 口を だけには 巧 巧な 案を ぶへ て、 正面の な畏 巧に 
どつ かと そのち おを 卸した。 な T にぶ 巧に 巧 お 巧を かける ホで もない、 これから 巧が 一つ パー ぺ 
ン 巧の 細 巧を がつ て やらう… とで も-な ひさうな が 巧へ である。 

巧 巧 パ— ペン 自 みはい ざと いふ 巧な、 がりに ずる 巧 巧の 「力」 をん けつで わを かつた。 巧 曲に 
は 两がボ 及び 巧 巧 田が 巧のを 持が ホる とは.：':: ふん 3 の、 巧 巧 巧 は 巧 巧では 大した 巧力ぢ やな 
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いから •や、 も すれば， 巧ろ ヒ ，トラ* ■にが 巧を 送り ホね ホ じ# が 巧 さへ ホ 〇、 その上 巧 g はフ— 

ダン ベルクの な 巧は なみた いなもの ガ わら、 自 々がが で 相 曲す る 巧には 往 かめ。 巧 巧 ザは？ ぶ 
巧 「力」 の 巧な とずれば 困 巧 軍は おい。 だが これ も、 はの 度は 何を 企んで わる か々 ら ぬシ ■'ラィ 
へ, のみ だ。 シ ■'ラィへ r にか あを 化かれ たら、 いくら 巧く つても 何の 巧り にもな りは しない， 

そこで 不 因が 策が 巧んだ のは 「巧を W」 のこと でぁる。 rn 巧 B」 の規 ホの ゼルテは > 今 巧り に 
か带 にがりつ きたが つて & る… 化れ を 抱を 这んで 「お 巧 《」 のを々 たる 放 力た 自 みの ホ 犬 代りと 
すれば、 か 巧に t ッ トラ*' とが も、 自 々 t さう 馬 巧 にす る ことは 出 ホまい...。 

そこで 彼は 早 逆 ゼルテ おに モ がを やつて、 钢巧 曲は ネ 「威な 兵 ± がを 日」 を 巧 巧したい さう ザ •が 
が、 そんなら ベルリンの 担 中の チンべ ル ホ— フ巧堪 で 化したら どう ガ？… その 巧は 不巧 小生 も样 
力 おキ巧 ひしょう、 と 申入れ たので ぁる。 ゼル チは 早浊 これに 想 巧した。 なて 巧な 巧が たる 巧驻 
が 兵 ± の大 おが、 巧 兜 H 阵 なの 巧を の制邮 に々 を 同め、 な* ベル 9ン にお 入つて 巧た。 テンペ ル 
ホ I フに めける その々 巧 ホには、 パ— ペン も ゼルテと 一巧に 巧を 化べ て 堂々 と閒 みした。 このが 
. 巧 fe をて： した ゴ 1 ヴ ベルスは、 その 日 「T ン グリ， フ」 巧に でを みつて、 「パー ペン 不 吸を 
に 巧り、 をに をを 化して 十五* の 巧 曾围を 苗つ た！」 と， 稗な を 打つ でう &攻» れ をを 巧 化し わ 
が、 がし あへ てみ るに、 钢巧 《 とが も 元 ホ パー ペンの 迪つ たもので はなく、 全が 化 巧からの が 化 


であるから、 パー ペンが そんな おを お だけで 安、 むして わたと ずれ ぱ 、ホみ お 目 化たい おで わる， 
だが をれ だけ 又、 巧 時の パー ペンの ち 巧 も おしられない 巧ぢ やない。 

•さて-ホ さう いんを W を 化 巧に 巧て、 因 おの ホでは， 化 H 十二 日ず 相 パー ペンが 初めては のの 
施 か ホが を强 表する ことにな つた。 そのが に闲 A な 畏のゴ ，— リングは 大統領に 巧し、 「この 巧 
巧閣 をが ネ的 にな 化されで はか 巧… 不巧自 みの 巧へ では、 パ— •ヘンの 招 巧が 巧は 人 巧の なおに 反 
する ものを るは、 C の巧ヒ •'トラ 7 巧を み、 むとし、 中中、 化を 加へ た 巧 巧 曲 fc 作らせるなら、^ 
を 機を 切が ける 可 化せが わる」 といん お ホを W へて あつた。 この 巧に 巧つ て、 サ閒 には 国 巧 社を 
ながな み 政 化と しての 中央 巧と 招 巧す る お あが あつたかの やうに 首 ひふら す 人 も ホる が、 をはみ 
して さう あはない。 巧に それは 巧# ホ 巧 的を- サの 破ホガ つたの ガ 。ゴ 1 1 リングは 白みが そん 
を 描を を大な 倒に 出した 巧で、 巧 論 おい をれ とを 入れられる 巧は をい C とは、 ち もみな して わた 
が、 巧く とも それにな つて、 巧 時 •ハー ペンの 「巧 稅祐阐 がに ょる 二十 借 鹿 巧の な®」 とい ムお济 
ホれ に、！ なの 巧を 店が 非 巧に 反對 してね る审 巧を を 知し、 巧つて 巧 招 不な巧 まが 化た 巧を は、 
中 ホ 巧 色 も それに 引きずり 込んで やらう、 といん 巧瞄 からしで、 W 上の やうな 一巧の 「巧 ホ」 を 
した •库ゼ と あ ふ。 

わなが はじまる と、 巧 巧れ みなに 先を 蛙され まいと 化 一 つた 共庞 なが， 巧 胡 巧-に パ— ペン 巧閲 



の 不な巧 果を投 化した 〇不な 化 まなら おが 化しても い L お 巧を のボ •巧 どこれ にはが する# がな 
い〇 パ— ペン ま 持の 當の 巧を 困巧满 さへ、 巧 面からは 巧 おの 辩 巧を おけて、 大巧 已 むを 巧たい か 
ち剧 をは 巧 かしわ ホが い、 と喝へ 化した くらわ だ。 でみ* 不信 巧の 可を を 巧 巧す るかに、 巧 おは 
I おみな のか 逆を 宜した のでみ る。 

で、々 なが 巧び 糾 かれた 巧、 巧 巧 巧には 人が が 化え をい 〇ホ 巧は 巧 逛拽粹 g の 示 ゆに 化り、 大息 
ダで 大巧が わらの 固 A ザが の 大巧 巧 令を ホ 巧せ た 田で ぁる。 巧は 巧を/ィデ， クの圳 なにわる じ 
ンデン ブル グを 、その 3 重る を S ホ 任 装 華を 凄ち 化て をめ いた. ハ— ペンは、 を 

W そを wiK 入 をち を襄 を、 る 蟲^引 ミ t 餐を 辜を 福さ臺 

巧ず やら、 大留 ダの 巧 巧 中 だと いん…。 

ゴ 王— リングは そん & 巧には おらん なで、 所期の 通り， •-內 曲 不な巧 可を のを 承を ホ fc なめた。 
そこへ パ— ベンは 汗をかきを がら 巧んで ボ で、 「ホい 巧 ザ 抱」 から 巧 類を お出し、 モ してな 巧に 
巧な の？！^ なを ホ わた 《 ザが なおは 差 出された 巧が を助ク てを 巧り はした ものの、 それには-巧 も 
巧れ ないで、 化の 巧の モへ 巧し やり 「只今 巧 巧 巧 巧の 進 巧 中です から、 巧 3 は 推に も 巧し ません 
プ ー」 と 巧 明りつ けた。 そこで おがが める。 巧费 なみのを 亥 だ— 「現 巧閣に 巧す る不 值巧荣 は、 
だ 巧 一二 十一に 封ず る 巧 巧 五 百 十三 一 苗のを お ホ か t はて、 こ、 に通逊 とがめまず 一 」 モれ から ゴ • 
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— y ングは 机の 巧に かつて ゎつた 巧 巧を 巧 上け一 「化滋 に 只今 不信任の おお 巧 巧した 答の 一巧 巧 
代 まを が ぉぶ した r® おを がなず」 とい ふ掉 西が あります が、 これは もう モ 巧の 上から なで、 本 
囲みの 巧 巧ず ぺ きな なの もので ない ので、 なが おな とおめる一」— と 叫んで、 その ま、 みを 閒ぢ 
で 了つた。 

そこまで 巧みが けられて は、 パー ペンと が ももう 巧れ かぶれで ある。 化は 早述宰 巧を がから ラ 
デォを 利用し を 西に 巧つ て、 自分が 巧今屏 おを がが したのは 合な 的な 巧 巧で ゎる… 巧 わは 巧が に 
も、 これを おわう としない けれど、 困み の 館 おこ モ 巧は 法が 的に 巧 力が をい… 何故ならち々 は、 
大が 巧から 白紙のを 巧を 巧 化を 巧つ て ゎるから である… がつ て 目み が 今、 ラデォ でかを しで ゎる 
青々 巧々 は、 巧を 巧を の 法が としで 卽巧ぞ 巧な もの ガ と、 む 得なければ ならぬ… で 巧みは 辑 化され’ 
十一 巧 六日を 期して 巧 逆 ♦に 移る… と 巧が に 巧る 巧令强 ホの 巧 あお 示を した。 

巧へ ぱ紀 てが ダ P テス ク法 まる 安で ある。 謀み 制度を おおに あおす るヒ ，トラ 7 なが、 曲み 規 
約の 字句を がに と 0 てなら ず、 反 巧に な々 制 あの ヮィ マ T 巧 法を 田 巧の 基 巧と をな する 巧の 政府 
が、 この 阪闲 みなん か 巧錫ぢ やない から、 巧 おは 自 みの 巧を に 巧へ と 見 巧を 切る のガ 。おも それ 
がま ボ プリ* ン ニン グ巧 曲の 巧 巧で ホ 0 たと 胺を ずれば、 さう いん 除か 例 的な 巧り も 巧 巧と 
しては、 刖せ できる が も あ 0 たらう。 がし 巧 化は もう 巧ず ざる！ それに もから ず宰 巧が 巧 巧 t 
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まなす るが りなら、 その 巧が® りの 巧、 むを 亞巧 化する だけの 「力」 が必 巧な 〇ゼ 。彼には それが 
巧い。 無い 巧が はなに 巧みでの 巧 巧の 九々 九 厘まで が、 かに 巧 0 て わると いん 事芭ガ けで もょ く 
々る。 それ ぢや闲 みがを 巧 人 巧の なをを 代を せめ ものと 胺 をし、 化 0 て 进» さへ やれば 宰 巧 を ま 
待して <れ るかな の おで もがえ るかと いふに、 元 巧が おが 巧閣 のこと とて、 本 巧の 京 ホに めける 
巧 K 的は* をる ものは-つもな 在し をい のゼ 。おかを やれば、 巧 囲は た*〜 ヒ ，トラ 7 化と 拌 じ， 
トラ*'* とが、 か 宇の 上で 爭ムボ けでぁつて、 その 双モの 功れ が 巧つ にしても、 すべて パー ペン 
の 放を の ザ。 お 局 パー ペン 內閣 はもぅ* 巧 苗 ホして わるの だから、 西ぐ 巧 式し 古ければ ならない 
に Ip おら 卡 、十一月 六日の 巧 ♦期日 ホで、 あがに ナフタリンを わけて、 化を 公 ホに 巧して ホる と 
いふ 狀 態で わつ たに 過 ダない。 

で、 ホが ホの 結み、 ヒ ，トラ ァ の《 おは A なは、 今を の 二百 II 一十から 百 ホ 十八 にがつて 了つ た。 

化 人は これ t 巧して' ヒ T トラ r な 助の 大 はかと した。 が あに 育は せる と、 巧 程 巧み ぢ やを いと 
しても、 みして 「大巧 化」 ぢ やない。 元 巧、 ヒ ，トラ 7 化の 大巧 巧は 十二の おがち 0 セと なつた 巧 
ガ けで ホク て、 その 時 W ホヒ ，トラ*' は、 を 法的 巧み 制度を 利用して わるの ボ から、 自らが 巧に 止 
まる おり、 そしてれ ♦巧 主*、 共を 巧、 その他の ブル ジ ■ T 巧は «ポ 、を ほ 公が が 在を 巧され て 
わる おり、 は 巧 上から をて 限定され たを たを、 それ W 上み B にがし 巧ら れる 巧の もの ぢや ない。 
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で’ な 巧の かが 二 苗 云 十で ぁらう が、 ち 九十 八で ぁらう が、 この おヒ ，トラ 7 が 「がいと-ない 
へば、 もう パ— ペンは がつて 引を まわ ぱ ならぬ お 巧に をつ てわた こと だけは、 かかせめ ホ 巧 
もして ヒ 9 トラ r は、 この 「を」 をが も 大巧で 巧咱 つたので ホる。 巧ち、 な# の « んガ だぐ 巧で’ 
彼は r をが にぶる 化 巧#」 の 命み ちかう いふ おで 巧へ た一 「今や 巧* は、 なの 歷巧 がまつ てな 
來の坦 巧を 巧 ひに 直面して A を： ドィッ 國 巧の 述 かと 访 巧と 色巧跑 する 巧な のな 攻# は、 迅# な 
がら 巧 巧した… 今囘の 遇舉に 化り、 巧々 は凉 々W て、 がが なき ホ 巧の 5J がを がけ ナ るょりか にを 
なきを々 つた… 巧を かけて フ— ダン ペル ク H パー ペンの 巧, がを 見 おして わいた 巧め に、 巧ょ、 
巧进 閑を には、 今 共を のな 化が 初めて 苗を を 超ぇる とい ふ、 がが 齡至 巧の 化 態とを つたでは & い 
わ f … こんな 怪^から 3 は 巧は、 これ t ま 持ず る 政な もろともが こそぎ にがち 倒して 了へ… そ 
が W むまで、 一切の 巧 巧は 巧々 はを がな < 耳を 持た わ一」 

このち 音と 共に、 巧 巧 二 逆と も S けなくな 0 た パ— ペン 宰 巧は、 巧 まの がまを 大抚 巧に 摄 化し 
た。 シ * ラィへ r な 下の 曲な ホ これにが ひ、 お 局 パ— ペン 巧 曲は 十一ち 十 セ 日を なて、 に 
田 化しで 了つ た。 
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I ち 忌び 寄るな 機」 

それから ホ 巧巧閣 のが 巧に まるまでの ドィツは 、十四日の 閒 、化閒 おの 博 術に 問えた。 

今 巧 こそ、 巧が ヒ ，トラ 7 の 化 馬では なから うか r ザが、 ヒ， トラ, は巧巧お<1:^^をホわて 
圣 巧を 驳 ましで わる。 ヒット ラ 7 が 個人と して 巧を 宰 巧の 地位に がくのは 許せる としても、 さう 
をれば、 結局 「困 巧な み 黨の巧 栽」 が ホな する ポ らう。 大統領は この 巧、 黨 人を 排 して、 かぶに 
おがた る 「プ レジ デ アル」 巧 おにを 巧を 舆 へる 巧り でゐ る。 だから この 巧、 ヒット ラ 7 かなを 巧 
れ 、個人と して おがの 大命に 應ず るか どうか f 

ヒン デンプ ルグは S お ヒット ラ 7 を 自邸に 呼ぴ つも。 お 元帥は ヒ ，トラ 7 に 巧つ て I r 巧 下 
に 今、 中央 巧ぶ び 巧沒两 とが 協し 巧みに ホな をょ める やうな 恥 合 巧 勘の 化 巧を、 お 願 ひした 
いと あ ふが ど うだらう…】 巧な だけに 巧 巧を を 部を おする ことは、 现今 のか 態では まだみ し 早 逝 
ダる お ホが ホる のち 巧は 大統 巧た るの 巧 巧に^ みても がが しおね る ホ 巧 だが… とのぶ 思を 傅 
へで 化の 巧 あを 巧し、 そして ヒ ，トブ 7 が 巧つ て 引退ら ゥ とずる 乎を しわと 拖 つて かう 附巧 へた 
I 「巧 下が この 捉 案を お 巧け して 下さる かを かは、 ずべ でか 巧の がかを に 巧つ ことと しょう… を 
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く往 かなく つても 仕方がない… ぢや がその 場合で も、 今日な 後、 巧の 巧は ホ 下の ために 何時でも 
閲 われて ゐる ものと ちへ てゐて 下さい—」 

それから じ， トラ 7 は 「カィ ザ— ホー フ」 に巧ぢ 巧り、 なめと 巧す を 巧の 結 あ.： 巧を ながら、 
それでは 巧に 對 する 面目が 立ため から、 御 下命は この 巧 おがりす る 旨を 嘗面 になめ、 ほ ホを 立て 
で 大概が に 送 速した。 か 日を おて、 中央 巧 巧 力 — K 師もホ 同 樣に謝 おの 通 巧を あした。 それで 谋 
を 原理に 則る じ， トラ 7 內聞說 は、 なおえと な クた淨 だ.：。 

巧つ てました とば わり、 そこ ヘシ* ラィ ヘァ 辟ず が 飛び おした ので ある。 がし この 巧、 む 巧々 た 
る黑篡の軍人は、その時がにが々を味がをつけたバ ーベ ンの^^玉になることを欲せず、义ホにヒ， 
卜^^ァが出るまでの、 中巧を巧めるのもがだつたやぅである。 彼はをがヒ，トラ7の化巧を引まけ 
たかつ たの だ。 巧、 ヒット ラァの 役割を 全部 自 みがが りた か 0 たの ガ 。化は ザ閒 、かを、 巧 業を 
の閒 に、 み々 から 賠密 の蜘巧 おみたい な顿 がを つけて、 r 困 巧 社み ま 庭」 をが を自 みで 巧 巧る 巧 
段を しでね たもの の やぅで ある。 彼が をて 巧 親の 巧に、 を 0 と 耳打ちした 括 新は、 「と， トブ r 
もき 巧 巧 社を 主 お」 であつ たと 巧 まれる。 

この 巧の やぅに 种が みお 巧が、 今 大統領から 巧 巧を 巧び て 巧 削を 作りは した ものの、 その 曲 巧 
はか 何せん パー ペン 巧 聞 時代からの 巧 巧 W かに、 大した 人物を 巧め る ことは 化が なか 0 た。 おを 



をめ 得た にしても、 モザイクの 括ぎ はぎみ たいな もの だ。 巧が 本人は 大巧 面目で、 自 々は-個の 
ま敦ま おに 輿く 倍をから、 この 巧 削を をき ものにして 見せる とい ふ大 抱が を披 湿した。 か 何なる 
ま 巧主张 かと 巧けば、 我がの 閒は 困が ま おにぶ くとは いへ、 r 巧揪ホ 及び お卒 のの 曲」 であつ て、 
結局 「おかお お」 を 巧 巧す る もの だとを へる。 そこで 閉 防がの 巧ボ がが 扱す る 政 おだから、 なか 
しおず 的を 預圓一 お張りの な 治を 巧 ふだら うとち へて ゐた 世人は! 一麻して、 をれ ぢや 、まるでぶ 
巧の 巧曲ぢ やない か.： 闲巧主 おに 則りながら 過が なか お ま 巧を 巧 巧 するとい ふなら、 まるで シユ 
トラ， サ アの讓 論に 巧が たる ものが わる ぢや ないか.. と、 みんな 口あんぐりの 捐た らくで ある。 

所が シ * ライへ 7 は、 巧 巧シユ トラ， サ T とも 巧々 の おがを つけて わたので ある。 彼は 巧 巧 社 
を 主を をじッ トラ ァの 手から 巧 ひ 巧る ために、 シ * ト ラッサ T を 乎な づけ、 をれ におつ で、 阐お 
社を ぶを 巧？^ してやら うと、 目 輪 化て わたので ある。 だから 彼は ホづ 、シ- トラ， サ T のな 狂を 
巧 ひて、 ほおの 財# 化、 巧 巧 おな の 巧 装 的が 巧、 巧が 華な f がの 骗が 巧を 计 巧し 巧 巧ず る こと 
にしで わた。 

これ 等のを 案は、 ずべ てヒ ，トラ ァ自 々が 天下を 巧つ た 巧には、 必ず 巧 おしょうと、 ホの 子の や 
ろ にがつて あつたが 巧な の だ。 をれ が 今ドシ {供 梅 も なれめ シユ ライへ 7 とわい ム人閒 のずに 
か L つて、 下 ホに が 曲され ょうとして わる… これには 必ず 困 巧が々 なのが がの 中に、 シ- 'ライへ 
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，へち 切つ て わるれ が ホる にを ひない と 巧々 調まして たると、 裝サ るかな、 もれが シュト ラッサ 
T なること が 判 巧した。 を こで さすがの ヒ マトラ 7 も 今が は 本 巧に 巧た 立てて、 をに 淚 をが つて 
雨 巧を 切る の 越度に 化で、 本人に 向つ て その おかを 促した の セ ある。 シ-ト ラッサ ァ自 々も 亦、 
ホ 早 や 聞 巧な おな にが まる 理出 なきを 巧つ たもの か、 遮んで 化 巧 部 おの 地 化を がする とみに、 お 
に 退な 掉 けを 化して、 永 邊にヒ ，トラ 7 とは々 れ て了ク た。 そのを-九 S の 年 六 巧の 末に、 シ * 
ライ ヘァと シ* トラ， サア とは、 巧れ も S • S の 乎に 巧較 された ので あるが、 それを このげ な n 
ンビ のがを は、 化が としてち 座 巧 的 おれ おのが がを 樓试 して わたと いん。 

で、 シ* ライ ヘァは 巧 時 か 治 巧 社を 的、 巧 巧 的に 巧れ 合つ た危 巧の 巧 中で、 おがと して ガラス 
盛りの 湿 まに お 入つ たやぅな ザ 晒 氣を进 らぅと 巧 力した。 がし 彼の 速り がた ものは、 化の ぶの 示 
すかき 「忍び寄る 危銜」 のみで あつね。 一推 「シ * ライへ M (がちを び 黄る 男) とい ふ 彼の 姓を 
の 巧 昔から して、 何となく 巧 お ホ. 船く 巧が みい おがず るので、 巧 時の 人々 が 世な 辛くな り 巧く 世 
巧を、 誰 言 ふとを く 「をび 巧るな 试」 と 巧し 合つ たのは 巧に^つ た萊巧 だ。 それでも こ のぞみる 
かきを 巧な おは、 いろんを 巧 巧の 中から 「巧 逸 巧 年 お 巧 ホ ホ」 をる ものを、 本 巧に 巧 巧した から 
お、 むだ。 これは 後に ヒ ，トラ r の 化と なつで、 モ のま、 おぶ を 「® 巧 S ホけ」 の 祐設に « ホせ 
られ たもので ある。 それから シ* ライへ r の 時代に、 巧な S スボ— ツがホ 巧に 巧 巧され、 そして 
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それ も ホ、 その 巧 南 巧な 含ま 巧の 辜 菜と してを « がれて ねる。 だから 化 とても、 宙更怕 I つ 巧 M 
を 巧 さた かつた 菌ぢ やない。 なし 不安と# 浊の巧 中に 巧ムれ みのを 巧から 化る と、 そん & 竺 なな 
巧 泣は、 大 おの-お にも 巧し く、 巧へ ば ホ 巧 ホの かきは、 その 度 S に 六ち 萬を おぇ、 それを ホ 巧 
する 施設の ために， 用 まの がかは 殆どげ 保に がする 巧 巧で、 巧す るに 田 巧 巧 W 的に もけ な 的に も • 
巧 ど その 年の お 巧な がな サ ると おへた 人は なかつ セ やうで ホる。 

ボが本 巧の 巧 おりは、 お 一丸 111111 年の 一月に 來 た。 巧みが 閒 かれさう にを つたわら でぁる。 今 
迄ヒ ，トラ r は 巧つ てこれ を 見て むた が、 み々 两 A が閒 かれる と、 そのな からぬ 巧を して 引 込ん 
で わるを がない。 そして ーモ 、シ H ライへ ►.自 みは、 そのが ザを 巧みの 货を 眼前に お 表て、 巧な 
で 切が けられる 程の 巧說 は® 巧を いの ザ。 それ ぢや巧 化 ザは 7 用 巧ず はもう シュ ライへ 7 の!! 
の やうを 祐な術 わに 巧 S をを かした と 見 そて、 みは もつ と 巧り にを る 大木、 巧ろ 大巧が じ ンずン 
プル グ 元帥を 巧へ て わる。 

斯 くして 巧 曲がを の が 做矿シ > ライへ K は、 过ガ化 助 巧 ニヶ 巧に しか をらない のに、 その ザ 
巧 的 及びれ み 的 お 巧のを 巧が 見 ホ 失 化し、 をに 去抽 をと り 巧り て 了つ わ。 

それからな* ヒ ブト ラァの お昭 とを る—。 
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ニ ハ、 一巧 一二 十一 日 

一丸 量 年 一さ丰 一日、 巧の 一時、 アド ル 7 ••ヒ ，トラ 7 は 巧 達 宰相の 荣 おに 就い ち 
兮 迄に 述べた やうな みい lilt を摇 たおが のこと だかち 彼の 就任は が 霞の 巧 巧巧ぢ やな かつち 
巧が のことの かく 待ち設けられ ては わたの ガ 。おし それにし でも、 どうして この 巧 建が 巧 現した 
かとい ふ 周 巧と 前な のな 局 的を 巧を 考 へて 見る と、 そこには 首 ふに をはれ ぬ 面さ ホが ぁる。 

巧 一 そのな 時は まボ 「-巧 だけの 巧 栽を なする ぞ に、 巧 巧た 預ける 巧には 往 かぬ」 とま 巧す る 
ち大統 巧が 頭 おつて 居り、 をして をの 愈を に 巧いて、 巧 閒を組 おず る ことは 到底 不可 巧で ぁ 0 た 
とい ふ 巧 情を、 念頭に 面いて ちへ で 見る 必 巧が ホる。 で、 ヒ ブト ブ 7 が 宰相と なる 巧め には、 どう 
しで も 巧 等 かの 形で、 「蹄 合 巧 お」 を 作る ょり ホに 途 がない 〇 がを 巧閣を 作る とすれ ぱ 、中 ホ黨か 
頌あ廣 と提 巧ず る ことになる。 がが を蕉は パー ペン 內閒の おれた 端 合に、 ななの 力— ス師 
がヒ ，トラ ァ •との 提 巧は、 をが 巧 免 だと 巧な して ゐる 巧と て、 今 輿 これを 引 入れる ことは 括 おに 
出 巧ない 相談 ガ 。一方 巧进 巧が が も ホ そんな 巧 首 こそして ゐな いが、 ななの フ ー ダン ベルクは、 
「お 互 ひに 在 巧 巧と してたら、 巧 力の わる ヒ ，トラ r と掩モ する のは 强 けない が、- 巧に む 化を 



捏る やうを 食は、 巧く とも 自含 ホち 小が でも 奪 的な ミ— で ホる し、 その がら 
言 つても ホ 経を か鲁 つても、 自ミ 上を つて ミトラ r が 下にき を 物の 樓 ごちげ 
寡へ 裴ピ 入を ゎる。 所を、 7- ゲン ベルクには 宴の がを がま ミミの だ。 

そこへ パ I ペンが 视 はれた。 彼は 今迄 ヒット ラァ には 巧み 傑 冷され たけれ ど、 をが、 なに 姑 巧 
ミ まの 薑な 妾で 物を 見て むる だけに、 幫 、ヒ ，トラ， が講 になら きな をらぬ 
ことち 71 ダン ペル クミ， トラ 7 ミ閒 には、 龍 か 仲介 お、 若しくはが 瓜 人が なを ぱ 巧し 
て結ぴ せわを いこと とを 能く 見 巧いで わた。 モし でさう いふか 巧 的な 手 打の 仕 巧なら、 バー ペン 
自 々が竟 お 誰ょりも 路れた 手腕と 巧 ホを 持つ て わるの だ。 宜しい… 乃公 一 あこの ホ 持の 難 巧を 引 
まけて やらう…。 

そこで 彼は 巧を 的には をが 中立で、 たでな 夕 的には 巧め でが をのい、 コ* ルン 巧を 巧んで が 
かに じ ザ トラ 7 とみ 見した 。そしで その 巧 上で、 巧餘 じ， トラ 7 は 宰相と なる… パ ー ペンは 巧に 
ぁ 目ち トラ 7 Q 車務 代理と すを でな く、 彼と ブ 。王 ン 式な い 保守 巧と 0 中 閒奶巧 
がを 引を ける… とい ふ 約束が 化來 上つた。 

ボ がそれ で、 を 大巧な が 巧 得する かどう わに 非 巧な 巧を がぁク たもの だから、 パ— ベンは 早 巧 
巧な がさの マィ スナア 1 この 巧 もホヒ ，トラ r が宰 巧と ならねば 萬 寒がが まらぬ こ 占を パ— ペン 
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な 上に ぶじて わたの ボ—に 巧 おし、 彼の 口を 述 してち 大統領を おかして 巧 ふやう に 巧 巧した。 マ 
イスナアが畏る^を大が镇の前に進んで、 右の趣をなのやうに物語り、 何しろげ今の時巧は巧 
ま 十年閒 とはを く 巧 0 て 了 ひました からと 說 巧して わると、 ヒン デン ブル グは おかに 親'^ てを へ 
た— 「よし、々 づて わる… 巧 巧は 諾 おに 巧せ よう… 嫌 巧は かが お人ぢ やわらが々 の 惟 おがみらん 
とお ふか も 知れぬ が、 巧て は 古い ブ n イセ ン 制度の 巧 代から、 カイゼル 陛下の 巧 巧 巧 巧、 ワィ マ 
T 巧 法の 共か闲 とな々 風 巧り を 巧け の 巧 おを おおし、 がみ 巧いて ザた 巧ぢ や… 又 時代が 一巧して 
削の 带 ホに なつ わと て 別に 巧く こと もない… をい とも、 巧 局は 時代に 適する やうに が 化する のが 
巧ぶ ぢ や…」 

と 案 ホ 物の みつた ことを 昔 ふので、 マ イス ナア はか 論の こと、 これを 时夕な 0 たバー ペンまで 
巧 ど ホ おに とられた 程ボ つたと いん。 所が ヒン ダンプル グよゥ も，壯 じ かづた のは、 单ろフ —ゲン 
ペル クで ホつ た。 この 巧は なほが がと して— 「若しも ヒット ラ, が おの 船に 同 ホし ようとす るな 
ら 、おは 巧く とも 巧 物 係の 方に 巧ら う.： 巧す るに 巧 ホ、 巧 巧 及びみ 巧の 化 去は 一巧 狂の お 苗に 巧 
せて 巧 ひたい」— とに かなこと をい ふ。 

ヒ ，トラ 7 も その 音 集を 聞いた 巧は、 巧た 口惜し かつた であらう と E はれる。 がし 今フー ダン 
ペル クに 巧を 巧に 振られでは、 お ザ 「合な 的 巧が 巧府」 をを なする 巧 能がないの ガ 。でも みれ C 
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の 巧なん わ、 巧い うちに 西 ホ' にかり 出して 了 はれる 巧 巧が 带る c とたが なした もの だから、 法に 
- 時の 不ホ 快を 扱んで、 巧 巧 「彼の 船」 に 巧り、 おちの 役目 t 引を ける 約 巧 色した。 

さて 曲な のが » れを偷 へる ほになる と、 聞 巧れ みなからは ホ相ヒ ，トラ 7、 巧 巧フリ 》 ク 、麻 任 
巧巧ゴ て— リングの S ぶし か 巧な するな 地が なかつ わ。 巧 化かと いんと、 パ— ペンの 刹ず 巧亲プ 
日 ィ*ン 統監、 ゼルテの 巧册 相、 フー ゲン ペル クの 括濟 巧の 地盤は 巧へ る C とが 化 $ 、化のを 
るは ホ K の ホロ まを しくは 巧 巧のう ちで 巧め & ければ 化 ホが なかつ た… 度は 闲 巧れ みなな の 中に 
は、 をん なをが 口に あ 巧ず る やうな な 風を 巧つ た 人物が、 まボ その 巧 rc は-人 もま 巧され て わな 
かつた ので ホる。 》 

三 I 十一 日の 冗ち ホの 樹拓の 報み が ラ デォを 通して を 田に 巧き 巧つ ちそれ と 同時に 巧せ 中し 
て 巧 巧の 示ぶ に 移つた のは、 勿論 國巧社 ホな： 3 で ホる。 時化に め 十字と ホ 白 ホの 巧が 隨り 巧ん。 
ホルスト •ヴュ ，セルの 巧が 巧 巧に 化唱 される。 勿 翰、 十四 年 閒の巧 故ち 巧の おが だから、 团巧社 
み g 呂が巧 巧 天に をつ てが しがつた の もな 話は ない。 がし 同時ち ミ トラ 7 とその がが の阳中 
には、 なは ホ 少の不 洗が がめ られ てね たのは 巧へ め 事* でぁる。 が 巧は 「を 的 田が」 をみ したの 
ちがる にえ 巧を 田が K が* としての一 そのが 巧の ホけ 巧を はて すれば— 「やず， 也」 t ® 
求して ねる。 それ ぢ やむ 巧 ホん、 が 等の 排斤 する 「二 元闲 ぶ」 3 ホの 何物で もを い.：。 
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れれ にしで も、 この* 史的な-月 111 十-日に 困巧肚 ♦主な 巧が な 在した のは 车 度で わるが、 一 
紀にその他のほ«の^はどうであつたわ？ みんな 巧 巧に 宙 のかく 打怕れ てね たか*-… といん 
に 巧は 案外 さう でもない。 まさかもう そのみの 巧拙には、 一巧 打亟に 打ちのめされる とまでは ほ 
C られを かつた もの ゼ から、 まボ莱 か* をのない おを 左# げ てわた もの も ホる。 

中が がが 巧 巧な 「ゲルマ = T 」 は— 「我 巧は 巧 ふるものに 非 中… た e 巧 巧は あちの 31:312 とは、 
か 巧なる ものなる わ t 巧め て巧抬 した. に過ぎない… 种 巧が なれば、 巧 巧は 又 これを 降み はぇて ホ 
の^^4*の巧巧におらゥ」|と巧いた。 共巧おの 「ラィヒスバ 乂ナア」は、 もつと化ぷとして一一^め 
* が •がと！? も团の 小が がは み 巧が 初めてで 、又 どうせな ぐ 立 巧 そになる ことを な 0 て ねる もの 
だかち 今のう ちに 出 ホる ボけ 大屏 ぎを して おけと いん 巧 かれ モ だ.： だが ラィヒ スバ ンナ T の 巧 
は 巧た… 今 こ そ 我等は 巧して ねた 爪牙を がき 化す ことにしょう：. モ しで 巧 等 も ホ巧モ であり、 ヒ. 
，トラ ァや ゼルテ やフ I ゲン ベルク や パー ペン 巧の 麵刀ぢ や がれめ、 とい ふを た 見せて やらう」 
—夕 大きく 化て わる。 

またがが がか* の 「フ * 了ヴ1 ルブ」 が— 「巧 化 プル'---- 巧へ て 在 ホへ 巧り をまなかつた 进中 
が あつたと 十れば、 をい つは 化み 巧 主黨白 だ」— と 巧 巧つ たのは、 消極的 & 力を t おせた もの ポ《 
「ナチ ス」 にがつて 相 巧に 悅 まれて わた ユダヤ人 テオドル •ヴ * ルフ t 主 $ とする 「ペル 91 ナ T . 




*1 ゲプ ラ， 卜」 巧が 「义そ 巧には 巧が ホる'.' か 何を るが 力 も、 その 境 t 巧え て ホで なお 比* 卞 
るのは ホされ め」— とはが したに 巧らず、 の ヴ* ル フが历 てな 李を 曲め て、 «を 巧え か 曲へ 
巧んで 进 ザた などは、 今から おへる と々 ルの 爱巧 でも ある。 




-ち關 巧 的な 換畔化 

じ， トラ •'が 巧 巧 早*、 モづ巧 一に 巧 乎した のは、 闭 おの 濟化ボ •それは もう 巧 日の 二月 I 日 
の 大統巧 のちでけ はれた ので ホる。 

そこに もヒ ，トラ ァ の々 ホの 不ホ がな はれる と 化ん。 何し々 天下を あつた ことは 拍 しい… 巧し 
それは 所期に 找 して、 巧 巧阐梓 K といん 松 かなが とのが をで わり、 巧 巧に 巧刚 には ホに 述べた 巧 
抽 紙の 輪 調で もみる やクに 、彼に% 巧く やうな はなが、 まだ 巧 山 巧つ てゐ る。 それと いふの も 曲 W 
巧 社み 化が をまで 巧なる 在 巧な として、 お 令 大きい とは 过へ闲 みに 百 九十 八し かな おを 待ため、 

とい ふ 巧 苗に まガ 少し 巧の がかぬ かおが ホる。 ガ からた 巧な ざ i り も 人 巧な ば サの说 巧ょりも、 

无づ なて C のが 降を 補つ て おわなければ な冉が おいと 巧へ たもの だから、 なモに C の 田み « 化 t 
巧 巧した もの だら うと 思ム 。そして 巧 巧 巧 期日は I こ 月 五日と 泣 亥され た〇 

それから その 化に、 彼は ラデオ をな て 巧は 巧の 施は モれ をを 闲 にみ 适 した。 ず 相の 就な 泣 巧‘： 

ラ デオで やつて あけ わのは これが 初めてで ある。 そして その 巧み® 的は 巧と しては、 巧 巧 「巧 年 
れ 巧」 を 巧 おし-四 ヶ年邮 に' (1) 巧が© お 巧 及び ホが の ホ 巧を 化 化する ため ドィツ 巧 巧の お 巧 



化 獲 t わ K し、 こごを 力を 注いで 大ホ 巧に ホ 巧のを 巧を やる c とを 巧ました。 

この ラデォ なおに， ヒ マトラ*' は 「が 巧 的が 描」 とい ふ W 巧を 使つ たので、 從 つて サ 人は、 
今ヒ ，トラ r U フー ゲンべ ルタ なおのことを 「田 巧 的な 巧の 化府」 とちな けて わる。 がし 巧巧枉 
巧 巧の ホが 巧、 なに ゴュ ，ベルスの かきは、 このを が ホ かの ホら を さ 色ぶ じた やぅで、 S 月の 
ホ W 後からは、 矢 的に 「困 巧の ホみ」 の タキを 巧 用し 姑め た。 從 つてす 日では、 ヒ ，トラ*' 
のな 曲から 一九 一吉 II 年の ホまでを 「田 巧 的. 尚 操 時代」 と 巧し、 同の H ょりその ホの 中 田 生で 
を 「巧 巧の ザな 時代」 と咱 へる のを ぜ とずる。 

さて その ホに あモ したのは、 プ B ィセ ン のをを 皮モ 入れ だ 0 た。 プ 。ィ センは 的に パー ペン 巧 
聞の 時、 プラ ゥン =:*1 ヴ王 リング 巧 削を 巧な しで 记 巧が t 加ぺ たを ゼが 、巧に ホい 問 社み 氏 ま 
巧の 本 里 だけぁつて 、そのな の 化に えぇめ 巧 力が 地方の W 巧の 巧々 にまで 巧 脚して & わたろ パ 
— イン 巧 削の 巧 巧と 共に、 巧び 巧 巧 力の 巧 巧ず るち みがな はれた。 そこで ヒ ，トラ 7 は、 尤づプ 
n ィセ ンボ けは 巧 巧の！！ 巧杜 みなは モ 固めて 了ん み 也を して、 一方 パ I ペンと いムを 目上の が監 
がわる にも 巧ら 中、 特に* の 中から ゴュー リング、 フ* ン .レヴ 1 ッ * I 巧を ホび ル I ストの 「三| 
人を 巧®」 に ま おのを 株を ホ 巧した ので ぁる。 そのぅち ゴ 1 —9 ング は、 內巧 として 巧は のが お 
をが ベた。 フ * ン .レヴ 王ッ ♦— 巧を は、 巧て 一九 1 A 牢 十-! T の ホ ホに 故 巧まで 巧 巧つて、 巧 
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巧と® ひ 巧いた まの ホで、 早くから ヒ •'トラ r に 化 色つ けられて ねた 人わガ けに、 この おは、 巧 
に 大切を ベルリンの 巧 成な 監の 役目を を 持つ ことにを つた。 义 それを ハン/ — フ 7 Q 「讯税 が」 
たゥしル—ストは、 今ぞが巧されてプロィセンのそが大臣に巧げられた。 その前ホは中^校の 
な 貫で あり、 をて ホ 吳述的 加 巧の ため、 なを 巧 主々 巧の 文部 巧が を 巧に 院 まれて 巧 巧と なつた の 
で、 その後 巧ら 巧の ためち 文化ぶ ぴお 巧の ホ 面を 後 化して むた 人物ち モー ニ人が 共同して、 ホ 
づ巧 一に 宙 巧した のは プ 。ィセ ン なをの ザ 散で ホり、 それにが いてを 乎した のは、 プ 。ィ センに 
めける 文 巧刊巧 物の おちな 巧 協り で ホつた。 な# 巧 まなの 「フー T ヴ 1 ルッ」 のかを は、 ゴ 1 I 
リングの 乎 加が に 巧つ て、 も 化る び 巧 巧を 立 巧け に堆 ひ、 をれ は上プ B ィセ ン团 巧では、 巧 巧 上 
巧 刷が 出來 をい ことにを つたこと を どは その-例 である 0 
巧し プ C ィ センの この 手入れは、 ヒ ，トラ 7 が來 るべ を 一| 一巧 五日の 彼进 ♦にめ ける、 自 なのた 
めの せ 初の 巧 麻と 見る ことが 化 巧る。 何もから ぬ 人 巧は、 ヒ ，トラ 7 が 天下を 取つ セと いんだけ 
のま 面 的な 要 度で、 有 巧 天に 浮れ てゐ たが、 巧 巧 「因 巧 的 巧な ほお」 のホ屋 には、 巧を なが' 化 反 
目が 巧 もし、 巧つ て宙 おだらけな 巧 曲を 持つ てわたと ちへ なければ たらぬ。 おする に、 ホる ベを 
な 遇# にがて おお 逊半 なをみる をは、 困 巧 お A ま 巧の 理 巧の 巧 行は、 を お 巧 じられ てね た 底が あ 


そこで 二月 十日に、 t ， トラ 7 は 「K ボ—ッ パラ— スト」 へ 巧り 肚 し、 大 ホに 向つ て、 巧 巧せ 
みま 巧 的 人 巧を あ 十 ニヶ かの モ けを 說 明した。 これは ななの 化政モ かを 巧 ホに 巧び かけた とい ム 
ょりは、 巧ろ 巧を 困！ その 化の あ 巧な 助の 巧 力 色 出し 巧いて、 田 巧は みま 巧の みへ 巧な fc 巧め 
るた めの 一な の 巧 豪 巧 S であつ たと は 見て 石る。 

さうな ると、 フ I ゲン ベルク もがつ ては むられ ない。 彼 も 亦巧自 ej 立場から、 自 巧を 巧 巧す る 
わめに、 「巧 白 ホ 巧が 同駐」 たるな 巧を 巧つ て、 來るぺ を 巧* に 麻へ る ことと した。 この 巧 巧を 
支持す る 度 力は 「角 巧團」 である。 パ IV ンは C の 同盟が をが お 的を おを 持たねば ならめ 
ことを 巧いて、 拥ゥ にフー ダン ベルクの 「热 ナチ ス」 的 巧 向を 巧め セ。 彼は そこに 巧閒 のを 巧の 
な 在す る ことを なた もの だから、 巧 巧みに をつ て 非常に 苦しん ガ やうで ホる。 巧し 彼のな 巧と し 
ては， 巧 巧 的に 風 固に なつて &るフ I ダン ベルク ダけ を 巧め る 房には 巧 かめ…々 巧り ホ « 的&用 
巧 巧爲に 出ょうと ナ る、， ヒ ，トラ T にも 一な は而 をして お < おがが ある… といん ので ご <;! ペン も 
ホ 、 「K ポーッ •パラ— スト」 の 巧々 で、 イボ フ》 ン のがに 立つて かう いム帘 巧を した—。 「肉 氏 
■的な 操の 涅 かを 大きを ななの 安は、 ちし < は 怖 合の やうに あへ るのは 大巧を 閒 a ひガ… 一九 一 A 
'ザの 巧 逆を 命に だ おし、 ワイ マ T 义はヴ 王 ル サイ ユ にだ 巧して® ひを なけて 巧た 人 邮&ら 、巧ぶ 
反报のか何を巧は卡、 みんを巧々の平等な巧あガ…つい昨日まで田巧主巧の istt を巧巧し v ^ゎゎ 
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ものが、 今日は 忿に牌 巧を 裝 うて 巧る 巧珠 のかぶ へあがを 巧き 入れた とい ふだけ ぢ ち^ぶ 巧 
る 資格は ない.； さう いふ おは 持つ てゐ なく つても、 がし 昔から 闲巧 おを 巧 菜の ために、 巧、 む 
がな の纪 力を 议 けで 巧た 两巧 なら、 巧ろ が 巧に がる 立 巧な 巧 志で ある。」 

♦ 

で巧擧 をが にち へて、 化 曲：： 十* 巧 か 巧の 閒ろヒ ，トラ K がと フ— ゲン ■ヘルク ポの晴 向が 化 

ホつ て& 言と 巧 そを きを、 おを、 CQ 巧 おお K 夢を と； 客 雲 曼び共 ホ 

* の贿 巧は か 巧 か*- 

なを 窒ミヒ ，トラ r 內閒 Q 出を かつで ちを に 置を が 若、 しちな 寡が 至いた き。、 

居き あがる 无氣 さへ 出を いの だ。 何ず かの おで 反 化しなければ 口 化しい とはを ム が、 どこに もも 

う K 慧靈が おち & い。 彼慧襄 はおな をが 野。 望* る。 おお 巧は もう 水い 月、 
巧猶食 向つ 了慧的 K 卜 9 V * を 命を る だけ 0 男ぎ く、 モ Q 剌爹 は監 力と き 階 
奪阐 Q 屋ちも 5 ミる 哲襄」 て & る。 そ, J でを は^^® 策と」 了、 繁に田 巧を 

澄を 怖を に訴 へ、 装巧冀 の巧 巧的窠 けに 巧つ て、 ホ闲と ドィッの 巧 加を 蓄 する やうを 

ストラィキを やつて 巧つ ては どうか、 と 巧 おを 出ず もの も あつた。 がるに ホ阐 のかけ を かりて 阻 

《的の 爵を 《妾 ミ寫 & をち M をを 箸 香* を 6、 * を ミを 主を 
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こそ、 t ， トラ*' に 巧つ てました とぱわ o のい、 口巧& みへ て、 すぐ ドイツな みお まなの 大巧が 
が ホる だら う。 貴 巧 フランス そ ひ イギリスの 巧 g 化を のがな な も その 巧の 巧 巧が ょくみ 0 てわた 
もの ガ わら、 •ト イツの 巧 ホからの この-巧を 曲いで、 そんを 巧な な 円 巧 巧 巧は 止した 方が い、 ガ 
らうと » つてが た。 結局 巧^ 巧に なつて、 どうに も かう にも 出き が とれめ ホ、 のを ボ。 

それに 校べ ると 共を なの ホは、 团お 的ち 操の 政 巧が 出 ホても、 そんなに 見 巧し く^ては しな わ 
つた。 彼 巧は もう 卡 つと 前から、 巧が 逆 止される ことなは 巧 巧して ゐ わの ザ。 それ ホで だつ て、 
巧に ブリュン ユング 巧 削の 巧に® 止 ホを な ひかけ てわたし、 义 パ— ペン 巧 閒もモ 化 W 上に、 共を 
な 煤 ひだつ たから、 巧が 评 がが ホる ものと 巧 脚を® をて ねたのに 巧らず、 それが 今を 卡 る.^ に 
巧 脚され た あを の だから、 巧が 续 止される ことな ぢ や、 彼 巧は 圳に进 てて 大騒 デを する 化が もな 
い。 を 巧ろ ヒ ，トラ *> が 天下を 巧つ たといん のに、 典 ホ ホを 巧 止しを いでせ つての くな どと いふ 
巧の ない ことは， 彼等なら ずと も、 その 操りの‘ がを 引いて わる モ K n ゥの タレ A リンが、 巧 も 承 
みして わ わで なの ゼ 。それなら それでい L 。 I 兀ホ共 ホ ま 巧の® なには、 そのけ 巧々々 に迪 苗し み 
るか 巧が ホる。 な 法 巧 代には 合法が 代と しての、 义非 合を 巧 代には ホ 合を 時代と しての モ かがを 
用 ふること が 化 巧る。 を、 ホる 媒 をはを 法的に^ 巧され るょりも、 非を 化の 麻な 逆扣の ホに ホを 
的を だが のがが 佛 いて、 巧つて 巧 巧 期 典 産ま 巧 本來の 目的た る 破 あ 的 工作を、 をを にな ム ことが 





出 ホる。 モス コゥの 巧 三 ー インター 本が でも、 ドイッの 共を なは モの 時おりに 巧 宝 的に 巧 ばかり 乂 
きく 巧つ て、 破 巧 ザ 命の お魄に 乏しい のを 巧 故に 想つ て& た位ゼ つた。 

だ^ら# をな がは ル 止に &0 て も、 さぅ 化 おする には 巧らない… さぅ をれば、 巧ろ ながが 化に 引 
陆 つて、 ホせ をの 大規 巧を 「アン ナフ 7 7 シズ A 」 の 地下が S を おすのに おかの 刺 ゆと なる… な 
T に、 みを なの 巧 巧た る ロ シ T の ボリ シュヴィ ズ A ザつて、 をを 的には 巧し わ もの ぢ やない 、ぁ 
ら ゆるず® と 迫 おとが 巧つ てい、 巧と なつて、 上から 用 巧 t 加ムれ ばか ムるガ けにが がが を# し 
て、 をに おのに も 巧巧肚 わの 巧 序 t 巧 & しがいた ではない わ f ; c の 巧 目的の ために 乎 巧な ど 舟 
ぶ 巧では ない.. が 巧 化に をるなら， もつ と 巧が になつ て 段 人、 巧义 、が 料が 的 巧 巧で もい、 か 
ら執 おた テ C リズムを か 巧し、 それに 化つ てヒ 7 トラ •.はなの、 心拍 t を わらし め， そのが な t 不 
可 おと 席め さ 甘る まで 成游 してやる 么巧が ぁる… おし も それが ために 外 巧 巧® が お 糾 しても、 圳 
に、 む 巧し ないで い、… 何は ならば、 ヒ ，トラ 7 巧 进 は、 今サ 化の 愤 S れ もので ホつて 巧な してむ 
る；ぅろ^してモのぅちヒ， トラ, が、 あ々ザ铺を«巧しわめ-たら多少化かだが、 おし今日の 
化 態では'、 彼は 宝 a のかき ホ ホ W の 巧 到 fc 、 巧 雨の 巧 力で 巧 巧す る だけの 力が をい… ポ からはの 
テ 日 リズ ムを« 巧す る 巧 5 なら， 今が T 巧 ホ 巧 だ… とい ふの が、 モス コゥからの 賠 巧の 指を だク 
たので ホる。 


ヒ ，トラ r も 煩 巧で をい から、 この 巧が はよ く かつて わた。 彼は 臺閒に 上る やを や、 巧 一に プ 
B ィ センを 乎に 入れ、 ベルリンの 巧 巧 巧を に レヴ 1 ッ * I 巧 巧を 据 もたの も、 時化が もう 也 巧し 
て わるのを 布 巧した ためで ある。 そこで 彼は、 レヴ 1 ッ ♦1 巧を として、 不 をに 巧 巧黨の 本部 
「リ ープ タネ ヒト が」 並びに その他の ホ* から 巧し いと 晚んで わた 巧々 の § を 巧 おさせ、 家ち 
巧 巧を 巧は しめた 始柴 、案のを 吉丹ス 日の 遇 巧の が 巧に、 换 るべき テロ 行なを 計 巧して わる、 と 
いふ 巧 班 巧 巧が 巧山鹏 如され た。 これは 大巧 ガ… その 巧に おて では 巧け ない.： 大巧 巧な お 擧に移 
ら なければ ならぬ、 とか、 むした が 間…。 

二月 二十 セ 日の うらを ネ巧 巧の こと、 テロの ホた と* しき 火 おが 巧き 上 0 ち 「ナ IT ガル テ ご 
のが 樹の閒 巧は、 まるで 化 巧の 色よりも 巧く、 巧々 と 映り 巧いて わる。 さて こそ 閉 かの 大乂巧 
だ！ 見上げる やうな 殿 おがな 齡 に!！ せ、 宜 大な阳 巧の 棉モ おは、 眼を かる やうな かなの 閑 ホた 
巧き がして わる。 阿 促 揀の亥 だ一 

巧 おなおと しての ゴ I — リングと、 巧 お巧監 レヴ* ッォー とは ホる もの も かがへ ず、 モの现 端 
に 飛んで いつた。 そこいらに 巧 巧して あつた コ— ルタ— ルの 化 巧から して、 それが 明-^ にか 义な 
る ことが 科 巧し.： それから 間もなく 、犯人と して、 オランダの 共を 主 萬 おとち ホる ヴ r ン .デ ル- 
ル ，ベなる-吹 亡が 巧が された。 をれ から わ 日を おて、 ゴ 1 — リングは ず 丈で がを の ホで がかし 
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た 巧 がをおく 調べ 上げた なお、 お產 ぶの おく 巧を テ p 計 巧を 一々 みが 的に 公 巧した。 それに 巧る 
と、 み壶 巧は ドィッな 時のを 巧、 巧 おが、 な 巧、 主が なる を おエ蝴 巧を、 が 化に 煤き 桃 ふが 〇 で 
ホり、 ぷも その 党が な テロ リズ A にホ于 化を 巧 用す る ことと し、 义 それに 引锭 いで、 ベルリンの 
をが 家む 夕い 通りを 巧 巧す る 計 おにな つてれ わと いふの だ。 この 朽 お fr 蝴い て、 •恥-心が 电ょ 巧を 
した 〇 そんな 不 這の 巧が をみ つて 屏 いては、 ぞ赋が お 巧ない… とい ふので、 おし も 巧 おが 贿 .化を 
下す 場を は、 我々 も 巧 旁 的に お 乎 说の斟 が 比を しょぅ、 と 中を むれ T がが 山が まつた 巧ゼ 。そこ 
で ベルリン 詳化 巧は これ 等の 巧が W と】 巧に なつて、 A 崔 いみを 化な を どし {な 加して おつ わ 0 
をの 時 袖 へられた ぶが 百： 二十 名。 その後 も おひ 化ん ホ、 巧、 お付け ホ 巧に 典を 巧 狩りを がけた から、 
一切 0 がかは 非常に 參 かつた こと ボ らぅと な ふ。 ぶの おがの テ I ルマン も、 勿 蘇 この g 於 m ぎの 
中に 巧 入つ てわたの だ。 そして おを がの 本を たる リープ クネヒト 依は、 それ W 巧、 A - 贿 にがされ 
た ホが が 引きずりな ろされ て、 巧 じホ础 でも、 今 あは 巧 中に 巧 十字の ある 巧し い 巧が 巧 かのを に 
蹄へ つた。 をち な あして ホルスト •ヴ ュブ セルが とい ふ 0 

はふを 閒 では、 る闲 《巧 巧 堂の 乂巧赛 を、 共 謹の 黯が がの 觀 で、 窜ヒ ，卜 

ラ 7 i おの 計 あ 的を わ だ あで ホり、 ぶは 综巧 をの かきは モ がが 火 t つけて 巧いて わきな だら、 そ 
の 化： 巧の 罪を 巧な にを すり 附 けたに 逆 ひを い、 と 巧 苗す る もの も ある。 そむ 巧 1 か兀 しい わ i ' 
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なにも 到 w がつ き费 ねる。 たで 巧 かを いずだと して 推を される のは、 ヒ ，トラ T 巧が. ザる ぺを逝 
巧 前に、 何等かの ホを で、 共を 巧を 逍が リストから がかう. 0 化 也して ねた ことと、 义 1 ホ お産が 
日が、 っ モス コゥの 相 令に 依つ て、 ぶる 巧 逆 的な テ a を 巧 巧し ようと 化、 むして わた こと だ。 從 つて 

塞な 側が ホ 凛 まること 种も觀 のか かこ にも拘らず、 繫が 瓜な ミナ チ ご ミ ふが 

巧が これを 媒お悲 にも 巧較 したと いん モス コゥ ホの 规 ホは、 巧を かとを ひくる める 从上 でぶ 巧 
だ。 ホき な 目的を 巧 巧ず るに 乎 巧を 巧ぱ ない のは、 巧を の常进 とおるより 化は ない。 それで 約し 
て、 が轉 なが 迸を 申を み 得る 巧が 装は 甚だ 巧で あらう。 巧く とも、 クレムリンに 巧廉 ずる 政が ぶ 
の 中には、 そんな ことを す ひ 化すを 格を 持つ たぶ は-人 もわない 谋ボ— 

さで これで、 ヒット ラ 7 は】 がを 巧 0 息を ホツ とついて、 早速 大巧が に 「西 巧ぶ ぴ尚 みを が进 
する 躲忿 命」 を 化して 巧つ た。 それに 依る と、 令まで がされた マル キ シズ A のを 傅は、 か：： 卜 をが 
その 橄 利を 化 ホした ことと なる。 巧言 すれば、 新しい 巧 巧れ みが 困ぶ と 伉 ザ せんとす るすべ ての 
面拖 は、 巧 ば上ゴ 巧の 自由を 说 ホされ. ：| 切の テ P リズムに 化る 化 巧は、 巧 刑に 巧 巧し、 巧に ホ 
るか 洽的円 的の ために 巧は る L が 力 巧 巧は、 今迄の 刑法に 巧を したよりも、 おに】 巧 脱 刑な 
を 裸ず る ことと なつた ので ある。 この 巧な 令の 期 眼は、 ご I 巧 お 日の 迸 巧まで、 巧 力を おする こと 

にきて & を、 その 巧* さへ ミぱ 、畫れ にが 中る 3A 上 Q 繫祗 をれ ちす 磊 たく 


がリ 



ら でも あるので、 巧す るに t ， トラ ►•.の 技 w の a く閒 は， 巧 逆 共を なは 巧 春を の ホい 拍 と共に 永 
乂に 巧り まられ たものと なても い--。 

W 上の 授 巧に 化つて、 一一 1 H 五日の 巧远单 は、 ヒ ，トラ*' の 度® 姐り のが 結 化を 化た。 邸ち、 化 
は， if が， になが 二百 A 十 At 巧の したの だ〇闲 みを 巧の 巧 おは 六 巧 W 十 セで あるから、 そのうち 
共 ま# の ル 十八を 除かす る 時は， フ — y ン ペル ク所 « の 「お 白 ホ 玻按巧 巧」 (瓦 十二ぶ) を かへ な 
くつても、 逊キ ホに 巧す る 巧で わか 〇 これでを々 戍 ずべき ことは 巧 干に 出 ホる。 もう 「フー ゲン 
•ヘルクの お」 などに 「ホせ て 巧 ふ」 お. 要はを い。 巧巧肚 A 主 巧が 肤な はは、 その 巧が から 放り出 
して 了へ ばい、。 がつ てこれ わら、 巧 W みに めける を W の ホな さへ 巧へ ば、 もう 「 W 巧 的な 揚」 
などと 进ホ しないで、 巧ろ を々 と 「內お 的 ホな」 の 巧 二期に 巧り 巧る の ザー。 

わう いふ 巧 おになる だら うとい ふことは、 ホ ホ 巧 思なん 閒の 巧には 明かに® 巧され てわた もの 
ガ わら、 巧に この 进舉の 面前に がて、 がに が 待つ 逆 中— 巧は 待たな く 0 て も、 どうせ 「ナナス」 
には 院主を ちと 一が ついた 连 t の閒 には、 まる ご试 9 ハ-; ク化 唯が 巧 ザを ちな の 
巧 いれは、 もう 巧の み 巧の 巧で ル阐 へな 巧び して 了 0 た。 かブ n イセ ン巧 巧の プブ ゥンが スイス 
へ'.' がが かの ク レ， パ T が フ< y ランドへ 罢 おれした のな どは、 その ザし い 巧で ある。 それに « 
いて、 6 ホ ま 巧の## げや、 ユダ T 人の 义±# ホぶ を ども、 どし''-^ 团 巧を 性え て ドイッ t 化 拾 
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てち その 望 寞ちル ギィ、 オランダ、 7 ランス、. ィギ ，ス 寺で ホる。 そを の 口 やま モ 
か ホし いを 中の ために、 ヒ ，トラ*' は、 まるで ホ 本 口の かく、 岛 々で ベルリンを 柏 t 巧 さ 株ょ 
れ巧ガ とか、 ユダヤ人を 毎日 十 人 づつお 巧して わるな どと、 化 巧 目を な傳を やられた もの ザから' 

ま 的を 因矣基 臺」 た抵 をを I、 t ご 9 T は義 望」 這寞 。ミでは さゥ 

でもない が、 その 巧 時の ヒ* 'トラ 7 は、 巧 巧サ界 一の 大巧 巧 巧が で、 サ 巧-の お 巧みん いに お 
巧 はれて わたでは & いか？ 

丰** 

男 的な 慧衰 が、 进赛巧 《て 闲を閒 をと」 貪、 爱ち皆 受窒ナ 、が 送ヒ 

シーアン ブル グは 、ミトラ 7 に 向つ て 二つの 舊 的を 巧 巧を 化しち 一つは め 十 凄と 间 時ち 
ビスマルクの 巧 巧を をが する 黑白 ホの 一二を 巧た も 巧 用して、 新しく ドィツを 巧の 「田 巧」 たが 

李る こち 隆裏 S 畜ミ 開く すぐ 前ち 一度 7"- ド， 美表睾 を 援赏ボ > ダ 

ムに めて、 曲た 的に おを ずべき 大巧 典を 擧 げたい、 とい ふので ある。 

じ， トラ 7 も、 この 提案には 巧ぶ の 巧を 及した。 

かくして、 闲 A 関 惟の 前日た を 二月 二十日ち 「人 泛巧巧 己と をめ、 その 円には を 巧に ご 
て、 戶 巧に 竿 半る び ホ 白 蒙 一' 淀を 巧 場せ しめ、 自らは じン デン ブル グと 共ち ホ i ンツ * 
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，レ ルンの. 塞 代 G 茲が たる ポ ，ダムに おを、 術 かおを の ゴ妈 にがて、 神の 暫故 がなる ゴ典 
をが げた。 「このち お 的に 光 お ある ポツダムの 地を をが する 巧 逸 巧は、 なほ 今日の 闲 おのが 神 的 
な 巧と なり、 が 離な 利己、 むと 巧 X のが 爭 とを 抬 で、 本 巧の 面 円た るが】 且つ 自 もなる ドイツ 閑、 
化が に 茂り； e る ドイツ 阐 をを 券ず るた めに、 なほ 一巧が 等の 廣お的 巧 巧を 拋 おさせ 輪へ I 」 I と 
いふの が、 1 W のが 埼 Q ま昏 であつ た。 それから ヒザ トラ ァ はがが に 上つ で、 巧を のを， ザぶ たる 

闷-愛 苗 看に 向 ひ、 を ドイツが どろし 了 今 HQ 塞る H を 辿へ 尝 .^、 とい ふ 理由を^ 

し 巧に 巧の お大 がが ヒン デン ブル グに 向つ て,、 古を 巧い 巧 脚と 巧し き强き 力と を お 合させ 得た 
雅巧 ちが 巧と をして、 がを— 恥絮 がを 呈 しち « て 巧 かの £1^ が 音と 共に、 ヒンー アン ブ 
ル クは西 巧の 元 巧と しで、 フリー ドリ ヒ •ゥィルヘルム、 あび フリ （ドリ ヒ の 斑ち をを がせる 仰 
陵に 月桂樹のを 就を 巧へ、 觀 跑の敞 々たる 中に おわな 4^ を おつ わ。 

大統領を 宰相の ぺ等ン にがる 基には、 袭 の：^ 漠繁な 地な く药 し、 かれ もホ賓 

ホ、 初めて ホツ とした 巧 巧の 底を つき… 今まで おひ ちれて ゎた 本 ザの 「ドイツ」 换 をが、 がび 自 
か 等の 脚の 拉 におへ つてね るのを 巧 化しで、 巧ぐ ましい おおが 巧へ きれな わつ たとい ム 。そんを 
巧が は、 巧 翰 •平 化な ぶが かも 知れぬ が、 巧に 「ドイツ おみの がを」 を 知つ てね る ホに とつて は ミ 
も ホ 〇 なん、 と 巧 巧され る 0 


タク.？ 


さて 型 二十-曰 はみ々 田样閱 # の 曰 だ。 巧に この R を 巧め セ 巧 由は、 かの ビスマルクの 巧 二 巧 
闭が初めて1^巧かを閒いたのも、 矢巧ゥ|二ち二十一日であ0た、 といムががからホてたたモぅ 
で ホる。 がし、 ビスマルクの® て わ R & 的な な# をは、 ク いな 巧邮 ばかりが を桥に W したば かり 
で、 巧 巧に 巧へ をい かち 巧た にみ 巧 t 巧な ク B ル联 W 座に 巧史 しち そして そのを 巧に 化て、 

ヒ ，トラ， は、 化の 所 前 「を 術を 巧」 とが 稱 さる、 巧 あを ホ 巧を、 お 巧み 班に 如 過 させて 了クた 
ので ある！ 

このを まは、 正ぶ になへ ば 「巧 巧 あび 巧 おの 豁 it がます るを 巧」 とい ふので ホで て、 のがは 
ホの I 二が に M 巧す る。 曰く— (巧 一が) 因を の 巧 巧は* なに 規を さる i ホ 法モ化 U ホに、 なほな 
巧 巧 村 向 身に 松 つても 巧 ホず る ことが 《 がる… 赛 rs な 巧は おに 化り て 巧 かされる W 法は、 
西 0 るび 闲 巧な 巧の 施 投がネ 巧の なが t 巧し 巧ない やぅ 忙 なつて ゐる踢 合、 あなの 手拭を をな 
视 してぶ 力た 化 ホる ものである 、巧し 大巧 巧の 沾利 だけは 今 だと 巧る ことがない'.' (巧 お 化) こ 
のな 巧は、. 一み 一： 七 年 I 二月 一日まで 巧 巧で ホる、 でも 巧みの 巧な がその sg 巧に 巧该 した をら、 
巧赢 それと 共に この 法 巧 もがぇ て 了ん…。 

このな 化が 如述 すれば、 ヒ •'トラ*' 巧 巧は 大 乎を 押 0 て 巧 巧を 巧 巧し、 又- モヴ ィマ T 兼 法は 
(お 令 文面には 四ヶ 年と を 0 て わるが、 巧ヶ 年が ホれ ぱいつ でも 巧 巧し 巧る ガ らぅから) ホ* 上 
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巧满 して 了 ふこと となる のぞ。 ヒ ，トラ 7 は、 このを 案を 巧 巧を 描の 西が へみ かけて 叫ぶ—- 「が 
巧し ょうが、 反 巧し ょうが、 それは 热 巧の 巧 患の が だが、 た 一-それ にがつで、 巧 巧は 乎 かわ 孤爭 
かを かを する ことになるの だから、 氣を がけで 巧 かして 巧を たい I 」 巧々 を 巧卷く クロ 乂か竭 む 
巧媒 には、 S - A の 大巧が 巧を 楠へ で— 「を 巧を 巧 法を 涵姐 させろ；：：」— とな 化して ゐる 。物ぶ 
いがみ ガ 。これで K 封の 化來る 巧は ない。 その お柴 、れ 々が ホな けの ゥ H ルスな どの、 はの 巧く 
やうな、 おなが あつたに も朽ら ず、 九十 阿 巧の •反 おに 對 する の 巧 g 十一 巧の 大ホ較 で、 •巧を 述り 
に迸述 しで 了つ た。 これで ザは を 巧 共に、 じヴ トラ， り ものと なつた 巧で ある一 

こ-- に- 寸 巧ち しくが がられる のは、 ヒット クァは 何 かそん なをが ホ 巧な どを 巧 求した ので あ 
るか？ そんを ものを 娘々 巧を にが 求し をいでも、 巧 巧 トー 巧 巧を 历 巧し 巧る ではない か？ 巧は 
一 兀ホ媒 か 制 おを をの 親 調 ザで わる。 それ をら 今 円み 巧手に 巧を をを 巧して たいで、 なかを 巧して 
了へ ばい L 巧ガ 。巧を ちしんで、 自 々が 今から 叩き 巧して 了は うとい ム现在 、その 巧みに 向つ で、 
巧 速を 叩き 巧す 巧 利を】 つ おめ て 巧 ひたい、 とが 巧す る 化. 要が あつたか？ そんなが 巧な 相 巧を、 
巧 面目な 頒 です るぶ もす るで だが、 同時に 又 それを がめ て やる 巧# も、 ホ 巧 挺れ シチ - H — シ， 
ンに巧 かれて あると、 いふべき ガ C 

ところかそこが、 又读れてドィッ^^ e いや o ホだと巧ム。 ホホドィク人はどんを试ををやるがを 
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にも、 それが なをに ホへ り やず やを、 すぐを！ S にを いて あへ る 招が ホる。 巧が にけ へば、 彼 巧は 
「苹 か」 の 巧 策 左 さ' へ、 巧 巧の がが にを せようと すえ 巧へ ば、 大巧の 化 化、 ドイツ 两 巧に ザ鴻た 
る苹 命が 起つ て、 カイゼルは 巧が お化しを けれ ぱ巧 まらな くな つた。 尚® の ザが カイゼルに 向つ 
て、 がれを がら、 この 巧 一刻の あな もを く 巧 狂た 色み 巧され ぬと、 巧みを が おを う ござります、 
と 巧た 中 上げる。 おし カイゼル はい 0 まで も ifg して 巧が 明わない。 だつ て自 々が 退 化 す るのは 
い-… 困 民が それ 程 巧 巧す るなら なか もしよう… だが それ ぢ や、 闽 架の 大报を ホに a 巧ず る© ぢ 
や？… おもが モ がを いぢ やを いか？… と、 カイゼルは 贿 になち ぬ 面 巧で わる 》 いや 相 于は审 なの 
中む 巧 力 わるれ おち 巧 ザ どもの 跑時投 巧で 巧 摩りまず、 と 巧へ ると、 カイゼル はこ、 になめ てモ 
巧し で、 をに 沿 化 宜ゴに 巧 あを され、 みから オランダへ 巧ち 巧び 給うた。 

蹄合随 のか ホぶ ホ どは、 なが その 新を きいて みんな 巧を 化へ てち つた もので ホる。 巧巧自 々が 
もう 狙 ひ 出され さう になつ て、 が もな のをい を 巧 一巧の 皮 る ことは よ < 々つて わるの ザから > 
大 がが お Q 乎に 巧ち るかを 胎ち する のさへ 巧な わ活ガ が、 おに 自分を 速 柿し ようとす る单 をの 接 
巧が、 自 々の 大巧を ぶ 渡す る 巧 牛なる ことを なり… さう か、 巧 t 较さゥ とする 枚が- KW の 巧 巧 人 
わ f …ぢや 共れ に大 ホは なかに 巧 巧した， と 署名を 了へ て 巧げ 出す を ど 王'' 記に しても 巧 巧が あ 
る。 それが のへ ば" シ T の ホを か 何 かで あつたなら、 大 SS は瞄 くを もな まない わ、 それとも 巧う 
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が银 力で ホ ひ おらぅ とずるな ちす t 船が つて 了を の-^；;- ミホる。 蓋 もがみ 法 も 

た。 向ぶ 蓋*; 非 合 舊やミ 雲んだ を、 妥さ S げ— 。ミ、 浮が とを 

れ 山と なれの 路 巧で 巧げ ちまへ ばい I …〇 - 
と考 へる のは、 をし 化な 邮な ドィッ人の 壯か 生讀援 を理稱 占い 人閒 のい をと》。 ドィ 
ブん も累を をれ はやる やぅ だが、 がし 靈の爱 めが たを は、 お— 頭に i さお 

いで ホ ッヒラ もこの 肚 では 《巧り 神 梓の ドィ . X に谊 ひない。 を费 にぶな した 

困 巧と 叩きを のが 彼 であり、 そして 叩きず 巧な その 矣 は、 I 巧の ボ をな ひない が 

この 单命& 巧 早 畫段巧 か 案 基营 望」 了 ミ 富ち 尝吝 誇を W しな だ 

ば をら め、 妾 •へ。 る ことが 班に ドィツ人 らしい 望 ホろ だを ヒ ，トー； は、 今 巧ぶ 漫 すだ 

雨を お 6 、 I 寸 量」 やくな、 血 S をを をみ e 養 を累 了、. 少杏 もぐ づく 
いんを かつ 巧 ばを て 了 蓋を ミのに を ホ. 闭 ミら をが をを を もとす ろ 
がし 闲 かぎを 致め たら お 後、 モ〇巧 刚を网 透つ てな々 制蓄 々は \ それ こそ 夏 S 
ブキ "ガ 。それ だのに 掛かは、— 力 玉 ルが ホ祐を 白み 巧に が g してす ど、 それで ホ— こ 
ッ *— レ ルン 丰 巧が 议 びて 了' つたと 同じ 巧 巧を 迎 り、 矢 狙。 自 《巧が をを 的 革々」 に 化つ て 力 

主 ルから 受巧ミ ゐた 凄を、 今 塞 「を 誇苹 なぎた る ミトラ， K 引 巧し、 そして 目を 
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は 巧んだ の ザ。 策に なまは 巧く をつ てね る。 がり ヒ ，トラ 7 は、 巧が をる 巧撤を 持つ てね たに b 

ら 中、 かし T 孽を 島を 叩きす はしを つち 挈基 乎完ん ダの ガ 。それを こ < 

単な で 巧を g ち 巧いて 自 巧した のでは をい。 ヒ ，トラ 7 に 巧く めら れ たので、 自々 
の 比 巧を 一な ヒ ，トラ T にな 甘て わいて、 その 邮に自 みは ヒ ，トラ r から 巧 巧みを 巧つて、 今後 

阳ヶ年 麗？7 ミ Q で t 。 望を を 四 語 も 管 奪た 6、 も 5 起 至ブ 完替 ぁる 

まい。 その ま、 永 a に 巧の 世へ 化を 0 こと ザら ぅ一 



- 八、 蝴 巧の 巧な 時代 

么かホ 巧な を迦過 させて 巧の ヒ， トラ*' は、 も ゥー お呵 がの 巧 並ち*'* れ 力ら は セで 法 ま 
をに なつて、 ザ ホを 曲 巧す る ことが 化 ホる。 みを の やうに 「W お 的な 持」 などと いん、 どんを モ 
て ク監府 にだつ で唱 へを る やうな は 話は 船 おつで ゎいて、 ミと 「田离 蓋； いち 
ヒ ►トラ K なでを くち やぶ なられを い 日 巧を 指して、 整す る こを 裝る のち . 

革命と いを をは、 必中 裹の 制を 装 t 塞に な 雲し くは 排 おし、 モ ので、 をを とを 
< 困 浸を つを S 面を ミる こ丢 をな ならめ。 おら ばヒ "トラ， は、 をのな 詔なる 

7 P のを 吊き 换へ ょうとし たか？ 

この 垣き おへは、 拥 S 屋 制度を、 舅 累巧袋 策を、 客が 妄 はを 冀 をな の お 
策に も、 祐て 一棟 Q 曼同 一 G 奮が 了薑 され、 又 今日に がても なほ 引话 いて 巧 音れ て ゎ 
ろ 一口に すへ ば その 形 遮は ごを 0 尸を 臣ぎ去 系での ものが】 巧に^^ され 同】 のな 令ボ 巧の 

ドに 蒸た る 腿が をを C と) でを、 そ 0 島は を お P 3 ( 霉 装を 战含牽 ざるを 
的が 一の 化 摧} でぁり、 义モ の涩叟 法は 或 i を pil 二相み ぶ 巧 現； 袖る をで ぁる。 た 
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巧の 豆 ホには’ 》 おれみ ななに 依つ ての み 巧 おさる、 巧 圳な巧 だ 巧が わるので， これを 巧ぶな なか 
の外闲 語に の 巧す る ことは、 不可能で あるが、 巧く ともこの 吉 おには が « 的な 脚 化が ホり、 そし 
て ホに 巧 化を つけて 巧 巧して をいた 化の 下 乎な H 本な t 、 =10 とも すべてな 巧け をせ て、 ホへ て 
見れば、 诚 ぶは 大巧 それが 何で ある やを，® 彼し 巧る C ととが 十る。 

W II 十 世 巧の 中央 集 巧 

C の Gleichschalti 一吉 — こ-- •では お 〇 に 「同時な な」 とで も 巧して おく I は、 じ， トラ， の W 
んで 巧つ たち 巧で あり， 巧つ て-九 111111 年の 前半に がける、 巧 前闲お 的を 命 期には、 ドィッの 上 
下を 姐ず る 一巧の 流け 描と をつ てわた。 そして この お 嘘の ー ホ 早くな はれた 法が は、 一二 月 111 十一 
日に、 ヒ ，トラ 7 のをに 化つ てな 布され た 「巧みと 地 そ 田と を问巧 巧を ずる お 法 化」 であつ ち 
巧な ずれば、 今迄の やぅに 地 ホ 巧 おの » 史的、 お珪的 & 巧自性 (强 巧の 自が 义 は 巧な) 巧し 
て、 をが 中央 巧ぶ の 命 か 系 巧の 下に 支祀 せしめる ことで ホる。 卽 ちぶを な 中央 § 制 化 だ。 

これはホへやゥに化つては、即に不た讓でも巧でもをい。 失田などが巧注制をわてて、^^<巧« 
の 巧を ホげ わのは もぅ おちに 巧が か- •つた 巧 古い 陆ガ 。フラン スガつ て 古い 所から 巧へ ば、 巧に 
フランシス ーせ の 巧 代から 巧れ 集中 W 家の お t 巧へ た。 卡 つと 巧れ た 日本で さへ も、 r お巧单 ホ」 
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は人閒 一巧な がの 昔話と なつで ねる。 がが ドイツでは 、二十が 紀 もが も s 十 云 年の がに がで、 な 
めて 带 新しくを ぶされ たので ある。 ドイツに あつて はこの 事萊 は、 ビスマルク のかき 化 人で さへ 
もが 完 ぶし 得られな かつた •がつ て ビスマルクの 巧 西は、 ドイツのを 地方 闲装 中ォ ー スト リアを 
除かし、 プ D イ センを 盟を としたが 巧 巧を であつ て、 みか子 战 はず 巧 か 巧を がく 外、 巧 ど 地方 的 
に 巧な し、 ぶ 日 そのな 府を 持ち、 义モ の統が おを 巧 さ、 み 子 田 索 同 おには 巧が を 巧 おず る やうな 
巧を 呈 してむ た。 その 化 雑が 今おヒ ，トラ， の 乎を つける を、 その ま、 そつく りが 巧して ねたの 
である。 文物 制ぶ の 逆 ホした ドイツと も あらう ものが、 巧な、 今迄 そんな 齡 を 組 巧を その ま L 
に かづて 柄いた であらう わ？ ビスマルクは、 これを が】 ずる ことの 不可能 t 化、 その代り 化は が 
このが 賴を 利用して (若しくは 逆用 レて) 巧 逸 田ぶ を 作 0 たの ゼが 、その 巧は、 巧て なに 輪 じな 
いこと とする。 巧し その ドイツ 帝 巧が 倒れて、 ち ホ ホ 巧の ドイツ 共 か 巧が 化來た 巧、 何れ 早く これ 
をが】 しな かつた ので あらう わ？ 自由 ま 巧は 巧 お 的な もの だから、 が 一の 巧 財が ホづ 巧】 にあ 
へられ、 封建的な を’ 觀を どは 持 除して 了 ふの が、 化 巧の ー ホを 大 なが 命では なかつ わか？ かか 
にお 珪的制 巧の 拌擊 t、 ちを ま おを が やらないで、 反 巧に 自宙 まを ホを 抹 巧す るヒ ，トラ r が や 
つてを けた か •- ■ 

円く、 円 ホ ホ 巧ネも ホを がそれ を やらな かつた 舒ぢ でない.： その おにが いては、 ワイ マ T でぶ 


% 注 fc 作る とを 化 夕と巧 も 大に硏 常 もし、 ホた サ お* 巧す るぶな をでは ホ 0 た •がし 化夕 には 力が 
おりを かつた。 おし も 彼 巧が 力なく して 巧み ザけ で それ t 巧 巧した とすれば、 が 一 どころ か、 を 
み 子闽は 中央の 命ネを どは 一つ も おかないで 、本を はぶ 向 巧 化する か、 巧は か 巧の 巧阳 (例へ ば 
ォー スト リアと か フランス など) に、 括 巧いて 了つ たか も 巧れ ない。 モの侦 巧は、 ラインが 州の 
み！* 主を ホの 进 なにもょ くな 无 セ。 义ポを パ イェルンの 化 時 及 お t 樹 でた T イス ナ T のれ 府ガつ 
て、 ー ホ 巧 おを 巧 巧は、 バイ H ルンを ベル J ン ょり々 巧させる こと ゼ つた。 パイ H ルンれ 6 お ま 
« 山 みの ホフマン 巧府 でさ’ へ、 巧 注が 古を 巧な と卞る ヵー ルは 冉と 巧は に、 バイ H ルンを プ 。イ 
センから 用 立させる ことのみ を、 忠巧 として わたの ゼ 。そんを がは ザつ たから、 巧 It ホす ずる 
ベルリンの 自由 主 巧 ザは なが、. これに モ をつ けな かつた のは、 掉巧 これを が 巧し る だけの 力 t 
待ク てた なかつ たとい ふこと に W をず る。 

ガ-;^ら、 統一 焊きのビス マ ルクがホ化し、 巧に巧一 现なの基巧に化つて化つ円みま巧夕さへ巧 
れて巧 阿の 化 ホな かつた 巧 方と 中央との 統- を、 巧に if 巧し 巧る 巧が ホク たと すれば、 それは な 
巧 「力」 を 巧つ た 巧 人で をければ ならを い 巧で ある。 それが ヒ ，トラ*' をの ガ 。巧つ てヒ ，トラ 
•'のこの 法 巧の «巧 は、 明かに 彼の 「祐 力の が 拾」 に バスして わた C との 巧 巧と なる一 
尤もを に 化 巧させる と、 巧 巧な がで み！！ 的な が at 巧 巧す る こと 内 A が、 K イッの ために 庭 わ 
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つた か 盤 かつた かは、 をが 別問趙 である。 巧な なら、 今を Q ドイツの 巧の 茲 力は、 巧ろ 巧 方み w 
的な がに あつたの だ。 

由 お ドイツは 中 都 かの 恐ろしく 强 連した 留で ホる。 をれ は 巧內に 早く わらが 迸 巧の 克 巧した 巧 
めに、 一巧 大 都み にお 中した 過剩 人口で も、 ぱツ とその 巧 W にがを する 中が かへ ならさせる 巧 立 
が ホつ たな ホで も ホる が、 岡 巧に 中が か 巧みが 大巧 その 巧 巧の 地ぶ 巧み のげ 巧と なつて わたので、 
を 巧巧问 おの お爭 お敬わら して、 白 々のげ おを なをな 町に しょぅと いふ、 地方 闽找の 巧 乃に おつ 
巧が みかつ た。 だから ド イソは.、 巧へ ば ホの 化の 都の バリ ーつ かがいて 了へ ぱ 、あとには 巧が な 
巧舍 S' や、 巧 巧い お干の 淮がガ けが 巧る やぅな フランスな どとは、 をく 两 巧が 異 ふ。 

义 ドイツには 、ロンドン や 二*—: n — ク のかく、 た 巧 物みたい なぶ 大な がかは ない が、 そのが 
山な 中 都# をと つで 比 巧-一て おる と、 いづれ も 小が を がら 叫の 册が でも、 かな 制が でも、 巧 お 施 
設 でも" 壽の祀 あで も、 巧 物が や 美術 化の 投備 でも、 その他 巧樂巧 巧の々 巧で も、 ずべ てを 這 
しお 雑して、 ょく キ ナンと なまつ てゐ る。 巧 巧 巧々 ガ けを 巧 門と する マン チ H K 夕 T や、 ギ* ング 
巧け の シヵゴ、 映 巧 だけで 膨れた。 ス アンジ 1 ルス、 果ては* 載が なかには 姐 巧し ない 大 吸… など 
といん、 をん な片 おのが はが 巧に 歡 い。 だから ミ- ン ヘンと か、 ドレスデン とか、 スツ ，ト ガル 
卜 巧の 初乐 小さな 則で も、 ぶ 中し も そめ 巧 おやな 職 や 巧を の 巧な は、 大柿 巧の ベルリンに あつて 
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わる 巧ぢ やない… 大巧 ガ つて、 必ずしも 乂が 巧に ある ベルリン 大単ボ けが、 紀 てない のぢ やなく 
0 て、 地ぶ の 大巧の ぶが 巧ろ が 等が 巧の 中、 むを なして むる 码をも ホい… がが や コン サ アトが かき 
お 設と雖 も、 却つ て ベルリン W かの 田を の 隅々 に、 世が 的に 巧り 巧る ものが ある… 巧 构の山 化 だ 
つて、 ライプチヒ や、 n 王— ニ ヒス ベルグ や、 フライ プル グの 田を がから 化 保した 本で も、 のな 
さへ よければ 化 ホが なを ぞ としてぶ おに 通用す る。 

これは 単に ドイツの がげ 巧 巧 だけを 巧つて 則べ てな た 一例で あるが、 がず るに ドイツの お 力は 
お W 的に も、 的に も、 文化的に もな てエ をよ く 地方に々 がされて わる。 それは 席央 的に 化つ 
巧統 的に、 斌 くな へば 封建的に、：^ 巧し 巧 巧した 巧 力を の だ。 然も ドイツの お珪 力は、 その さが 
符て 化の 谦か齒 にが 在して ねた お獲の それと、 みか 趣を 舆 にして ゐ る。 昔の 巧 外 巧の が 違のを は、 
單に その 础 方の 大名 白みの あお 的な 力と、 人 巧を ま祀 ずる 话祐 的組热 とに 嵌つ ての み 化を されて 
ねたが、 ドイツのは 巧ろ 人 巧 をれ 白みの 巧 方 文化に を 加す る 力に 提 つで おはされ てね たやう であ 
る。 だから 「プロ-イセ ンま 巧」 と 音へ ば、 巧に プ 。イ センの 王橡 とそ のぞ 巧 化 巧と に 巧 色が あつ 
たば わりで なく、 プ n イ センの 人 おを おに 巧つて お 逆られ た ザが 槪 であつた。 义 「シ * ヮー ベン 
人」 と： ゴぃ へば、 をの 上に 王 巧が おようが 掉 まいが— 或はが 每が化 巧を 巧れ て诉 ホに 巧 化して 了は 
うが.— 依が 一巧の 特 を ある 向上、 巧 力、 巧 お、 巧 ホぶ 巧を 持てよう としをい の だ。 
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だから ドイツと も あらう ものが 封连 的々 力を 二十 サ紀 まで 巧ち 巧した のは、 ドイツ人が 文明に 
巧れ て わる 滿巧 ザな どと 化る のは、 法め て 巧 巧を アメリカ ホの おおに 迪 ダない。 巧 巧は ぶに その 
逆で ある。 そして ヒット ラ 7 がその がを 迁況 にも 化 照す 巧は をい。 ヒ ，トラ ァが 巧に も說 くかく、 
ユダヤ人を 巧 巧して ゲルマン 巧 巧の 巧 性を 保ち、 化ぶ お 巧の も 巧を 曲 本の 巧 一と 巧へ で、 が 巧に 
これを がぷ し、 义 困な 的 流 巧を 排斥して まるで 巧 巧が 巧と ち はれても、 平 おで 地方々々 の ホな、 
报裝 、巧 お 等を 巧 巧させる 方 巧を なつた のは、 お 巧 この 「巧 力」 を ホは させない はめで ホら うと 
おん。 た C がし、 今迄の ワイ マ T 巧 巧 巧が や 氧で巧 述し てわた やうに， 中み 巧府が 一ぶ の 方け を 
がて でも、 み 子 巧の 化 巧が 中央の なみを 賴 わないで、 これに ザがず る やうな 巧な にがる ことは、 
一: 巧れ な 主 巧の-な 治！： の 巧！： に對 する 巧が とを るので、 この おを 一が 巧れ 卞巧 一ず るた めと、 
今-つは、 巧 ホ々 巧の ために おしく 巧 巧 せらる、 おかな 巧 巧を 切 おわる ために、 所 前 「巧 巧が 巧 
ホ」 を 巧 ホし、 巧く とも、 形ぶ の 上からは ぷ 全な 中央 集 冷の 巧を 擧げ ょうとし たので ある。 

で この 法 巧に 依つ て、 中か强 おとが ホ闲 とその 下に 巧が W 巧を がいた ボ W がとは、 ヒ ，トラ 7 
にゴ はせ ると、 一巧の 「巧 調」 (ドイツ人は 巧を おを ずるのに すぐ 巧 樂の巧 巧を 巧 ふ】 をが 0 て 
をれ-:^ が 乎な 不調 巧を リズムを 巧 如 させない ことと なり、 地 ホな 巧は 中央れ おのぶ 巧を けあし 
てこ かにぶ がし、 化 あのに 巧 巧す る 巧む 巧 巧を おけ、 义 化ぶ がわは ir 巧 あ 日の 5^ け 巧 巧む 巧な で 
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これを 指を したから、 これ 义寒巧 上、 中央 0 な 向に だした 巧 巧は 化 ホない ことと なクで 了つ た b 
雄プ 。イセ ンボ けは 围も 大きい し、 又 その 巧みは S 巧に がでは、 ホガ 自立して 逊# されて わたの 
で、 この 法律で 一巧く たに 規 巧が 化 巧を かつた 巧ガ が、 四ち セ 目になる と、 を* 巧 二囘の 「中央 
田 まと 地方 阳 系を 巧 おず るた めのを を」 を 巧 ホし、 か あは プ 。イ * ン を もを めた、 所沉 「がな」 
をな つたので ある。 この 巧 二囘が おの 法律に がると、 大統 巧は 宰 巧の 巧ち におき、 を 巧に トニの 
て 4^ ( 中央ょり 派な される 代官の】 巧) 命し、 このを t して、 をれ t のが 方と 中央と 
の聯 gt つけし むる ことと をつ て わる。 巧へ ばバ イェルンの がをは フォン •ェ ，プ 牌が、 パ— テ 
ンの 統監は 口— ベ 7 卜 •ヮグ ナ ア、 チ*— 9 ン ゲンの 棘 監はフ リブ ッ •ザ ゥ ケルと いふかき であ 
る。 巧 論 その 巧れ もが 链 々たるな のを 部 連 ガ〇义 プロイセンの 統監と しては、 巧め ヒ ，トラ 7 を 
々が 引 まけた が、 その後 ゴ 1 I リングが プ〇イ センの 巧 巧と をる にあんで、 そのが 利を 化に ホク 
て 了つ た。 

の アリア 人が 巧 

U 上は 夕辦 • ^^ゲの巧神を巧方巧かに敬巧した化巧でホるが、 それが々むと、 今巧は巧ぶ心な 
巧の がが となる 官公ホ 中〇異 々子を 巧が し、 そこに 一 揉の 人の 規お 統一た 計る がた fc に、 「极巧 
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巧な 制を 化 巧す るを 巧」 をる ものを 化した。 c れ は、 從 ホのを 公吏に 巧す る 田な わ 化が からする 
と、 招かに ボな 的な ラず ヵ リズ A だ。 CQ あへ に 巧る と、 ドィッの 巧 公ず は I のの サホ巧 的を® 
巧 (例へ ば服栋 巧が にが ずる* 巧视) にがて、 お 巧 的に 結を して わるば かりでは なく、： 史に埋 巧 
なか 主を のが 粹 、且つが 門の な 力が なをな す 曲 巧 だと 見る。 これは フ ，'，シズ ム にも、 ホた みを 
の ほず 的な をな 制を にもを 巧ない 巧 巧の あへ モ だと をん。 C のを 巧と 共に、 所 巧 「田 お 的 巧な」 
はちに 一段の 雄 おを 化せて、 「困 巧れ わ 主 巧的ボ 命」 巳までを づ いて ホた— 

何な かと いんに、 ホホサ W- おに 巧は る、 官 ホ-なにが ては、 一を のるな 化件& 共へ て官史 たる 
の々々 を ホ 巧した をは、 かを くして を またる の 安 巧を ホ ふこと なきやぅ に、 その々々 がが 豁 され 
るのを 巧と してね る。 それは が も、 ホ おが 巧 巧が 約に 巧き 技巧 給付を 投 かして 巧 巧つ た 巧 件には、 
巧を ホと してのを を 上の 祐 巧を 持つて ゐ るのと 凡そょ く 化て わる。 だから、 この 一 « の 「班 めら 
れた旣得賴」をお呀にか||^するのは、 を口のを的巧をょりずれば、 位かにおくべきホか巧巧にぶ 
ひない。 じ ブト ラ 7 のを ホは それを ホみ しつ、， ち 巧ろ 《がからの 旅な t がて 「公 巧 中の-を 
の人刚 は、 先天的に あへ が驳 い、 又 ホ 天 的に ホれ が戒 いから’ 公の 巧な ポ 化に ぶかがない ホと し 
て、 おな 公 巧が たるを® のみ々 を 巧 巧ず る ことが 化來 &S」 とぷ かづけて 了つ た。 

で、 このな ホと おに、 一 化 - A ザ トー！？：： 五日 W 巧、 巧巧阵 色な きにから ず、 巧に その 巧 巧 3 ホ お 
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のょ かつた 巧が になを® いて わたと いぶ だけで、 巧 公吏の みみをか 得しで 今日に 至れる ザ、 巧び 
おを 巧 化を 有ず と雖 も、 巧 巧 主 お 巧 巧に 巧を 的 反な ありと 斑 めら る、 ホス 巧用将 もなく^ 巧し 
でい つた。 ぶ も それだけ ぢや 別にず おな はを い。 ヒット ラ 7 の 時代に をら をく とも、 例へ ぱ がが 
巧の 巧 巧が 巧れ てこ 巧 化の 新 政府が 銜 つた 時、 巧 巧が 時代のを まが 敝 なさる、 ことは、 ホ 述の离 
家に がても 能くち り 巧る こと だ。 がるに ヒブ トラ， の 法 化には、 それけ 上に 進んで、 巧に 一規の 
す おな なが 文が 解いて わる。 卽 ちちぶな 「 T リア 人が 巧」 である。 

「アリア 人が 巧」 に摊 ると、 「アリア 巧 化身なら ざる 官 まは 休 化を なず」 となつ で わる。 勿给こ 
れ には 大驶 がょり 引 巧き ちまと なれる ホ、 大戰 にがて 巧が W - H わりし ホ、 父 若しくは 息子の 戳巧 
に 逆 ひし ホ 等は 巧 かとして あるが、 要するに ユダヤ人の 血の 化つ たを をは 「思想」 のか 何を 巧は 
す、 「化生」- の 正しから ざる ものと して、 をを な 速ず る 主な なることは 替 ふまで もを い。 ドィツ 曲 
巧 中、 巧 巧 上 了 リア ホなら ざる ホと いんのは、 お 厨は tl ダヤ 人の ことで、 そのが 階は 祖父母の 一 
人が ユダヤ人な るか、 巧は ユダヤ人の 女を をと する をまで、 ホア リア 人卽ち ユダヤ人と 巧が され 
る。 で、 このが 巧は 巧に 後に 涼々 の おで 貯^され、 今日では ユダヤ人と 育へ ばを が闲 みのを 巧と 
なれない ばかり か、 巧師 、辯諫 た、 新聞 紀お 《ホ かの 巧 ホ 又は お 宛が 可が あると しても) 等の‘ 扫 
もな 巧に も、 巧 巧 上 おけを いこと になつ て わる。 巧く して、 ドィツ 苗 巧の ユダヤ人 はか 识人 でもな 
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くそれ かとて 公 巧と しては 術 利の お 端に 制 おせられ たもの、 卽ち 中サ紀 ぶ！^ がに されで 了つた。 

をの 善 お ムぞは こ、 に化奸 しない ことと する。 たジヒ ，トラ r が、 こた t 斯 巧した^ こ喊 

与 に 一一つ のこを ホへ をろ 一つは 抓* ミナ ズ A なる ものは 口では をを 旧へ をを、 

を々 をを 巧 行す るミ忆 なると、 中 4 苗 巧な 吏 だ。 とい ふ ダて はが 畜 にも、 を 

爵政堅 &、 奕 化 控畜 ミを 長 ミミが 泛勇 pt かちを を さず とい 
ム ことは 撑 Q をと 勇と を 筆を 喜 ホる。 それは さ と寞 に 蓉 すを がか 

らして、 草 ナポ レ ホンに 化り、 解み ちれた 装の 化 巧が な 力で あつで、 こ 笑を 宇るな 
どと いふ* J とは、 を ビスマルク にも ホ ヵィゼルを お蔓 かつた。 所 ご》 トラ 7 は、 矢狀 りが 
乂 《のな 巧と 襄に迎 なする-まらして、 ず 富 だ 巧に、 ナご オン 宗 たた ユダて ち‘ 
をと Q 巧に がいで 了つ たの だ。 だを ユダャ人 排斥な どと いを とは、- 寸考 へる とおい が觀 

ろ 巧く ミ 芸のゃ ミ 姑ぇ 累 、巧 巧は 葛に、 S 盤に をす る 巧を を 大巧 業 •なので 

ホる り 

今ー ミへ なけな ならた Q は、 CQ 行 巧は 巧に ミ こリ X 之 巧 攻化蓋 穿る とて 

こと ガ 。些かな セン ホ メンダ リズムを 巧みないで、 大局から 洞を すると、 巧が ユダヤ人は 化が 的 
々曲 巧 本 ま 巧、 化 巧 的 リベラリズム、 サ押 的ぶ 巧 巧な おを の 巧が ホで あり、 义 その プレィン •卜 


ラスト t ち韶 的、 がぶ 巡が に 供 成し、 拽 巧に 昔へ ば IK ぶ、 Iw 巧の 化 巧 や 巧 巧には、 をが w せ 
十 撒の 巧 的を 執り 禅る 人閒 のがり である。 化 巧に 依つ て 作られた ドィッの 梓 措、 卽ち 「ヴ ュルサ 
ィ dj •「ヮィ マ TJ 、 「ゥォ ー ルス トリー ト」 巧の な 果を打 巧ず るた めに 立つ たじ， トラ 7 が、 世 
巧の 巧 論に おがしつ-' も、 その 工作の 极滿 たる ユダヤ 巧 故 そのものに、 巧 域を 下した とい ふこと 
は、 法め で祐 快と いふょりは ザろ 法め で 回 お 的を 巧巧ボ とが ふ。 それを 巧 巧し なかつ たと ずれば、 
ヒ ，トラ 7 ま おは 殷&巧 糊の 試を 巧 かれない 苗 だ。 かに ヒ ，トゥ 7 の 巧 巧は 巧 巧で、 いろんな 巧 
が醒 がで ヵモフ ラ— ジュ して わるし、 ものな 本ホ鬟 巧と か、 社み ホ お 建設と か、 巧嫩 ホが が 巧 
の 目 巧には 一 0 もが 底 性がない、 と規る もの も ある やぅ だが、 その 一々 に 就いてはを にぶく こと 
として、 蚁く とも ヒ ，トレ リズムの 中 巧を なす 持が ホ ま おにが ける 牠の煤 おじ、 § 隆も祗 底、 が 
巧に が 底で ある一 

嘴 五 巧 巧れ リ！ 

さてを のみに、 統 ，あ の^?|;を巧つたのは、 巧か化なのホをのをがであつた—。 

ヒヴ トラ ァ Q ホな は、 田が かを ま 巧 的 性 巧を おず るの みならす、 巧 おの 岡が の お 巧に おき 「な 
かま 巧 的」 巧が な 同 W 巧を 巧な する ことが、 そのを おなる 只ので をつ たといん こと U 、 一九 云云 
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夕 五月 一日の 巧詢 「々 w 巧」 にめ て、 巧 巧に 巧 明され て わる。 こ 0 化 ホのを 巧れ た 一' 円に めける 
巧册乂 ホの 巧 ひは、 今を の マルキシストに 巧つ て 田ぶ づ けられた 闲巧的 賠が夕 岡の ための 示 巧が 
曲とは まるでな ホが をつ 一一、 ドイツに めける 巧し い 創な 的、 よ ホ 的な 入 邮が辑 生す るた め^がが 
としての、- 巧の ちばしを 化活 をで あつ セの だ。 ヒ ，トラ， に. なは 甘る と、 が もがが 巧 巧が 巧け 
法た る ゲルマンの 神話を サン タグ。- ズ Q 做警 ミれ てが がが の わなり をす るのを 例车 
る やぅに’ 先代の おみ 巧ち 满 は-やれ 巧が だの 巧 册巧閒 だのと， お受 巧な 杭 巧を ずるのに、 ホル 
ロマンす 7 ク なみ 巧 t がへ て マ テリ T リズ A を而 白く 其怕 化すた わに、 巧 化 ゲルマンの 巧 ホが 船 
巧を 抬 てて 「五月 ホれ り I 」 と 打ろ 化'' じた 巧の かき 巧 典を、 「メ— ず一」 といん 形で なんで 了つ 
たの ザ… 卽ち 「イー デ—」 の おおは、 ゲルマ = ズム から 巧て わるの だと いんな がになる。 

がくして 「イー デ—/ がち ドイツ W 巧巧彻 のぶに めて、 テンペ ル ホー フ田巧 おに 甚巧 させた 
.巧 あ ホの 大巧に 肉つて ヒ ，トラ 7 は、 巧 化が なおに 非 中して 田 巧 的が 巧の 拉を 力なる tu て、 在 
巧の かな 的を 化が 审闻 のが' な 巧を る 巧 W を战 き、 巧 巧れ みま 巧は 巧 ホの リベラリズム がそ のれみ 
の 巧 巧 上 巧ろ 必 がと した 巧ち ホ化跑 のな ホを、 ホるべき 巧ヶ ザのぅ ちに 化ず 巧 孤して おせる とめ 
巧した。 ’ 

それから 巧 日を なて、 ホ 巧の 巧 お組みへの 太 乎ん を 的め た。 K . イツの 巧货糾 をは、 みを それ ゼ 
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れ のめな (れな 巧 ま 度义は 中々 ホ 寺) の 巧の 株閒 として， 事 K 上 それに 註*! したが、 モの抽 はも 
ぅこれ を ま 配す るな なをの ものが サ巧 をと なつで 了 0 わので、 を自攻 立のを fc 示して たた。 それ 
にしても、 ドイッ人は 巧 化 ホで ホる おり、 必中 何 巧 かの 化を にか 入ず る S が 巧 巧で ホり、 從〇て 
モ のな ホ 化合は そのが 巧 も 性め て 大巧 巧で、 又 » 巧 的に も險 おない W 統を 持つ て t り、 めな とし 
て 階な を 岡の ち 也を お 巧つ てわた もので ホる。 所が ヒ ，トラ T は 右に 述べた 五 H 巧で、 「ド イブ 
では 今を の やぅに、- 田 巧の 中から 朽にプ 。レタ U 了— なる もの fe 讯な ホし めて 牌な！！ 夺む 化合を 
からせて わく 押に 巧かぬ」 と斯 がな 昔し わの ガ から、 そのな 荣に 巧しても 现 巧の 化な 組 巧を その 
ホ、 にか 面して おく ことが 出來 ない。 あ 巧 五月 ミ 円の 「フ 王ルキ ，シ T. ベ ナパ ハタ T」 巧は、 
ヒ ，トラ r のをを ホけ て， r 固 巧れ わ ま克的 ザを の 巧 二 巧が 巧 はれる… 今や、 化 固のを 巧 化 化を 
は、 「巧 册 取が」 のな お 下に おしく がを さるべき でぁる」 といん ホ 文を 巧 衣した。 

それと 共に、 ベルリンる びその 化 巧 お 者を 中位と する 巧エ 巧な 巧に めて、 マ ■ルキ シズ ム にがる 
巧の 化を 0 巧 事な 所は、 巧せ すしで をを 巧は した 巧お孩 のためにを 巧 占が ホら れ’ これに お ホす る 
ホ 义は巧 《 巧の 巧を にがつて わた 化を 埼 なの 巧 やは 巧ら ナな 袖の 尼に をつ た。 この 一 諷刚巧 曲 
な 化の おがの 巧に 巧つ たのが、 巧 時* の 化が なお 巧 ホ B— ベ， 卜 .ライで ホる。 ブイは 斯 なにし 
て、 何もかも-巧く たに 自 みの 乎に 化め たを 困の 巧扣 なをを な 化させる 化 巧を、 がに も 一寸が ベ 
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てを いた 「西 巧な をち 巧 お 巧 袖 化 化な」 ( N . S . B . O ) に史 化し、 巧に 巧な 化 化 巧の 巧 おに 
おいて、 を困の巧化化合をを部巧巧ずる 「■トイツ巧化巧が」 なるものを作つた。 をのせ巧巧ん'^ 
ヒ ，トラ, で、 そして 指 巧ボは ライ 自 々で ホる 〇 をが 化 括と なつても、 今 だの » 巧を のぶの 化合 
を I 切ん か 集めて 蹄が をつ けたと すん のでは をく、 プ n レ タリ T — の 巧 巧ぶ がで M ま；' たり， 力 
トリ， ク のをな を 中、 むとして 化设 された 〇、 又は 何 巧 かの れ漢 S 色彩 tw て かいて わた 4 巧 ホな 
のサ界 做を、 ホく 闲巧 なみま 巧の 一を にかり 巧した ので ホる。 C れに 巧つて， 巧批 巧の 巧を、 が 
つて そのを 部 化 ホび 指 巧 ホが 則】 がを をに 行き 巧る やぅに なつた。 

巧® 化合の 統 おは 曲に 化んで、、 乎エ巧 ホを 巧のを 曲 化 巧を 化、 怯-化 II 一巧 年には そわと 同じ や 
ぅな ホけ で、 経を か 巧 ザ 又は 辜 ホ ホ侧 のが 巧 t な 巧した ので、 今日の ドイツは がする にお ホ 巧む 
をが が 巧 巧の みなら 中 おぶ にがて さへ、 闭 がれを 主 巧の お 巧 把 一の 巧 巧 S 下によ がされて わる も 
のとな てを まへ ない。 

W 血と ± 

肉 おれみ ホ巧单 命の 巧 §： の 大巧 巧は、 巧 巧に 巧す る 古代 y ルマン 巧が 拭 法の 適 巧で ホる—。 「ド 
イツ 巧 お ホを マルキシズムの 巧 巧よ 〇、 ドイツ 巧 苗 本ち 巧の 佑が より «货 ホよ L — とい ムの 
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が、 ヒ* トラ r のまむ ょ o の お 法で あつた 譯 で、 今 その お 初む 「巧 低ぶ」 を マル 午 シズ ム から 姑 
巧す る 社 巧を を 巧した W 上、 を おは そのみの 「沒 巧」 をる 本 ま 巧から 引離す エけ にか、 ら ざる fc 
得ない の だ。 

かくして プ n イ センの 司法 巧は、 r 巧 巧の 主 地所 ぞ が」 におり、 そのな 渡が 持を 楚止 ずと いふ、 
まるで 今を に 巧 巧され た ドイツ 巧 法では 到底 お 巧し 待ら れ ない、 古代 ゲルマンよ 巧试 をに 地る 一 
械 巧が のがが をが したので ある。 これに 化つ て、 ドイツな がは そのが 巧 化 とおめら れた巧 か 林 也 
を 宵がず る ことの おがない 不巧も あるが、 同 巧に み 巧の 化な として 化 人から 兼が される むがん な 
くな つた。 山が 雜お 法の ザ 轉 では、 ± がは その 巧が 巧 にがつて 巧な の 目的物と 巧 巧され てわたに 
だし、 ち 代 ダルマンの 巧 巧で ゴ 、巧 祝 地は 巧お义 はみ 换 のがが が產 として、 モ がに 相悚 すべき as 
が A 從 つて 巧な) を おず るち のとな つてね るので、 今や 巧 の 個人 おお 一 自由 お 巧を 城 巧に 巧 
巧し で、 純 ドイツぶ の お 巧 曲 巧 主 巧に M らうと ずる ヒ 7 トラ r なが、 この 巧が を强 ホした と- 3 つ 
て も 川に 巧し むに 足りない。 义巧 々日本人の やうに、 巧に お 子 巧 巧の 巧 巧を 巧つ て わる 闲 人の 化 
わら 化る と、 假令法 巧が そこまで 突き 述ん だとしても、 巧で アン グ 。サクソン 人 や、 ラテンの 人 
人な どを 巧ず る こと もない。 

ががくと も、 巧 巧の や. 均义 はず 均な 上の 文明！： 人で ある ドイツ人 にと 0 て、 わ やうに 巧 巧 中の お 
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技が 巧々 子た る设 巧の 個人の 自由を が 巧に 制 おする 法が が、 14； 娘を 巧つて わるで ホら うか？… 
何 巧なら が ホの 文明は 「巧 化された 個人ち 巧」 の お 巧の 上に 立つて わる 常で あつて、 巧が 人と 昔 
、ば i ホ 人と おつて— ない な 味に めても、 想いな ホに がても、 イン デヴ ィデ 1 ア リズム 〇脈ピ 
でなければ ならめ だら うし、 それが 义 今までな ホ 人を してが 巧に 妨を W へしめ を々 唯】 の S がご 
はな かつた わ？… とい ふが に 巧 問を 待つ てわたが は、 なて がる 巧みを 神て、 この 法が の 「生みの 
锭 J た K ? 島 巧 ダレ ふ 巧つ て、 その 巧のを もな 巧して 兒 た， J とが ホろ する ち ダレ— はなこ 
- 巧し、 苹ろ長 Q おでを をへ た— は 下は 窠 人を 個人 轰 Q 渡を ゥと 装され を，.： そ 
-を初 ザで ある •ふは* を 東洋人 S 方が、 累 個人 ホ 奪 ミ 賢 占 繁 であ ミミて む 

、た… をの 进 巧には ペルシャ やげ 巧 ぞぞ那 の 古代史を 調べて 站る がい、… は 巧 巧が にもの 人 お 巧は 
巧 巧して ねる… が、 そのが がは# 巧に ギリシャ 人の 巧 おお ほ ホが かの 巧 大な併 神を、。— マ^が 
をき をへ して、 法 ホ その 化の 文物 制 巧の 上に】 巧の エゴ イズ A を K 峽 させた ことに 巧す る… がし 
巧 下は 一报 古代 口 》 マ 巧 だけが 巧が 人の 巧 巧のを なと ち へられる か P … それから 义十 A 化紀 W 巧 
にぶんで イギリス 人 や フランス 人が、 このが き 逆へ た H ゴ イズムの 上に 立つ て、 個人の り ホ や 解 
巧の 化# ザな をが 巧し、 をれ を 物巧义 明逆提 のぶみ にがつで 今日に ぶん ポ巧 巧は、 巧 巧 巧ぶ が 化 
宋 ないだら う。 さりながら さう いふ 脚 巧ぶ の 個人 ま 巧で さへ、 巧ず るに 哄洲 人の 巧を まだ あおに 
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ニサ 紀し かまが してやし ない'： それにな 共は、 T ング B サクソンの 一が や ラテン 巧 化の 菌 ぶが 曲 
洋 のをが とは 化は ぬし、 本 巧の 巧が 文明の 巧 あはを がが 個人 主 巧 的で， 化か 共同 M おの 谢化 t 中 
、むと する 北 曲 的 ゲルマ II ズム 、巧 0 て その 主 あにな 巧 せんこと を ホ 曾す るかが 坦 托化 みまを にを 
り、 と 蹄 おして わるので す—」 

ホ 巧 さう いふ 巧い 巧をから、 古代 ゲルマン のな 巧に 巧 ひ、 巧 姓の 王化を 巧 渡し 巧ら れを いこと 
にす るのは 大巧 宜しい。 控巧 的に 化ても、 さう すれば ま 巧が ぶいを W に 巧し むこと も、 义丈地 左 
モ つて、 巧 前 「さで プ 。レ タリ T—」 とを るが 巧 も ホくなる だら う。 がし ± 化を 巧を にして 免 さ 
へ も 借りられな いとなれ ぱ 、不作 义は不 なおに なつた 巧に、 苗 おが どうして その お 曲 t が 化け 巧 
るで あらう か？ 

それに 瞄し團 巧な み « は 、ヒ ，トラ T を ホな も玲 とし、 巧が ダレー を 巧 巧 あとず る 「を闲 わを 
身々 曲」 をる 化な fe 作り、 度產 物の 巧 巧に なしで 巧が t 典へ、 巧が を ホ 蹄る ことと した。 この 化 
巧は， 巧し 巧に 巧帕 的に 物记 調が の監 巧を する だけの わ ほ 所ではな くつて、 今日では ダレ— の a 
巧に 巧いで、 史に进 巧 的、 巧种 文化的を 化 能を ちずる ものと なつて ねる。 それは を 拽の巧 W の 身 
々をが 泣ず る統 あの とれた r なお 組を」 だ。 巧 給 巧 かおには 巧脉 耽が とい ふ一随 の巧揪 化かが あ 
る やうに、 巧 巧には 「を 巧み まみ， み W」 とい ふ】 巧の 巧が 糾 をが あると 巧て しまへ ば 問牲は 袖み 




だが、 剑 なぶの ダレ— に-巧は せる と、 その 祐 段には おに かう いふを 味が ある。 

r お 讲ま唐 巧 夕化ホ 人を 審 S でぁろ それを 生を 闲 家は、 品 i い sf お J (このま 

巧は ビスマルクの i ■化と 血」 とい ふす 巧に 巧す る もの ボ らう) の 上に 巧を 下して がつ。 巧 巧は、 

化の 巧雖 なるおが あみが、 巧 巧の 化 ホを 進 おおを 中、 むとした r が& が*': il 」 より 化で しもの なり、 

とずる 巧^を 诗 おする。 我 巧の 巧 化は、 滿 頭が 巧 大地に 巧の 生 そた r が であつ た （ 巧 
巧は 今、 r を 巧 巧 茨み々 巧に 依りて 巧 巧を 巧 誰し ようとず ろ 巧 巧の 保 班は 人 巧の が 班 だ。 留 
巧な わ 主 巧の 巧 装では、 な 巧と 人 巧と いふ 二つの 靑 策に 间 一の お 巧を ザへ る。 踐 巧の 地は 今よ 
ゥ をれ 化 でんと する 斬し い 巧 巧の r 此巧 のが」 であり、 义 5? みのな おでは あり 巧る が、 巧 じて が 》 
规が化 おしたり 、ィギリス 涵の 『フ 7 —マ ア」 と 巧す るみの 巧 神が 巧り 巧ん やうな 巧 〇巧ぢ やた 
い！ 耻に飼 ふ r 拼ホ」 とは、 虫 地 そのものに 何等 巧 巧が 巧を 巧を 巧さないで、 た •> がを のた 
めに その ± 地を 利 巧し、 それにが つて 巧が 結 巧 上の が 巧を 巧ようと ずる おで ある。 がるに 化ぶ。 

保涨 せんとみ ずるが 前 rA 巧」 は、 そのな 族より ザが るかが 的を 巧で W て、 全が - H 地に がえ 巧い 
たもので、 從 つて その 巧 巧る び 巧 巧の 理想に 向つ てがた 巧ら せ、 巧を 巧かず ことの ためにい みを 
ネて わるの ボ 〇」 


の I 黛 巧 困 

巧 巧 巧は を 中々 巧祖 的に なをし、 更に 巧の 化合 进 巧を、 それから ま 巧を が あしな 0 たじ， トラ 
，は、 今や 闭巧 なみな 自 々の 巧 化 並びに ネ めかな 制 巧の 巧 おに 巧つ て、 が 殿を 巧 ひ 姑め た、 巧 百 
すれ ぱ 「巧 巧 化 あのが 巧」 にな 巧した 巧 だ。 

ガが このな ちの 捆拽 は、 化の 巧を の 巧を のかく、 さぅ ぶ 化石 义 的に RIG たのでは なく、 ヒ， 
トラ 7 が 政沾を かると 巧 巧に、 他の 迎控 とや 巧して、 巧みに そのみ 典を 化め ていつ たもので あつ 
た。 モづ を祐ち 圧な を通逊 させる がに、 巧に ぶのを# が 巧 巧ザゴ 1 ， ベルスを がが して、 巧 没の 
人 おを 茨 及びを » 巧の 大臣と したのを 于 始めろ 巧 月には かに も述 ぺたヮ ルタ T . ダレ— を ft 没 
大臣 (卽ち 巧扣】 'として、 フ— ゲン ベルクの 比 巧の 半々 を « のために 奪 ひぶした かを、 义阳巧 二 
十-日には、 お 巧 所 大朽ホ プ曰ィ セン 巧 巧た るゴ 王— リングを プ B ィセ ン巧 相に 巧 じた かきは、 
魚な 化工 作の 巧-ホで ある。 それから 同 二十 A 日 「ir 邮 が」 の 留 巧で、 巧衡 大巧た るゼ ルザ 左 
して、 巧 巧な み 化に 株 向せ しめて 正ぷ U となし、 その 「巧 巧 «」 色 も S • A の-巧に 热 入れさ ホ 
わかき は、 その 巧 ニ ホで ある。 

でも この 「筑 兜围」 に 巧す る お 阻は、 巧进拍 巧な のをを 巧で あつた だけに、 か 合 巧 曲 巧に が 


ク々 


うなつ たが 上、 自み 巧り だけ、 巧つ 巧つ てを た 所でぶ ホの ない ことを 巧 〇、 結局は 夕 娘り 巧閒お 
「ゲルマ ユア」 にぶ 话 散のを すを 巧を して、 なのかく 巧 そ 失せた。 

一巧 底かゼ つたの な、 モ巧ゥ 巧进巧 巧な である。 何しろ このな は-?^ さく つても、 がくと も 巧；； な 
巧な と提 巧して 聯を巧 梢を 作つて わる おにな 0 て わるので、 叩き 段ず 巧に も、 ホ かがに 自 巧.^ を 
がする託にも往わぬ。 で、 ピ， トラ^ は、 ス巧二十と円に問^<蒋巧のホなる夕を巧びおめ、 ‘袖お 
のな 則に 從 つて 巧 黨と巧 がれみ 化との を 併を 提哨 し、 がわの がで 同な を 怖 おして 了つ た。 巧 給 そ 
れ には— 「巧进 巧が 班が のがな 巧に して、 目下 巧が 化に 巧 はれを 裳 中の ホは、 このな おちに おが 
がを とし、 今を もぶ その 巧 かの ために 迪宙 さる、 ことを さを 約す」— とい ふが かを つけて やつた。 
巧 ふに、 巧 逸 巧 巧 巧の がが の 中には、 もう それょり ずクと W がから この 併を t ホを し、 そして 多 
々ヒ》 トラ r に內應 して わた ものが あつたを うで ホる。 だが 巧 大のフ I ダン ベルクは、 この 巧 お 
にょつ て、 自 々の 持 子を が はれた ばか 自 々の 乎 おまで 巧ち 切られた と 巧 じこと になつ たの 
で、 巧が として、 おが 大臣の 地 化を 辟な しでし まつた。 

これで ドィッの かがには、 ヒ ，トラ r の 1 巧 治 おのが 巧が、 を 全に 巧は る L やうに なつ 
た。 巧つてその巧15ザ、 內聞はをが巧巧なみち巧の巧おで的わされることとなつわのだ。 巧巧杜 
おを 巧の 巧 裁と 君へ ば— 巧 おれ お 主我は お 巧 ホ 巧 則に 準がず るの だから一 結局、 巧が 指み タヒ， 


トラ r の 巧を といん ことにを ろ ザから ヒ ，トラ*' が 初めて 化 阻した 時は、 巧々 巧 曲の 中へ 自々 
と 一な ち 巧 かに 一二ち のな 員し かな 这 ませる ことが 化 ホな かつ わの ち この 時には お 4 八ぶ の 化 化 
を‘ み 巧に 配 ホして ゐた (宰 巧ヒ ，トラ r のかに、 巧が フリ * ク 、さが ダレ—' を W 相ゴ 1 ， ベ 
ルス、 化を 巧 ゴユ— リング、 文 巧 ル— スト、 お 任 所 巧へ， ス るび ケア ル)。 勿を ノ ィラ— 卜《 の 
ホ 巧， プ 。ン イルク 巧 軍の 困 巧 相、 シ ■'ミ， 卜の巧 ホ 相 (その 巧 ラィヒ 級 巧 化を シ •■ハ ト がか か 
がが fe やり 坦に フンクと を 0 た) 巧 その他 巧 日なら ざるを ± が、 虫 巧を 椅子を 占 もて わる やぅに 
見える が これ 巧は いづれ も、 そのな 時の* の 方け を 巧みした それ'^ の# 門 大臣ち しくは 技術 大 
臣で わる わら， フ— ゲン ペル ク がを い セ 後に も' ホ だ 巧 聞 巧に 巧々 モが 巧つ て わると いふ 化に お 
る 巧には 往 わめ 〇 ザろ フー ゲン ぺ ルタが 巧 巧し、 パ— ペンが 巧に オース トリ T 公 巧に を ひ やられ 
てな 巧の 政 巧が 巧は、 か 化 的 お々 モ はを 部 巧な 3 れ たと 抑ん べき だ。 

㈱巧 さ 

それから ヒ ，トラ r が、# をに, か < ''申が の ィスを A れ わのは、 拓« その 化 义化一 沿' への 轴 « 
である |0 

• この 工作は、 前のは 界等 とを つて 割合に 怖 巧で あつた。 何 かかと いんに、 化術莱 その他 义 化の 


な/ 



ける フ— ゲン ベルクと じ， トラ r と 0 ぶが 上の 巧 巧は、 そのため にもう 趕く ベから ざる ものと な 
ク てがた。 巧し 闽巧 社を W は、 フォン •パ ー ペンの なをな てる 必巧も ホる ので、 を 分フー ゲンべ 
ルク 巧みを 巧而 わら 巧擊 ずる ことを 避け、 閒 巧に 巧 进闲巧 化に 巧!！ を 巧へ 0、、 問 巧が 巧 巧 菜に 
領な ある こと、 义巧 巧が 「黑白 ホ 巧 級」 を化馈 ずるに 巧つて、 不史 なる^ 胳の乎 巧に 化た ことな 
どを 巧 逸し 始めた ので、 同ぶ む 院巧級 巧 ホー パ r フ *1 レンの かきは がを を悲 化して、 をに がな 
円 巧を をげ ると いふ やうな 池 的を 巧 じた。 

そこで、 巧进团 巧ぶ にがす る较 巧の 巧 巧は を々 時期を 巧 ばせ ておいて、 ヒット ラ， のが 晩は、 
それょりも ホづ 、マルキシストの 巧な 解 巧に 向けられた。 マルキシズムの 巧 巧と 奇 つても、 共產 
巧は 旣 にあが 共に、 巧 括ん 问 なにな つで ねる わら 巧煙ぢ やない。 巧る はた でれ みお 主 巧の^^ だ 
けで あるり 

•おおが ちな はを 祐を巧 法の 如逊 む 巧、 巧た、 おける 屏 となつ てゎた。 言は ばみ 隨 中に、 間 新な 
きを 巧や械 巧を 受けで、 まるで 反 お 化 巧ない やうな グロ， キイの が 彼に 3 口つ いてね るの ボ， 
その 一が 大きな 打 おは、 彼等の 力と がんだ 「ライ ヒス パンナ ア」 除が、 プブ ウン シ* ヮ イタぶ び 
ペル リンに がて， 曲 おお ル テの 巧ん C とを 聞かを い 一 おの W 巧 曲の 中へ 加入して、 カ モフラ ー 
ジ - しで ゎるのを S • A に 巧つ て 巧 化され、 それ 巧の 「巧 巧 M 」 は 解な された と共に、 巧 ライヒ 


が 


スバ ンナ T の 连中も ホ、 巧た 巧ぎ になを 斌へ 叩を 化 まれた とい ふ 巧 件で あつち 又 その ホのを な 
傷は、 前に も 述べた やうに、 マルキシズムの 巧场 かなが 巧 おもな く 巧り 说 された こと だ。 

わう いふ 巧め ながんだ りおつ たりの 巧が ひを 受けて、 お毕 ドイツ 聞內 では、 を 巧が 化の キ 巧な 
きを か 0 たが かがまな の掉 1 は、 か 巧 のれ かおち 黨の问 けと お 濟を媒 る 口 的で， が大 みを ひそ 
かに チ。 コス ロゲ ァキ T のな 巧 ブラ I グ ぶに 閒 いたので ある。 ずると その 巧 かを、 巧ク でました 
とば わりに 捉 へた 內巧 フリッタは、 六 巧 二十 二日に 「規今 ドイツ 巧 巧に がて ゴ 、れ みが 主な の 姑 
巧、 巧 か、 述 巧の 一切を 货 巧す る」 诗を 巧を した。 それで、 水い 巧みを 持つ た ドイツれ み；^ ホ 巧 
は、 ホ乂に 息の 巧を 止めで 了つ たこと になる！ 

じ， K ラ 7 は肚 みお まぶを 完全に ノ ，ク アゥトして たいて、 今 おは ブル ジ 3 でが 巧な のが 巧に 
ホモした。 巧し プル ジ 3 ア巧 化が はもうな るが もな くが せおへ で わるので、 マルキシズム のかな 
に 巧つ ての やうに、 おお 池に 巧つ たり 叩いたり ずる 必巧 はない。 たジ そつ と^^を 巧して、 一 お 
の晴 示を おへて たけば、 彼み の モで煤 平に 向の してが 满 して くれる やうな 巧 おとな ク てわたので 
ホる。 

巧く のかく して、 ホ づ巧进 人が 巧と おが 巧と がな かを 開いて 姑な をが 散し、 その他の なおの や 

ろな 霞 ミ、 ミ れに裘 いち 中 まは 襄をが 料が あつた やう だが、 もうち 中が か 


2 か 


うなつ たな 上、 自分 巧り ザけ、 巧つ 巧つ てを セ 所でを ホの ない こと fe 巧 〇、 お网 はちが りな 細 巧 
「ゲルマ ニ T」 にぶ 巧が のを 巧を 巧 衣しで、 巧の かく 巧ぇ ホせ た。 

一巧® か だつ たのは、 で 巧り 獨渔 巧げ 化で ある。 巧 しろこの 巧は-？ ■さく つても、 巧く とも！！ 巧 か 
巧 篇 とを 巧して 谢合內 袖を 作つて わる おにを つて わるので、 叩き 巧す 巧に も、 ホ かがに 自 巧，；；！ が 
姐す る 巧で もな わぬ* で、 じ， トラ 7 は' 六月 二十 セ 日に 问 W 骄 巧の ホなる 夕を 巧び のめ、 蛇 お 
のな 刚 にがつて 巧な と 巧が 化み 化との を 巧を 巧咱 し、 契約の 形で 同 At 巧 巧して 了つ ちな 酪そ 
れ には一 「用を 巧 SS なの 前黑 なにして， 目下 ほを 化に 巧 はれを が 中の ザは、 この 巧 直ちに 無 巧 
巧を とし、 今後 も 亦 その 巧 件の ために 迫宙 さる、 ことを をを めず」— といん 化 ホを つけて やつた。 
巧 ふに， 巧巧两 巧な のをな の 中には、 もう それょ P 卡 つと W 前から この 巧 かを ホ 巧し、 そしで 多 
々ヒット ラ 7 に 巧が してた たもの が ホつ セ やうで ホる。 だが 巧大 の フ— ゲン ベルクは、 この 巧 巧 
にょつ て、 白みの 椅子を# はれた ぱ かを、 自 々の 手 化まで 新ち 切られた と 巧 じこと にな 0 たの 
で' 巧が として、 巧# 大臣の 巧た t が 化して しまつた。 

これで ドィツの か炸 には、 じッ トラ r の 一* 治 田の が ちが、 をを に 巧は る I やうに な 0 
た。 巧つ て その 巧 U ホ、 內 曲は をが 闭民社 A 主 巧の 巧 巧で » かされる ことと をつ たの だ。 凶 化せ 
々主 巧の 扣 哉と 君へ ば— 因 K なみま 茜は 巧 巧 ホ® 則に ホ 巧す るの ザから一 結局、 巧稱化 巧る ヒ》 


トク 7 の 巧 栽と いふ ことにな ろボ から ヒ ，トラ 7 が 初めで 巧 曲した 時は、 巧 合 巧 巧の 中へ 自々 
と 一 紛ち巧 かに S をのな 員し かおを ませる ことが 化 ホな かつた のち この 巧には お U 十八ぶ の肢お 
を、 み 巧に が 布して むた (宰 巧ヒ ，トラ 7 のかに、 巧が フリ ，ク 、まが ダレ—、 を W 扣ゴょ ザべ 
ルス、 がを 巧 ゴエ— リング、 文相 ルー スト、 お 任 巧 巧へ， 义 巧び ケア ルづ 勿瑜ノ イラー ト 巧の 
か 巧、 プ 。ン •ヘルクが 巧の 巧 巧 巧、 シ* ミ， 卜の巧 巧 巧 (その 巧 ライと 织巧巧 我 シャ‘ ハ トが報 ホ 
備醉を やり 巧に フンクと な 0 た) 巧 その 化な U ならざる を ± が、 蛮が を 椅子を 占めて わる やぅに 
見える が、 これ 等は いづれ も、 そのな 時の ぶの 方け を巧铅 した それ t の 巧鬥大 おおしく はが 巧大 
臣 であるから、 フ I ダンべ ルタが 退いた 巧に も、 ホ だ 巧 閒內に 黄み 子が 巧つ てね ると いん あに 成 
る 請には 往 かぬ。 巧ろ フー ダン ベルクが 巧な し、 パ— ペンが 後に オー スト リアな 巧に 追 ひ やられ 
てな 巧の 政 巧が 巧は、 かな 的 其々 子は を 部 巧 巧され たと 胡 ふべき ガ。 

佩 巧 を 

それ わらじ， トラ 7 が、 巧 巧に < が ミミ’ 巧の イス をん れ たのは、 巧 巧 その他 文化 一のへ の 放 巧 
である—。 

• この 工作は、 がのは 巧 等と 进クて 巧を に 巧 巧で あつた。 何が かとい ふに、 巧 術み その他 义 化の 


が 



ホ巧に巧ミを、 繁氣まぐれな陋人ホ巧、 富キ；巧の立墙にが如として當でゎるもの；？か 
くな えて、 その 巧 彼等は 大捉 その 化 巧を 中 公に、!^ ^ いがを かつて わる 巧が みいので 、まさかり 
巧を になる と、 化 治に 巧 はるおみたい なががない 。がから 大拓 にがで、 もつ とが 力の^し ががく 0 
を。 谎 桃には、 あれ 积化紀 ホ 的な 巧が ホ 巧と 滿底 個人 主 巧の シンポ リズム 0 盛んだ つた n シ に 
ホな が おつて、 靴は きげ て ポリシ H ヴ< ズム の-天下に なると、 がが に、 む 巧す る ホみ が や、 おおを 
巧に おが 上 乎な ユダヤ人 3 お 作 ホ 連が、 一 おに これに 迎 をし、 さて 新しい 「プロ レ タリでの 现巧 
ま お」 だか、 「マルクス のが 巧 化」 だのと、 まるで ポリシ 王 ヴ ィズムの 巧れ なら、 いつでも 化ん 
で 化せる やぅ わ佈 なを 示し 巧め たち 巧を 化ても ょくみ る。 お 夕て巧 家が が •和た る 文化 化 巧を 立て 
る 限り、 巧 部 巧 巧ぶな どと いふ ものは、 さぅ 巧 强に化 巧ず る ものでは ない 0 
がん や ドイッの が 巧が にがては、 その 共 かか 治の 拙、 特に ュダャ の インテリが 齡 解脱 齡 し、 新 
拙が、 山版排 、巧樂 、巧 場、 活 巧ぃ ヴュふ にを つて、 巧 ど 望に 近い 地 ホを 占めて ゐ たので、 
巧 比 かみ ホ 巧が、 アンチ セ ミ チズ ムのモ かを なる 股り、 この サ ホに も 乎 入が ある ことは ホに も 巧 
期されで わたの だ。 そしで 巧 巧の ユダヤ人の お 巧なる ものは 大祐 彼ぶ 巧 巧に 巧 巧な、 两巧朽 おの 
规 なにな 脚す る 所の がく 洽械 的な インず ヴ ィデ* T リズムで ホる か、 がら ずん ば、 ソヴィ H 卜文 
化の お 巧を 受けた 嗤 がの 巧 化に 過ぎな かつた。 その 巧 巧 おとい ひ、 巧 卽物ま 巧と いひ、 ホは おが 
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巧 あな、 义は 巧ぶ 思 巧と 巧へ る もの も、 巧 巧 上は もぅ 巧 わにけ ♦巧つ て、 巧 巧 抑を のを 巧 ホが な 
かつた。 何 巧 をら 彼 巧は 時げ に 阿巧迎 をして、 巧り に现巧 的な 巧 巧を. 活宁 、唯 化を 粧 などの 中に 
巧を 化 m さろ と 巧 力す る けれど ■そんな 巧 田の おられた 巧 文 的た サ ホに 巧が 巧ち てね る 巧は ない。 
巧つて 化 巧の 巧り のた 苗 ホは、 何れもみ 巧の 酱 ホ、 說明 のが 術、 巧で 巧 » する が ホモ あつて、 血 
巧ょり 强 を 山る もの、、 む « に 脈 的す る もの、 巧に 巧へ る ものでは & かづた…。 

そこへ 巧 ほれた ホ 堯が现 はれた ので わる。 が、 巧 巧な <c ホ 巧は ぞれ 円みが 巧に ーク わなで ある。 
が 巧で ある。 例へ ぱ 、ヒ 7 トラ* •と マル ブス t 比 巧して みるがい 、。マルクス はを 巧を 巧れ とか 
巧が 論巧ガ 。それは 巧に 合 おの 巧く R くべき が ホでは わるが、 かしてむ のぞ 巧に 用れ る 巧では な 
い。 がるに ヒ ，トラ 7 は绍の 中の 力ない 创 をで あつて、 お令脾 ホ かには a がされな くと も、 ん閒 
の、 む M にはを み 巧る。 化の 說く 巧は 巧 代の か 巧の 合理化で も、 が调の 計な でも、 あ 俺の 速み おで 
も 何でもなく 、巧け をを 巧な 巧した 中サの P マン チ シズ ムな るか、 がら 卡んば 巧を の 計 巧を おが 
する 巧 巧の 淪巧 的を なのな 巧を の ザ •で、 さぅ いム 態度で、 ヒ ，トラ 7 がが 化して 來 たもの だむ 
ら、 r 因 巧 ホ 巧」 の 巧た るかを 解す るに ないて モ天 的の 巧 巧 力# たる ユダャ人は M とする も‘ 锦巧 
の ドィッの が 術ぶ がいつ を もが 巧に これに ばは のな 巧た «げ る 巧は ない。 を、 彼 やは 今を のサ 5 
にな 文 的を アメリヵ ーー ズ A 卞 、ホ » ホの 天 种モ物 t がるな ♦制を や、 又 巧 巧と 巧す る タル ムード 
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式 ヘムぶ を 押 巧り する だけの マルキシズムに 本を はよ く々 ら ないながら 迎 なして、 いつまでも マ, 
チな や 巧 木な エ みたい を ごまかし のが ホを 还 るよ 〇 も、 この 巧 牢ろ中 サの英 巧 巧 S た t， トラ 7 
の 日 マン チ シズ A にがが を 持つ ことが 遙 かに おみく 0 て、 叉を かに 巧 巧で ぁる。 それ だから こそ、 
.トイ ッ のが 巧 巧から はなちに して、 所前现 かが 挺が おぇ、 捣巧ボ の 料が がくな り、 ぁれ お 巧んだ 
つた レヴ-— と ジ+ ズ 巧 楽が をを 巧して 了つ' たむ だ。 その 化り 巧び リ ヒア A 卜. ヮグナ r が 持て 
はやされ、 古 巧 巧 ザは 巧 生し、 A ン K •ョー ストの ながを 虫され る 巧 代が 巧た。 巧に ヒ ，トラ， 
が出现 しわと いふ 巧げ だけで、 昨 口までの# ホな はまる で 洗け 巧れ の 巧 子の 化 <w 巧 ホせ.：^ がが 
力を 失つ て' もう その ほ 「巧が 的な」 た 化み のが ， ，化が を 巧した 巧で ホる 0 

尤も、 モれ もを 巧 おな にして 化した ホ 巧では ない。 巧み プ 。パガン ダ 大臣 ゴこ ベルスの だ 料 
な 的な 巧 巧の 巧 力が、 非 おを 巧 化を 谢し たことは を‘ 把 出 ホない。. 彼が 巧が 社み ま 巧み セの I W を 
指 巧し、 マルキシズムに 閱 がする 丈が、 义は ドイッ 圃巧生 巧に おな をる# 物を， 山と 巧んで おき-巧 
つた 巧 巧の かきは、 化して 一片の 巧 巧け fi ではなく つて、 化の 田說 にも 在つ セ やうに， その' ■が 化 
の 中から 巧し い ドイッの ホ 化を 削 おしよう といん 資すの シンボルに 過 ダを かつた。 化には をれ を 
「ナチスのホ巧」をどと唱へて、 巧始な^lのおぷホ巧な「巧巧がii」にさへ版へ、 »に天を巧く 
ぺ からざる 文明の 巧が 巧は の やうに 化 巧ず る ホ も ホる やろ ザが、 そんな 投 ホは 正な 過 ダ 去と い， i 
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よりも、 巧ろ 巧 も w 上に 巧稚巧 まる。- おぐらね 巧 おれみ E が 巧が る杳 物を 少し 巧いた ところち 
それで 世 巧の-巧 水の かく 氾 淀して わる 文獻が 無くなる 津ぢや あるまい し— 巧-あれは ゴ t ， ペル 
K のたち おで あつたの だ。 一巧® 巧 おみ まを の 連中は 上は ヒ ，トラ 7 始め、 巧な】 様に わぞ 短が 
がきで ある。 そのな 說と いひ、 鈎 十字 巧の 示戚述 かとい ひ、 巧を の 制服と いひ、 「ハィル •ヒ ，卜 
ラ r 」 の おがと いひ、 巧て がが 巧で 子が らしい 一巧 おかの たを 居 だ。 それにが つても ヒ， トレリ 
ズム 自身が 巧なる 理 なでは なくつ て、- 個の P マン チ シズ ムで 、一個の ドラマで、】 恼 のが 巧で、 
スー 個の 時で ホる ことが々 る。 がり、 ゴ 1 ッ ベルスが 巧 そば 巧る 巧 巧に 「おな の 巧」 を 巧き 巧つ 
て、 その 义 放に ザを お向けつ-^ 「ドィッの 新 文化よ、 •をれ がで よ一」 と 叫んだ 朽 巧の かきは 、が 
わに 巧 想 的を 「ポ H ジ T」 で ホ 0 た一 • 

， • ♦ - * 

W 上述べ 巧つ たと ころに 巧つ て、 ヒブ トラ 7 の 「岗巧 主 苑的ホ お」 は、 一先 づを 巧を 吿げ たこ 
とになる。 ホ 命は 现かガ 。がつ て おかが 巧めば、 そのち にや 巧が 巧なければ をら ね。 

じ ブト ラ 7 肖み も そのこと を 明が に 公 巧して わる。 化は この 年 セち 巧 n のを 巧 統監を 巧 0 巧 上 
でかぅ 音つた。 

「我等の 巧々 巧の な 令は 巧 巧け 上の 革な 的 巧 おを 巧した。 ポ が、^^ は永义 にがな すぺ きも A で 


か 



をい。 今や 巧 p 出 るち が. '«宙 望、 契な！ T 似' -s 案へ なて 達させる 塞が ホ ミ 

らぅ。 をを 巧く a ’ 裹 Q が-遣 養た 奪 真* をけ て' 受 K 男 S 主 誇を 人 閒を 
巧で なに 隻 を.： 至— を晏要 Y * を 望た を ど i 脊* 夕も ミない。 
こたら 蔓 、ネを Q ミ 至 雲 行 度畫忙 ミょ ぅ： 冨客 ミネ や pf れ ちみと を 

つたので、 もぅ 胃では なと しての 特 達を 强 調す る必 巧は ない… I 切の が 力は、 をを う 
がせず して 闻ま自 みの 中に 巧は る 一 」 


-九 A . s の 巧 方 

闲巧的 ザを を S 十三 I 年の 六 七月 田、 ーホづ まぶした ものと しで 巧ち 切つ たヒ ，トーマ， 0 が阳巧 
S 巧闲 は、 それからを 年の 同月 頃に 至る まで £1 ヶ ザ 巧巧淆 ホ おい 搭 のな 巧を 3 S けた。 巧闻 はな 
巧の 化 t ヒ ，トラ 7 81 単-なに 集 巧し、 さぅ いん 巧 石 れた 彼の ホ 人 巧が が、 巧 化闻 ち： 3 巧 
巧^を され 料る もの わ どぅかに 多大の 巧 ホを 奋サ た。 t ， トラ 7 自身 も ホ、 このな 於り 大出呂 
巧を 拍げ たま t で齡巧 りが 在ければ、 必卡ど 与 かわら お 淀の 來る こと fc おほした もの ザから、 今 
をの 曲-た 的 巧 命 期に が 巧を 巧を た wn を、 ホに ホ# する だけの 法 巧を 化 千 わ •若しくは 苗 巧の 巧 
巧みを が W して 巧 巧を する にしても、 ホるべく 其 巧 的な が 計 巧の 巧 まを おけ、 た •、巧 巧が 丘つ 巧 
巧 的を 巧が にを いて、 汾子吼 ずる W ホには 巧 ど 何にも 化 ベら を かつた。 

それだけ 义 この ーヶ 年は サ化 にもな そた の だ 》 それ ゼけ义 か 部から 班 ふと、 ドィツの 曲 巧の 巧 
巧が 巧 W 味 おく 瓦ク 神化 的に あはれ たの ゼ 。巧し ヒ ，トラ r はかが からの 毀サ巧 化には、 精 ど' 3 
巧す る C となく、 说が困 巧的单 をの 「ホ 化」 といん 巧 巧 的な 巧々 にい そしんだ。 そして このが な 
な- ヶ 年が、 ヒ ，トラ 7 のを 日 ある 瓶キが 的の ぶ 巧 t 作 つわもの だと， 化は 化 資して ゎる。 
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もが 持と 15 たがで、 卽ち巧 ili 今 巧は Si つて 任 巧」 ろ： 去が などと いふ 进が なおや わな 强ぞ 
は 化して-やか」 のためにち かしろ— (亂 みに この-年 閒の ヒット ラ 7 の 巧が に 「平 ホ-とい‘ ぃ 

巧 瑕む 無 かつた ことは た 1 ) I と 愛 巧 お 装靈を 執つ てな た 望、 今まで 浙度 がに がま 

れ 迸した 齒巧の 巧を なにが まず 語には なわぬ。 そこは 义ヒ * トラ 7 のか お 的を 槐のザ ひどころ ご 
も あつた。 彼は その 閒 にいつ の师 にか、 巧 巧の む理を 巧みに 巧 巧 外 巧の 問 巧に 巧 巧 させて 了つた 
ので ある。 

こ 九を の ドイツの 巧げ おは、 ホ タ問理 に 巧して はが 巧た る の おを ホんで ホた。 ゥィルトの 
「ホ 巧な 巧」 とい ひ、 タノ f の 「巧 接 的 だが」 とい ひ、 スト レー ゼ マンの 「了が か 策」 とい ひ、 
巧れ も その 巧 本は 巧 怖を 巧の 珪 がを 巧お理 がぶ もとみ 斑し、 たで その 巧 巧に 瞄 しては、 巧るべく 3 
巧を 巡の ボ イコ， 卜 巧を 執つ て、 巧 乎に 己む を 傅ざる 巧を t 求 わょぅと いふ、 がめ て 宵ぶ 的を 
义樓 めて 狡い マキ アヴュ リズムで しかな かつた。 ヒ ，トラ r は 全が をの 逆を 往 つたの だ。 化は を 
お 巧に か 巧 上の r 自主 巧 立」 を 巧げ、 巧睽 平等の 兹 巧を 我め ざる 巧手に 巧して は、 巧 巧が おも ヴ 
ょル サイ ユも巧 も あつた もの ぢ やない、 とい ム旌 をを 明かに しち 间 時に ドイツの ホ 巧 的 肖 ホ 巧 
立を が 重す る 苗に 巧して は、 彼は がず 巧 接 的を やが エか Q ななに 入る で わらぅ、 とい ふこと と 逆 
ん に 强 調した。 
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そた 對 して 二つの お 評が ぁるる。 巧 一は そを ♦はの 强 いこと が 首 7 ぶは、 ドイツ 尚 巧 
の 力が ホ 巧し、： nJ つ fi が 合 困の 共同 一を 巧に 巧 力の 巧け た時ゼ わら こそ 音へ る ことで、 その 十 牛 
も 前で つたら、 いくら ミトラ 7 でも、 そんなが 背を 館 おは 轨 かつた 巧ガ といを と 巧 

二は ドイツの 田 力の 臺 はお 廷内 削が 蒙に 巧 至げ て ザた 化笔 至て、 K， トー； はを 
巧の な 蓄襄を 愛、 聲忌& が U ㈱ ろ、、 ー ホ； 愛て 寞 方を を类を たの 

だから、 巧 桂冠を 巧に ヒ ，トラ 7 1 人の 頭上に 巧くべき ものでは ない と 化る こと。 

こ313ザの巧を^化もおかに正しいとをム0 ヒ， トラグ の自由か巧巧則の巧巧は、 ドイツ人を 
がの 愧 みを りし 貿の S が、 等しく ぞくべき 神の •援 でぁるには 迸 ひない。 がしを ミに 
巧に おへる のは、 秒く とも 彼の か 巧 ホ かが 在 ホの お ホを をが 打 巧した といん こと だ。 卽ち 今迄は 

ホ闲の を S むを 選& お」 をと 弦た 幸、 た，、 基ぱ をを ょっ と」 たち ホる， 

ヒ ，トラ 7 は斯然 その 形ぶ を •一巧し、 巧 利が ちらぅ がおから ぅが、 自主 ホ 巧 そのものに 巧朋 を® 
いたと いふ ことは、 おくと ち戲 後の ドイツ か 巧 巧に めける ザ 命 的を おぶ ガ となず る。 おに 今-つ 
あぜられるのは、 をのを'1:?^^にヒヴ トラ7が？？：1>^の禅をホいてわるおおを示し、 その树がを赌し 
た 切札を たつた 自主 外 巧と いふ】 枚に 巧 中した 上、 巧 巧が ザ おのす 巧不 巧に 手 も 化 も 出 なくなつ 
て わる T 巧い、 ナ+ ンスを おんで、 その 「才— ル マイティ」 を 叩きつ けた 城が が、 巧が おとして 
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は 巧 かに ホ おのは つたと いふ こと ザ。 

ホ も そを ヒ ，トラ* •ずの 瞄 巧を のみを 出さを 基ぢ やわるまい。 困 巧な 臺巧 巧头 
累 を、 一 £ Q ご 王-トラ K ; とも g が裝 T & セボ らぅ、 とい 妾 も ホる。 所がぶ 
巧の •トイ ふを 晏 レイン. トラ K 卜ら たものは， (こ 舅れ みな 貝なら ざろ 巧 口 か 巧 装 
ぶたる/イラ-ふ 巧を 宏车 を挣 巧、 (二】 ゴ こご スを去 李る をが 巧 i なの ル 

々モ をに を芸化 をれ く！.- ゼン ベルグ、 (四 ミトラ K のが 巧寶 の"，. ヘント。， ブ〇巧 曲 
に みれ •をつ そ Q 餐的方 曲に 脚す る 限りでは、.； ハト のな 巧に 璧と いふ 曲 おちを てが 
一 かを てむ をつ たちあつ て、 蓋？ ニ シア チヴ義 つて お 後© 寞を すえは、 ホ R 
。ヒ ，トー； I 人を ので ホろ 巧ろ ホ ミこと をを 何 _ つみら め慧 ミト ミが、 たつた _ 
名汾媒 をぶ た 化を し、 をを 逆に、 ホの ブレイ ご 卜_7 スト 进 になき をる おにを ミ 
石 ま ダ。 を 第 相； モン 卿 Q 義に めミ赖 結を わち 巧 奪 協 在 高」 て、 ドイッ 脚の 化 
出し 窒塞由 愛宮は、* 王ン 抑を し T 、 そ S 客 建 的 忙して 文サ〇 ながな？ _ な 
をを ホ， みを i ふが、 そ S ホ S かさ も ミトラ， が g を •ヘン— ミ、 ミ寶晚 にを 
累を 巧き 志を ので 至ち さ ミふエ をに ヒ ，トラぶ、 ム,》 二と 间お ミ、 明 
に 掌を ょぅ •いた をら る、 替韶 としては、 空たず で ドイッ さの 思を つて わる 
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とい ふ 在 巧い、 確かに 巧 目に 化ず る c と ボとあ ふ。 

で、 ドイッは、 自 みが ヴ王ル ヤイ ユ巧 わに 依つてぶ 備が 巧みされ て わるのに から 十、 列 巧は ザ 
楠のを 巧 ガけモ 。て その 度が 巧が ら卡 、巧 も 巧 屈を ドイッの S . A に 引つ わけで 難® を 梓ち W 卞 
わの かを おか ホる をを て、 十月 十の 日に をに 巧 巧惭盟 t 化を して 了つ 巧 , 

» • » 

S - A の 藍 巧には、 そのち 巧に 百 萬た® そて わた ことは 在巧ガ (ル闻 での 椎 巧では 巧 二十 お 巧 
力 至ち 五十 巧)。 

がるち S • A の陡 をは 革み に 對卞る 巧 撃に ホろ 闲巧お 《主 巧 あなの 沿ぶ としで、 义 そのな 
が ホと して、 &0 示ぶ ザと して 今を は* 巧を 巧 巧を 巧 出した。 

がし 因 巧的ぞ 命が {丸 巧して 化る と 、 S " A の 巧な にも、 ネ みそのを おた 巧へ わぱ & らめ ことと 
をる。 それは S . A ばかり ぢ やない 、南 巧れ み X とい ふかな の 化め モれ自 みが、 巧に 权巧 K とし 
て Q ホ 巧 的を をを おくした のと 同じ 巧を であらね ぱ ならね。 ヒ ，トラ 7. が 巧 おれ W 巧は お ザ か 震 
ぢや をく つて、 今や 巧み そのもの だと 說 いたのは 正に その 趴で ホる。 だから 建 班 期に 入つて 巧の 
g からは 有 巧な ± が 、どし- --- 闲 巧の 立法 巧せ 巧の 巧 路問衍 M 又はを 公 化の 巧 かな 巧义 はが 苗 巧 
化を、 そ 化 姑な をに 通 入り 法んで 化 ホ ttt わめた。 
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がら ば 曲がのを なを 了つ て 巧の s • A はどうい ふ 化 巧に 從 ますべ を わ？ 離に もずぐ ホ へらむ 
るは、 これを ボ 色の 削呢 用した がかを 巧た る 化 巧の 大巧は、 兵器 さへ 持たせ ぱ 立派を ザ 巧で 
あるから、 その ま、 巧 巧 巧に 褐乂 すれば ー ホ 巧 利 だとい ふこと で ホる。 巧 巧 S • A をが 巧の 日ょ 
—ムゎ ホ、 さう いふ 本 ホの！^ でを 抱いて ゐ た。 

だが、 巧牲 はさう 巧おぢ やない。 お令ヒ ，トラ 7 け寬を 化して 巧院嚇 巧を 化 沿し わとは いふ も 
のの、 それは ドイツの 白ま 的 か 巧の 基 巧を 巧 巧した といんだ けの 話で、 物の 厮ホも 化て ないで ヴ 
ュ A サイ ユが 約を 無战 し、 巧 巧 QS • A を ホく ドイツの 巧規 巧に おで おすと いふ ことは、 なち 巧 
洲に大 化を 引 起す ことと なる。 

今一つは】 西の 强い巧 保には、 それに 應 ずる 巧が とい ふ ものが ある。 ドイツの 正规阴 巧が も ホ 
ピス マルク 巧阁の 時代から をぶ された プ n イ* ンツ ームを 中-むとしで— 較 4!^ 化 後た つた 十が の 
巧に 制狀 されて むた にも 拘ら ホ— 巧が として、 一種の 巧が むな 巧を 持が して & るので、 巧 命 巧 神 
にが ゆるがを 巧な を その ま、 政爭 におが たるべき 正規 巧に 引な すと いみことは、 が ぷ曲巧 巧の 則 
.から 詩へ ぱお巧 的には 不可能で あり、 お 巧 的には がすべからざる ことなの ボ 。巧が ドイツの 巧 お 
が 今 聞 巧が みま 巧 巧な ものに をつ たが 上、 巧 おが ヒ ，トラ ァに ながた 巧 ふとい ふこと、 るび S . 
A の 中の 巧 现絲お - H を 巧 巧 かの おで 巧 巧に 巧 巧 さ 甘る といん ことは、 ち へられ もす る けれ •ども… 


がク 


r 年齡も 化身 も 不同で あり、 又もとは 共 巧黨に a したわ、 まは 中々 化に ねた かみら め やろ ななを 
の ホを、 その ま L 正規 困がずに 組 入ず る ことには、 巧 ホ 其 口の 大居 たるの 白々 としては をが 不夕 
巧で ある」— といん のが、 困 巧が プ B ン ベルグの 西 巧が 內を巧 色れ ましたを 化で ホつ た。 

なし、 S . A を 巧 巧の n 1 I A になは せる とまるで をん。- おヒ ，トラ*' に 政祐を ホら サ たを 
は S • A の 力で ホろ S • A は 田 巧れ# 主 巧 苗み を 逆 巧した 巧 化ち それが 今 巧化 れをま 巧 W ぶ 
•の 曲 巧 正規 巧と なる のに 巧の 不化 なが ホる か？ その 巧の 上 わら 化ても、 巧ろ S . A を间 がの 圧 
巧 ザと して、 逆にを 來 の® 巧 ザを この 中に « 入卞 るの が阳库 でを ければ たらめ。 若しも 叫な が 巧 
にか 交 上の 旧 猫から 巧る といん なら、 それは フランス をり n シアを りと ぶな のをを 油 十る モ 法は 
いくらでも ホる。 それ だのに® 则上 S . A が 正巧巿 たり 巧れ いと 新を 卞 るのは、 阳 内れ 策-^ の 本 
宋を贩がずるもので， がが1^れは聞巧的をなの完巧と共に、 8.<;の不必がをぶく巧化巧と、 ホ 
々問埋 を' む おする ホ 持 巧と、 巧 巧 侶 巧 的を 巧 巧の 化しが しみを する お w 省 等 (助れ も 曲 巧れ 巧 主 
巧ネ W 外のを が大芭 とな 0 てむ る 巧が) が、 巧々 のが 在 t 化の 上の 塘 として、 をな が 化させて や 
らぅと いム がしから めが 艦から ホる の だ。 そんな 拾 おなが W 化が か 在して ゎる 閒は 、化み タピ， 
トラ*' の 訊ん 「困 巧 的 革み」 は あ 版 せりとの 甘 荣は邮 をつて ねる。 ぞ ホは まだ ホけ 中 だ U 

これ 等の 巧 ホの 閒 にな 挟みと なつて、 を しんだ のは ヒ ，トラ*' である 〇。 王 1 ムは化 わて 巧々 パ 
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ィェルンの 山な にがり、 プ ロンベルグは 時々 じ， トラ 7 の 化に がな t 巧らず 巧梅ガ 。そして-ぶ 
日* 1ムの化役す疆の^に反あを抱を、 岛つ口1 |ムが巧た計巧ずるか々らぬといふことをが 
巧 想け いた ゴュー リングは、 がりに t ， トラ 7 を說 がして、 この 巧な ホた るな 巧 t なるべき こと 
を 的め た 0 である。 がし 前に もがべ たやう に、 ヒット ラ 7 とい ふ 人閒は 古いぶ 人に 巧し ではが 巧 
なおみを する ことを 非常にが がる。 彼は が 頭が お 巧 班には だされみ い 一個の 觀 々が。 それけ 化か 
む 所で も あり、 ぶは 短 巧で ホる かも がれを い。 巧つ て、 彼は： II — ムの おへには 結 巧に 巧 到で あ 
るにもおらず、 1九ーニ闲年の1二巧切わら巧巧をホがに化ぐことをしないで、 そのま、ずる^に 
巧つて あクた 巧き が ホる。 

がし 口 H I ムも ホ、 そのな 巧ら かお 大妄 巧な 的を 嗤が になり 进 ざて ゐ た。 S . A 百 巧の 大 がは、 
彼の 一 令 にがつて い 0 でも かく ものと 過な し、！： 時に じッ トラ ァの 巧ホ不 新は ヒ ，トラ r 巧 みが 
巧 巧ず の 巧と なつて わる 證 左で、 このま、 にぐ づ して わると、 必ずや 巧いて は S - A に 巧す 
る 大续链 を 下さねば をらぬ 巧 目に 降る ゼ らう、‘ といん ことを 松り にも かお 巧に ちへ 過 ダた。 そ S 
がで、 彼は 前宰 巧シュ ラィへ r と 同じ やうに、 「ヒ ，トラ 7 無を 苗 巧れ かお 巧」 の 巧 お t - むむ 中 
に 描き おわた ので ある。 

り！— ムが 巧で しやくれ ち S I A 巧が の 巧々 が 巧が 人 あの 如く 的く とおへ たのは、 夕論 彼い 
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巧れ がを 自 なにな ひたい。 巧し 彼に も ホ、 ネ みはち 巧な Si を おにし ようと 巧つ たを 巧を が； 卜の右 
つたことは 巧 苗 ザ。 それ 巧の 連中は お 巧 おが 兼で ホる わと いふ ことよりも、 巧ろ 何 わ 巧 件 S 逐を 
する ことを のみ、 ホな として わる 巧 な ザん のをで ホつ た。 卜 .。，キィの ちがを がりて ゴムれ ら 
ば、 r 乂 逆の ザを」 を错 りに ホ 甲 架を おじて わる 化 巧な のゼ 。もとを 巧せば 力，/ だつ て、'! 
IT ハルト ゼ つて、、 义 じ， トラ r ほみ ゼ つて、 その 巧め はかう いんな 巧を 进 か 9 巧の々 として 化 
巧して & わには 巧 ひを い。 化 巧は 血に 化を た 永 の 巧 ひが 巧と なつて、 大風が 巧んでも. そだ 
巧んだ やうな ながして わない の だ… 输を ザと いふなが ねを くを つたら ポ— ランド 人で も、 中ム， 
ク人 でも、 ポリシで ヴ< 申で も、 やかを ホで も、 ユダヤ人 でも 莱 でもい、… 「邸 ふ」 扣 .4, さへ ホ 
れぱ 、巧が たを かを なける ことが 出 巧る。 巧 音 ずれば 化 巧は 血 院い風 巧の 存 おする 巧みは、 & も 
■ちかた 兵 族で ホる。 だから 「ゾル ダ— 卜」 とい ふよりは、 r ゾル ダ— テス ヵ」 の 株 忡の册 化を の 
でぁる 。 S . A の* 巧には 巧 巧を 「ソル ダ I テス ヵ」 が 巧 山ね た。 わう いん 巧 中は、 e ， トラ-' 
が 「す 命の 格 巧」 t を 音して な ホ、 不平 凹々 のがに がんで ゐわ ことは ち理 もない。 なが 彼ぶ はお 
巧不 巧には 逆 ひない。 巧に ゴ * ，ベルスが お 招した やうに、 巧 巧 篇巧や 巧 かに 稱り 化て た 度 巧の 
里 巧を 送つ てわた もの かも 巧れ ない。 がし 彼ち のが ホな、 そして 巧に W 化を んム かきけれ は 、 W 
K が 利を 怒 のれ 掛からで ぁつたと 押 巧す るの けみ 少麻 巧に 述 ダる。 巧 巧の 中で も、 闲 へばべ ー タ 
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T . フ '•ン .ハイデ ぺ ，ク巧 (s • A 巧 ニ ザ ポン イルン 師巧 毎#】 のかを は、 ヒ ，トラ*' に s . A 
偏 かの 息 ぁるた なつて、 巧苹 おの 必 巧を 信じ、 部下の s • A をを 骇 させる をめ、 铅 かに 〇ュ — A 
に 巧うて 余 おを 化 梢した… がるに 0 1 I ム にも そんな おが & ホがない こと t 知る と、 なち 自 々の 
なをを をが 巧げ 出して、 白々 は 食 ふやを は ナでス HI デンから 二 千 巧の 巧閒 小が t 邮 人して ゎを 
といろ わう いム抬 みに なつた 巧 まを 捉 友れ 巧が、 S . A 中-むの 单を帝 田&埋 巧し ょうとい ふ！. 
ュ—ム の 部下には、 巧を にみ 於 & た C とは 巧宙ガ 。ちを W の S • A が 八 個の 「巧」 に々 れて ねた 
うち' 巧 1 ( n 1 I 一ー ヒス ベルグ)、 巧 元 (フランク フル f )、 巧 六 (ハン/ — フ r )、 巧 八 (才— スト 
9 ア】 の 四つは お 巧に ヒ ，トラ 7 にあがを 巧 ひ ■その代り 巧 ||( ステ， チン)， 巧 一一 1( ペルリ ソ 及び ブ 
レスラウ)、 第 ra (ドレスデン)、 巧 セ (ミ* ン ヘン】 は ミトラ 7 の 田 防； ^お ホと 「ホ おのな 化」 
態度に、 ホみ の不滿 を 抱いて ゎた やうな が 巧に 在 つわもの ザから、 巧 < とも 巧け。 王— ムが S . 
A 1 がの が* を 立てる 眼り、 ドイッは こ、 に ホ 甘が の 巧 A 化 推 t 示した かも 知れ 度 かつた。 

そこで、 わう いふ* おしな 迫した 巧 巧に 直面して は、 巧が のヒ ，トラ*' も 田に おを かねた と 見 ♦ 
てこれ みのを 巧れ » あを 巧こモ ぎに 叩きつ ける 枯 没の 巧、 む t しち 彼は ち 8 の 末に S . A を おに 
長期の 化 暇を 舆 へて、 巧々 その か 巧 ホを あ ホ させ、- モ自 々の 巧 化と & つて 占る 巧 化の S . S に 
は 巧* なま 裝を がして をいて、 さて 自ら 少 かのを 部を 引 共し、 二十 九日の 巧 中に 阳巧 の-的から 
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祕 わに ミ* ン ヘンに 麻 巧した かとな ふと、 0* I ム ー味の ク—デ ダ T 化 巧者 巧に 巧 麻な が 巧 がを- 
お へたので ホる。 村 巧に ゴ ょーリ シグは ベ ルリ 八モの 他に めて、 曲が 杜 みを 萬の おやかが 巧を 巧 
^ ずるを を その おに、 ホは 有無 fc 官 はさず な视 して 巧に が 巧して 了つ た。 その 一巧 計 巧の みが 的 
巧みは 永 速の 謎 e あつで 誰に もょ くみらない が、 そのぶ 赌 « 转 ホの 中に S • A をな お。*— ムの 
かに、 をな 部 司令 ユ リゥス •ゥ— ル、 巧】 帝 ポンメルンが 指 巧 ハイデ，； ブ 巧、 革】 竞が おが 兼 
ペルリ ンあぴ プレス ラみ が 巧が ハイネ、 同 ペル リン 巧び ブランデン ブル グが 指が エルンスト、 同 
ホスト マルクが 指が ヵ ッシょ 、巧の 単 中央が おが シ* ラー グ •ミ*， ラ r 、 巧 ザクセンが おが ハ 
イン、 巧 セ： 水を お 巧 シ-ナ イドフー バア 等 S • A 採々 のがが 巧を 巧 巧し、 巧に その ホに、 ぶ宰が 
シ* ライへ 7、 ヵー ル、 グレゴル •シュ K ラッサ T な 下 巧 多の 名 ± か をの あがが 含まれて むた こ 
とは 巧 巧で あつて、 巧に ヒ ，トラ r の 致 表に 巧る と、 その 巧 お ホの た 巧に 七十な ホに がして むる。 

この 化腥 いだ ク-一 S タア Q r 巧 だ にがつて ヒ ，トラ r は、 世 器 上品を 望娶を おく 不 
巧 判 & おを をぶ つた。 が 巧し 同時に これに 依つ て、 《一) 巧 外 0 かの み をらず な 巧の 巧々 子を がを 
巧 こ 巧荡し 巧た こと、 こ 一) 胺令被 自身は 巧 ホすな のかく 見えても、 必 巧に おじて は どんな 巧献は 
りを やる かみらない、 とい ふ 恐 巧 的を ぶ 力を か货に 見せた ことに お 0 て、 がくと も闻 おおわ ホを 

ちその 中途の が k を 巧みに 赃ちを 巧で ゎる。 
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二 0、 病 導を」 アドルフ •ヒット ラァ 

一を 二 四 年は、 巧に ド* トラ 7 にと ミー 寞を なぞ 蘇を でみ つち 不 震を。 r ム ，1， が 
が颂 ぶせられ て、 まだ】 ヶ巧 にも をらぬ セ g 二十 五日には、 今にもが 人の 紀 ほに 生* しい、 あの 
巧 苗な 巧 ドルフスの 唯較巧 件が 引が いたの だ。 - 

この 巧 かを 巧 巧と して、 ドイツは 巧み 才— スト リアに 巧す るな 併の ホ 巧を おじられで 了つ たこ 
になる 巧 巧な 併の 理 おは、 別に ヒ ，トラ K が 偶 巧 才—ス トリて で ホ ミい ム 七' ノチ メンタ 

リズムから 生た も Q でもを もない。 又 巧 一帝拥 (神 造巧留 一が 巧 累可ミ 望に 藝 

されて ねたと いふが あを 迎 るを もな く、 巧 ホは 巧 巧 的 ホ 化が に I み间 がで あつて、 た グハ プスプ 
ルグ装 ホ萊の バルヵン 化す かと ビスマルクの 巧な 進が 的な 速阐 方が とが、 巧く 圳 々の 口 おを ぶめ 
快を々 つてね たに 遇 ダない。 がるに 今や サン ジ H ルメシ のな 約に 璧て 、才 リアは 巧 巧の 
帝 聞 中の がが わる ドイツ 巧 族を 包吿 する 地 巧の みを 孤ず し、 おつて 焰巧 がには 巧な 不可能の 小 巧 
にがつて 了つ たの だかろ ヴ H ル サイ ユ援巧 約に 非常を 裘 力がない 限り、 巧 巧 合 化への 留 
はか衍とも化巧き白巧の巧巧である。 從つてヒ* トラ7 が邮の、 ヮ^マア巧法にを巧な巧府でさ 
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へ、 巧に その 轰を 試みた おガ (二八 年 各) •その 田は ちご サ t イユ 的寞 力が ま ゼ紀巧 

に 巧 かつた もの だから、 フランスの 巧 強な だ おを まけて、 お々 的を 问 さへ 巧现の 化这 がな か。 わ 
ので ホる。 

を こで ヴ 1 ル サイ ユが 巧を 巧め を 無た て か、 るヒ ，トラ r 幕が、 この 合併 暨に 力を 入 
れ ない 笛は ない。 その 巧 巧と して、 巧 論じ， ト ラグは ザ カ、 ホ 》 スト リアの 巧 巧 お ホ ホ 巧 化に 巧 
めた。 S の 年 巧の お 巧から ぞ へば、 ホー スト リアムの わ 巧た々 わら 八狗 をは、 闲巧巧 巧 ぷの円 ぉ 
になる と 推な せらる、 迄の 巧 巧にまで 巧ぎ 化けた。 由 ホォ— スト リアの 斌 なの おを は、 いつでも 
二ーニ 年後れ て ドイツの ホむ をに 迫 おする 形に なつて ねたの だから、 ドイツが 今少し 巧の しで、 巧 
巧 巧 巧に が 巧な 靈を 持して わた をら、 ずは 才— スト リアは この 巧に もぅ ドイツの 一 郁々 に 巧 送 
まれで わた かも おれない。. 

な 論ォー スト リアには、 小 粗ながら も 利かめ おのな 巧 ドルフスが ねて、 をれ がぶ 巧れ なみ ホ 巧 
とい ふ 《ブス ブル グぶシ ，ヴ 4 ニ ズムに 巧ぇ、 がつ て 十 か. 货紀 ぶな ピス マルク 巧 巧の 巧 おに 巧 巧 
的 t みを を短卞 るな ゥ 、巧り にイ タリ T の 巧 巧を 巧け で、 ホ— スト リア •ナチ スの诚 巧に 巧 力 L 
おめ たとい ふ 巧 巧は あつた。 それは をが、 ドイツ 闲 内の ナチ ス巧 口げ、 巧に 化 おに 巧る S . A の 
巧 中を がが* 牺がサ しめた。 s . A の 巧 中に すは せる と、 今ォー スト リアに 巧& さへ 起せば、 才 I 
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スト リア 望囊な 5 至が； がるに ヒ ，トラ K は 寞不窒 、をな 0 養 中を を哨 へたり、 
ムヴソ リニの 翼 ザ ミ g りな どして、 赛れま 巧に 終抬 する えだから、 菱 やぅな ドル ブ 
ス おに 扰巧城 あの 巧 おを 巧へ るの だと。 

だが ド ミでは その t •ヒ ，トラ S が こ I ム I 谦の 不适 のがに なが わる _ミ 加へ てま 
-^い血滿が巧びなつてゐる抬叫なのゼ。 化巧は上下を1|{.げて、 ヒ， トラ7 の受巧妄#し巧口 < 
てゐろ S . A をには、 この 達を 葛に 依り、 板み をを さがら も 限を 肪 つてが つて 了つ た 

矣 も巧窒 だら？ 器 < ご ボ S • A みたに、 をち でて ミト； の i 
I 的に 養の ホ 堅 巧つ をの も ある だら ぅ： 支 ミこ ヘンを 中を する ォ_ スト。 アの S . A 
のす ち お 令 nr 三 霞 被 ちても， な？ A の 的を 巧み S し、 C ， トラ r をの 
想を に 期待を けて ねる 是も あろ さ， いんな 捕な 萬 罕に ホつ で、 ヒ ，トラ， としては、 

をち Kf 言. ろ おか 赛碧 行を、 I かを* 品 房を 蟲卞 をち をい 

の だ。 S . Ag 桑ヒ ，トラ K Q 巧 奢 ホろ そ 0 碧に 巧して、 波 度 ミざる 望 荒へ た 
面 後 《こ^ では ホ。、 波 y を 班を 巧 ムー愛 S 又が、 巧 ミ襄を ドル 7 KK 掌る 違に 輩 
して ゐ るが JE を、 頭を を 飛ぱす ことの 出まい、 む 巧に 巧つ て わを のとを ければ ならち 

巧く して 巧 度は 才 I スト 9 t . ナチ K のがめ てな ホな Y がと な 5 、ドルフスは その 成れと して、 
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巧れ 曲が その 巧を 興に する し… 巧 時に ム ，ソリ I 二の 巧な w 上の 巧な から、 拘に 巧な 的な 大が爭 
が おりさぅ になぇち その 結 泉 ミトラ 7 巧府 はわと をし くが 巧 的 館 巧に 化で、 削宰巧 ハー ペンは 
巧 巧 公 巧と しで、 只 巧 妹巧閒 のが 化した まちを 巧 和す る ことに がれ 力めた。 それで 大巧は ヒ ブト 
ラ 7 か 巧の おがず ベから ざるえ 化と いふ ことにな つてね る。 がし 巧 件は 0 1 I ム- 巧の お 後で あ 
り、 ヒ ，トラ ァの 巧说の 巧が ま ザ あぇ やらぬ、 む 巧の 席に なつた ことで あると いふ、 四幽 のがが か 
ら判 巧して 見る と、 これは ドィツ 《が 0 で ヒット ラ 7) のか 巧 括が 上の ホれ とい ふょりも、 巧ろ 
S • A 中の 0 王 I ム式 ずが 一巧 0 巧が が お 本 的に 誤れる こと、 おつて ホ 化は そこから おつた こと 
を か 巧に 物 詔る もので ホる。 畢 をす るに ドルフス 巧 段 巧 件は、 P ュ —ム- 巧の 巧產 のをし みで わ 
つたに 述 ぎない。 ヒブ トラ 7 も ホ ーつ 非常にい- •巧 間を した一 

それから たつた 八日の 日を 過 ざた 八 巧の 二日と いふに、 大巧 巧ヒン デン ブル グ が^が として こ 
のがを 逝いた。 

そ中ゴ巧しろ巧みおなの元巧の巧ではあゥ、その上にヒ ンデンプルグそのものの柄人の^£^が， 
大戰 ながの. お 巧 苦 巧を 供に したを 苗 巧の をれ がたない 巧 人の おで あつたので、 ドィツ 煩がは 巧 お 
上下を ちゴ で 巧 巧の 巧を 表し、 それが ため、 クい 昨日 おつた 口 1 IA 寒 件 や、 ドルフス 巧 件な どは 
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巧 どを た さうな s にさた。 间 巧に 養 Q 眼は' I 巧に fi がみ 器大 i たるべき や，」 
の 間迎に 向けられた。 

巧 閒は紫 雷な を閒 SW 夕達 Q 達 暨を琶 たが、 そ Q 赁 、お 津畜 ミトラ" こ 巧 

つで ホなければ をら なかつ た。 

かこて、 賓ミ トラ S はヒン デン こグ 亡き後の ドィッ 窒 雲の ホな 无 巧— 卽ちホ がが 

I とさち 尤も 意 fs 畜 S 篇を 奚畜紧 主？ 争？ 慧く •篆嘉 

として S 壁を 見る 地を 扭さ わかつ たちある。 そを ミト，； は襄を 繫 とい ム るか 
をが 沿し 、 r あ 巧を ちが’ が」 とぃ ム进 * し たも 稱を 種し ミミ ミミろ でも# 述。 
ん 口に 晚ホ rt 大義なる 稱堅 は、 W をヶ年 も？ 蔓 XK 交 芋る やうな デモ クラ チ 

，クな 巧を が 製つ て， 0 る ミ あるが' 盛 g が」 とすへ ば ま 面は 悼ぃ ミで も、 その 巧を にを 
ろ オリヴ ご クロムウェルの rK 二む い。 r とも ナポ レ. ナミ 豎の 一み；；, fg — た^とで 甚 

つた やうち 提巧 震を 「塞の 地 化」 を 祟す るを と 覆して ’ m っ皆 ホるまい。 

去 

假をヒ 7 トラ K は 彼の 雲し セ やうろ 望 喬の荐 に 空た とはな へ、； 言が の 望 

はサ刚 的を 巧巧 からい ふと、 ー ホぶ 巧ず ベ さを 巧に ホつ たやう だ。 


が 


巧 論 化には 確信が あつた。 一ー ニニ 毕の初 文に、 過が な 巧が 的 巧みを 打ちが つて w ホ、 がくと も-二 
ホは 華 ■' t しい お ホの 巧 巧を 急がないで、 巧ろ にみ 面に がて、 ホな 巧の 消 化工け に 巧-城し てわた S 
だ。 その 巧な はや 0 と 一丸 云 五 年の 巧 巧から一 巧へ ば、 ザ備 のが 巧みび が 化と いふ やゥ なおで— 
巧 はれ 始めた ことは 巧 巧で ある。 なる に そのが 化工が は 性め て 内が 的で、 が 人の 阳 にはょ くな え 
を かつた し、 义巧 巧では 巧資 を巧閒 し， け る 公！ 一の なみ もな. く、 なおの 残 ホず る 吊しい がか もが •、な 
クたものガから、 巧巧が巧となく巧巧で、 なほで、 不がかに化えた。 人エ的デフレにがる^|化の 
が 退… 巧 給 お濟に 某く お 入の 阻止… ま 菜を がか ザの 逝 巧 巧 巧なる こと… 曰く 巧が 进 か 巧に がける 
巧 巧の お爭… 曰く 巧 巧 か 巧の 失 化と ドィツの 巧な… 等* 巧々 荣 がに 巧 はれた お概 が 巧に 巧り、 ホ 
岡の 新 閒战上 ばかり か、 巧 巧の 人、 むさへの々 として、 ヒ ，トク r 巧府 はげ 巧 正に おかの 上に 立 0 
て わるので はない かとい ふ あじ さへ 巧 かせた。 一九 sw すの 小-けえ は卜一 一巧が か氣铃 が、 特に 
さ うでわつ たやう である。 

ポゴピ ，トラ r は 故 シ * ラィへ ァ将 ザの おにが C されて 巧が たを うたと か、 ホは どこそこ み 
をで がが にな 巧 はれた とか、 それが 巧 巧なら、 じッ トラ r の 生命なん わ 巧く の昏に 巧んで あくを 
つで ねる やうを、 セン セー シ ，ナルな 巧 迫が はお 日に 信じられ、 ぶは ヒ ，トラ 7 は 今にが 防がに 
がつ て 追 ひが はれる であら ゥ とわ、 ゴ I — リングの 巧、 むが どゥゼ とか、 义 はシャ (卜が 巧し く 巧 





あの 摧基 S て' ミト； まを ミ も 愚嘉； 漂 K 受客？ たちを ち 山 
向 牌に f ん李 K . SSWS 著ち で 蓋を 誓み’」 了 ミ もち わる。 

愛に 呈丸量 年-卓 言に がける て ル 地 ホの 人が お 巧は、 C のがが 職が の RS 屏を立 
巧 解の 直*! Q 夕 .スガく しくが れ畫 得た。 ヒ’ トラ’ 專も巧 これ 穿？' ミ か她を 1 
する ためち 特にでの 青を -T ル 暨に塞 童、 富耗 力めた おみは あろで も r ル 
舅の 姑 ま ドイツ §」 をつ た .y お 掌を、 ミ 襄 Q 畜接 碧く 芝て ね t 

ものと 思ろ—. は ザ— ルミ ランスの ぶら ドイツに 巧附 甘し 《たの だ’ をた 巧つ て そ 

の 前の 芝ク ， K マスち ぜ望不 1 つた 左 邊ど胆 に 見え— ゥに夕 ち、 二ち 言 置 
なると、 ミトラ， 0 謹 者た る 萬は 繫 がぶ 巧 y 立つ 是 急く 巧つ. てぉち ’ 
その 祐 がを 醫 して、 彼は 言 十 音には、 みが ドイツ 舟ず 曲直 量 致 ホして、 ヴこサ 

? 隻を妄 上寞」 、醫王 日〇義 品？ こ— 送を る 巧巧畜 & を さへ、 な 
と至卡 、又 伟羣畜 强に堯 すを々 上 0 かを、 鸾な 塞く f しを ち 一を f 芙 
军 召を' ける 美 係藥尝 は、 を K 依つ て# ごた 巧 ホ 的 地 ホ累ー ホで ある。 
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二 r ザ— ルの 勝利へ！ 

ザ ー ル 地方の 人 おは 巧の 巧 泪的お 利は、 化かに ヒ •'トラ r に とづて ホ ナチ K 化报 にと つて、 を 
くお巧囘生のなホを巧へ、 团巧の巧巧や不巧を||なするにホ々でぁり、 ナチスか册を不ののもの 
としたが、 それに まるを はかして 天から 降つた やぅに C の# W が 巧つて & た巧ぢ やない。 か 何に 
して この ヴ 1 ル サイ ユ制 巧の 巧が t 打ちが つて ゆくべき わ、 そして ドイツ 田が t して 巧 ホ 的に お 
ち 上り 巧べき 白 信を 持たず べき か， as たる} 巧-むが « はれて ねる。 ホ 化が 妹 巧され て わる。 その 
失 化を がみ 泣え て、 なめて 到 巧した 巧 1 Q 巧 昔が、 この ザー ルの 巧 巧で わつ わ。 

抑々、 か 日の ドイツの 化 典と をな は 巧 ー ホ 大现の コン ピエ— 二* の ホに がける 化 砂 化め 巧 巧の 
ホ-む、 如ち 「ドイツは® ホには めしても けて わを い'.' 巧では まだが 巧して ねる の だ」. といん 巾. 让 
を h お-む 巧から が 巧して わるので わる。 ■例へ 典 巧ち 巧 や 比 主* 巧に 窜 されて はたても， 巧 3...- ゥ 
- に闲 巧の-むのを には、 お 〇 巧れ をい 為 供が 巧ょ ク てわた。 ガ からこの 田 巧を 审 わて なち 上つた ヒ 
，トラ •'の 巧 ホな 巧は、 をが モづ ドイツの 化 巧を が 恥した ヴ ■"ル サイ ユな钓 、足び {む 扣制 左が 
を 的に 巧 巧し、 打ちのめず 所から 巧 めら れねゴ ならない 巧 ザ。 
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ヒ ，トラ*' ホ々 の 化 巧が は、 て *ヤイ ユ使 かの せ署 巧を であろ 

がし ドイツが、 祥 かしい 器 Q 巧みと して Q 黛奏蔓 巧た をを 柱る ち： at ュ 
か 約の 巧 まとい ふことは、* るで 的 巧に 镇 なくち へらを が、 をはを 巧と しては 大巧を 巧 
で ホつ ちで ホる。 由巧ヒ ，トラ K を夕 を 巧 祐豐は 第 象と 梢して、 そ 0 ホ 巧 のれ 器ら 

たた 協 装 C を f 、 皆 fi みが」 を Q — るが、 それ は堇* 巧蔓 2 進を 留 して 

百 ふに 汹 ダを い一襄 で ホろ ミトラ K の缓毫 は、 化して 彼 巧が 甘 ふや ミ、 巧 ホな 違な 
くい.- ホ； 理 おを がな ミれ わ 巧 到 ミので、 吊せな 巧 あと 理由 だとに、 おし 制 
品な へ 萬 曹も巧 力を 巧 巧し 得る、 が S 富 提蓄左 もつ て吝 けられた 是で ホろ 
ミト ー； が幕轰 ち喬 にかつ た蔓 的缓 は、 田 虞盟累 W 蓉巧 からの 造で ホ 

つた。 一を 選 年の 十月、 ナチ K . ド ミの 代 おは、 堇 闲巧靈 のが 瓶み 巧のを— 

「て ル サイ ユ化 約で ドイツ ミ铺偏 かを かお：：, た 0 は、 巧 田で イツの 光のに g つて 一仪 K 

齡を巧 李る 蜜で 宝た 草は S わ。 fK 列 田 章 イツち ts ミ 蓋 ミ、 f . 目 
西には 奮 n を 祐へ基 思を ミ是 をい、 望て ィツす、 ホ襄 翼* ホ を 遠 

をが 求す る 也 巧が ホる…」 

とい ム巧 業を 巧つ た。 所が 巧 田 脚は、 お 令 ドイツの 案が W 恥から 一巧。 てな とと ホ へても、 
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今を の 巧け かち つて 巧を その お ホに 巧ず る 巧に 巧 か々、 ながこれ を巧据 した。 そこで ヒ ，トブ 
r は卜月 十四日、 をに 巧キ として、 闻巧 聯盟と ザ おみな とに 化 おの 迎ホ左 典へ、 面ち にを 巧 WS 
人 «巧 巧を 巧つ て、 これが 巧なる ヒ ，トラ 7' だけの 巧 巧を 巧 求では をく、 今やを ドイツ 巧 巧の 化 
なた る ことを 化 ホに を 明した'* • . 

が、 巧し ヒ ，トラ r はが® fc 化 おし、 ボ巧 不平 巧に 巧® して’：# 初の 巧を 石に 巧 巧した とは 包 
へ、 モだヴ 1 ル サイ ユ巧 わを は* する までにが は 巧して a なわつ わ。 化つ' て モの稱 みが 巧がず る 
ホでは、 モづ巧 巧の な ザと ホ 偏 色し、 ナチ スの イタ ナ 。ギ— に 則が しわ 大 ドイツ 田を 巧の 口め の 
巧 か的エ けり 巧 備に 沒® しわ。 さぅ して 大 ドイツ 团 まなと いん 大口 的への 巧朽 としては、 こ) 才 
IK トリ T の m よが、 ごで ポー ランドの 掛 廊化卞 及び メー メルの 化 姑、 ご 云 ザ— ル 化 卞むド f ッ 
巧への 組 入、 (四】 フランスの がりを 逆け るな めに その 巧 巧 巧へ^ を 巧へ. る H け、 巧* 巧附 3 ぶ 
れ t 化せして 、そのが 偏 工作に あ 〇 巧つ た。 

ドイツの 聯盟 化を は、 日本の 化 あに 化つ たもので ぁるが、 日本の 化 おによ つて’ その 很跑 をみ 
しく お胎 した 谢 巧は、 巧に ドイツの この 巧の « によつ て、 その 妈柏 t 化 おしを にはが を 無 巧の# 
をと 化して 了つ た。 
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はて ヒ r ラ K は、 をの やぅを ホ かの 下に ミ 単 備を榮 た •ホ だが、 こが ホ圍が _ がータ 
に 夏し ミを ではを い。 巧て は 力の 暨で ホろ 力と なつても をはせ をる 養 さを で 
はを くを 拉塞男 Q 問曼ホ ろ 西を 充香堇 管、 そ Q 田 蒙 蒙、 g 爱班 をを 

は ミ。 C のな ホで ナ- スト リア© ム 揉ち ポ— ランド 巧 愛囘化 ミム# 一 初の 計 巧は ホ かしを 
ちた。 筆る に ドイツ Q 男 ザを， 成 巧に 巧く だけの 巧 化 S を 遂げて ゐ なかつ たこと こ 
もなる。 

ホ づポー ランド 巧 巧では、 ドイツが 巧が 义び ダンナ， ヒの囘 化を 巧さん とか、 むした 矢ら、 ポー 
ラント 巧に ホず を 打たれて 巧つ て 一巧 大 S ホを せねば をら なくなつ た。 一九 S 阿 年】 巧 二十 ム、 

日、 ドイツは ぞ摄 S 單を高 品して、 f ラ y ド 系 巧 巧が 約を 結ばざる をを ち 

た。 そして— 

「巧 波 望 Q 援畜 S ては、 詔なる 問 置 おら $穫 巧」 を ふ ミと」、 當 不期の 踢を 

は、 巧 ホの ななに ょ。 仲 我々 判に ょつ てが かを よむべく、 化 巧なる 媒 なにもな 力は 巧 巧 せち- 
と いふの が 巧が 不可 巧が 巧の 巧が であつ て、 その 巧が は 十 苗 午と をめ られ た。 このが 約は か 何 
をる 意味を 梓つ わと いふに、 ドイツが こ、 朽 くは、 大 ドイツ 巧堪 巧の 巧め の 来ぶ 進出を. 巧ぶ せね 
ぱ ならを いとい ム ことに なさ だ。 をは 巧 時？ 7 トラ 7 の ホが かなへ ば、 明を ドイツ 巧 


が 


ろ 大法 步 である。 が 0 で c の 巧 ホは 巧 時の ドイツに とつて、 巳を 得ざる もので わり、 必ずしも じ 
，トラ y ホ 巧の 失 化と 化み 見る ことは 出 ホまい 。巧 かなら、 この 不可 巧が 約は-ち にがて ポ I ブ 
ン ドへの^ 齡は晒 化された が、 摘 巧と しでは、 他方に がて 二つの 方面に 却つ で 道が 閒 かれた わら 
である。 

をの】 つは 用な が 約に ょつて ドイツが ソ确 からの々 ぶを まれた こと だ。 な 時の ソ がは ナチ ス • 
ドイツに とつて まさに 不み巧 天の 巧で あつた。 それは ナチ ス の イデ オ n ギーの 巧 趣で ある ば わり 
でな く、 當 時の ナチ スの おか 方 かは 巧 方 進化で あり、 巧な から ソ 荷の ウクライナに 進が したいな 
思が 夕分 にか 恥で あつたから にかなら ない。 を 時の ヒブ トラ 7 の 巧 說は誕 々その 巧を 巧唱 してね 
る。 だから 若し その 場合に、 ポー ランドが 巧が ぶび ダン チ， ヒを ドイツに 囘 がされる 恐怖から、 
ソ蹄と？|||を通ずる卞ぅなことがあれば、 巧ソ閒に-巧もホが巧へられる蝴合、 ドイツとしては非 
巧な 苦 巧に 立たねば ならね ことと なる。 そこで このた、 一巧 把廊 あび ダン チ， ヒ問趙 のな を 化め 
て、 ボー ランドとの 拙に 巧を や 巧を 巧 ひ、 それにょ つて 東 巧からの ソ がの 不を 打を おける ことが 
由 巧た 津ガ。 

その二はオーストリアの巧題であるが、 ドイツがかぅしてボーランドと巧おを巧んで、 巧るに 
がける 巧を を 得て® けば、 巧 巧の ホへ なく、 巧 也オー スト リア 合 かに 沒頭出 巧る、 巧つ て 巧 地方 
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のを 巧は 比は 的を るに 巧 就し 巧る のでは ないか、 さう いん 巧へから 言へ ばな かに々 化は w じて 巧 
0 巧 形で ドイツに 幸す ると 見えた。 

とこを 巧 留薑 巧に 衙是は ゆを かつち 巧 I のす が閒 巧は 明かに ドイツに とつて 惡く 

はない、 がし 巧 二の ホ— スト リアな 併の 巧 趣は をく ゆかな かつた。 それには な黃 ド，^ フスな 巧 巧 
較巧 件と いふ 巧 巧 ホ 件が おつた こと も、 巧 態を 不利に 巧く 巧 因 ともなつ たの だ。 

大巧 才—ス トリ T 合併の 巧® になんで、 ヒ ，トラ ァ は、 それが 巧 巧の 巧には どうしても 巧理 的に 
音つ て、 イタリアの 离化 のぞな t 巧 わす 結 おになる わら、 巧 前に 一ぶ イタリアの 厳 解が お 巧に 必 
要ボ とおへ てね た。 だから 一丸 ご ニニ 年 六 巧に ホづ なて ゴュ ー リングに ロー マを 巧 巧 させ、 巧いて 
S 四 年 六 巧には、 ヒット ラ ァ自み ヴょネ チアに 巧つ てム ，ソリ I -I と^^を がつ た。 みがの 巧を 
は 不明 だが、 持 あわら 剌巧 すると、 ドイツの ナ—ス トリ T 進 おの 件に がいて は、 どうも ム ，ソリ 
I 二は！： がと した 該 巧を 巧へ るまでに は 至つ てね なか 0 たや うでわる。 

を こへ がに も 巧いた やうに 巧 かとしで 、ドルフス 巧 巧 母 巧と いん 大巧 件が おつた のガ 。それは 
ヴュネ テアを 跌 からま だ】 ヶ巧も 招たない セ 巧 二十 あ 目の ことで、 ォー スト リア 巧の ナチ ス巧貞 
が ミ* ン ヘンの ナナス 巧な とがが をと つて、 ウィ ー ン にがて 夕— デ タ— を 新 巧し、 技 ナチ スの诗 
巧 ドルフスを 血 巧に 上げて しまつた ので ホる。 今日では 巧 ど おへられない C とだが、 才—ス トリ 


巧。 


ブの 巧を にあつ て 注を の 目を なつて わた ム， ソリ I 二 は、 この 飛 巧た を ホる やを や、 化ち に s 巧 
の 兵 t » 巧に ホ 結し、 ドイッに 巧し を 巧した。 

「をし も ドイッが ナ I K トリ T の ナチ K なを わ 巧す る 巧め に 兵を 化ず なら、 イ タリで も 巧 因のに 
化 おする 用な が ある一」 と 甘ん のが、 その 巧ぶ で わる。 

用 ホ 巧团閒 には* おした 巧氣が 巧つ たが、 令 こ、 で このを 巧で イタリアと 巧を 棋 へる ことの 不 
巧を ぶじた ヒ ，トラ 7 は、 I 巧 才—ス トリ T の. $1^ を » ぶし、 巧つ てを S のな な 者を 巧 巧して ホ 
かを 阳 巧に 保 ホした。 

わ 初の ォ IK トリ T を かの 巧を は、 A ， ソ 9— 二の 巧め で、 わくて をし わが、 せ# ォース トリ T 
の 速み はみ 定 してね た。 それは た •、巧 閒の巧 擅で ホり、 巧 巧の々 なは な 併を ホ 望して わたのに も 
巧ら 卡、 才—ス トリ T の 巧 巧 巧 ながこれ を扱甜 しな かつた ので ある。 ホに ドルフスの 後を g つて 
巧 巧ぶ の 化 化に 巧いた な相シ •'シ * ユ ング は、 ドルフスの 里ぶ fc 拍 ぐと まんょりも、 ホろ な 博 的 
を-む a から、 一せ ナナス « のさ 巧を 尙ん で、 不必 巧な 丈での 彈 お' を これに 加 ふるは ホを' がけた 0 
それは 曲 巧 的には、 巧つ て才— スト リアの かみに 巧 巧を 加へ る姑朵 とな 0 たのは 巧 巧で わる''' か 
< して、 ちし ヒ ，トク, がム ，ソ V —- I と 本を にな 巧が 巧な しさへ ずれば、 ホー スト リ TQ 化を 
はを キ みるべ をのみ、 とい ム化 々にを つて わたので ある。 
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去れは 巧 も 巧と しで ヒヴ トラ ァの ホ— スト リ T 合併の お _ 初 のな みは、 かくて 巧 巧え 化に がした 0 

この やぅに、 ポ— ランドの お 巧の 囘收 、才— スト リア 合併 問活 とま々 に、 巧 か 間 巧で 乎を 巧い 
ち ヒット ラ y が、 初めて 華* しい ホ 巧を おめ わのは、 ザ— ル 巧 方の なな 間 酉な のでを る。 

打ち 没く 巧 か 問 招の 夫が、 駐 巧の 閒に 巧る 巧 巧、!! 松な 空ち は ドイツ 巧 巧に 坂んで わる、 が 巧と 
しても 面目 上夕か 巧つ てね た 巧 きがあつ たが、 ザー ル 巧 方の 人巧投 巧の 巧 巧… と 音 ふょり きな… 
は】 巧に この 沈 巧 不安を 巧 拭した がが ある。 このは 巧に ょつ て、 国 巧の ヒザ トラ 7 ほ 巧への 倚が 
は不 おな ものと なり、 困 おの お 力 も】 おに 同な した。 不 あなな のは ザー ルの 巧み 後、 ヒ ，トラ 7 
は 何を やつても ぶ 巧 せざる なしで ある。 げ に、 ザ— ルの が 利は ヒ ブト ラァ か巧閒 がの 第-ホと も 
ゴ ふべき おを ずべき 化 巧 巧で あつた。 

化 おで 一寸 ザ— ルの 巧 題に 巧いて 說明 すると— 元來 ザー ル 地方と いふのは、 巧 佛巧苗 巧に 巧が 
る 面巧债 かに 約 二 千 方 行の 小 地 巧に 述 ぎない が、 技巧の 石 巧を 產 化する のでを をな 地方で ある。 
か大 載で ドイツから ア ルサス-。— レンが でを ドイツから 奪つ た フランスは、 是非とも この ザー 
ルが 方 も-城に なし かつた ので ある。 とい ふのは a — レン 地方は 有を ながな 石の 《 なな 産出 地で 
あるから、 そのが 巧 石で フランスが 巧 巧 巧 ホを 起す 巧め には、 どぅしても ザー ルが ホの お 巧が 么 
がボ つたから である。 ところが ヴ 1 ル サイ ユ化 約は、 ザ— ル 巧 ホは 十 おな 年即 巧巧斯 なの お理下 


がジ 


になち をの 後は 同地 モ在度 人 養 皆 妾で、 问地ホ s 留 た ド'- ツ を。、 7 ランスを、 

ホは 现化椎 持を り、 いづれ かに 定める 規 なク てわた 。そしてを の M に ドイツの シ ■'トレ— 去 
マン か 巧は、 フブ y スの プリ T ンル 相と 協調 ホ 巧 t 巧 0 で、 ザ— ル 巧を フランスに 提 化する 代り 
に、 ザー ル 巧 方を ドイツに WB させる とい ふ おがが、 ぶる 巧 化までを めら れ てわたら しい。 化る 
に ドイツに ヒ ，トラ r 政 巧が ホ 立して から 後、 フランス 側の これに 巧ず る 巧 度は 急に 巧 化して、 
ザー ルは 巧 巧に ドイツ はがさめ、 とい ふ谣 まを ホ 次 巧 巧に 示して 巧て わた。 

一九 一二 五 年 一月 十 音が 了お その 養 習 だ。 ところが 養 習を 普して 繁 ドイツ 合併 
反 お 論が この 巧畜が 配し で 巧た、 とい ふのは、 柔 この 地 ホは ホ纺 地が で ホ をら 住居 巧め 
巧が みく、 巧クて 住民は 大 ffiF イツ 人で ホる とは 肯ひ ホ、 だ ナチ K のな# 巧 ホな や 共 巧な が 巧 巧 
の 巧 力を よめて 居ゥ 、加ん るに 巧 巧は カトリック 巧 巧が ネく 、それに ドイツ 本 田を あはれ たユグ 
卞人も 巧を 夕く 入り込ん でた わから、 これらの モ をの 中から 反 » おがな « された ので ホる。 

が ii 燃た る ものが あるので 、巧な でも 拾て 置けね ところから、 イ ギけス 、イク リ T、 スエ— 
デン、 オランダの 四面ょり ホる 曲 巧 巧を 汲 巧して、® 巧 fe お 保 ずる ことと なり、- モド イツ 巧で 
も 反 巧 巧虽 をを お宙 甘め といん な 巧 t 與 へたち なガ つた。 . 、 

卜 くて を 日 人 巧は 巧は ホづ公 やに 巧 はれた ので あるが、 がを 聞ける と、 ホ おは ドイツに 巧 笑み 


み 


わけで、 ドイツ 側は 巧 巧け 上の 大巧 利を 占めたが、 反 巧に がかを 巧した フランス 切は 巧 巧を ホ 切 
らる 、こと 巧 だし かつた。 

この 巧 想 か 《ドイツ 側 Q 路利 基盟も 巧いた が、 括 局 了 ル 地方 全を ドイツに 2 巧ナる こと 
を八ム ぶに ホ 誌した — U れが 若し ヴ H ル サイ ユ がわ 巧 結 直 含こ吉 みつをち おそ ト イツ ㈱ が 
投 致で 賭つ たと しても、 巧と かかと か理 巧を つけて、 ザ— ルを フランスに wtt せしめて しまん か、 
ホは 上部 シレジアの お 兵の 巧 合の やうに、 巧 か 巧 田に々 巧廿 しめる やうな ホ 巧を 巧つ たに 遵 ひな 
かつたら う。 がし この 時には 巧 早が 盟 にはな おそれ だけの 巧 力は をく、 それ ダけ 反 巧に ドイツの 
巧力がおすの|^4^をザしてゐたことになる0 

巧に 角’、 ザー ルが ホの は、 ナチ ス巧巧 を 化固不 かの ものと した ことは 巧 « である。 


夕か 


ニニ、 矢繼毕 の爆弼 宣言 

ポ I ルの ホ 奪驳に 大巧 巧 t 化め たヒ ，トラ*' は，々 に ホ じて 矢が 早に みなの 巧が ホ タ£閒 姑し 
わ。 ホづ ニヶ 月 巧の’ ト イツの 巧 軍備を ちの 》 巧が それ ゼ。 

& 々ヴ 1 ル サイ ユが約 巧 曲の 本が 的を# 巧 ルタが 始められた一 

一九 一二 五 年 II 一巧 十一 日、 巧 かお 巧の 巧 車化宜 苗が 巧 はれ、 巧いて 十 あ 日には 巧が ゴ t —リング 
のる にょつ て、 を 年 巧を がを 音され、 巧に 否 十六 日には ち 值巧ゴ •，ぺ ルスのを の もとに、 ラず 
ナを 通じて、 •ト イツの 陡沿空 一のに 互る 巧！# 佈がホ 化せられ たげ のを 巧が なされ、 《 巧に 水の 英 
傅 はじめを な 斑 田を » 巧 させ わ。 

义 ょー ペルリ の 巧を には、 いつの 閒 にち 巧した かかれを い々 百 掛から ホる を々 わる 讯巧拍 
族が、 巧々 たる！ 8 巧 t 立てて、 を々 と 巧び 交ぅて わるでは & いか— これらの さの 巧 かはいつ の 
閒 に出來 上つ てわたの か.. 巧 化の 巧 M 妃ザ 巧が を t ホつた の もが a はたい。 彼等は 早速 化を 巧 
に 化けつ けて ゴ 1 —9 ジグを 相を 巧 巧した。 

「一话 ドイツは この 巧 軍 « を 巧を ずるは がから、 « 巧に ザ ♦巧 巧汾 t 度して わつ たのでは ない の 
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です か？ どこ わな かの 森の 中へ でも？」 

とせき をんで 訊ねれば、 ゴ* — リンダ 空 巧は その 巧々 たる 巧に な 巧た せを がら、 巧 巧】 笑し で 
おがと してを へる— 

「冗が 音。 ち や 巧る。 みんな 宜す 巧に 新しく 作つ たの さ。」 

r ガ つて 喜 巧の 碧拽 を、 十日 やそこを S する のは 神な ガ つて 不語で せ ラ。」 _ 

「いや 案ろ 窠 るち 巧进 は ドイツ エ苯 のが 抓 g がなる もを 知らを 夕 薄を がるの 

に、 巧の 水を 斯 ホに 引きながら 巧り 逆む なんて、 そんな 巧 巧な ことは サんぢ やらう。 ホづ 水と 水と 
の 中間の お 地に 巧 巧を 搁〇 ておいで、 み々 な 巧と なつた 時に 巧 巧の がを 切つ て】 巧に どツと 水を ^ 
谦し 込む だら う。 それと 同な さ、 ドイツ 空軍め 巧 巧が だつ で、 そのが みおは 悼 巧 主が 巧に 從 つて 
全 西へ 巧が 的に み 布して あつたの だ。 をして 最 をの】 巧肿に それを 化 立てり やを かつた の だ。 み 
まで 0 ドイツの H おが 巧 力が、 九々 丸 歷九毛 ホで バラ-.^ に 作り上げ ておいた ものを、 さ ホ 巧 ザ 
奠ぞ… とい ふ 巧 聞に、 その 巧り の I 重 望て をた のが、 ホの 六 巧の 蹟 なさ。 どう だま 
たかね？」 • 

「すると 今迄の ドイツの 平 巧 エホの 巧 大な巧 逆は、 巧す るに 巧が 巧れば、 ザ 巧エ 巧へ 巧 巧へ る ホ 
ゎの もの だつ たんです ね？」 


ゴ ，も ングを 巧は この 巧に 巧して、 化が と甫 いた もの モ ある— 

「みれ たこと さ。 これからの 巧 ホは ホ 巧 一を の 巧ホボ 。を 田 巧が たと へ ホで も モ巧 でも 巧± とし 
て 立てる と 同な に、 ドイツの 巧 巧のを をは 巧て® 争の ために、 何 巧で も S ちし， 巧 るの だ。 ドイツ 
には モ巧 エホな どと いふ ものは おい。® 爭の 巧に 巧な たの やか エま なんても のは、 わが 巧に がて 
は その 巧 ホが 巧され ぬ。 巧は ぬ 時は や 巧 エホ さ •巧 ふ 巧は それが その ホ t 軍な ェ おさ—」 

* * * 

かくして ドイツは 「卽時 巧 持 おな 制を が 巧ず」 とい ふま 組 巧 巧を を哥を 巧げ つけて、 ヴ* ルサ 
イユが i 五 おの ドイツ 軍備 制 化の 巧を を 巧 おしで 了つた。 

こ 0 巧 おかに ょれば、 一九 一四 年生れ の 男子は 巧ての 巧-日を W て お 巧の 上 お 巧に 巧 入され、 
二十な わら 二十 五 巧に 至る 男子は 補充ち】 一十 豆 巧から S 十な の 巧 子は 巧绩 むに お 入され る こと 
と規 をされ でね る。 モ の 結果 ドイツの や 時ず 段は 十二 笛 軍 W 、 S 十六 茵師 、'一 SK 五十 萬と 直ちに 
獲を された。 モれ からね 泣 年後の 今日、 0 いこの 閒 までが か 十 巧の 巧が しか 待たな かつた ドィツ 
は その 巧 備巧ガ けで も 巧 巧と ち はれ、 世 巧 第】 ホの 巧が 巧、 なが お 巧の 拷 おとす はれる に 至つ た 
の だから 非 巧な 强 進と 昔ム べきで ある。 ，一 • 

がし、 ドイツ oe ， トラ r Q この やぅな 化が なおち 上りは、 列 曲に 夕大な 化 撃を おへない 巧が を 
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い。 前强を化逛してから佈か - ヶ年半の閒に、 夕少の失化はぁつたとしても、 巧に巧ザー瓜の^|^ 
巧、 睾備の 達に よつ て、 まさに 囊 天を 衝く 《襄 してが たの ザ かろ •トイ‘ ソの窠 にが 抓 
し、 そ 巧 巧 おお 人の 巧 巧を 巧 おする 巧 巧 巧の 巧 おと、 巧 興 ドイツに 巧 巧を ぶず るが 小 巧の 恐怖 わ 
ら ドイツは 朽 時が 架の 的と をつた。 この 時稱 ドイツが 四面を がの 巧 巧に 立つ た 時は ない。 巧 お 的 
にはを お 孤な のが 化に なた されで、 瞄 々贈い 苦 ホを がめ させられた。 この 巧 ホ 的を 墳 時代 こを ヒ 
ザ トラ ァか 巧に とつて は、 妨 によい 試が でぁつ たには 巧を をい が、 巧 時の ヒ ，トラ， もを の A ホ 
案り の 曲の 中に 立つ て、 巧 當に悄 み 苦しん ボ もので ホる。 

围底姑 巧を 說 巧す れぱ 、ホ づヒ ，トラ 7 が ドイツと 巧な 巧が 打破 困な りと 化て、 巧 も 巧 巧して 
巧きたかつた イタリアが、 ドルフス 巧が 暗が 巧 件 W ホ、 •麟を がげ てし まつて わる。 I 方ソ がは 
と兒れ ば、 巧が 不可 巧が わの ^ と、 ソ が 巧の 提ま にわ、 る バルトが 巧 不可 巧が S なを ドイツ 
が々 它な ちたこと に留 して、 これ ホ 術 養な W 巧 的と なつて しまつた。 巧 巧 フランスち 

れは賴 頭が ち •トイ ツを不 A 化 fK の货 とみて、 3¢ ぁ らばと 巧に つて ゐる 0 1 丸 云 四 年 二 巧、 巧 
たにが 巧 ホ 巧と なつた バル トゥ r は、 束 巧。 ヵル ノ巧 測が ドイツの 反 巧に まつて 毀れ たのに 巧 お 
しで、 巧た に ドイツを 包 苗す る ホ 巧が々 を 巧 じ 始めた 〇ホづ 同年 化ち、 ソ 巧を 抹 つて これを 说旣 
に 加入 させ、 そのを 巧が を 巧つ て だ 巧 巧を おぶ しよぅと 巧 力し でむた が、 彼は ザ おばでして マ., 
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セイ ユでホ まの み 巧を をげ わ。 ところが 彼の wfft 拥 いてな つ セの が ラヴ* ■ルで、 化が _-ll 五 年- 
H ィタリアと 口 — マ規巧 巧 約 t 結んで、 イタ 9 T に H チ オビ T 々なの 巧强を 巧へ、 おに イギリス 
とかさ 没巧條 約を 締結した 矢先、 その I 二月に ヒット ラ 7 が 巧 巧 補の な 用 立ち t 巧つ たの だ。 そこ 
で ラヴ r ルは 時を 移さず 巧 か t 战 ぅて スト レ— ザに み睐 し、 タタ。 カル ノを協 巧した 上、 オース 
卜 q T の 巧な 巧 拍に閒 しがめ ぷ反 ホの 制を モ をを 化 なした， 

なつて 巧 かの なを まけた が 巧は、 四月 十九 日 對巧お W 制を ホを 可 巧して、 ドイツを して 里 巧の 
巧に 陌 らしめ をので ホる… でも この 制 栽 策は おホゼ けの もので 宙 施の 方法が なかつ たのでは ある 
が。 巧し それょ 〇 も 一巧と ドイツを 巧し めた ものは、 フランスが® にな 巧に ドイツを な閲 に陷れ 
るた めで/巧 年 五 Hll 日ソ 蹄との 問に 巧ぶ 按巧 ホの 色楠祐 して、 巧 巧ょり ドイツが _ がの谣 々をと 
つたこと で わる。 その ソ 蹄は ナ • コ K a ヴ 7 キ T との 凹に 问 株の 巧 わ 左 結んで、 ドイツを 二 巧に 
ホ腳 して わるの だ。 

か < して、 ま おに も 巧 巧 健の 课巧 ち哥 t 巧げ せけて ちち 上つ たヒ 7 トラ 7 は、 こ t に 列 巧の 进 
田' の 中に 巧が せざる を 巧 なくなつた" 


がク 


二 II 「ライン 進 巧 

寨 ドイツ Q 蔓妻 へば、 惡プ 。シア Q 7"— ド，， ヒ 大王 や ビス マル， 0 時化は いざ* 

ら 十、 それ isE 巧制寫 さ费暮 ごを P ち イツ 3 をを 富は、 を C そが 劣の 
概本 のかく 言 K 奪累 もち 至。 それが？； 裏を 薄 占を ミ、 幫 ミトラ， 
のか 家る 是は 、寒で 資— ミ、 In — く霉客 ざ— *- 虞 管を 季 やぅに なつ 

ちと 言 ミミ トラ S といへ ども 客から、 巧く 富した ホを みで 至た 巧では をい。 を ひ お 
めを— 境を にぁつ て、 かたして C のま 巧を 打閒 すべきち 巧 蒙の 霍と |邮 のをを 

栽へ 志ず 去セ繁 ミ》。 そな 白が KS きた蔓 術で ホる。 

享屬薑 @ と SQ 雷 Q をき た， と； 巧で か」 さを 巧 奪 度なら を 
い、 と ミが 彼蟲専 なを モ を 打づ た。 畫吾 二王 忌 客に めて 愛？ さ錢 
的を 蔓 裏を 弓た ので ホる。 しを 化閒 が、 るを ヒ ，トラ 7 の口袭 けの サ蓄ガ と 化 巧 
して わる 閒 に' 1 f 經 たを こ 九 II 丢年 客て 日には、 ザ 巧に イギリス とおず な —はんで 

ドイツは 寞 III 置 分 Q 望 力 か 香 至 置が & いと 公れ」 T 、 イギ "を 警吉 て乂— 


2 が 


を 化を 持たせた • 

ヒ ，トラ r はかう して おいて、 な 洲の改 巧 的 武装 法 巧に おがけ のぶを おへ、 化 心が 在の 削に 让 
め 探り 合 ひや、 嫉祗 反目 その他 一巧 か 何を る 作 巧が おる かを 朽 くが がし、 その上でが 巧を 曲んで 
これを 切り崩さ うと 考 へたの ゼ 。同時に ヴ 1 ル サイ ユな約 巧 巧に、 かおまで が 巧 t 唱 へる イ ギリ 
ス におし、】 0 巧 一二 •ちとい ム巧 かにを 利な お ザな ぶを 巧し つけて、 が 驴が驴 の 閒に巧 巧が 巧 化 
おのを 法 性を、 イギリスに おめさせ て 了は うとした ので わる。 

ヒ ，トク r の 化つ た 的は な 巧に 的中した— 

悚 がは イギリス のこの 態度を 見で 大いに 巧 現し、 その S 巧 的 巧 巧を おおし 姑め たのみ か、 がか 
自 巧の 閒 にもな 煤が 化 ホる とい ムぞ 樣ボ〇 さすがが がを る 笑 巧 もこの お 巧を 見で ホ少 面目なし と 
ぶじた もの か、 自 みがを をに ドイツの 味方と なつて ねる のでは ない、 との 进 級た 化 ホる ためと、 
佛 伊の 調 巧を 計る ために、 ドイツの 巧が 巧のを 抑へ るとの 口 巧の 下に、 おな n ヵル ノが 約の 藝 
を疮 おし 始めた 。「ドイツの 現が 打 巧的始 巧は、 换 W 列强の 巧し く 巧ず ベ わらざる 巧で ある… をし 
< 巧 洲巧强 は、 巧 冗を る 现狀飽 持を 必巧 とする」 とい ふの が、 その 理由で あつた。 

ct にを つて ヒ ，トラ ァは 窃かに か叟 おんだ。 お 巧が な ふっ齡 に^つで 巧た の ガ〇イ タリ T が 巧 
れ椎 巧に 巧 巧して わない ことは、 ヒ ，トラ 7 のょ く 知つ で わる 巧で ホる。 「巧り、 イ タリで をして 
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王 チ ナビアめ 度度せ る やうに しよう’ さう すれば、 基爲 かに 理 化の 篡 とかが との 二 

一丸 II 云 年 十月 言を なて、 イタリア はみ： チオ ピア 巧ずに ホり 出しち とこを、 このな 
ホに よつ て スト レ— ザ かなの 盟 きあつた イギリスは、 度は イタ" アの 正面の 雪 ホる ことぎ 
0 たし S のうちに イタリアの 王 チ オビア 畏に涼 解を 巧へ てを 爱フ ランスが、 秀で 
切らず、 巧ろ イギリスの ホ ホで ある ことが 則が として 來 と。 

か < て 巧角畜 装なる て、 植赛 巧み 戲に 巧り 出した をず、 イタリアは 苗 0 把が か 

らな てられて、 巧な の 地 化に なつで ゐる ことを 肖受 した 0 

この 璧 あろ 「そな セ こを 音は のこと ぢ をい。 累打蓄 が 现藉窟 辜を がつ て 
巧 助して ゐ たこと ちな をら 豐〇 てむ る...」 とすに ヒ ，卜； は、 イタ， ア の； オビア 
成に おし、 を をら の 援助 左 送？、 ムこ "I 二の 薄を が g ザ その 巧 ほど ム， ソ ，1 一 
がヒ ，トラ， にぶ 謝の、 む 耗 を がいた ミは ない。 巧く とも ム ，ソリ _ = としては 「姑 司 イタ" 
アの巧 一 Q 裏は ドイツで ある。 そ Q ドイツ Q 才 i 卜 ，もよおに 议 封した 0 はおに 惡差 
かつた 一 」 とい ム おこなら ざるを 得な かつた 0 

エチオピア 巧 席と ともち 凳列 おは イタ" アの巧 巧 巧り の 巧のに 袋し、 その 取泌占 神な 


が 


も 巧 やおの 南モに 集中し 始めた。 化の 方は をが お 巧 守で ある • 

巧々 はょ しと ばかり ヒット ラ 7 は、】 丸ー ミ ハ 年 S 巧 セ 日、 ブイ ランドの 進 巧と ロカ ル/ちみの 
巧 巧と いふ 殆どが 的に 巧い 巧 巧を すを 巧 ひ、 突 a 的に これを tt 行した。 

ちいが 兵舍 にょつ て 物 こく 浸を を ナチ スの おきが がたち ち 巧跑巧 引を 巧擊の 

爆 昔 物 ホく、 を々 として ラインが 巧を •两 に拽 えた 巧閒 に、 ヴ H ル サイ ユ條 おの-切が お瑞の 中に 
永洁に 葬り まられ たの ポ ー 

呆氣に とられた ちかが 手を 巧す 術 もない 程の か 巧 さで ある。 巧 巧 ナチ ス •ドイツ© 於撕 たる 筑 
おとを 力に 巧して、 世 巧は 巧く 巧 面目に 目を り、 巧 巧し 化し た。 


か 


二 四 ' H 獨か 防が 協定へ！ 

塞咨寬 きを おを なる を、 I 九 II 另年セ 月を なて 姑 まり •四 牛を つて 送を た 
スペイン S 说 の 姑述を もつ て 巧は をに 逆 ひない。 问胞 相穀七 巧い® を襄 つた 留スぺ 

インの 美と 山を 奮 K 璧」 A たミ內 度、 度 愛 Q 寡が 生んだ W ミ 時代 黛の が 
阳 でぁり、 來 ミ* み寞監 Q 謗署 & ミた。 を ミ •ヘイ'/ と； 志と 人 f 巧ち に 

して 赃は si わ 世界 Q 二大 陣替 g 禁 Q 助 さも* つ わ。 を Jg じて 巧 AW、 巧*‘ づ * つ t 
奠の 養が、 この 後 何度に 巧クて S いて 巧く た累 する， J とが 冀ろ 
この 巧 かの 雲と ともに、 器を 扇の コン K こ- シ* ンはミ 明 おな 惠 とを つた。 ホ づエ 
チォ ピア 藍賊を 雲と して 結ばれた 巧 かの 因 ホは、 C のをに 至て、 スペイン 田 羣蔓の 
フランコ お 巧を 共同で 投巧 する ことと なつた。 

スペイン 政府 K は、 现藉管 唐 前と し、 闽寞蔓 は 勿 お 反 塞 主 巧 的を 装 巧に 巧つ て 
おむ。 がを 累ぎ S 奪を なち おを Q でぁ まら V おは！^ がと をつ ては ぉ 夏 没 助し' 
.を 巧 も ホ ッ斯に 璧て政 望に おで 的 Q 憂を 典ん る C ととち ち夕 S くして スごシ 
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ののを が试 と—) て、 凳 大芭奠 をに 現 塞がと を かを 闲凄を 巧」 ゎ— と 2 をが 

打 巧を 巧是 とずる ドイツと イタリア とが、 H ナホ ビア 破、 スペイン 巧 R を 巧 おとして、 急がに 巧 
い 擅 乎を 巧した 薄ぢ やない。 -vw れに はもつ と 巧い 埋 由が ある。 巧なる 化 巧 巧 巧の な 巧 件を 亂齡と 
して、 示威 的に；， 订 はる、 塞を 挈 は、 が 倉 勘れ やすい もの ダ。 恥齡は 二つ 0 おみが、 その 狩 
巧の 共通した ぷ 命を 化を めて、 巧 乎の 立媒を よく i し 合 ふ 巧に、 本せ の提 巧が ある。 このな 巧 
から 昔つ て 巧が W 巧 がげ 巧 巧 照の 間柄に なつた の も、 矢 巧り さう したお 通の 巧 かを 共ぶ し、 化 巧 
のな 道に よつ て 到が した 結が なの だ。 

わう した 巧が 巧 巧の お 巧を みお 的を つ息識 的に した ものが、- 九 S 六 年 セ 巧-!- 一日の 巧 巧 ホを 
なをで あつた。 これげ ム ，ソ 9— 二な 巧の が 巧に 基いた もので、 「巧 巧が 苗は 巧 立に その 巧な を 
保 巧し 且つ 經巧的 巧蒂说 巧に 入るべし一」 とい ふを おで あつたから、 荣面 的に 化る と ドイツには 
有難 迷 盛な ホ 巧の やうで あるが、 巧は 中々 さう でない。 おする にみ を ホ ー スト リアに 巧 巧を 涅つ 
てね た イタ yT が、 をが 同 巧から 乎を 姐いて、 をのが 5^ をを が ドイツに 誤つ でヤ つたこと となる 0 
從 つて ドイツと しては 巧 巧 合が がが つて 巧 能と なり、 が も 合併 巧の 巧 巧の^ には' イタリアが 
これを 巧 巧ず る 形で ちへ てね ると いふ お 巧と なつた ので、 ドイツの 闲お 的が 化は、 この 巧 伊の お 
巧に よつて、 巧に^ 石の 巧昧を 加へ た 薄で ある。 • 
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そ VI で 初めて 賊 巧の 泌大 をた 韶 をる ヒ》 トラ K 蟹を、 東方の 奪に 向けられた •そこ 

には 共產ホ 茜の メ ，力た るポ都 モス コウが ある。 この モス コウの お 令に ょク て、 十 お年閒 ドイツ 
巧 族の 巧は 独 ii まれ、 新たなる ぶ 邦 イダ リア 養を ホ、 そ のぞ 富 巧に 薑を おして、 フ こ 
ズム をが 立した のガ 。が も その お產 まな ホは 「ヤヌスの 賦」 のかく、 コミンテルンと ソ蹄か 巧な 
る 表 ホ ニ 元の 面を 持ち、 巧 治 思な 戰と巧 力 巧との 巧 ひ々 けを して、 巧は ドイツの が を^ お 

し、 ホは 自ら 苗た &畐轰 夏 為 量 ffi 、 巢 Q 霎 をら イツを 塞 せんと、 
差 ミ 度 手を 達く スペインの 內 を姜援 して、 人 巧 我がの 寞 にが、 世 巧の 巧 誇が y 

にお 生 せんとす る 西 おのが 私を 齡 つてね るでは ないか U 

一丸 S 六 年 九 巧、 -M ルン ベルグの ナチ K # 大貪 にがで、 ヒ》 トラ r はを 世 ホに 巧つて、 ぞ等 
0 巧瞭閒 巧では 巧 どなられを いやぅな 痛烈な お 巧を なて、 ソ が 巧 おの 巧を な 大巧 說を おて した… 
卽ちソ 蹄は 新しくな つた 巧 巧* おの 谋 西ょり 戍る 十字ず をが てが 巧され ざるべからず… といん の 
が 彼のな 說 のま 旨であつた。 

がら ぱ 今日の 化み にめ て、 ミの ソ靖を 粉 巧す るに おりる ぶ 力— 卽ち 武裝 力に がても、 巧 巧 力に 
がても、 共に 巧 ホなる 巧 カ ー を 完備した 强 亥は どこに わる わ？ ドイツは 勿み。 らおつ であらぅ。 
而 して これに 呼 巧して おち 错る 苗は— それは 巧 巧のを 巧 巧 日本 あるの みだ t がり、 この 巧 西 D 


二 4^ 為 巧ピ自 み？ しご 夏ら、/ と. す こ C 9 • - 、 ヒ C 411. > .^じ 、 I C , . ; 


が 



二大謹違おんで起ち、 ッ喘を策西が》4^4^^ て、裴洋0彼夕 へ養」了了はをなならを 

い I かぅ いふ お ホで が 立した のが、】 丸ー ミ ハ 年 十一 巧 二十 五目に 枫 巧せられ た i 抓 阶取齡 がで 

ある。 この 逞は約 一草 Q 巧、 ィタ y 7 を 加へ Ti 款堅費 Q お ザと な ミが、 か 給 を 

は 未だず 巧 巧を 的な 性 巧を 持つた ものでは をく、 巧 巧た るコ ミン ザ ルン 持 « の 巧 巧 偷理的 文化的 
な 巧 秘めで あり、 が もを のを それが 本 巧の 一二 巧 同盟の 形を 執る に 至る までは、 云な 年 半り 4^ 坦と 
雜が とを がけた ものであるが、 がし おくと もこの 防み 協を にょ ク て、 ドィツの な洲 にがけ る 化 巧 

我は 一理が 塞 巧 S を 上ぇ 督を 忆运 東を 蓮さ拓 にが 養を 養し 了を お 

R 本 帝 巧 も ホ、 ょゥ大 なる 理想と 巧な の もとに、 現 化 打 巧の】 面を 通じて、 化 巧 か 巧への 巧の 课 
巧を ぶ ホる に 至つ たので ある。 巧 亞新巧 ホ 建設が ょり 具 巧が に巧亞 共を 巧の 確保へ とが 進した の 
は、 この 日本の 理 お巧现 のな 道に かならない。 * 

さて この 巧 お 巧な 日 巧 的 お 協を にィ タリて がを 加す るまでに は、 ホみ の^!!^^ は あつた •巧 
しろ 日 巧 巧 おな をはた とへ 文化な ぶで あるとは す ひ お •それは ソ がに とづでは 非 巧を t ぶで あつ 
た 違 ひない •ホ 化璧 で— などと 5 了 も、 それは 幫罢 をな 査 形を ミる か 分を 
い。 文化な をのぶ の もとに ジヴリ と 稀：^; 一^ けられ、 ば統 めがけられ るは ど 巧 氣ホお < 、そむ 
東西からの 一夫 强 面の 巧 擊 を 避ける ためには、 ソ すして はがが 齡 でも 英谢の 力を 利 巧して、 こ 


か 


のな をが 持つ 巧 力から 巧す るよりか なかつ たと 同 巧に、 巧よりも ホづ イタリアを ドイツ 祝から 引 
がさねば ならない… そこに ソ 蹄の 暗が が 始まつ た。 一九 ミセ 年の 目頭、 巧 巧ソ巧 大巧 マイ スキー 
の 耳打ちに よつ ておいた イギリスは、 ホモに 巧 おの 巧を ガチャが かせながら、 がを 巧ぅ しで イダ 
リアと^ 中 海 巧が 雅 持の 说 をを 巧々 として 巧が めて 了つ た。 これによ つて*- タリアは 巧 時、 ぶは 
ドイツを巧れで、 その您イギリスとお巧するのではないか、 との巧巧の日を1?でその切巧をを々 
された。 がし それは イタリアの 本 巧では なく、 スペイン ぞ 命ずを 援助して おのかくなら 中、 一ぶ 
ず 備が强 と エチオピア 哦の供 煤と 負 持で、 がな 的に も不か 巧と を 0 でね たなめ の朽 がの 恥 值た化 
おとした 結果で あつた。 

そのる の 消息を 洞を した ヒブ トラ y は、 イタリア のこの】 時 的な で 巧 巧 おを おに 巧め ホ、 おに 
も賴 まれ もしない のに、 巧 勇 巧と 稱 して 正規兵 ホな を スペインに 送り、 义袖 お城拍 化を が やおに 
がすせ しわて、 义 ペインを 命 軍に 參加サ る イタリア ぞを鼓 巧 巧な せしめ、 同時に ソ 祝の スペイン 
巧 巧 軍 援助の 巧 巧 お 送 船を 威 巧ず るの 煤を を 示したり した。 が も その 年の 五ち H 円には、 ホ相ノ 
イラ J 卜 巧を ム ，ソリ ー II な 巧の 拌 にがぶ して、 

「今 イタリアは 中を も^で 瘦れ ではい けない… イタけ T の进 命は ドイツの 巧な である… 今な なか 
巧闽 は不モ 渉を 封 かを 作つて 協同 か 作を とり、 た 互に 巧モ に通吿 しない 巧 巧 か 巧は かしで やらを 


が 



いこと… われ 等の 共同の なは ソ 怖と ィギリスと フランスで わる… そのため にわれ 等は がの ホ A 卜 
巧ぶ 巧 姑の 化き 蹄な を 持つ 必 巧が ホる だら う一」 

と說 かしめ て、 をに ム ，ソ 9—1 一巧 巧の あか 的を 巧 巧を 巧、 巧に 巧 前. へ，；； リ VU 。— マ « がな 
る その後の お洲は 巧に 根 倒 的を 力を おム巧 巧が 出 ホ 上つ わ。 それが 一方 日 巧 防共な がと 一 お の阳 
巧を 巧つ て、 巧々 巧 封し つ、 世 妹に がける 巧 化 打が 巧 まがを、* か。 か* に 巧 引す る マグネ， 卜の投 
巧を* しつ L 、 巧 ま々 巧 巧 まの ま 配 力を ホ々 と 巧 段す るに まつた。 

この やうに スペィンの 巧 化 t 巧 巧と して 巧 ホした ベルリン Hn — マの 巧 姑と、 日 巧は 共は をと 
のぶ 力は を 巧 ま巧阐 お、 卽ち汉 化 打が ま 巧 岡を を巧械 する 巧 主々 巧 巧 菜、 卽ち現 化が 持 田 まの お 
ホみ を棉 くみし わ。 元々 がま々 巧の 巧 ま 拙の 巧 巧は、 巧ぶ にが 互の がの ゃを 探り 合ん やうを 利己 
的&自 々だけを 巧进 する# 巧と、 自 みはなるべく 巧せ すして、 ffi の 友 巧を して 义 中の* t ねは せ 
る やうな* 巧 なと にの み 巧* とずる のがな 班で ホる。 だから ベルリン Hal マの 樞 かが 出 巧て 
W 後、 C れに巧 巧す るた めに、 ロンドン == パリ 柏 かと か、 巧は パリ U モス コゥ « 轴を だと 巧时巧 
道が 巧を 立てる やうを 幽体の 下に、 これ 等の 巧 主々 廷撕 巧の 化 あみの 往來や 文 巧の 交み はが ザに 
け はれた が、 な 論 化 夕の閒 には、 巧 伊な：® のかを 判が とした 共同の 目 括を だ ある 巧がない。 义こ 
れ にがつた 夕 がの 政治 美に しても、 チ ■'ン バレンに せょ、 ダラ デ 4 H にせょ、 油の ホつ たヒ ，卜 
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ラ， やム ，ソ 二、 その他 ナチ K やフ 7 ブシ •の銷 化 巧を に 比 校 すると、 到底 巧 巧 代を ザ A ふ 
ほ 治まと しての 氣 巧、 鼓 刺 性が をく、 まるでる 劣りが する。 巧な のち 思を はて 跃が たる お あを な 
り稱る 底の 人 化が、 巧け 在い わ 在ぶ 巧らない。 それは かの 》況 大巧に 巧つ たが 扣 「巧を 田」 側の 
デヵダンを 示すな 外の 何物で もない。 

ィ タリ T が 巧 共 巧を にを かした のは、- 丸 云 セ 年 十-巧 十八 日で あつた • 


二 五、 チで コス ロゲ T キアの 潰滅 

ち 巧の 中から 起ち 上つ たヒ ，トラ 7 のか 巧 巧は、 がが にして 巧 到な 巧ぶ と、 巧キ たるみな と、 
巧 お 巧な 素早 さとを もつ て、 巧手の なをに 化る を 得な として わる。 だから、 それは 時に 所 巧 か 巧 
の 常道を ゼ をを く無熙 した 天馬を をな くの 巧を 示し、 又な 做を 提 する 統モ とな クて巧 乎の 巧が を 
巧いて 反 若たら しめる。 • 

苦しい 巧 おを 巧んで 巧の ぶを 巧く ことのげ 味を ぶ 得した ヒット ラ r は、 一丸 三 一八 年 _ 二 巧 十一 日、 
巧 か ホー スト リア 巧府 におして ホを 通 巧を 巧して 巧 巧の 合併を. 巧 求し、 シ* シ- グ巧巧 巧が 
これを 拒 巧ず る やを や、 大巧を 巧して ながの かく ゥィー ンに逆 畦せ しめた。 を もな もない、 シ* 
ン * 二， グ巧府 は 一巧に して 巧え ホつ た。 そして 四 巧 十日には、 巧き 上る ハイル •じ， トブ ，の 
恥と^ 十字の 巧の 波の 申で 人 巧な 巧を 巧つて、 を 併が 人 巧の 啦巧 的な 意を である ことを 中 ホに 
宜 言した。 ヒ ，トラ 7 Q 年 巧の 减齡 がる ドイツ 巧 族 巧 合の 宜步は 巧み 化された ので ホる。 

辦 V こ Q 襄 合併 寞 ドイツ 租轰 《塞な がき わゥ 、ナナス 政 寒 貿 前から C 産の 切 

巧を巧望でもあクた〇 否、 オ》 ストリアはドイツ巧挨の巧困でホり、 同時にヒザ トブ7 線巧の& 
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西で も ある。 化つて これを ドイツ 苗から 分な 巧 立 させで おく ガ けの 巧 あ 的 理由と、 ヴ ユル サイ ユ 
が 約の 巧搏 とが なくなつ た拷關 にがでは、 巧 巧が 一にがず る ことは 到を 阳 化し 巧は め 目が のがが 
であつ たこと を理 がしなければ ならない。 

かくして お 早 ナチ ス •ドイツの がには、 乂 ドイツ 留建 巧の 理 なへ 巧 ク ての 進 おに ホぐ に 進擊が 
みるの みだ一 

そを 蒙 問理 は， 舅 チ H n K ti ヴ K キアと いふ 臺に譽 上げら たヴ H A ヤイ ユが約 
の 人る 巧 菜の 崩 巧を 巧 巧し をい 薄に なかを い。 ナ H コ の 巧 狸は、 それが かに 獨 巧み 巧に ょつ て、 
チ 1 コ自 おが ドイツ 巧 故から 環が にを 巧され る 巧 巧と なつた ので、 そのな をが 不巧 見つ お 巧 ホに 
なつた とち ムぱ かりでは ない。 巧ろ ぼ 巧に ドイツ 閒 のを 巧の 問 屈と して、 そのが ホが 一日 も抒さ 
れ をくな つたの だ。 とい ふのは 巧 巧 的に その 頭を ドイツの、 む 巧 部に 巧 をんだ チ ユ コ の 巧が が、 そ 
の 同盛闲 たる ソ聯 のを おお 地と なつて ドイツを 丹が し、 又 巧 合 酉の ドイツ 巧ん にと つで】# 都を 
ょいみ 巧に 巧 じで 巧た からで ホる。 が も その 巧 巧には がが たる ドイツ 巧 巧た るズ デ— テン 人が、 
巧 巧 ユダ卞 化した チょ n K a ヴ 7 キアの 人 巧 巧が 的が 巧から、 齡い拟 巧け ねめ たので ホる。 

巧を】 刻 も 摘 巧出來 ない と 見て とつた ヒブ トラ r は、 ズー プ ー テン 人た る ヘンラインが ホね るズ 
デ— テン •ナナス 巧に 指令を 巧し で、 ズ デ— チン ホ ホの ドイツ 巧への 合巧エ おを 船ら しわて 置い 


が 


で、 これに 反な の 態せ を 示さぅ とした チ 1 n 化 府の巧 ホを 制し、. 一九 己 八 ホ 九ろ ズ ず— ブンを 
がの 地域の 巧 at 巧 求した 。 ■ 

これには ホ 石に 突かは！* いた、 みおに とられた、 ドイツが 巧 巧を 巧 左 巧つ たのは つい 昨日のと 
とだ。 巧は 恰も 巧が* 方の 邮に息 思のは 通が 不ホ 々で ホり、 おも フランスは 人 巧 巧が 巧迎 t 中位 
として、 巧 巧で がんに 巧 巧が 巧 はれて なる 踢 をで ホる。 ヒ* ■トラ 7 は 巧みに その 掛か t 巧へ わの 
である。 

そこでち 巧な 巧 チ 1 ンバ レンは、 巧 も 巧もヒ ，トク r の 「おりに も 巧 じい « 巧 巧 的」 を 进度さ 
甘る ため、' II 囘に 互つ て單 々ドイツに やつて 來 セが、 巧に ヒ ，トラ T のな を 0 かす ことの 不可能 
をる を 化つ わ。 巧二囘 目の ドイツの ゴ I デス プル グに めて ヒ ー' トラ 7 化 巧と# 化した 時は、 夕巧 
のを， なは 冗 面から «类 しで、 モか はぶに 巧 巧す るか 3 かを 化 座 fe 示した-その 時ム， y リ— - I 巧 
巧 がモの 間に 入り 稠巧 ほた 巧つ て 出て、 その おか 同年 九月、 突 (ナ 王ンパ レン) 谢 《ダラず ィエ) 
か (ム ，ソリ I 二) 巧 (ヒット ラ T ) のの 巧 跑ボが ミ，. ン ヘンに みし、 巧 前 「ミ，, ン ヘン A 巧」 
が 開 曲され て、 W 細の 巧を 平かモ まが 巧な された。 が も お ホは ヒ ，トラ r のが 求 通り、 ズ デー テ 
V 巧では 正ぶ に ドイツの 主 祐內に 姑 入され る ことが が あされ、 ナ I コス。 ヴ r キ T は そのが* が 
抑ら れ たま、 巧 巧と をつ て、 な 度 入りの あで な 狙され ざるを 得 なくなつ た。 
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がし チ 王 コス。 ヴ 7 キアと しても、 巧に ズ デー テンを ドイツに 引 巧した が 上、 もう 巧な はヒッ 
トラ r の 「巧 扭的逆 出」 がない ものと 信じて わた ガ らう。 なぜなら ミュンヘンを なのか 巧は •央 
佛が ドイツに 巧して ホを し 得る を大の おおの お 巧を 示した もので ホる… だから-おには、 おし 今 
巧 ドイツが 、その 眼 巧を 越えで チょ n に ホを 入れる やうな ことがあれば、 こそは イギリス がが 
0 てわない のみ か、 軍 巧 同 おの 巧手 方た る フランスと ソ聯 •とが、 柬 巧から ドイゎ t お 巧して くれ 
る だら うと、 巧く 樂觀 的に 巧 巧に おへて わた。 巧つ てズデ I テンを ドイツに 引が した 巧の チュコ 
にち 到る 巧に 反 ナチ ス 的のを おが 班り 巧つ た。 が 巧が はそんを 生易しい もので なかつ たの だ。 

一方 ヒブ トラ r は ミュンヘンを 巧のを 氣 から 推察して、 巧 合 曲 側の 步扔 がを が 捕つ てね ない こ 
ち チュン バレンの 巧 没が 巧の ザな には 巧 力を もつ て ドイツに おる とい ふ 巧 巧と 自 巧がない こと、 

反 巧に ドイツ 側には ム， ソリー ニと いふ 有力を 巧投 をの わる ことを 巧 宿して わたから、 辛うじて 
をを巧つたチ1 コ ス 。ヴァ キアのなひ上つた巧ナチス的^を、 そのま、か巧しておくをはなか 
ク た。 

ミュンヘンを 談が おつて 約 半 巧の 巧、 ヒ ，トブ 7 化概 は、 ナ王 n K a ヴ 7 キア 共 か 巧 巧に 自治 
をを された ス 。ヴ 7 キアの 中に、 ナチ K 的が 巧の ちる かなを 結ぶ せしめ、 その 巧 力を 扶 けて ス 。 • 
ヴ r キ T を 巧 立させる 扑« たたて た。 をの 巧 巧 fc 姑て とつた ナょ n K 。 ヴ r キアの 大お巧 ハ— ハ 




も、 あに 萬 巧 化すと t 巧サぞ るを 得な かつた。 K a ヴ 7 キアが ナチ ス 化され 、が も それが 巧な す 
るに 至つ ては、 チ* コガけ 巧 立して やつて 巧 かれる 笛がない 。が も 巧 巧の お 巧から 巧 新す るに、 
式が、 ソ 蹄の 何れもが、】 切の 巧 巧を とつで チ H コ のために ド ィブを 巧へ なけょぅ として おつ 
の 目 除を 巧て するとは 見えを い h • 

、かくして ハ— ハ大 がが は、 三 I 丹 十 お日ヒ ，トラ ァ巧 がと みおし、 チ* コス ロゲ r キアみ か 班 I 
切の おおを、 ヒ ，トラ 7 巧 巧に をせ た。 そこで 同日 ドィツ 巧は チ H n 巧內 にがが た 巧げ て 進は し、 
その 結果 ボヘミア、 モ ラヴィ T は ドィツの お 巧 州と なり、 K ロゲ 7 キアは 自活を 巧され た 保 逆 巧、 
ルテニアは ハン ガリィ 巧と いふ 工合に、- 巧の 阳に これを 分 おしあ 理 しで 了つ た。 巧す るに ヴ 1 
ル サィ ユが 巧の 則產 おとして、 おを S にょつ で ドィツ お 巧な 巧 阻止の わめに がな された チュ コス 
P ヴ 7 キア 共 巧 巧は、 二十】 巧の お まだ ホら ねぅちに、 C のが 上から がた く 巧 放した ので ある。 

巧 爭の巧 力と がを t がする ヒット ラ 7 の 巧が 巧 S は、 今やを 全に 巧 巧の お 力 化を 白日の 下にみ 
巧せ しめたの だ。 
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二 六、 獨ソ 不可侵 條 約と ポ I ランド 领滅戰 

オ I スト リ T の 巧を わら、 ズ デー テンの が 巧へ、 ズ デー テンから チ 王 n K n ヴ 7 キ T の 解® 
へと 一# に 並んで、 ネや ドイツに と 0 てみ 巧すべき 巧る ホ 化は、 た •、リ ト T 一 I T に 併合され てむ 
るイ— メル 地モ と、 ポ— ランド 巧と なつて 兄る ダン チ el おぶ 上は 巧な 化 域と なり 闲巧 怖盟 の 監 
理 下に あつた— る ぴお抗 化 あとで ホる。 

ヒ ，トラ*' ななは がを もつ かず 迅擊 する— 

チユ n を 柏の 巧 血 併合を 巧 ホした み、* だ-巧 閒も搭 たない ぅちち ドイツ 政 巧は 「イ —イ A 
が ホの ドイツ人が， 同化 ホの ドイツ 本闭 へのな wfc 自窗 的に ホ 巧して 來て ゎる、 かおと して これ 
は* てて 面け め」 といん 巧 架 t ずると ともに、 イ— メル： i 主祐闲 たる 3! ルリ トア = ア共か 闭をだ 
には 勿が ホ おもちは せず、 そのな 问 化を ドイツ 困 巧 巧に 巧を して 了 0 た。 ちに-ホ、 大 ドイツ W 
のを ザ 巧 t が 巧 巧 化するな ホで、 ルー マニアとの 問に ぞ利 & お* はを t 陆 おし、 軍* 上の 特 曲を 
巧 巧して おいて、 用を はょ しと ばかり 巧れ ポー ランドに 巧き 面つ て、 ホづ ダンチヒの お 巧， それ 
わら 度プ 。シアの 巧び 巧と ドイツ 本 苗と t おぶ* a 巧な wt お 求した ので ホる。 このが 水は 巧ち 
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ポー ランドに とつて を肯し 巧い もので わる ことは お ゥに巧 巧で ある 〇をぜ とすへ ぱ 、おしこの 巧 
ホが なれられ L ぱ 、ポー ランドは 地理 上から 宮 つで、 一田を として 巧. お 的 & が 立の W 化を えつて 
了 ふからで ホる。 その ポ— クン ドの S には ィギリスが ホる。 巧 ニ ホ お 洲巧爭 のを 巧は ポー ラン 
ドから と 首 はれる 理由が 其 おに あつた。 ボ わら 巧 巧と して ヒ ，トラ 7 が 巧に ぶ 巧的耍 求では なし 
に、 本 當に度 力的モ 段を 巧 巧して ホで この 巧 求を 巧が するとは、 まさかと おへられ てわた。 おし 
ヒ ，トラ 7 のか 意は お 波で ある。 ， 

かぅ なるとさず がの チ* ン バレン も、 巧ボー ランドの 巧 巧にまで をち まつて は、 これを その 巧 
にか 抱し で おく 巧に ゆかぬ。 それは がに ポ I ランドの 巧な にがす るの おならず、 大英巧 曲の が 信 
の 巧 煙で ある。 そこで じ， トラ r の 巧 洲削拘 の 巧 寄を 化 止せね ぱ ならぬ、 とば かり 巧 巧 包 お 雄が 
持 巧され た。 

がち， ちが 巧 苗は、 卽時ボ I ランドと 巧ぶ 谋 助の ザ 巧 同な を 持び、 逆く ギリシア、 ん— マニアに 
巧す る 巧 立の 巧 巧を 巧ね し、 巧に トルコと C れホ 巧ぶ お 巧の 琼 ザを 巧げ、 巧 巧に ソ说 抱き 毯みエ 
作に とり 巧つた。 

がし かぅ したお 道は ヒ ，トラ ァに とつて はか 巧の がで ある。 モ こで ヒ ，トラ r は、 これに 巧 巧 
十る ために、 一丸 |二 丸 年 五 丹 ィタリアと 本格 巧な 巧ず 単 巧 巧 巧た 巧掉 し、 また】 ホに 日 巧 か 巧か 





の强 化を 促進して 、笑が ソの巧 巧 共同 戲が 姑ぶ 0 阻 か； 工作を がけた。 

イギリスの 封 ソエ 作は 急には 進展せ ず、 おを 月に わたつ でも 英ソ のが 巧 化が の 巧が はな 見の_ 
巧を をな かつた。 イギリスは ソ 端に おしで、 若し ソ 蹄が 共を 主 おの 年 ホの かたる 巧伊フ 7 シ ，西 
家 群との 巧 ひに 參 がして くれる をち 資が でも 兵器で も 巧で も、 春げ てソ蹄 t 巧 巧し； 4 うと 申入れ 
たのに 巧して、 ソ がが 中々 巧を がに ふらない ので ある。 がし ソ おとして は 勿 酷 咬々 にイ半 リスの 
申 化を 巧け おれられない 理由が ある。 モれ はこの 瑞 を、 ソ 研は 何も 自らがん で巧爭 をず る必 巧が 
ない。 辣にソ 端の がみ 改萊の 建前は、 がくと も 資本 まを 巧 お 巧ぶ を 巧は せる ことに あろ ガ から 
を佛 のために 封 巧跋 をに 巧 込まれる ょりは、 巧ろ ドイツ 0 巧に 巧 ふ 解が を 西に 巧け させ、 巧英か 
の 巧爭を 西部 巧が に 展開させる べき だと ソ蹄 巧は おへて わた。 技巧に 若し ソ惭 がち かと 共同して 
巧が と 巧爭を おめ ると 憤 おず るなら ば、 巧ら く 海 巧 力の*々 な イギリス はなちに 海上 お 缔ぉ» 巧 
して、 ドイツの 巧 巧を » つか 孤に 化る ボら うから、 ドイツは 死物 狂 ひに なつで、 おの 方ソ 巧へ 较 
到して 巧る ガ らう。 西が 我がに がて フランス 陸軍は イタ リ T が 引 まける、 が巧不 巧の ジー グフリ 
—ド がは フランス •ボの ドイツ 西內毎 入を 巧き 止め 讲 るから、 この ホ 面は ドイツは がかの ホ 備にょ 
つて 巧 おりる 韩 だ。 その 結 巧は、 前 おむ ソ 蹄が ゥクライナが 食 巧の 巧が に 巧つ で、 ドイツは 困 軍 
の 巧が を 巧 中す るに 巧 ひない。 その おを ソ聯が 巧る 热 なは 一通りの ものでは ぶい。 なが 大巧の 也 
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胜い 大巧 巧 吸は ソ谢巧 王 巧で 提閒 甘ら れる 、しかも ドイツ 巧の 巧 巧な 巧 的が りは が大® な ホ y 
蹄は ょくな 0 てね る。 ソ谢の あれる ものは 巧大を ドイツ 田 軍で ある。 これにかん るに、 おし 
から その 虚を 出いて 日本が 巧 巡す る ことで も ホつ わら、 ソ 晒は-® り もを く 巧滅 ずる ガ らう… そ 
んを 巧を 役な を 巧佛 のために 巧ず るるは 化带 ない…。 

と クレムリンの 巧 あみ 速が ホへ たのは 巧が 逊 ぎる 博を がな ことで ホる。 巧 京 使 卸な どを モ K n 
々に 送り、 を 巧ち 白を 控 過して、 しかもみ 同 風な なぶに を 没の ± が增 でが が なげを 巧し わイ ギリ 
K の 化 おは 其 おに あつた。 スタ I リンは ー ホで 巧佛 測と 巧* を jg けを がら、 からめが e 今を は不 
あな 天の 化かで あつた 咨 のじ マトラ 7 に 手を 差しの ベた。 そして 巧ソ '脚 闲邮 には このを 巧を 逆用 
すれば、 巧つ て 巧みを 好 持すべき 一つの 話 解點の ホる ことを ザした。 巧 こ I に 至つ ては ヒ ，トラ 
r ながと いへ ども、 ホ 早絕巧 おみで ホる。 ソ聯 がち » と 同 巧を なんで 巧巧现 巧を 起し セ 巧を と 巧 
株に、 この スタ— リンの 向けた 水を 担 おして ヒ ，トラ •'が 並め ぱ 、ドイツは 巧して 樂な V - べき 將 
ホ t 巧 巧で きをい ことは かつて わる。 あらく y おは‘ 央佛 と损 合して 巧 苗から ドイツを 微が ずる 態 
巧を 本 巧に とる ガ らう。 その 巧 巧は まさしく 前な 洲大® の お 巧を 巧が せし わるものが ホる 《 ちし 
も それに も 巧は 卡 ホ® 化抵に 入れば どうす るか f 巧 程 ドイツには イ タリ T とい ふ お 二の ホ 方は 
ホる。 巧し その イタリアは 資 助が 黄 巧で わつ て、 固 巧には 巧 時 エホの あお ヤ 石油な どを 持たない 
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巧で ホる。 だ わら お 令 この 巧を イタリア がを 巧して ドイツを 沒 けたと しても、 ドイツは 巧つ て 助 
煤が 值大 するな めに， 兵力と 巧が を 刹いて、 逆に イタ リ Tt 授けた ければ をらない な果 にを つて 
了ん。 それでは このち 巧忙 立つ わ ドイツに とつて、 巧 巧 日本は どぅして くれる か？ H 本は ま 郡 
巧 巧と いふは 力 巧の 巧 お 中で ある。 が もな ちの モ巧內 曲は K イツの 挺な した ザ 者 巧 巧が なのな を 
めを がつて、 セ 十 何 旧の 曲 巧を 閒 き*! がら、 巧が 態度は 巧 巧し をい。 とてもの こもに、 このな 马 
には拙に合ひさぅもない；もぅ1^*|;は这 巡 を許さ&い…。 

ヒ ，トラ 7 はを に 巧 後の 化を さめち み々 ホが t かに 姐して 化 争 だ— 背に 化は 待 へられめ… 
ソ聯の お 化と おかと 左 確保して、 巧り 閒进 へば パリを 解り、。 ン ドンを 巧 ほに ナ るまで ザ：： 

一九 II 一九 年 A ち 一子 一一 百、 ドイツ 政 巧は、 巧 か巧ソ 不可 巧な 巧の 稀 お fe 巧 表して 化 ホを K か ホ 

ち 

巧に 巧ヒ 7 トラ 7 が 百 八十 あの 拌巧 をして ソ聯と 指 乎を したの ゼ から、 化 ホが ザな に とられた 
の も お 巧は をい。 まさに サ ホは 局は-巧 にして 博® した 巧が ホる。 これには イタげ T も 朽時閒 い 
た 口が ふさがらな かつた。 モス コウに めける ち 巧 ソザ 巧问 巧の 巧 巧を どは、 その - K 叫に なおえ 
とを クて 了つ たこと なおで あり、 小 田 巧みな をが 巧して C の不お 打を みつ ホ わが ホ 巧の 勘 も 「な 
巧 ほ 巧」 の':.；: ま t ホし、 ドイツの この わ 巧に 巧いて 化 論 巧々 たる 中ち な 巧し ホつ たので ホろ 
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がし これは ょくちへ ると めして な 箱で も怪 巧で もなかつ た。 化 巧 iiatf! が i なに 「巧ず」 とい ふ， 
巧め て 巧 巧を、 明 巧を-本の® 道へ 巧を おん ガゼけ & ので ホつ わ。 

用 ソ不巧 毎 化め はかくして 巧 立した。 ドイツは もう 何時でも 、をのを 力を が 巧して 巧佛を 正面 
のな として 巧 ひ 巧る 態み 色完 巧した。 ■ 

* * * 

さて それでは- モ 、ドイツの ダンチヒの 巧ち 虫 ホと おが 巧 f を 巧 活のお 求に 資する ポー ラン 
ドの 態 巧は どうか f ポー ランドは » が これを 担 あして、 おみ 田を 擧げて 巧 王と 化すと も ドイツ 
に朽 すると 总 巧いて、 その ♦息は 巧 S な 上に 荒 かつち 巧 おその には イギリス がわて、 をし 
ドイツが お 宋巧饭 の ためお 力 的な 曲を とるなら、 ali-K イツに 立 巧して、 ポ I ランド 教 巧を » 巧 
すると いん 約束が ぶ 立して ねたからで ホる。 

§ がかう をる とち 早 ドイツと ポ— ランドの 巧 力 的 « 巧は 不可 發 のが 遊と なつた。 巧 波 困 巧は 
一 用卽涅 のを 巧に 巧 さた ヒ ，トラ 7 巧が のが 前 「無血 外 巧」 は 適 巧され & く &0 わの ち* に 
締結され た拓 が 不可を 化め などは、 この 危局た 迎へ ては- サの攻 古と 化した ので ある。 事 こ t に 
立ち至つ て、 をし ヒ， トラ*' が f 力 巧 巧の 安に 化ないで •ポ I ランドのを 巧に 巧して 怖れを をし* 
その* な 巧して 了 ふやうな ことがあれば、 K イツを してち 巧と 巧 爭サ しむる 日 的で ドイツと お 乎 
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した ソ がを ま 望 さち 果ては ドイツ 何等 巧す 無しと 見て 巧び お 巧 包® 陳が結 巧され るに な ひない。 
そんな 巧に でもな つては 取 巧 しがつかない。 イギリス はま 面では ポ I ランド お拽を 巧言して わる 
が、 あして 巧 巧に 巧 力に 訴 へる 白な はなく、 チ 1 ン バレンは 出 ザる だけ 巧 爭囘趙 をしたい 峭は化 
え 巧いて わる… ち佛兩 巧の 巧 巧が 巧 制は 到を ドイツの 比では ない… ガ から ドイツが ポ— ランドに 
進擊したことを理をとして、假か巧视がお々おち上つたとしても、をちにドイツの|^1:55{にかを的な 
大魄爭 が 起る とは 考 へられない… かふる に カイテル 巧 軍の がを ずるな 巧 作 巧を もつ て すれば、】 
谊 巧で をポ I ランドを 巧议し 巧る が 信が ある… 水 も おさめ 巧 斬な 作 巧と 缘の驯 なを 巧へ た ナチ ス 
のがが はおが のを 令を 待つ てね る。 だから 截ふ をら、 巧は 今 だ！ と ヒット ラ r はおて とつた。 

所で ポ I ランドは これとは をが 反 巧 なれな をぶ てて ねた。 假ホヒ ，トラ r がか 何な 强 巧な 旌お 
に 化ょぅと 、ドイツの おおは 坦內ち 巧に ある… だから イギリスが 巧 巧 お 掛を断 巧 すれば 01 と 納りも 
なくを るに 巧つ てゐ る：. さぅ なれ ぱポ— ランドの 武カ ボ假 りに 不ホ 々としても、 半年 閒な 上ドイ 
ツ 軍の 逆 巧を 巧 止し さへ ずれば、 巧が が 必中 ドイツの、 む 1E 部た る ライン ランド, W 占 巧し、 北海 あ 
岸を おがして くれる… そのが にが じて ボ I ランドは ザ 薄を W じてば 巧を 加へ、 形 巧を^ せしめ 
で 巧ろ 今度は こちらから ベルリン 巡 おに 持 じ 得る。 その 巧を ドイツに 待つ てね る ものは 全面的な 
が 策に ホぐ、 新たなる ドイツ 舟谋 の ヴ * ル サイ ユ巧 約で あつて、 巧 プロシアは もとょり のこと、 
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ザ 巧 ドイツの 地 巧が 博り 込んで、 冉び往 をの 大ポ ー ランドの ホを が 巧 ずる c とが 出 巧る… と i こ 
とに が 合よ くちへ てわた。 

ガが审 巧は一 九月-日に なつて、 毋後 巧は の 期限が 切れ、 K イツの な械化 大部な と 天を 巧ム 
が 巧のを 巧 4<一8 がが、 巧 巧を つて プ〇シ T るぴ シレジアの 田 巧を* に坦 える と、 ドイツ 側の 巧 測 
は それ こそ 測を 巧で かつた やうに 的中し、 ポー ランド 側の 巧な はなれ ホき ホの かく 巧り ない もの 
であつ たこと が 直ぐ 强明 された。 

ドイツす のな おおのが にを ポ— ランドの がま 基地は 一# に 叩き ホされ、 ボ— ラン K すの み 巧が 
の 蹄が は 巧 < 巧に 適 巧され わ。 ク 。卜 ，シンの 助— グラウデンツの 班— ナスト。 レン カの 風と 勒 
れ もポー ランド 側のを めを 化 巧で わろ そして々 後に ポ— ランドの 主 軍は をち ク—卜 / 巧 巧に め 
て、 なて 帝政 0 シアの 大 革が タン ネン ベルグで i 殺された よりも、 も 0 との 巧い 巧 庭が 大 包曲陣 
の滿 をの 中へ 化か あせられ、 呆な ホる うちにせ めに も袖虜 とな 0 て 了つ た。 をな 祐長 K ミ グリ お 
帥の お 面 も 何の その、 ポー ランドは 化な も參な 本部 もな 巧 ワルシ * ワ をな 巧して、 東ポ— ブンド 
の 巧 澤地ホ か、 それとも ソ 晒の 西 巧內に 远げ达 むよりか にを のない を 化で わる。 

巧が ー ホ ドイツ 巧の がりの 息 お » に不 ホを ぶじた ソ谢 は、 急に ポ P ツク 及び ミンスクの 巧试化 
« 巧を 出 S せしめて、 ボ— ラン KQ 巧 «1 巧に 曲ん しで 各が t ぶが して 了つ た。 もう ポ ー クン K 
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のな 化は を まつわ。 ドィッ 逆 擊の関 おから 化か 十 A 日閱 にして をが ヮルシ *ヮ はち 巧し、- 
にして 二十 二® 年邮の 巧な を 巧つ たポ— ランド 共 巧 田は、 世 巧 地 固から されて を t 巧し 
モの問 九 巧 二十 二日には 、プレスト W トゥ スクに 巧 g をを げた 巧 y 厢 単は々 助 巧を t 作り、 
I ランドの 虎み 巧 a を 巧く ぅちにせ 定めて み 5 しわ。 

この « く ぺく巧 巧な ボ I ランド 巧该 巧の 稱利 にょつ て、 •ト ィッ 巧の »« は岛ま 〇た〇 がし 
巧值 はホガ ーのに はおな され 在 かつた、 とい ム のは 巧 ひの 巧 乎 がをお ポ— ランドで ホつて、 
で & いから だ。 
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赛ミ 


轰ち實 


ニ セ、 宣戳 された る 平和 

ドイツの 巧ポー ランド 巧の 閒始 と共に、 巧 おに イギリス とが もが 視 して わる 巧には ゆかない。 
丸 巧】 日 t なで おがの 巧 巧を 巧ホ吿 がな はた それと 共ち いょくを ー ホ 巧が 大巧は が 巧した 
ことと な 0 た。 このな ホで ポー ランドの 悲府 破は、 まさしく 巧が 大巧の 巧 一巧を 巧 成した 紀 巧と 
なつた。 

所で 巧が は 宣巧ガ けは ホ吿 した ものの、 巧 R なポ ー ランド お按 のす ホ 巧 曲を おさを い。 ドイツ 
の^;!11:^を巧くべき英かの巧きを巧巧したのはわながちポ|ランドのみではをく、 货をおでわつ 
た。 がし 第二み 巧が 大巧は か 巧から が ホとは 巧ん 巧 巧 t 示した ので ある。 なりに もち 佛 なをぶ の 
ロ ホき を 信頼 レ 過ぎた ポ》 ブンドの ル 7 K • K ミ グリ 元帥 や 外相べ， クが 、ホから'^ ル I マュ 
T に 巧げ をんで、 切な 扼 巧して ちがの 瞄甲 蓮を さを ほん ボが 、巧の なりで どぅに もなら ない。 巧 
- その 時には 巧に ポ I ランドと いふ 巧が 消 « して 了 〇でゐ る、 なん やポ ー ランドは* 巧 ± で坦か 
にあ つても 巧 ふとす つても 巧に も をらない 〇ホ はちが としても、 めち t ずつ てを 巧ホ吿 t したの 
である わらな かずるな 思は え か ありを がら、 作 巧 上 それが 不可能で わつ たの かも々 ら ね。 ホは 又 
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接诚 のが 備に 巧つ たが、 ドイッ 軍の 進 巧が おりに もな 速み なでを つたので 閒に 合は をかつた のか 
も 知れぬ 。がし 巧れ にしても お 巧と しては 拱 乎 巧 觀ポ— ランドを おを しにす ると 同 棟に な 0 た • 
かう して 留底 的な 商 円を ぞ しく 失 巧した を佛に 封し、 ボ— ランド 巧を か 凡を にがち 畢 つた ヒ 7 卜 
ラ 7 が統 は、 卜巧 巧め か ホの 提咱 をして 巧 乎を 巧に 巧いた。 

「ポー ブンド 巧の 勝利に ょつ て ドイツ 巧 巧の 生を 困は 巧 保され た… 巧る のは 访お 化の 巧な のみ ザ 
…巧 巧は 自己の 生 おが をらざる 東な や 中な の 巧 酉を 干渉ず る ことを 止め、 をな がの 幸 裕と共 巧の 
ため、 今後 ドイツと 隐 力して はどう か… それなら ドイツと しても、 な 巧に 玻爭を 化が して 新 の 
若人の 血を ホした くは ない の だが…」 とい ふな ホの ことが 巧 平 提唱の 理由で ホク た。 おくいへ ば 
巧に 人を 魚つ たお だ。 、 

英巧 側が これを 拒 巧した のは 勿論で ある。 若し これを 巧 めれば ドイツの 巧洲惭 巧を 巧め る こと 
になる。 チ王ン バレンは 早速 これに 対し— 

「ヒット ラァま 黄が、 この 地上から 巧 拭され ぬ坡り かや 巧 巧は 巧 おに 間 垣に をら め一」 

と應酬 して 見を を 巧つ た。 それでは 英 併は 巧が 的な 武力な おを 開始ず るかと いふと、 さう では 
ない。 ぶ も お ホ 巧 おを 企てる としても ドイツの 北海が 岸の 巧備 はが 巧を がめ、 又 巧が 巧が はジ— 
グフリ I ドが が 巧 ド 落 t おつて ちへ て わる。 では 逆に ドィゾ ザが 巧 度 ずる ことは ないか， を、 


が 


それは をが 不可 お ザ r なぜ をら、 ジーグ フリ— ドな が お巧不 巧で あると 间 巧に、 マジノ 巧 巧な 
の お 巧は、 到を な i がでは 化 ホを い… その 巧 か* 一巧 化ボ けを 切 讲ずゼ けで も、 百 巧の ドイツ ホ 
が 111 を 巧の 日子を 巧し、 五十 «の 化 術を 巧# にしても、 その 可 おを がを ぷ まれる 程の 巧 ホ さで あ 
る。 マジノ 巧が 其庙 にある 眼り、 〇ン ド' ノや バリの あちは や 巧と 巧る かがは たい。 このみ 合ドイ 
ツ を參ら 甘る には、 ドイツの おがる 長期 巧を 巧 ひ、 が 上が 化に ょつ て その 巧 巧を 新つ に 化る。 ド 
イツは あらく 第ー ホ 大战ど 同 巧に、 を もつ と 早く 困 巧の 巧&を あおして 降伏す る ことなを し… と 
いふ 常に 何物 かに 巧つて 安ん 中る 至が 巧 策を、 且つ 神 短の がい ホへ モ で、 巧 佛 のな めネは 所拥、 
「を® された ヤ 巧」 を 持® する 雄 あで ねた。 

•このが かが i は 半 ホな 上 もない た。 巧阐 でも このま® された モ 巧の 化 雄を 円して、 巧 W 洲大 
巧は 大 なる 巧 力 巧が 無しに 午 巧に 巧 注す るので はない わ、 などと々 沙汰され た ことがあ つた。 

ガ がそれ は筑 誤で ホつ た。 ドイツは その 閒 巧* と 巧 巧 巧の ホ® を 準備し、 その 工作を 巧し ホげ 
てむ ち卽 ちイギ VK の お 上がが に » しては、 y 谢 との 閒に 巧ソ色 巧な をを ぶ 立して、 それを 保 
力 化して 了つた。 そして ソ がが バルト 巧 巧への 工作る び、 フィンランド 敢に ホり 化した 場合には、 
ち ザ 洗が ソ斯の 巧 的を キ ホく ホ 角した のとは 反» に、 巧ろ ソ 巧の 巧 巧を 祈 5、 成は それに 投助 fc 
送 0 たこと さへ ある。 
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ソ がが フィンランド 巧擊 我に 策 か 手間 あると おる や、 ドイツは-九 四 0 年の 二 丹、 れ ホの 技 姉 
と 參な將 巧を ソ靖に 送り、 緒巧不 落を がて ぞあガ つた フィンランドの ウィ ポル グ巧 まの 巧 巧を 巧 
けさせた。 この ドイツ 側の な 力で ウィ ポル グ巧 をはな かお 日で おなしで 了つた。 五ケち も か、 ク 
て焰 なし 巧な かつた ソ踰 は、 ドイツ 測の な 力で をち 巧 巧し 巧て、 巧に をの 巧 巧に ょつ で 有利な が 
件の 下に、 フィンランド におして 平が が 約を 結 侍ず る C とが 出 巧た ソ 巧の お 熟は もとょりを がで 
あるが、 巧 時に をれ は ドイツに と 0 て も 非 巧な 化 巧を がいた。 とい ふのは、 元 巧 この ウィ ポル グ 
巧 まは、 フヲン ぶの マジノが やべ ル ギーの レオポルド がの 巧 まと 同性 巧の 築 巧で わつ たから、 ド 
イツと しては 脖來 マジノが や レオポルドが をみ 巧す るた めには、 是非とも ウ< ポル グ巧 をのが 姐 
やち 牢 さを 實 化に 巧 巧して おきた かつた 。ところが その 括 巧は この 巧の 巧 まは、 ドイツ 巧に とつ 
で 裙か不 巧で をい ことが 證 巧され たからで ある。 

ソがエ作を 】 段巧したヒブ トラァ は、 ホるべき^8^に巧へ で、イタリアとの誘巧をがピずべく、 
一九 巧 〇 年 吉ろ A ブソリ J 二 巧 巧と プレン ネルに ♦誤し、 巧な 巧の 括が 的 《巧と ま 持と を 得ち 
を款の 巧を は イタリアを しでを々 が 巧 的中な を ザつ て 貧 ふこと ガ〇 た。 この 時ヒ ，トブ ，はイ 
タリアの St * を 巧を 巧ろ 巧 ミし なか 0 た… とい ふのは、 若しも イタリアが ドイツ 脚に 立つ て、 巧 
巧 倚 早の 夕巧 t すれば、 r 巧 巧され た 平が」 のがが 化 族は をち 巧れ て、 イタリアは 巧が の 巧 餐の的 
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となる のはみ クて ねる。 フランスの 控巧 はを 力を 擧げ てイ タリ T 巧擊に 集中し、 イギ 9 k のが 軍 
もを ち 地中 巧を 中 也と して イタ リ T t 包 困す る。 その 巧を ドイツは その «大 された 巧が たずる た 
め、 ホ カな « おを イタ リ T へ 送らねば ならを い。 さぅ した 巧 田が 逆は ド イブには が 巧 & 不利益で 
をければ をらない。 イタ 9 t の尙毕 なを 巧は、 巧 0 て 巧 か 兩 苗を 的を のとれ 元い 巧 地に 巧し 入れ 
る。 巧ろ •ト イツと しては 巧 かの， 巧 ホ S 巧 力 色 本 苗に むかけ にして 曲いて、 ドイツ ザけ の 巧 力で、 
を 他に!！ は がし、 その ホに 巧 じて イタリアに おつて* へぱ 、巧が 巧 苗は 共々 にが 利を 巧す こと 
が 出 巧る のでは ないか… とい ふの が兩 巨頭の み 巧の 內をモ ホ 0 た。 そして この ことは その後が も 
を 石 a り ♦巧と なつて ま はれた ので あるが— 

茜の 力を も « り 十、 ホづ巧 力は てれを 保 巧ず るの が、 この 巧の ヒ* 'トラ*' のみむ であつ た。 モ 
して その 単佈 はを < は 0 た。 
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二八、 ノル ウユ ー 電擊 作戦 

滿 々たる 閱志 をが めて 巧みを 化ムヒ ，トラ r に とづて が 巧が ホた。 それは プレン ネル ホ 蘇の 型 
巧、 卸ち 一九 阳〇年 四 巧 丸 日の こと、 イギリスが 中な 闲ノ ルウよ— 海岸を 封 巧した 巧 巧を なると、 
ドイツ 軍は 巧 > 作 城を なて】 氣に デン マ I クを席 巧し、 ノ ルウ 1 I お 岸の み 巧 准を よがし、 巧に 
巧 巧 十六 日には、 ノ ルウ 1 — 全 ± を 痛 巧ず るた めに、 イギリスの 巧ぶな 封锁 がを 染 巧して、 巧 巧 
おとお 送 船に よつ て カ デ カ， 卜游峽 をが 巧り、 怠 ホな 大巧を な 迸に オス P — に 進な させた。 をし 
て ノル ウユ ー 备 地に ドイツ 巧は 咨 巧し、 遂に 英佈 軍を して/ルウ 1 — お 岸を な 巧せ しめて、 をな 
本 西へ 引上げさせて 了つ た。 デン マー ク 、ノル ウ 1 I を 主 fc をむ 北な の お 地は 巧 日に して、 ドイ 
ツ の 完 をな 制很の 下に おめ られた 巧で ぁる。 ， 

この 化歐 かがの 巧 巧に よつ て、 ドイツは お 巧 的、 載が 的に 非常な 巧 化を 巧た。 ス H I デンの 獲 
巧を 確保した こと、 K カン デナ ヴィア 巧 巧の イギリスに おなした 巧みを ドイツに が 啓へ たこと、 
ノ ルウ-— 巧 岸に イギリス 本 ± ホ擊 のた めのを 巧 基地を 巧 巧した ことな どが、 その まなる もので 
あつた。 





思は ざり しお#® にょつ て 「を 巧を を やか」 は、 あは ダ 5 し 方面に めて その や稱が はれた ので 

あろ 

巧る に ドイツ 〇化肤 への めざましい 巧 化に 於る し セイ ギリスは、 < Hl < はが 巧を 巧へ て パル カン 
巧 巧への 工作を 巧始 して、 その モ 面から ドイツ 报 おを 企で て 巧た。 モ C で 巧 裏は 化 お fc * れ て、 
パル カンに 巧り、 世 巧の 战抵は 其 おに 集中され わ。 さて ポ— ランド 巧と いひ、 又ノ ルウ*— 击 « 
巧と いひ、 ドイツが 巧 力 巧では 巧 巧ない C とが 巧 抜で あり、 反 巧に ちが 測が 巧® ホに 巧い ことが 
ホな さ ホた やウガ 、がし 巧爭 はお 巧 巧で わる， ホ だ 巧 屈は々々 残されて わる、 イギリスの 巧な の 
ルタ 手段に ょつて ドィツの 巧せ 化 パル カンの 動向は どぅなる か f わぅ してな iSSK 巧を パル カ 
ン のか々 爭巧 » がおかに' 活 がを 巧び てく ると 共に、 地中 おに 巧 空が 巧つ て 帝た。 

巧 力 巧を ホ 交® の おにして、 巧 さ t パル カンに 移した イギリスの たはと いんと— 

( 一 】 イギリスの 封 風 海上が 頒を 一段と 巧 化して ドイツのを 背 巧た る パル カンの ドイツの な 巧 
する お济巧 力を が A せしめる こと。 a - y ハル カンな 小 巧が 列な のが 挟みに なつて わるのに ホ じ、 
その 中 ヘイ タリ T 及び ソ祝 をを々 はを 的控诉 的に お出させ 、そのが 吿 fe * 巧せ しめて 巧、 か 、 y 
巧 五の 間に^ 執を 來 させる こと。 ( I 二】 K イツが を ザ 地 バルカン 巧 巧を 自己の 巧 巧に 引 入れる わめ 
にを 力 t 巧 巧 せざるを得ない slstt おし、 ために お ザ カ 巧い ドイツ t して 化は K カン デナ ゲィ T 
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から 巧は 地中 巧に 至る ち大な 巧が に 渡 巧困馈 せしめる こち (四 覆つ て ドイツが 巧く は 巧 巧 巧 A 
に 巧 力を 集中ず る 巧な からしむ る ことを であ ク た。 このを かの もとに イギリスの パル カンな 巧へ 
© H かは おがに « けられた • 


二み 世み 新秩 をへの 巨歩 

なし ヒ ，トラ ►■は イギ 9 K の 巧 a みには ホら なかつ た。 英 ホが 进んに パル カ yt 巧き A し、 ル 
—マユ T、 トルコ、 ギ リシ T に 反 巧 的を おを おつて、 巧が 色 南北に «大 さ ホる と、 化の 脈 脱は 车 
ろ 巧 巧のを の 工作 色 巧んで わた。 巧 洗が ドイツの M、 む に 巧け てね ると 话 じて、 脚 かに ペル 
ギ—と オランダ t 巧 巧して、 ペル リンき » のがを を 化の 作は t か 巧して わる こと t 採な した。 若 
しも そんを ことを され セら、 ドイツは 拽 ホを 制せられて 非 巧 & 巧 失を 巧む る。 を もょ し イギリス 
では ナ •ン バレンを 巧に 巧し 不信 巧の 巧を く、 フランスでは ザの 巧 階ネで ホる ガん クンと ゥ 1 イ 
ボン 厢辟 审の閒 にかみ が 生じて わる。 C， トラ T のな はみ したー ナナスの々 ザは 物 ホい 巧で 才 
ランダと ベル ギ—の B 巧た 巧は して 巧 毎した 0 
巧 恰も 一九 巧〇 年 五月 十ち 曲が 大巧は み々 本が 的を 爭 田の 巧 巧を 掉關 して ホち 
ホラン ダけ 巧から 始 ± り、 をに フランスの 阵 化と いん ああ 的な 巧 面に ょつ て、- ホづ- 巧を が 
ホいた この ホ决 巧に M しては、 それが つい お 巧の 化 ホ ホで ホ 〇、 世 ホに 典へ わ* 拳が 大 さかつ た 
ザけ、 一の の 配は はか 巧し いまで ホる わら、 ffl わい 巧 明は はぶかぅ と あん •巧す るに C の 大ホ曲 
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は、 巧 ど ドイツ 谁のお 人の 巧を 巧く かき】 モ 的な 巧 化に ょつ てを 始 した。 ペル ギ — M 王 アルべ— 
ルー三が階下の悲がな^^:^、 フランダースの巧にめける悲任巧まる巧を巧の大化化、 を巧巧壁と巧 
を マジノ S {蛮が を* たる 羣 Q 巧 妓—と 巧 了は W 巧す を ドイツ 巧 Q が 巧を 行の ミち 
に栓 つた。 I 
ト イツ 巧^ 巧 かを 閒始 してから がかに 1 笛 巧と 巧 日と いふ 六 巧 十四日、 早く も パリに 入 巧し エ 
トア 1 ルの 飢巧口 - H には 釣十护 の 巧が 期み と 致へ つて ゐち ドイツ 巧の バリ 閒巧 と共に 巧 お 通 
り イタリアは ドイツ 側に 立つ でを々 おがが 阁 にを 孤の した。 

巧 月 十 セ 日、 ボル ドウに 移つ た フランス 巧な 巧 ペタン 元帥は 悲 がな 巧獨が 伏を 巧 巧した ので あ W 
る。 ヒット ラ 7 巧 統は盈 十八 日ムブ プリー ニ 巧 巧と ミュンヘンに をし、 巧 巧 煤 巧 巧 件を がな てな 
したを、 一九 巧 0 年 丸 さ 一十 二日 、 n ン ピエ 1 二の ホに がで フランスけ 表 アン ミ 巧 ザな 下の 
委 貝を 引見して、 巧に ホ 巧 ある 巧佛化 巧が 約に 巧ぶ した。 そのみな の蝴巧 こを、 巧て ドイツ 自々 
が 二十 年 前、 さきの 大巧に 化れ、 巧を をんで フ ォシ-一 元帥の 前にな ザの 化 巧な わを 巧 制された 巧 
じ 興 壁苹の 中で あつた I ヒ ，トラ 7 往 巧の 巧な や あ ふべ しで わる。 

かくして、 かは ノル ウ王 1 から 南は ビスカヤ 巧に まる 巧が 大 おの 阳お 岸が を 巧を、 その 巧 中に 


おめ た ドイツは 1 今やな 洲大 接から 閑め 化されで がかに 一巧な に捉 なしを イギリスを がに して、 
おもむろに その 化 巧 作 巧を 練つ てね る。 

〇ン ドンを 初め イギリス のま 紫が 市 や 巧 巧 巧 巧が には、 お 日の やぅに ドイツ 巧擊 巧の 大巧な が 
安を まは し、 巧 巧、 巧 巧 谢の铜 を 降らせて ゐ る。 英巧海 映には 快 巧 巧 E . ポ—卜 が アルビ オンを 
に 巧 入す る 日を 巧つ てむ る。 がし ドイツの この 训 新ない 巧 巧の 中に、 イギリス もな 巧な 船 城を 巧 
巧し、 巧と しては その 巧が 巧を 逆く 巧洲 大巧の まに 飛ばせて、 フラン ダ— ス 方面の ドイツ 巧の お 
.が や、 或は ペル リン、 ライン ランド、 おおが 掉 地ぶ におが 的を 巧を 巧つ でね る。 

がんかれ にしても、 今日では 未だが 敝 には 至つて わを いが、 イギリスは 巧窜 ホ 日の 大巧 帝 田の 
巧が をが 罔し 巧る ことは 化來 ない。 それは 了 度 巧て かがに 切を となへ わ ポルトガル、 スペインが 
衰 おし、 お 洋の窃 巧を ぞ涅 した ホラン ダが 巧 巧した と 巧は に、 がが 巧 聞を 砖 つた イギリス も述去 
の 席 おの 中に 巧き 加 へられょ ぅとして わるので ある。 

巧な せんとす‘ バ^イ ギリスの 巧な の 足 巧は、 ホ 望は 大巧 洋を W てた アメリカの 投巧 である 。 T メ 
y 力の イギリスへの 按 巧は 巧 巧頓 に. 活 巧に なり、 今な のみー ズ ペルト 大抚 がの 巧 巧は、 アメリカ 
のをなる 援 巧では なしにを 驶を示 ゆする 程の もので わる。 然し それは 括 巧 巧 大巧の が 命を みかす 
ことにな りは すまい か。 アメリカが おして モこ ホで ホり 化ず かは 巧 問で ある。 巧ろ ドイツの イギ 


3 巧 


リス 本 主上 应作 巧が 敢 巧せられ るかに、 アタリ カは 充 々を 巧 巧を 巧 ひたいと 焦 度し でね るの ガ〇 

それに 巧して ヒ ，トラ, の ィギリス 上齒 作が はい 0 巧 はれる わ？ それは 今が を 巧し でが 巧 さ 
れ ると 音 はれる。 がし 意な ホの 時と 巧 巧を 进ん でを 巧 的な 巧擊 巧を 巧 行す るヒ ，トラ 7 は、 又し 
でも か 何なる 巧に 出る か 分らない。 

今日の ドィツは かぅ した ー ホで、 ィギリスの 徹底的 朗巧 などに 目 も くれず、 巧 洲斬店 制への 巧 
らしい 巧 ホを 計まして、 巧々 として モの ホを 進めて ゐる 。今日 装は 巧 か t 中が とするな が 困、 

ソ 研を 中が とする ソ蹄 苗、 北米を ホ 巧を 中軸と する 米が 旧、 そして わが 大日 $ 曲を 中 抽 とする 
柬巧 巧の 四 0 の 大きな みを 巧に々 たれる ことは 恐らく 閒巧ひ あるまい。 

わが国は 巧が 巧 巧が 巧" ょり 巧 巧した 因 ま 的な 巧 生が お ま 0 で、 西 巧の ィデ オ〇ギ ー の 上で、 
な 論 巧 伊と 巧 巧 巧が の ものが あつた。 卽ち 古い 個人 まを 的 自由 主を 的を 巧を お 巧し で、 巧の 大巧 
巧 巧 本 巧の 巧 神 まを 的を 本元に ながせん とする には、 を 度 主 巧 的な おがの 上に 立ク て、 巧 米の デ 
モク ラシィを 想 t 排夕 せんとす る 巧 かと 方 巧、 目 巧を 巧 じくし 错 たので ある。 である からこを 日 
巧 伊 防共な をが ホづ 巧な したので ある。 かぅ して 理 おと 目 巧を 同じく する 日本と 巧 か两闲 とは、 
そのを 谋 々の 曲析を おた が、 をに それが 巧が 到を すべき、 哲け おき 世 巧を 的 巧に ょ 0 て 結な せら 
れ たの ボ。 / 


が 


昨年 九ち 二十 セ 日に 綺 掠を みた 日用 か 一二 围同 巧が それで ある。 

X X X X 

な 上で がの 「かが 我 化」 としての ヒット ラ, かを ある。 

彼のけ 巧は これから ポ 。彼の 過 まの 破 ひは 巧 云 帝 巧 建築の が： 均ら したして、 その お 巧 工事を す 
る ことで あつた。 つい 昨日まで 建築の 下な を 描いて、 をれ にがを 引いたり をを をク たりして 生活 
して わた 彼は、 結局 その 化 巧を がの 上で なく、 ドィツと いふ ± 巧の 上に 巧 巧し、 ドィツ人 といん 
化 巧の 村 おで 巧るべき 巧 =1 帝函の 下# をな 报 にがき 上げた 津 だ。 

がし 元 巧、 彼は 连 築の 下が をん かがくの はを 活 のた めの 巧 ひの 手段では な かづたか f 本 巧は 
一個の 美が まになる のを 理想と してね たでは なかつ たか P それなら 彼は その おおを 巧く に 下 巧 
い--* 巧 位に わる。 假令 それは ヵンゲ r K の 上に をを をつ て 巧き 上げる 美術では なく 0 て も、 彼は 
今迄に 歯 巧 的ち なの 地 均ら しを してを 巧した が巧エ 巧の 上へ、 これからを々 本 巧の 大巧を をを て 
上げる 巧り で わる ガ らう。 

おおは それが 彼の かかの 時の まちで わつ わ やうに、 巧るべき 巧 一二 帝 巧の 上が 巧 巧が が乂 のな 味 
でも 巧 巧の お 巧で も、 巧に 堂々 たる 大巧 巧 おで ある ことを 巧して 待たう a 
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ぺ スタ ロ ダず 柳ぶ 

巧れ ナベ aft 巧 學のお 才の巧 S を 巧が、 やおに、 
しかん お 巧 雨 <»阳 きれた 〇 多 巧は 文 » •文 a 大* 另 

ミ タラン シュ ロ 臟前ま 

»* の 巧 巧す •へき かなは 化が にして 巧った か。 ボ 
W おの 天す のみ « に して 巧 さ 巧 力の-出を なょ 0 
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はじめて 巧 巧の 巧 化に 巧手した 巧は いかにみ < の 
巧 g と W 巧と を 巧 巧した か 0 (#なェ》み 大 WWB ) 


ア ムン ゼン 叫警 

巧を はを HQ 巧な と ♦年 文 美の 交が を 柏け てこの 
巧 人の 化擧 もを 面目を 巧った e ( f は 9 巧：-; <敎 ち 

パス ツ I ルが 妨ぉ 

巧 gsA とい ム巧大 な 事 文を 巧して 入な を 傳をお 
の 巧 黒から# つた 生 巧を みす (ミは ち 
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^ どリ 巧いた リ したが、 それょ リ to 单 
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